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１　坂下Ⅱ遺跡遠景（南西→）
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１　坂下Ⅱ遺跡調査区全景（真上から）



序

　本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の構築や

国道の整備は、地域が活発に交流・連携する秋田の創造をめざす開発事

業の根幹をなすものであります。本教育委員会ではこれら地域開発との

調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組ん

でおります。

　本報告書は、日本海沿岸東北自動車道大館北～小坂間の建設に先立っ

て、平成18年度に大館市において実施した坂下II遺跡の発掘調査成果を

まとめたものであります。調査では、縄文時代早期の竪穴住居跡や、平

安時代の竪穴住居跡などが検出され、これらの時代に営まれた集落の一

部が見つかりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査及び本報告書の刊行にあたり、協力を

いただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、大館市

教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成21年３月

秋田県教育委員会　　　　　　 　　

教育長　根　岸　　均
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例　　言

１　本書は、平成18（2006）年度に行った大館市坂下II遺跡の発掘調査成果を収めたもので、日本海

沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の28冊目にあたる。

２　調査の内容については、すでにその一部を埋蔵文化財センター年報などによって公表しているが、

本報告書を正式なものとする。

３　発掘調査から報告書作成に当たり、以下の業務については委託により実施した。

作業員雇用・労務管理・安全管理：文化財調査事業企業組合

表土除去・排土移動：白川建設株式会社

グリッド杭打設：株式会社大井総合技術

空中撮影：株式会社シン技術コンサル

放射性炭素年代測定・樹種同定・種実同定・動物遺体同定・テフラ分析：株式会社加速器分析研究所

鉄製品保存処理・実測：吉田生物研究所

石器実測・デジタルトレース：株式会社ラング・株式会社アルカ

石器石質鑑定：パリノ・サーヴェイ株式会社

遺物写真撮影：株式会社みどり光学社

４　本書の草稿執筆は第１章から第３章を長谷川幹子が、第４章を加藤竜・鈴木健一・長谷川幹子が、

第６章を加藤竜が行った。全体の編集は加藤竜が行った。なお、第４章第３節２の執筆については

磯村亨の協力を得た。

５　第５章「自然科学的分析」は、株式会社加速器分析研究所ならびにパリノ・サーヴェイ株式会社

に業務委託した成果報告である。

６　本報告書の作成にあたり、以下の方々からご指導、ご助言を頂いた。記して感謝申し上げます。

　　（敬称略、五十音順）

　板橋範芳　岩崎厚志　宇部則保　榎本剛治　大島直行　小田川哲彦　小保内裕之　北村忠昭

　榊原雄一郎　佐々木雅行　佐野一絵　佐野忠史　嶋影壮憲　滝内亨　龍田栄治　龍田優子

　茅野嘉雄　富永勝也　成田滋彦　福田貫之　宮内信雄　宮尾亨　皆川洋一　領塚正浩
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凡　　例

１　本書に使用した地形図は、国土地理院発行の1/25,000『大館』および国土交通省東北地方整備局

能代河川国道事務所提供の1/1,000工事用図面である。 

２　挿図中の方位は、世界測地系平面直角座標第X系の座標北を示す。なお、磁北は座標北から西へ

8′03″偏する。

３　遺構については、検出順にその種類を示す略記号と通し番号を付した。後に検討の結果、遺構で

はないと判断したものは欠番とした。遺構に使用した略記号は下記の通りである。

　ＳＡ：柱穴列　ＳＢ：掘立柱建物跡　ＳＤ：溝跡　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＫ：土坑

　ＳＫＰ：柱穴様ピット　ＳＫＴ：陥し穴状土坑　ＳＮ：焼土遺構

４　出土遺物については、取り上げ順にその種類を示す略記号と通し番号を付した。遺物に使用した

略記号は下記の通りである。

　ＲＣ：炭化材　ＲＰ：土器　ＲＱ：石器　ＲＳ：礫石器　Ｓ：礫

５　遺跡基本層位にはローマ数字を、遺構内層位には算用数字を使用した。

６　土色の色調表記は、農林水産省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修『新

版　標準土色帳』2003年版によった。

７　掲載した遺物には挿図ごとに１からの通し番号を付した。また、同一個体と考えられる土器等に

ついては、１ａ・１ｂのように数字と小文字アルファベットを合わせて表示した。

８　挿図に使用した網掛けや記号等については、挿図毎に凡例を付した。

９　土師器・須恵器の実測図に用いた調整の表現は下図の通りである。ただし、整理年度により不統

一な場合もある。

ヨコナデ
ロクロナデ

ロクロナデ

ケズリ

ヘラナデ

ミガキ

土師器甕

土師器坏 須恵器壺
※矢印はケズリ方向を
　示す。
　両矢印はケズリ方向
　不明のもの。

ケズリ
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第１章　はじめに

第１節　調査に至る経過

　日本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市へと至る日本海沿岸の高速交通体系を改善し、沿線

諸地域の生産活動や情報・物資の交通を促進すべく計画された、総延長340kmの高速道路である。

　秋田県内では、象潟仁賀保道路及び仁賀保本荘道路、秋田外環状道路、琴丘能代道路、大館西道路

を連結し、小坂ジャンクション（J.C.T）で東北自動車道に接続する。平成９年に日本海沿岸東北自動

車道として路線指定され、このうち秋田南インターチェンジ（I.C）～昭和･男鹿半島I.C間は同年に開通。

平成13年には河辺I.C～秋田空港I.Cが開通し、平成14年には、琴丘･森岳I.C～能代南I.C間、昭和･男鹿

半島I.C～琴丘･森岳I.C間、岩城I.C～秋田空港I.C間、平成18年には能代南I.C～能代東I.C間、平成19年

には能代東I.C～二ツ井白神I.C間がそれぞれ開通している。

　坂下Ⅱ遺跡が所在する大館北I.C～小坂J.C.T間については、平成８年12月に整備計画区間に設定さ

れ、平成11年１月の実施計画認可を経て、平成11年３月に路線が発表された。これを受けて秋田県教

育委員会は、平成14～15年に大館北I.C～小坂J.C.T間の遺跡分布調査を行い、その結果、坂下Ⅱ遺跡

が確認調査の対象となった。確認調査は路線内の4,250㎡を対象に平成17年11月７日から18日にかけ

て実施され、その結果縄文時代と古代の集落跡であることが判明し、工事区域内の3,050㎡について

発掘調査が必要であることがわかった。発掘調査は平成18年６月６日から９月14日にかけて3,050㎡

を対象に行った。

第２節　調査要項

遺  跡  名　　坂下Ⅱ遺跡（さかした２いせき）

遺 跡 略 号  ２ＳＳⅡ

遺跡所在地  秋田県大館市商人留字坂下地内

調 査 期 間  平成18年６月６日～９月14日

調 査 面 積  3,050㎡

調査主体者  秋田県教育委員会

調査担当者  加藤　　竜　（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課　文化財主事）

　　　　　　　　石澤　宏基　（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課　学芸主事）

　　　　　　　　鈴木　健一　（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課　調査・研究員）

　　　　　　　　長谷川幹子　（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課　調査・研究員）

総務担当者　　時田　慎一　（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課　副主幹）

　　　　　　　　※　所属・職名は発掘調査実施年度のものである。

調査協力機関　　国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所　　大館市教育委員会
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第２章　遺跡の環境

第１節　遺跡の位置と立地

　坂下Ⅱ遺跡が所在する大館市は、秋田県の北東部に位置する（第１図）。市域は、北を青森県南津軽郡、

北東を小坂町、南東を鹿角市、北西を藤里町、南西を北秋田市に接しており、その面積は平成17年の

市町村合併により913.7㎢となっている。

　大館市の地形は、大館盆地を囲む山地、山麓沿いに分布する扇状地、盆地内を流れる川沿いに広が

る沖積低地からなっている（第２図）。大館盆地は断層により形成された陥没盆地で、盆地の東縁や

南西縁ではこれを裏付ける断層崖が現在でも確認できる。盆地をとりまく山地は、北西側に白神山地、

東側に高森山地、南西側には摩当山地がある。市街地に近いところでは、盆地の東側に鳳凰山（520ｍ）、

秋葉山（329ｍ）、獅子ヶ森（224ｍ）があり、西側には大山（378ｍ）を中心とする花岡地区の山地

が南北にのびている。盆地内を流れる主要河川は米代川とその支流である長木川、下内川である。米

代川は県北第一の主要河川で、岩手県二戸郡安代町の中岳の源流から鹿角市を経て秋田県北部を横断

し、最終的に日本海へ注ぐ。長木川、下内

川はこの支流で、長木川は市内茂内屋敷北

方の大川目沢に源を発し、盆地中央部を西

流して、市内山田渡の西で米代川に合流す

る。下内川は、矢立峠に近い市内陣場の北

にある下内沢に源を発して、長走・白沢・

釈迦内・沼館と南流して長木川に合流する。

なお、下内川沿いの谷底平野は矢立峠付近

まで続いており、古来より津軽との重要な

交通路として利用されてきた。

坂下Ⅱ遺跡は大館市市街地北部の商人留地

区に所在し、ＪＲ奥羽本線の大館駅から北

東約3.5kmに位置する（第３図）。遺跡周辺

の地形は、西を流れる下内川と東を流れる

乱川によって形成された河岸段丘となって

いる。この段丘は、城ヶ森麓の橋桁集落付

近を最高地点とし、南西に向かって徐々に

標高を減じ、日景町の乱川対岸付近までの

びる。途中には芝谷地湿原や萩長森などの

残丘があり、また小さな沢によって開析さ

れて複雑な地形となっている。段丘面と沖

積地との比高は10ｍ程度である。第１図　遺跡位置図
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Ⅰ　山　　　地

　Ⅰａ　大山山地

　Ⅰｂ　比内山地

　Ⅰｃ　城ヶ森山地

　Ⅰｄ　高森山地

　Ⅰｅ　高倉山山地

　Ⅰｆ　羽保屋山山地

　Ⅰｇ　高地山山地

　Ⅰｈ　中央山地

　Ⅰｉ　松森山地

　Ⅰｊ　合窪山山地

　Ⅰｋ　三哲山山地

　Ⅰｌ　合津山地

　Ⅰｍ　尾去沢山地

Ⅱ　丘　陵　地

　Ⅱａ　比内丘陵地

　Ⅱｂ　味噌内丘陵地

　Ⅱｃ　小坂丘陵地

Ⅲ　台地・低地

　Ⅲａ　大館盆地

　　（１）　大館段丘地

　　（２）　長木川、下内川低地

　　（３）　米代川低地

　　（４）　犀川、引欠川低地

　Ⅲｂ　十二所先行谷低地

　Ⅲｃ　長木川峡谷低地

　Ⅲｄ　元山段丘地

　Ⅲｅ　小坂川谷低地

ア　中起伏山地（起伏量400～200ｍ）

イ　小起伏山地（起伏量200ｍ未満）

遺跡の立地点は、標高約71ｍ～74ｍ、乱川方面に向かって南西方向にのびる沢筋の南東側にあたる。

遺跡の東側には標高約100ｍの残丘があり、この麓に形成された緩斜面地となっている。

第２節　歴史的環境

　大館市では、これまでに旧石器時代から中・近世までの遺跡が数多く発見されている。そのほとん

どが米代川とその支流によって形成された河岸段丘や、低丘陵地上に分布している。第３図の坂下Ⅱ

遺跡と周辺遺跡位置図は、大館市市街地北部に位置する東西４km、南北5.86kmの地域である。ここ

では、本地域の遺跡を中心に歴史的な環境を概観する。

　大館市内で確認されている旧石器時代の遺跡は、松木高館平遺跡（12）の一例のみであり、大形の

石刃が出土している。

　縄文時代の遺跡は数多く、早期中葉以降の遺跡が見つかっている。縄文時代早期の代表的な遺跡に

は、根下戸にある根下戸道下遺跡や五輪台集落付近にある鳶ヶ長根Ⅳ遺跡があげられる。根下戸道下

遺跡では貝殻条痕文の施文された土器を伴う竪穴住居跡が１軒検出されている。鳶ヶ長根Ⅳ遺跡では

貝殻文を施文した土器が多数出土している。本遺跡（１）においても貝殻条痕文を施文した土器を伴

う竪穴住居跡２軒を検出している。

　縄文時代前期の代表的な遺跡には、上野にある池内遺跡、萩ノ台にある萩ノ台Ⅱ遺跡があげられる。

池内遺跡では前期中葉～末葉にかけての集落全域が調査され、大量の土器・石器の他にも豊富な種類

の動植物遺体が出土している。

第２図　地形区分図

第１節　遺跡の位置と立地
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第３図　坂下Ⅱ遺跡と周辺遺跡位置図

第２章　遺跡の環境
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　縄文時代中期の遺跡には、餌釣の餌釣館遺跡や萩ノ台Ⅱ遺跡があげられる。餌釣館遺跡では12軒の

竪穴住居が調査され、円筒上層式土器とともに大木式土器が出土した。萩ノ台Ⅱ遺跡では台地の斜面

の捨て場から円筒上層ａ～ｅ式土器が出土している。

　縄文時代後期の遺跡には、中山の寒沢遺跡や軽井沢の萩峠遺跡の集落跡がある。寒沢遺跡では後期

の豊富な器種の土器が出土している。このほかに茂内新町の塚ノ下遺跡から目に天然アスファルトを

塗布した土偶が、萩ノ台Ⅱ遺跡から十腰内Ⅰ・Ⅱ式土器とともに翡翠の大珠が３点出土している。

　縄文時代晩期の遺跡には、家ノ後遺跡の土坑墓群がある。谷地中遺跡（22）も晩期中葉の貯蔵場所・

墓域である。

　第３図に示した範囲内で時期のわかる縄文時代の遺跡は、根井下遺跡（３－中期）、十三森遺跡（５

－前・晩期）、橋桁遺跡（16－後・晩期）、福館・橋桁野遺跡（17－前～晩期）、狼穴遺跡（21－前期）、

谷地中遺跡（22－晩期）、狼穴Ⅱ遺跡（23－前期）、狼穴Ⅲ遺跡（24－早～後期）、狼穴Ⅳ遺跡（25－早～

前・中期）、野崎遺跡（26－早～後期）、芦田子上岱遺跡（32－前期）である。

　米代川流域は、縄文時代から北と南の「文化圏」の接触地域だったといわれている。米代川の上・

中流域に位置する大館地方（大館盆地）は、古くは「ひない」と呼ばれ、「火内」、「比内」、「肥内」と

記述された地域である。歴史史料に大館に関する記載が最初に見られるのは、元慶二（878）年に勃

発した「元慶の乱」についての記事中である。元慶の乱は、秋田城介良岑近の悪政に反発した雄物川

以北の住民が蜂起した事件で、当時の秋田郡内の各ムラが独立を要求するまでに発展したが、最後に

は政治的懐柔策により鎮定された。この独立を要求したムラの中に、当時の大館地方を示す「火内」

の文字が記されている。11世紀代にはそういった流れの中から、安倍・清原・藤原氏が台頭してくる。

大館もこのような有力者の支配に組み込まれていったと考えられる。

第１表　坂下Ⅱ遺跡と周辺の遺跡一覧

番号 遺跡名 時　　　代 番号 遺跡名 時　　　代

1 坂下Ⅱ 縄文･平安時代 17 福館・橋桁野 縄文・平安時代

2 本郷下 縄文時代 18 芝谷地湿原 天然記念物

3 根井下 縄文時代 19 芝谷地 縄文時代

4 豆岱 縄文時代 20 二ッ森 縄文・弥生時代

5 十三森 縄文・平安時代 21 狼穴 縄文・平安時代

6 七ツ館 縄文時代 22 谷地中 縄文時代

7 大森 縄文時代 23 狼穴Ⅱ 縄文・平安時代

8 神山 平安時代 24 狼穴Ⅲ 縄文・平安時代

9 花岡城 中世 25 狼穴Ⅳ 縄文・平安時代

10 神山下 平安時代 26 野崎 縄文・平安時代・中世

11 高館 中世 27 坂下

12 松木高館平 旧石器 28 釈迦内中台Ⅰ 平安時代

13 大館野 平安時代 29 釈迦内中台Ⅱ 平安時代

14 白沢古館 平安時代・中世 30 釈迦内古館 中世

15 福館 中世 31 釈迦内館 平安時代・中世

16 橋桁 縄文時代 32 芦田子上岱 縄文・平安時代

第２節　歴史的環境

─ 5 ─



　大館市では多くの平安時代の遺跡も確認されている。時期としては９世紀後半～10世紀代のものが

多く、第３図に示した範囲内では大館野遺跡（13）や、釈迦内中台Ⅰ遺跡（28）が10世紀代の大き

な集落跡であることが分かっている。大館野遺跡では、多くの竪穴住居跡や掘立柱建物跡の他に道路

跡と思われる溝跡や井戸、製鉄炉が見つかっている。釈迦内中台Ⅰ遺跡では、台地の平坦面から数十

軒におよぶ竪穴住居跡が、台地裾の斜面部から製鉄炉とそれに伴う排滓場などが見つかっている。い

ずれも計画的に形成された大規模な集落の様子がうかがえる。また、この時代の遺跡の特徴として

915年の十和田火山起源の降下火山灰、十和田ａ火山灰との関係があげられる。十和田ａ火山灰の産

状は、遺構の中にレンズ状に堆積、堆積土中に霜降り状に混入、火山灰のみの堆積などの状態で確認

されており、遺構と火山灰降下との時間的関係を示唆している。本遺跡の周辺には、同じく平安時代、

10世紀の十和田ａ火山灰降下以降の集落遺跡である狼穴遺跡（21）、狼穴Ⅱ遺跡（23）、狼穴Ⅲ遺跡

（24）、狼穴Ⅳ遺跡（25）、野崎遺跡（26）があり、いずれも乱川に面した台地の縁に位置している。

　中世の遺跡は、羽州街道の矢立峠付近の矢立廃寺跡、下内川沿いでは乱川の右岸段丘上に白沢古館

遺跡（14）、釈迦内古館遺跡（30）、左岸に釈迦内館遺跡（31）、花岡川が下内川と合流する西岸に高

舘遺跡（11）などがある。矢立廃寺跡では、宗教施設と考えられる礎石建物跡が検出されている。出

土した多量のかわらけや白磁四耳壺などから、この遺跡が平泉政権と密接な関係を持っていたことが

推測される。白沢古館遺跡（14）では空堀が見つかっている。

　なお、本遺跡の北東に位置する野崎遺跡（26）からは、室町時代の建物跡が検出されている。

　引用・参考文献

秋田県　『土地分類基本調査　大館』　1986（昭和61）年

秋田県教育委員会　『萩ノ台Ⅱ遺跡』　秋田県文化財調査報告書第236集　1993（平成５）年

秋田県教育委員会　『池内遺跡－遺構篇』　秋田県文化財調査報告書第268集　1997（平成９）年

秋田県教育委員会　『池内遺跡－遺物・資料篇』　秋田県文化財調査報告書第282集　1999（平成10）年

秋田県教育委員会　『根下戸道下遺跡』　秋田県文化財調査報告書第297集　2000（平成12）年

秋田県教育委員会　『根下戸Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡』　秋田県文化財調査報告書第330集　2001（平成13）年

秋田県教育委員会　『狼穴Ⅳ遺跡』　秋田県文化財調査報告書第391集　2005（平成17）年

秋田県教育委員会　『田ノ沢山遺跡・谷地中遺跡』　秋田県文化財調査報告書第404集　2005（平成17）年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書413集　2006（平成18）年

秋田県教育委員会　『秋田県遺跡地図（北秋田地区版）』　2006（平成18）年

秋田県教育委員会　『釈迦内中台Ⅰ遺跡』　秋田県文化財調査報告書第426集　2008（平成20）年

秋田県教育委員会　『狼穴Ⅲ遺跡』　秋田県文化財調査報告書第427集　2008（平成20）年

秋田県教育委員会　『野崎遺跡』　秋田県文化財調査報告書第429集　2008（平成20）年

大館市教育委員会　『矢立廃寺跡発掘調査報告書』　1987（昭和62）年

大館市史編纂委員会　『大館市史　第１巻』　1979（昭和54）年

大館市史編纂委員会　『大館の歴史』　1992（平成４）年
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第３章　発掘調査の概要

第１節　遺跡の概観

　坂下Ⅱ遺跡は、米代川水系の下内川と乱川に挟まれた釈迦内台地に所在する。この台地は小さな沢

により複雑に開析され、坂下Ⅱ遺跡も段丘南東部の乱川に向かう小さな沢沿いにある。東には標高約

100ｍの残丘があり、遺跡はこの残丘西麓に形成された緩斜面上に立地する。調査区の標高は約71～

74ｍで、南西に向かって緩やかに傾斜している。遺跡の調査前状況は宅地・畑地であり、全体的にこ

れらの土地利用に伴う削平や撹乱を受けている。特に調査区西側の小さな沢に面する段状地形は、一

部現代の削土により形成されたものである。

　調査対象区域は幅約50ｍの道路計画範囲のうち、西側は計画路線境界まで、東側は国道７号線から

商人留集落を結ぶ市道と坂下集落で分岐して野崎集落へと向かう市道とに括られた範囲である。西側

境界線は小さな沢に面する段状地形の縁辺部にほぼ重っており、また東側を巡る市道は残丘の急斜面

と緩斜面との地形変換点にあたる。調査対象区域には遺跡の大部分が含まれると考えられる。

今回の調査では、縄文時代と平安時代の集落跡を検出した。縄文時代の遺構は調査区中央の西側縁

辺部寄りに集中し、早期中葉の竪穴住居跡２軒と焼土遺構で構成される。遺構の周辺では早期中葉を

主体とした遺物包含層が形成されている。この遺構・遺物集中域の外縁では、竪穴住居跡１軒のほか、

陥し穴状土坑、土坑、焼土遺構などあるが、詳細な時期は不明である。

平安時代の遺構は西側縁辺部に沿って検出された。東側も竪穴住居を建造する十分な広さの平坦面

となっているが、住居は西側に密集する傾向がある。いずれの住居跡も堆積土中に十和田ａ火山灰を

含んでおり、火山灰降下以降に集落が形成されたことが分かる。

第２節　調査の方法

　表土除去はバックホーにより行い、以後はスコップや移植ゴテなどを使用し、全て人力で掘削を進

めた。まず確認調査時のトレンチを復元し、壁面で観察と記録を行った。調査区全体の堆積状況を把

握した後、層位ごとに掘り下げ、遺構確認と遺構精査を行った。

作図用のグリッド設定は、調査区付近で国家座標第Ⅹ系に整合する任意の点（Ｘ＝34,500　Ｙ＝

－21,300）をグリッド原点のＭＡ50とし、この点を通る真北方向のラインをＭＡライン、これに直

交する東西ラインを50ラインとする基準線を定めた。これに平行する４ｍラインを原点から必要数設

定し、これらのラインの交点に杭を打設して４ｍ×４ｍのグリッドとした。グリッドの表記は、東西

方向を表す２組のアルファベットと南北方向を表す数字で示している。２組のアルファベットの左を

母単位、右を子単位として、20子単位で１母単位という表記法である。例えば母単位Ｍの範囲はＭＡ～

ＭＴまでの子単位で西に移動し、ＭＴの次は母単位Ｎの範囲となるためＮＡとなる。数字は北へ行く

ほど増え、南へ行くほど減る表記法である。グリッドの呼称は、各グリッドの南東隅に打設された杭

の記号を用いている（第４図）。
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　遺構は、確認した順に種別を示す記号と通し番号を付した。確認調査時に検出された遺構について

も、新たな番号を付している。番号を登録した後に遺構ではないと判断したものは欠番とした。遺構

の精査は柱穴様ピットを除き、半裁または十字に土層観察用のベルトを残して掘り下げ、堆積土を観

察し、土層断面の実測と写真撮影を行った。土層は土色・土性・粘性・固さ・混入物の相違によって

分層し、各層の注記を行った。これらの記録項目のうち、粘性・固さについては度合いの強い方より

５～１の数値で表記した。土層注記が終了した後、完掘して写真撮影と平面図作成を行った。竪穴住

居跡のカマドについては、確認した段階で写真撮影と平面図作成を行い、長軸方向および短軸方向に

土層観察用のベルトを設定し、カマド袖や設置された支脚を残して掘り進め、土層断面および完掘状

況・遺物出土状況の写真撮影と平断面図作成を行った。柱穴については柱痕跡の確認を行い、半裁後

に堆積土の注記を行って完掘し、平面図のみ作成した。

　遺物は、遺構内出土のものは出土遺構名・出土層位・出土年月日を記入し、遺構外出土のものは出

土グリッド・出土層位・出土年月日を記入して取り上げた。遺構内で有意な出土状況を示す遺物につ

いては微細図を作成し、縄文時代の包含層から出土した遺物についても平面位置と標高を記録し、遺

構単位・グリッド単位で１からの遺物番号を付して取り上げた。

　調査の記録は、主に写真と図面によった。図面はグリッド杭を基準とした簡易遣り方測量を採用し、

平面図・断面図ともに基本的には１／20の縮尺で作成した。遺構細部や遺物出土状況などの図面に関

しては１／10の縮尺で図化した。写真撮影は、基本的に35㎜のモノクロおよびリバーサルフィルム、

デジタルカメラを使用し、必要に応じて中判（６×4.5）のモノクロおよびリバーサルフィルムによ

る撮影も行った。

第３節　調査の経過

　坂下Ⅱ遺跡の発掘調査は、平成18年６月６日～９月14日まで調査員４名・作業員38名の体制で実

施した。調査に先立ち、５月23～26日に重機による表土除去を、５月29日～６月２日にグリッド杭

の打設を行った。以下に各週ごとの調査経過を記述する。

第１週（６月６～９日）

　６日、調査初日。機材の搬入、周囲の環境整備を行った。７日より確認調査時のトレンチ復元を開始、

調査区南側より掘り進める。８日、ベルトコンベアーを設置。９日、作業員の安全教育を行う。

第２週（６月12～16日）

　トレンチ復元を継続し、基本土層の撮影・図面作成を行った。トレンチ壁面の土層観察により、堆

積土は表土（Ⅰ層）、火山灰を含む黒色土（Ⅱ層）、火山灰を混入しない黒色土（Ⅲ層）、地山（Ⅳ層）、

砂礫層（Ⅴ層）からなることを確認した。また調査区の大部分でⅡ層は削平により失われており、調

査区南側に部分的に残存していることも合わせて確認した。16日、担当者の地区割りを決め、粗掘り

を開始する。

第３週（６月19～23日）

　粗掘りと併行して遺構検出作業を行う。多くの場合黒色土（Ⅲ層）中で検出されるが、調査区南側

ではⅡ層の上面でＳＤ01溝跡が検出された。20日、調査区中央部でＳＩ11・12竪穴住居跡を検出した。

第２節　調査の方法
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21日、調査区中央部で４軒、北側で１軒の竪穴住居跡を検出した。22日、調査区北端部のⅢ層中よ

り縄文土器を伴うＳＮ22焼土遺構を検出した。

第４週（６月26～30日）

　粗掘りと遺構検出作業を継続し、一部で遺構精査を開始する。26日、ＳＩ11竪穴住居跡にトレン

チを設定し掘り下げを行う。28日、ＳＩ11竪穴住居跡の床面直上で多量の炭化材や焼土が検出され、

須恵器片が出土した。29日、調査区南端部で重複する大小２軒の竪穴住居跡（ＳＩ06・07）を検出

した。

第５週（７月３～７日）

　粗掘りを終了し、遺構検出・精査を継続して行う。４日、ＳＩ11竪穴住居跡の北西壁際で小刀が出

土した。また、この竪穴住居には張り出しを伴うことが分かった。南側で重複する３軒の竪穴住居跡

（ＳＩ36・37・38）を検出した。

第６週（７月10～14日）

　10日、調査区南側で３軒の竪穴住居跡（ＳＩ03・04・08）の切り合い状況を確認した。また、調査

区北側では柱穴群を検出し、掘立柱建物跡（ＳＢ178）を構成することを確認した。11日、調査区北

側でＳＩ23竪穴住居跡を検出、精査を開始する。

第７週（７月18～21日）

　遺構検出・精査を継続する。20日、ＳＤ01溝跡の精査を終了。精査中のＳＩ16竪穴住居跡と重複す

るＳＩ49竪穴住居跡を確認。この２軒は建て替えにより拡幅したものと思われる。大野文化財保護室

長来跡。

第８週（７月24～27日）

　遺構検出はほぼ終了し、遺構精査の継続と部分的にⅢ層の掘り下げを開始する。24日、ＬＬ70グリッ

ドでⅢ層掘り下げ中、縄文時代の遺物が多数出土した。グリッドに沿ってトレンチを設定し、層位を

確認しながら掘り進める。遺物はグリッドごとに通し番号を振り、出土地点を計測・記録して取り上

げる。27日、ＳＩ14竪穴住居跡から金属製の紡錘車２点が出土した。

第９週（７月31日～８月４日）

　遺構精査とⅢ層掘り下げを継続する。１日、前週遺物が多く出土した中央部平坦面西側の沢状地形

にトレンチを設定し、層位を確認する。ここにプライマリーな遺物包含層は形成されていない模様。

２日、櫻田副所長、中国甘粛省趙呉成・盧燕玲研修員来跡。３日、ＳＩ04竪穴住居跡の精査を終了。

第10週（８月７～11日）

　遺構精査を継続、Ⅲ層の掘り下げ・遺物取り上げを進める。７・８日、調査区中央部の３軒の竪穴

住居跡の精査を終了。９日午後、㈱シン技術コンサルによる空中写真撮影を行う。10日、ＳＩ07竪穴

住居跡の精査を終了。根岸県教育長他２名、大野文化財保護室長、熊谷所長来跡。11日、ＳＤ02溝跡

の精査を終了。次週夏季休暇に入るため、調査区周辺の環境整備を行う。

第11週（８月21～24日）

　21日、調査を再開する。調査区西側の一段低い部分にトレンチを設定する。最深部では１ｍ以上あ

り、沢状に西へ落ち込んでいる。遺物の出土なく、遺構が検出される可能性も低いと考えられたため、

西側の一段低い部分を精査対象から除外することとした。23日、ＳＩ11・12・49竪穴住居跡の精査を

第３章　発掘調査の概要
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終了。24日、ＳＤ54・56溝跡の精査を終了。高橋払田柵跡調査事務所主任学芸主事来跡。

第12週（８月28日～９月２日）

　遺構精査とⅢ層の掘り下げを継続。29日、ＳＩ08竪穴住居跡の精査を終了。31日、調査区南西部で

ＳＩ143竪穴住居跡を新たに検出。１日、ＳＩ36・143竪穴住居跡、ＳＫＴ51陥し穴状遺構の精査を終了。

翌日の遺跡見学会に向け、環境整備を行う。２日、遺跡見学会（野崎遺跡・狼穴Ⅲ遺跡合同）を実施し、

150名の参加者を得た。

第13週（９月４～８日）

　遺構精査とⅢ層の掘り下げを継続。４日、ＳＫＴ05の精査を終了。６日、ＳＩ09竪穴住居跡の精査終

了。８日、５軒の竪穴住居跡の精査を終了した。６～８日、南調査課より新海文化財主事、調査・研

究員２名の応援を受ける。平安時代の遺構精査はほぼ終了した。

第14週（９月11～14日）

　Ⅲ層の掘り下げと遺物取り上げを行い、地山面で最後の遺構確認を行う。11日午前、熊谷所長来跡。

午後、櫻田副所長、糸屋文化財保護室学芸主事、工藤国土交通省能代河川国道事務所設計係長来跡。

現場引き渡しを行う。調査終了時の条件について確認した。調査区中央部で縄文時代早期のＳＩ165・

166竪穴住居跡を確認し、精査を急ぐ。14日、遺構精査・遺物取り上げを終了する。発掘機材を撤収し、

すべての作業を終了した。

第４節　整理の経過

　整理作業は、平成18・19年度は秋田県埋蔵文化財センター中央調査課（秋田市：平成19年度末に

センター部署統合のため廃止）で、平成20年度は中央調査班（男鹿市）で行った。

　平成18年度の整理作業は加藤・長谷川・鈴木が担当し、遺構については現場で記録した平面図・断

面図などの第１原図に適宜修正・縮尺の変更を加えて第２原図を作成し、調査所見や土層注記の入力

などを行った。遺物については、洗浄・注記の後、集計・分類・接合・復元作業を行った。当年度には、

自然科学的分析委託と鉄製品の保存処理・実測委託も実施した。

　平成19年度の整理作業は児玉・長谷川が担当し、遺構については第２原図と調査所見の修正、遺物

については接合・復元作業と実測図・拓本作成・トレースを行った。当年度には、石器実測・デジタ

ルトレース委託と石器石質鑑定委託、遺物撮影委託も実施した。

　平成20年度の整理作業は加藤が担当し、遺構については第２原図のトレース、遺物に関しては実測

図・拓本作成とトレース、遺物分類・事実記載を行った。当年度には遺物撮影委託も実施した。

　以上の経過を経て、整理最終年の平成20年度に原稿執筆と編集作業を行い、本報告書刊行の運びと

なった。

第３節　調査の経過
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第４章　調査の記録

第１節　基本層序

　遺跡の基本層序は、まず確認調査時に掘削されたトレンチ（Ｔ１～７・９～11・13）を復元し、

任意の離れた地点を対象として観察した。更に、地形成因を考慮して新たに２本のトレンチ（Ｔ17・

18）を設定し、これらを相互に比較しながら検討を行った（第５～７図）。

　観察地点により若干の差異はあるものの、遺跡の層序は以下の通りに捉えることができた。

Ⅰ層　黒色土。現表土である。宅地・畑地に伴う造成土や耕作土を含む。

Ⅱ層　黒色土。十和田ａ火山灰を含む。宅地造成や耕作の及ばない深さで部分的に残存しており、平

安時代の遺構の一部は本層中でも検出されている。火山灰降下後に形成された上部の黒色土を

Ⅱａ層、火山灰由来の軽石と砂粒が主体をなす下部の層をⅡｂ層とした。Ⅱｂ層は火山灰降下

直後に再堆積したものと考えられる。Ⅱ層は本来遺跡全体を被覆していたものと考えられるが、

宅地造成や耕作により大部分が失われている。

Ⅲ層　黒色土。十和田ａ火山灰を含まず、火山灰降下以前の旧表土と考えられる。平安時代の遺構の

大部分は本層上面で検出した。本層には縄文時代早期の遺物を比較的多く、前期・後期の遺物

をわずかに包含する。色調や土性から上下に細分（Ⅲａ層・Ⅲｂ層）が可能である。ただしそ

の層界は不明瞭で漸位的な移行を示しており、縄文人の営為により形成されたものではなく、

土壌形成作用に付随する質的な変化と考えられる。

Ⅳ層　暗褐色土。縄文時代の遺構は本層上面で確認した。土壌化に伴い漸位的に変化しており、上部

をⅣａ層、下部をⅣｂ層とした。八戸火砕流堆積物に由来するものと考えられる。

Ⅴ層　黄褐色土。大形の角礫を含む砂礫層である。遺跡東にある残丘の崩落部分でも同様の砂礫層が

確認できるため、本層は残丘の崩壊により供給された崖錘性堆積物と考えられる。

　調査区は全体的に宅地造成や畑地耕作により上部を削平・撹乱されており、遺構確認面は場所によ

り異なっている。特に第Ⅱ層は調査区北側には殆ど存在せず、調査区南側において部分的に薄く残存

する程度である。第Ⅲ層は調査区全体で比較的良好に残存しており、調査区中央部では縄文時代早期

の遺物を包含している。調査区西側では小さな沢に面して段丘崖状の地形をなしているが、これはす

べて原地形を留めたものではなく、現代の宅地造成に伴い地形改変を受けている。西側に設定したト

レンチ（Ｔ18）を精査した結果、出土遺物は殆ど無く、西に向かって沢状に急傾斜で落ち込むことを

確認した。ここに遺構が検出される可能性は低いと考えられたため、西側の一段低い部分は精査対象

範囲から除外している。
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第５図　確認調査トレンチ平面図・基本土層観察地点図
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第６図　基本土層図（１）
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第７図　基本土層図（２）

基本土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物 備考

Ⅰ 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～10㎜火山灰5％

Ⅰａ 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～5㎜火山灰3％、φ5～20㎜礫5％

基本土層Kにあり。現代の廃棄物を含む。土地造成に伴う盛り土と考えられる。
Ⅰｂ 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 2～3 φ1～3㎜火山灰1％、φ1～30㎜地山塊30％

Ⅰｃ 黒色(10YR2/1) SiL 2 1～2 φ1～3㎜火山灰1％、φ3～5㎜礫１％

Ⅰｄ 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～5㎜火山灰2％、φ3～10㎜礫2％

Ⅰ’ 黒褐色(10YR3/2) SiL 2 5 φ1～10㎜火山灰10％ 基本土層Bにあり。現代の廃棄物を含む。硬化が著しく、道路跡と考えられる。

Ⅱａ 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2～3 φ1～5㎜火山灰2％

Ⅱｂ にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL ～1 1～2 φ1～5㎜火山灰70％

Ⅲａ 黒色(10YR1.7/1) SiL 3 3 なし

Ⅲｂ 黒色(10YR2/1) SiL 3 2 なし

Ⅳａ 黒褐色(10YR3/2) SiL 3 3 なし

Ⅳａ’ 暗褐色(10YR3/3) SiL 2 3～4 φ1～10㎜黄褐色土粒5％ 基本土層Iにあり。Ⅳａ層より粒状構造が発達しており、再堆積したと考えられる。

Ⅳｂ 暗褐色(10YR3/3) Ｌ 1～2 3～4 なし

Ⅳｂ’ 黒褐色(10YR3/2) SiL 2 3 φ5～50㎜地山土塊10％、φ10～50㎜礫5％ 基本土層Kにあり。Ⅳ層とⅤ層の崩落土・礫塊からなる。

Ⅳ’ 黒褐～暗褐色(10YR3/2.5) SiCL 3 3～4 基本土層Ｈにあり。窪地に堆積したⅣ層の再堆積土と考えられる。

Ⅴ 黄褐色(10YR5/6) LS 1 5 φ20～150㎜角礫40％
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第２表　検出遺構一覧

縄文時代の遺構

種別 略号 番号 グリッド 事実記載頁 挿図番号 図版番号
竪穴住居跡
（３軒）

ＳＩ 09 ＬＱ・ＬＲ56 18・19 9 2・9
ＳＩ 165 ＬＬ66・67、ＬＭ66・67 19・20・22・23 10～12 3・9
ＳＩ 166 ＬＬ68・69、ＬＭ68・69、ＬＮ68・69 23～25・27 13～16 4・9

焼土遺構
（６基）

ＳＮ 22 ＬＥ・ＬＦ79 28 17 5・9
ＳＮ 151 ＬＫ66・67 28・29 17 5
ＳＮ 154 ＬＫ68 29 17 6
ＳＮ 156 ＬＫ68 29 17 6
ＳＮ 157 ＬＯ69・70 29・30 17 6
ＳＮ 169 ＬＬ66・67、ＬＭ66・67 30 17 6

土坑
（３基）

ＳＫ 39 ＬＨ69 30・31 17 7
ＳＫ 114 ＬＬ・ＬＭ65 31 17 7
ＳＫ 167 ＬＫ68・69 31 17 7

陥し穴状土坑
（２基）

ＳＫＴ 05 ＬＱ・ＬＲ57 33 18 8
ＳＫＴ 51 ＬI・ＬJ68 33・34 18 8・9

平安時代の遺構

種別 略号 番号 グリッド 事実記載頁 挿図番号 図版番号
竪穴住居跡
（18軒）

ＳＩ 03 ＬＯ61・62、ＬＰ61・62 74・76～78 46～49 21・22・56・67
ＳＩ 04 ＬＰ60～62、ＬＱ60～62 78・81 50～52 23・24・56・67
ＳＩ 06 ＬＯ58・59、ＬＰ57～59、LQ57～59 83・85・88・89 53～56 25・26・56
ＳＩ 07 ＬＰ・ＬＱ59 89・90 57 27
ＳＩ 08 ＬＯ・ＬＰ62 90・92 58 28
ＳＩ 11 ＬＫ68・69、ＬＬ67～69、ＬＭ68 92・93・97・98 59～64 29～31・57・66･67
ＳＩ 12 ＬＪ・ＬＫ68 100～103 65～67 32・33・58
ＳＩ 13 ＬＪ66・67、ＬＫ66・67 104～106・108 68～71 34・35・58

ＳＩ 14 ＬＫ65・66、ＬＬ65・66、ＬＭ65・66
108・109・111・
113・114・116・119

72～78 36・37・59～61・66･67

ＳＩ 16 ＬＮ64～66、ＬＯ64～66 120～122・125 79～83 38・39・61・62･67
ＳＩ 17 ＬＬ64、ＬＭ63～65、ＬＮ64 125～127・131 84～87 40・41・62・63･67
ＳＩ 21 ＬＨ75、ＬＩ74～76、ＬＪ75 131～133・136 88～91 42・43・63・66･67
ＳＩ 23 ＬＩ72・73、ＬＪ72・73、ＬＫ72・73 136・137・139・141 92～96 44・45・64・66･67
ＳＩ 36 ＬＯ63・64、ＬＰ62～64 142・144・145 97～101 46・47・65～67
ＳＩ 37 ＬＯ・ＬＰ64 145 97・98・101 46・47・65
ＳＩ 38 ＬＯ・ＬＰ64 149 97 46
ＳＩ 49 ＬＮ64・65、ＬＯ64・65 150・151・153 102～104 48・66・67
ＳＩ 143 ＬＲ59・60、LS59 153・154 105 49

掘立柱建物跡
（１棟）

ＳＢ 178 ＬＧ72・73、ＬＨ71～73、ＬＩ71・72 155 106 －

柱穴列
（5条）

ＳＡ 144 ＬＰ・LQ62 155 106 －
ＳＡ 179 ＬＫ69、ＬＬ70 156 106 －
ＳＡ 180 ＬＯ62・63、ＬＰ63 156 106 －
ＳＡ 181 ＬＧ71・72、ＬＨ71 156・157 106 －
ＳＡ 182 ＬＨ73、ＬＩ72・73 157 106 －

溝跡
（9条）

ＳＤ 01 ＬＭ59～61、ＬＮ60～63、ＬＯ63・64 159 107 50・66
ＳＤ 02 ＬＭ・ＬＮ・LO60 159・160 107 50
ＳＤ 50 ＬＩ65、ＬＪ65・66 160 108 52
ＳＤ 54 ＬＬ71・72、ＬＭ68～71、ＬＮ69・70 160・162 108 51
ＳＤ 56 ＬＬ71 162 108 51
ＳＤ 71 ＬＩ64、ＬＪ64・65 162・164 108 52
ＳＤ 81 ＬＯ61 164 108 52
ＳＤ 82 ＬＯ61 164・165 108 52
ＳＤ 83 ＬＮ・ＬＯ61 165 108 52

土坑
（12基）

ＳＫ 10 ＬＯ59 165 109 53
ＳＫ 32 ＬＬ・ＬＭ68 165・166 109 53・66
ＳＫ 34 ＬＫ67・68 166 109 53
ＳＫ 52 ＬＪ69・70 166・168 109 53
ＳＫ 55 ＬＮ69 168 109 54・66
ＳＫ 77 ＬＭ65・66、ＬＮ65・66 168・169 110 54
ＳＫ 79 ＬＩ64 169 110 54
ＳＫ 80 ＬＪ64 169・170 110 54
ＳＫ 98 ＬＫ74・75 170 110 55
ＳＫ 128 ＬＰ61 170 110 55
ＳＫ 130 ＬＬ61 172 110 55
ＳＫ 142 ＬM・LN61 172 110 55

第１節　基本層序
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第２節　縄文時代の遺構と遺物

１　検出遺構と遺物

（１）竪穴住居跡

S I09（第９図、図版２・９）

〈位置・確認状況〉　ＬＱ・ＬＲ56グリッドに位置する。第Ⅲ層を除去した後、直下の第Ⅳ層上面で黒

色土の円形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複する遺構はない。

〈堆積土〉　２層に分層した。ともに黒色土中に少量の地山土塊が混入し、火山灰の混入は認められな

い。住居廃絶後に自然堆積したものと考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を基調とし、長軸2.7ｍ、短軸2.5ｍを測る。主軸方位は北から49°東

へ偏する。

〈壁〉　検出面からの壁の高さは深いところで16㎝、浅いところで７㎝である。立ち上がりは明瞭で、

やや外傾している。
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第９図　SI09竪穴住居跡平断面図・遺物出土位置図・出土遺物図

S I09土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 3 2 φ2～5㎜地山土塊2%

2 黒色（10YR2/1） SiL 3 2 φ2～5㎜地山土塊10%

S I09 P1土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 暗褐色（10YR3/3） SiL 2 5 φ1～3㎜地山土塊3%

第４章　調査の記録
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〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、そのまま床面としている。ほぼ平坦で全体的にわずかな

硬化が認められる。床面積は、5.2㎡である。

〈柱穴〉　北側の床面上で１基の柱穴を確認した。堆積土は暗褐色を呈する単層で、地山土塊をごく少

量含む。堆積土や底面に柱を設置あるいは抜去した痕跡は認められない。

〈炉〉　掘り込みや焼土等、炉に相当する痕跡は認められない。

〈出土遺物〉　堆積土から縄文土器破片７点（14.3ｇ）・石器10点（133.0ｇ）・礫１点（569.6ｇ）が

出土した。第９図１は胎土に若干の繊維を含み、ＬＲの縄が横位回転施文されている。石器は全て剥

片である。

〈時期〉　本遺構周辺では縄文時代の遺物が殆ど出土しておらず、遺構内出土遺物は帰属時期を反映し

ている可能性が高いが、詳細な時期は決定し難い。本遺構には炉や確実な柱穴が認められていないも

のの、規模や全体形状、床面の硬化等の特徴から、竪穴住居跡であると判断した。縄文時代早期に

帰属する可能性が考えられる。なお、堆積土中から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、

4900±40yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

S I165（第10～12図、図版３・９）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ66・67、ＬＭ66・67グリッドに位置する。確認調査の段階で北側のプランが

一部検出されていた。第Ⅲ層を除去した後、直下の地山漸移層で炭化物と地山土塊、多数の石器剥片

や砕片を含むにぶい黄褐色土の円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ14竪穴住居跡、ＳＮ169焼土遺構、ＳＫＰ101・107柱穴様ピットと重複し、いずれも

本住居跡の方が古い。

〈堆積土〉　にぶい黄褐色土中に少量の炭化物と地山土塊が混じる単一層で、剥片・砕片を多く含んで

いる。柱穴内堆積土も床面上と大差なく、柱痕跡も認められなかったことから、廃絶時には柱材が引

き抜かれ一括で埋め戻されたと想定できる。

〈平面形・規模〉　南東側をＳＩ14竪穴住居跡に壊されているが、残存部平面形は円形を基調とする。

ただし正円ではなくわずかに角張っており、方形を意識して作られた可能性もある。長軸3.9m、短軸

3.8mを測る。主軸方位は北から22°東へ偏する。床面中央には、長軸161㎝、短軸131㎝、床面から

の深さ７㎝の隅丸長方形を呈する浅い掘り込みが伴う。

〈壁〉　検出面からの壁の高さは深いところで７㎝、浅いところで５㎝である。立ち上がりは不明瞭で、

緩やかに外傾している。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達しており、そのまま床面としている。凹凸は少なくほぼ平坦で、

硬化が認められる。残存部から推定される床面積は、11.1㎡である。

〈柱穴〉　床面で４基の柱穴を確認した。いずれも中央部掘り込みの四隅に位置する。柱穴の規模は直

径17～20㎝、床面からの深さが浅いもので16㎝、深いもので29㎝である。住居跡の周辺を含め他に

柱穴は検出されておらず、これらは主柱穴と考えられる。堆積土はにぶい黄褐色土の単一層で、石器

剥片や砕片を多く含む。柱穴内の堆積土は総じて締まりが緩く、明確な柱痕跡は認められなかった。

廃絶時に柱材は引き抜かれたものと推測する。

〈炉〉　炉に相当するような痕跡は確認されなかった。

第２節　縄文時代の遺構と遺物
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〈出土遺物〉　堆積土上位から床面にかけて、ごく少数の縄文土器破片と多数の石器が出土した。縄文

土器は11点（35.4ｇ）あり、全て小破片で全体形状は不明である。第11図１は外削ぎの口唇部に貝

殻腹縁圧痕が間隔を置いて斜位に施文されている。２は口縁部破片で深い貝殻条痕が縦位施文されて

いる。３は体部破片で浅い貝殻条痕が斜位施文されている。貝殻条痕が施文される２・３は早期中葉

の吹切沢式に併行するものと考えられる。石器は総重量で7,722.2ｇあり、器種としては石鏃・石錐・

箆状石器・不定形石器・剥片・砕片・石皿で構成される。石鏃は８点（13.8ｇ）出土した。完形品は

含まれておらず、破損品（４・５・７）もしくは失敗品と思われるもの（６・８～10）で構成されて
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第10図　S I165竪穴住居跡平断面図・遺物出土位置図

S I165土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL 2 3～4φ3～12㎜炭化物粒3％、剥片多量
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第11図　S I165竪穴住居跡出土遺物図（１）
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いる。石錐は１点（24.9ｇ）出土した。11は寸詰まりの剥片素材端部に主要剥離面側から急斜度調整

を施し、断面三角形の錐部を作出している。箆状石器は３点（97.1ｇ）出土し、全て破損品である。

12は破損した小破片に再調整が加えられている。13は刃部破片で、片面からの調整により急角度の

刃部が形成されている。14は基部破片で、両面調整により短冊形の形状をなす。不定形石器は13点

（183.1ｇ）出土した。15は素材剥片の打面部を両面調整により除去し、鋭利な側面には連続した微細

剥離が認められる。16は横長剥片の端部に、17は小剥片の鋭利な側面に間隔を置いて調整剥離を施

し、鋸歯状の刃部を作出している。第11図18・19、第12図１・２は、素材剥片のもつ急角度の面に、

連続する細かな調整を施して刃部を形成している。３～７は二次加工の認められる小剥片で、定形石

器の一部の可能性もあろう。剥片および砕片は総重量で792.7ｇ出土しており、本竪穴住居跡出土石

器組成の大半を占める。堆積土上位から中位にかけてはごく微細な砕片が出土し、床面直上および中

央部の掘り込みから小剥片が出土する傾向にある。剥片・砕片については、色調・石質等から５種類

の母岩（１～５）を設定した。本竪穴住居跡から出土した剥片石器のうちいくつかは、これらの母岩

0 5㎝
1/2

0

1～7

8

20㎝
1/4

磨面

1　掘り込み底面　頁岩

2　RQ517　珪質頁岩

8　RS516　多孔質安山岩

3　掘り込み底面　頁岩
4　掘り込み底面
　頁岩

5　掘り込み底面
　頁岩

7　掘り込み底面
　頁岩

6　掘り込み底面
　珪質頁岩

第12図　S I165竪穴住居跡出土遺物図（２）
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に帰属する可能性が高い。母岩１は白色の頁岩で珪質分に乏しい。323.3ｇ出土し、全体の41％を占

め、主体をなしている。第11図４・５・８・９・17、第12図３・５は本母岩に帰属する可能性がある。

母岩２は灰色の頁岩で珪質分を含む。305.3ｇ出土し、全体の39％を占め、母岩１とともに主体をな

している。第11図６・７・10・11・14～16・18・19、第12図４は本母岩に帰属する可能性がある。

母岩３は黒色の珪質頁岩で珪質分に富む。72.2ｇ出土し、全体の９％を占める。第12図２・６は本母

岩に帰属する可能性がある。母岩４は灰色の頁岩で母岩２より若干珪質分に富む。89.1ｇ出土し、全

体の11％を占める。第11図12・13、第12図１・７は本母岩に帰属する可能性がある。母岩５は緑色

の頁岩で珪質分に富む。2.8ｇ出土し、全体の0.4％を占める。本母岩に帰属する可能性のある製品は

出土していない。母岩の認定は小剥片と砕片を対象として行ったため、個体識別の精度には限界があ

り、実際にはさらに多くの母岩が持ち込まれた可能性もあるが、少なくとも５個体以上の母岩が持ち

込まれ、石器製作に供されたことは確実である。出土剥片のサイズは最大でも３㎝程度と非常に小さ

く、残核も出土していないことから、石器製作の内容は主として小形石器の成形もしくは細部調整で

あったと考えられる。石皿（第12図８）は１点（6,610.6ｇ）出土した。片面のみ使用されており、

全体的に摩滅している。中央部掘り込み底面から使用面を下に向けた状態で出土しており、この石

皿の下からも数多くの剥片が出土したことから、住居廃絶直後に意図的に残置された可能性が高い

と考えられる。

〈時期〉　詳細な時期は決定し難いが、出土土器の特徴から、少なくとも縄文時代早期中葉の吹切沢式

期以降に埋没したものと考えられる。また石器の出土状況から、本竪穴住居では主として剥片石器の

成形や細部調整等が行われていたものと想定される。なお、堆積土中から出土した炭化物のＣ14年代

測定を行ったところ、8360±50yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

S I166（第13～16図、図版４・９）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ68・69、ＬＭ68・69、ＬＮ68・69グリッドに位置する。第Ⅲ層を精査する段

階で、層位を確認するためグリッドに沿って幅約20㎝のトレンチを設定し掘削を進めたところ、周辺

の地山面レベルと比べて黒色土が落ち込む箇所が確認された。落ち込みの始まるレベルまで掘り下げ

た後、地山面（第Ⅳ層）において黒褐色土の円形プランとして全体を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ11竪穴住居跡、ＳＤ54溝跡、ＳＫ32土坑と重複する。いずれも本住居跡の方が古い。

〈堆積土〉　堆積土は５層に分層した。第Ⅲ層に類似する黒褐色土を基調として、全体的に炭化物を少

量含む。床面直上に堆積する２層と中央部の掘り込みに堆積する３・４層には若干の地山土を混入す

るが、地山土混入量は全体的に少ない。住居廃絶時には竪穴がほぼ開口しており、周辺から旧表土が

自然流入したと考えられる。

〈平面形・規模〉　東側をＳＩ11・ＳＫ32に壊されており全体規模は不明であるが、残存部は円形を基

調とし、長軸5.6ｍ、短軸5.4ｍを測る。床面中央には、長軸198㎝、短軸154㎝、床面からの深さ約

20㎝の楕円形を呈する浅い掘り込みを伴う。

〈壁〉　検出面からの壁の高さは浅いところで約８㎝、深いところで約12㎝を測る。立ち上がりは比較

的明瞭で、緩やかに外傾する。

〈床〉　中央に向かってごく緩やかな傾斜をもつが、全体的にほぼ平坦である。床面にはわずかな硬化

第２節　縄文時代の遺構と遺物

─ 23 ─



が認められ、踏み締めに起因するものと考えられる。

〈柱穴〉　床面の北西壁寄りで１基のみ確認した。長軸38㎝、短軸36㎝、床面からの深さは14㎝を測る。

堆積土は床面に堆積する１層と類似しており、柱痕跡や柱当たりは確認されなかった。

〈炉〉　炉と考えられる痕跡は確認されなかった。
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第13図　S I166竪穴住居跡平断面図

S I166土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 4 φ1～2㎜炭化物粒1%

2 黒褐色（10YR3/2） SiL 2 4
φ5～20㎜地山土塊5%、φ1～2㎜焼土粒1%、
φ5～10㎜炭化物塊3%

3 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 3～4φ3～10㎜地山土粒1%、φ1～5㎜炭化物粒3%

4 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 3～4φ5～10㎜地山土塊5%、φ1～5㎜炭化物粒1%

5 黒色（10YR2/1） SiL 2 3 φ1～2㎜炭化物粒1%
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〈出土遺物〉　堆積土上位から床面にかけて縄文土器・石器・礫が少量出土した。遺物は特に中央部掘

り込みの中から多く出土している。縄文土器は85点（650.5ｇ）出土した。全て小破片で全体形状は

不明であり、ここでは文様や器面調整を有する個体を抽出し図示している。第15図１は口縁部破片で、

外面には縦方向の、内面には横方向の研磨調整が認められる。２は口縁部破片で口縁直下に横位平行

する貝殻腹縁圧痕が多段施文されており、内面には横位の条痕が見られる。３は体部破片で外面に波

状貝殻文が施文され、内面にも条痕が認められる。４は体部破片で、連続した貝殻腹縁圧痕により横

方向に展開する矢羽根状の文様が表出されている。５は体部破片で、斜位の貝殻腹縁圧痕が全体に施
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第14図　S I166竪穴住居跡遺物出土位置図
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第15図　S I166竪穴住居跡出土遺物図（１）
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文される。６・７は体部破片で、横位の浅い貝殻条痕が認められる。８は底部付近の破片で、斜位の

浅い貝殻条痕が確認できる。９～11は底部破片で内外面ともに平滑に研磨され、尖底部は乳頭状を呈

する。特に10の外面には縦方向に筋状の調整痕が顕著に認められ、貝殻背面による研磨調整の可能性

もあろう。出土土器は全て早期中葉のものであるが、いくつかの特徴を示すものが混在している。５

に見られる斜位の貝殻腹縁圧痕文は寺の沢式に、２の横位多段貝殻腹縁圧痕文や４の貝殻腹縁圧痕に

よる矢羽根状文は鳥木沢式に、３に認められる波状貝殻文や６～８に認められる貝殻条痕文は吹切沢

式に、それぞれ特徴的な文様表出手法と言えよう。石器は石鏃・石匙・不定形石器・剥片・磨石・石

皿で構成される。石鏃は１点（2.0ｇ）出土した。12は平面三角形状に切断された小剥片を素材とし、

折面に対して連続した調整が施されている。石鏃の製作途上の失敗品と考える。石匙は４点（46.9ｇ）

出土した。基本的に縦型石匙であるが、13・14は細身で厚く、16・17は幅広で薄手となっており、

若干の形態差が見受けられる。13は先端部が両面調整により尖っており、摩滅も観察できることから、

石錐に転用されたものと考えられる。不定形石器は５点（90.9ｇ）出土した。15は一端を折損するが、

連続する押圧剥離により整った刃部が形成されており、石匙の端部破片である可能性もあろう。18も

破損品であるが粗い両面調整が施されており、箆状石器の一部である可能性が考えられる。19は２か

所の折れ面からの調整剥離と、頭部付近への散発的な調整剥離が認められる。石鏃など小形石器の製

作途上品かもしれない。20は素材剥片の１縁辺に間隔をおいて調整剥離を施し、鋸歯状の刃部を形成

している。21は折れ面に対して連続的な調整剥離を施し、鈍角の刃部を形成している。この他に二次

加工の認められない剥片は30点（122.4ｇ）出土した。磨石は５点（1,105.8ｇ）出土し、うち２点が

接合した。第16図１・２は断面三角形の棒状礫を素材とし、稜部１か所を磨面として使用している。

３・４は扁平な円礫を素材として平らな面を磨面とし、３は中央に、４は側面に敲打痕を伴う。石質

が非常に似通っており、同一個体が破損により分離した可能性もある。石皿（５）は１点（181.4ｇ）

出土した。このほか、特に使用痕の認められない礫が８点（525.2ｇ）出土している。

〈時期〉　本遺構は柱穴が１基のみで炉も伴っていないが、全体形状・床面の硬化・中央部の掘り込み

などは柱穴を伴うＳＩ165と共通しており、竪穴住居であると判断した。出土遺物は本竪穴住居跡に直

接伴う遺物とは言えないが、少なくともその埋没時期は縄文時代早期中葉の吹切沢式期を上限とする。

なお、堆積土中（２層）から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、8050±40yrBPの年代

値が得られた（第５章第１節参照）。
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第16図　S I166竪穴住居跡出土遺物図（２）
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（２）焼土遺構　

ＳＮ22（第17図、図版５・９）

〈位置・確認状況〉　ＬＥ・ＬＦ79グリッドに位置する。近代以降のものと思われる道路跡を除去し、

直下の第Ⅲ層上部で不正円形の焼土の広がりとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　３層に分層した。いずれも焼土層で、１・２層は特に被熱が強く、上面に火山灰を少量含む。

これらと層界の明瞭な３層は被熱の程度が若干弱い。

〈平面形・規模〉　平面形は不正円形を呈し、長軸104㎝、短軸96㎝を測る。主軸方位は北から25°西

へ偏する。

〈壁・底面〉　明確な掘り込みはなく、第Ⅲａ層上で焼土が形成されたものと考える。

〈出土遺物〉　遺物は縄文土器破片が確認面から３点（7.1ｇ）、２層中から１点（16.3ｇ）出土した。

２層から出土した第17図１は注口部破片で、先端部に一条の沈線が巡る。詳細な時期は決定し難く、

縄文時代後晩期の所産と推測する。

〈時期〉　焼土層には十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含むが、確認面に僅かに含まれ

るのみで、後世の混入と考えられる。焼土の形成は出土遺物から縄文時代後期以降と考えられるが、

詳細な時期は不明である。なお、２層から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、260±

30yrBPの年代値が得られた。測定試料は後世に混入したものと考えられる（第５章第１節参照）。

ＳＮ151（第17図、図版５）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ66・67グリッドに位置する。確認調査時に設定されたトレンチにおいて地山

面直上で焼土が確認されており、掘り込みの北東側はこのトレンチによって失われていた。全体の形

状は第Ⅲ層を除去し、地山漸移層（第Ⅳａ層）上で確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ76柱穴様ピットと重複し、これより古い。

〈堆積土〉　４層に分層した。１・２層は地山が被熱により変色した焼土で、燃焼部に相当する。特に

１層は被熱の程度が強く、硬化が著しい。３層は炭化物や焼土粒を少量含む黒色土で、掘り込み上部

の堆積土である。４層は大径の焼土塊や棒状の炭化材等を含む明褐色土で、掘り込み底部に堆積する。

本遺構は周辺に散乱した炭化物や焼土粒とともに自然に埋没したものと考えられる。

〈平面形・規模〉　北東側をトレンチにより破壊されているため全体規模は不明であるが、残存部形状

から掘り込みは楕円形平面を呈していたと推測される。掘り込みの南東側には硬化面が認められ、燃

焼作業に伴い踏み締められたものと考えられる。掘り込み底面には燃焼部が形成されており、その平

面形は円形を基調とし、長軸70㎝、短軸64㎝を測る。主軸方位は北から61°西へ偏する。

〈壁・底面〉　検出面から掘り込み底面までの高さは18㎝である。壁の立ち上がりは不明瞭で緩く外傾

し、底面はほぼ平坦である。硬化面は平坦で、掘り込み等は認められない。

〈出土遺物〉　掘り込み底面直上から炭化材が出土している。炭化材は形状を良く保っており、燃焼材

が残置されたものと考えられる。樹種同定の結果、９点のうち６点はカバノキ科ハンノキ属に、３点

はブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節、ウルシ科ウルシ属、モクセイ科イボタノキ属にそれぞれ同定

された（第５章第２節参照）。
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〈時期〉　第Ⅲ層中で形成されているため、縄文時代に属すると考えられるが、出土遺物無く詳細な時

期は不明である。なお、２層から出土した炭化材のＣ14年代測定を行ったところ、3450±40yrBPの

年代値が得られた（第５章第１節参照）。

ＳＮ154（第17図、図版６）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ68グリッドに位置する。第Ⅲ層の精査中に、第Ⅲ層の下位（第Ⅲｂ層）で焼

土の広がりを確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　にぶい褐色土の単一層である。第Ⅲ層が被熱し、赤変したものと考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は不整な楕円形を呈し、長軸76㎝、短軸53㎝を測る。主軸方位は北から

62°東へ偏する。

〈壁・底面〉　掘り込みは確認されておらず、当時の地表面であった第Ⅲ層上で燃焼作業を行った痕跡

と考えられる。

〈出土遺物〉　焼土範囲周辺に炭化物粒がごくわずかに散布していた。遺物は出土しなかった。

〈時期〉　第Ⅲ層中で形成されているため、縄文時代に帰属するものと考えられるが、出土遺物無く詳

細な時期は不明である。なお、焼土中から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、3520±

30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

ＳＮ156（第17図、図版６）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ68グリッドに位置する。第Ⅲ層除去後、地山漸移層（第Ⅳａ層）上で焼土の

広がりを確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。周縁部を植物根により撹乱されている。

〈堆積土〉　５層に分層した。すべて地山土の被熱により形成されている。１・２層は被熱の程度が強

く硬化しており、一部の焼土はブロック状となっている。３・４・５層は被熱の程度が弱く、赤褐色

若しくは明褐色を呈する。

〈平面形・規模〉　平面形は不整楕円形を呈し、長軸100㎝、短軸64㎝を測る。主軸方位は北から53°

西へ偏する。

〈壁・底面〉　掘り込みは確認されなかったが、地山漸移層まで掘り込んで底面とし、燃焼作業を行っ

たと考えられる。

〈出土遺物〉　確認面付近で縄文土器が１点（4.2ｇ）出土した。外面が平滑に器面調整された体部破

片で早期の所産と考えられるが、文様も無く詳細は不明である。

〈時期〉　第Ⅲ層以下の層位で形成されており、出土遺物から縄文時代早期以降に帰属するものと考え

られるが、詳細な時期は不明である。なお、焼土中から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったとこ

ろ、8100±50yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

ＳＮ157（第17図、図版６）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ69・70グリッドに位置する。第Ⅲ層除去後、地山漸移層（第Ⅳａ層）上で小
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範囲の焼土を確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。植物根による撹乱を受けている。

〈堆積土〉　地山土が被熱した明褐色の単層である。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を呈し、長軸30㎝、短軸26㎝を測る。主軸方位は北から54°東へ偏する。

〈壁・底面〉　掘り込みは確認されなかった。地山漸移層まで掘り下げて燃焼作業を行った痕跡と考え

られる。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　第Ⅲ層以下の層位で形成されているため縄文時代に帰属するものと考えられるが、出土遺物

無く詳細な時期は不明である。

ＳＮ169（第17図、図版６）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ66・67、ＬＭ66・67グリッドに位置する。第Ⅲ層の精査段階でＬＭラインに

設定したトレンチにおいて焼土を確認した。全体の形状はＳＩ165竪穴住居跡の堆積土上面で確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ165竪穴住居跡と重複し、本焼土遺構の方が新しい。

〈堆積土〉　２層に分層した。ともにＳＩ165竪穴住居跡の堆積土が被熱したもので、１層は赤褐色を呈

して２層より硬く締まり、２層は暗褐色を呈して若干締まっている。

〈平面形・規模〉　平面形は楕円形を呈し、長軸71㎝、短軸44㎝を測る。主軸方位は北から１°西へ

偏する。

〈壁・底面〉　掘り込みは確認されなかった。ＳＩ165堆積土が被熱しているため、竪穴住居跡の埋め戻

し直後に燃焼作業を行ったと考えられる。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　ＳＩ165竪穴住居跡の廃絶直後に形成されているため、縄文時代早期に帰属する可能性が高い。

またＳＩ165の堆積土は埋め戻しによるものと想定できるため、本焼土遺構の形成は、例えば撤去した

上屋の焼却など、竪穴住居廃絶に伴う一連の行為の結果である可能性も考えられる。

（３）土坑

ＳＫ39（第17図、図版７）

〈位置・確認状況〉　ＬＨ69グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の地山層（第Ⅳ層）上で

黒色土の円形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　大径の地山土塊を含む黒色土の単一層で、埋め戻しによる堆積と考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は不整円形を呈し、長軸72㎝、短軸66㎝を測る。主軸方位は北から36°東

へ偏する。遺構の確認された地点は地山面まで削平されているため、上部が失われている可能性が高

い。本来の掘り込みは第Ⅲ層からと考えられる。

〈壁・底面〉　底面は凹凸が著しく、壁は緩やかに外傾し、擂鉢形の断面形をなす。確認面から底面ま

での深さは14㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。
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〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒の混入が認められないことから、火山

灰降下以前に埋没したのは確実である。遺跡全体の時期的な傾向から縄文時代に帰属する可能性が高

いと考えられるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

ＳＫ114（第17図、図版７）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ・ＬＭ65グリッドに位置する。ＳＩ14竪穴住居跡の南西壁面において掘り込み

の断面形を確認した。平面プランは第Ⅲ層を除去した後、直下の地山漸移層（第Ⅳａ層）上で確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ165竪穴住居跡と重複し、本土坑の方が古い。

〈堆積土〉　黒褐色土中に小径地山土塊と炭化物をわずかに含む単一層で、自然堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　北東側をＳＩ14竪穴住居跡に壊されているため全体形状は不明であるが、残存部か

ら隅丸長方形を呈すると推測される。規模は長軸192㎝、短軸72㎝を測る。主軸方位は北から55°西

へ偏する。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳｂ層）まで達している。底面は若干の起伏があるがほぼ平坦で、

壁は緩く外傾する。確認面から底面までの深さは15㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒の混入が認められないことから、火山

灰降下以前に埋没したのは確実である。遺跡全体の時期的な傾向から縄文時代に帰属する可能性が高

いと考えられるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

ＳＫ167（第17図、図版７）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ68・69グリッドに位置する。第Ⅲ層を除去した後、地山漸移層（第Ⅳａ層）

上で黒色土の円形プランを確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　小径地山土塊を含む黒色土の単層で、自然堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を呈し、長軸94㎝、短軸82㎝を測る。主軸方位は北から５°東へ偏する。

遺構の確認は第Ⅳ層で行ったが、本来の第Ⅲ層から掘り込まれていたものと考えられる。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山層（第Ⅳｂ層）まで達している。底面は比較的平坦であるが、東から西

に向けて傾斜している。壁は緩やかに外傾する。確認面から底面までの深さは９㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒の混入が認められないことから、火山

灰降下以前に埋没したのは確実である。遺跡全体の時期的な傾向から、縄文時代に帰属する可能性が

高いと考えられるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。
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SN22土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 暗赤褐色(5YR3/3) SiL 2 2 φ1～3㎜火山灰2％

2 明赤褐色(5YR5/6) SiL 1 2 φ1～3㎜火山灰2％

3 極暗褐色(7.5YR2/3) SiL 3 3 φ1～3㎜焼土粒10％

SN151土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 橙色（7.5YR6/8） HC 4 5 なし

2 明褐色（5YR5/8） SiL 2 4 なし

3 黒色（10YR2/1） SiL 2 2～3φ1～3㎜焼土粒5%、φ1～5㎜炭化物粒3%

4 明褐色（7.5YR5/6） SiL 2 2～3φ10～50㎜焼土塊20%、炭化材

SN154土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 にぶい褐色（7.5YR5/4）SiL 3 4 なし

SN156土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 褐色（7.5YR4/6） L 1 3 φ5～15㎜焼土塊10%

2 褐色（7.5YR4/4） L 1 5 なし

3 赤褐色（5YR4/8） L ～1 5 なし

4 明褐色（7.5YR5/8） L ～1 5 なし

5 明褐色（7.5YR5/8） L ～1 5 なし

SN157土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 明褐色（7.5YR5/6） L 1 4 なし

SN169土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 赤褐色(5YR4/6) SiL 2 2～3φ3～12㎜炭化物粒3％

2 暗褐色(7.5YR3/4) SiL 2 2～3φ3～12㎜炭化物粒3％

SK39土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 2～3φ5～30㎜地山塊７％

SK114土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 2～3φ5㎜地山塊1％、φ5㎜炭化物粒1％

SK167土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 2 3 φ1～5㎜地山土塊10%
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（４）陥し穴状土坑

ＳＫＴ05（第18図、図版８）

〈位置・確認状況〉　ＬＱ・ＬＲ57グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで南側半分が検出され

ていた。全体の形状は第Ⅱ層除去後、第Ⅲ層下位において溝状の黒色土プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　11層に分層した。１・２・５・９・11層は黒色土主体で地山土塊を含み、３・４・６・７・８・

10層は地山由来土を主体として黒色土をわずかに含む。相対的に上部１～７層は第Ⅲ・Ⅳ層に類似し

たシルト質土を基調として締まりが緩く、下部８～11層は第Ⅴ層に類似した砂質土を基調として固く

締まっている。以上のような堆積土の特徴から、本陥し穴状遺構は自然堆積により埋没したものと考

えられる。その堆積過程は、下部堆積土が下部壁面を構成する比較的脆い砂質土の崩落により、上部

堆積土が上部壁面を構成する地山土の崩落と周辺の黒色土の流入により形成されたと推測する。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を呈し、開口部長3.1ｍ、開口部幅58㎝～76㎝、底面長3.4ｍ、底面

幅12㎝～19㎝を測る。主軸方位は北から90°東へ偏する。

〈壁・底面〉　底面は砂礫層（第Ⅴ層）を掘り込んで溝状に窪んでおり、西から東へと若干傾斜する。

壁は長軸方向の西側で内傾気味に、東側でほぼ垂直に立ち上がる。短軸方向では急傾斜で立ち上がり、

Ｖ字状の断面形を呈する。検出面から底面までの深さは128㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒の混入が認められないことから、火山

灰降下以前に埋没したのは確実である。縄文時代に帰属するものと考えられるが、出土遺物無く詳細

は不明である。

ＳＫＴ51（第18図、図版８・９）

〈位置・確認状況〉　ＬＩ・ＬＪ68グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで北東側半分が検出され

ていた。全体形状は第Ⅲ層下位で黒色土の溝状プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　４層に分層した。１層は黒色土を主体として混入物を殆ど含まず、２・４層は黒色土を主

体として地山土塊を少量含み、３層はにぶい黄褐色土を主体として地山土塊を多量に含む。下部の２～

４層に混入する地山土塊は壁面崩落土と考えられ、自然堆積により埋没したと推測する。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を呈し、開口部長2.9ｍ、開口部幅39～51㎝、底面長3.2ｍ、底面幅

10～23㎝を測る。主軸方位は北から58°東へ偏する。なお北東側上部はトレンチにより失われている。

〈壁・底面〉　底面は地山層（第Ⅳ層）と砂礫層（第Ⅴ層）の境界付近まで掘り込まれ、若干の凹凸は

あるがほぼ平坦である。壁は長軸方向で内傾気味に立ち上がって袋状の断面形を呈し、短軸方向で急

傾斜に立ち上がってＶ字状の断面形を呈する。検出面から底面までの高さは93㎝を測る。

〈出土遺物〉　堆積土中から縄文土器１点（24.2ｇ）・石器４点（65.6ｇ）・礫１点（2.2ｇ）が出土した。

埋没時に混入したものと考えられる。第18図１は縄文土器の体部破片で先の尖った工具による連続刺

突文が２列一組で上下２条施文されている。下の刺突文列は水平に、上の刺突文列は波状に横位展開

する。後述する遺構外出土土器の第21図６と同一個体の可能性が高く、早期中葉の物見台式に相当す
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るものと考える。２は分厚い剥片を素材として円形に成形されたスクレイパーで、刃部は鈍角をなす。

他の石器３点は全て剥片である。

〈時期〉　出土土器から縄文時代早期中葉以降の埋没と考えられるが、詳細な帰属時期は不明である。

第18図　ＳＫＴ05・51陥し穴状土坑平断面図・出土遺物図

SKT05土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～5㎜地山土塊7%

2 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～20㎜地山土塊30%

3 黄褐色（10YR5/8） SL ～1 1 なし

4 黄褐色（10YR5/6） L 1 3 φ100㎜黒色土塊(10YR1.7/1)

5 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～10㎜地山土塊15%

6 黄褐色（10YR5/8） SL ～1 2 なし

7 黄褐色（10YR5/6） L 2 3 φ10㎜黒色土塊(10YR1.7/1)

8 黄褐色（2.5Y5/3） S ～1 5 φ3㎜黒色土塊(10YR1.7/1)微量

9 黒色（10YR1.7/1） SiL 1 5 黄褐色砂質土粒(2.5Y5/3)50%

10 黄褐色（2.5Y5/3） S ～1 5 なし

11 黒褐色（2.5Y3/1） S ～1 5 なし

SKT51土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 3 なし

2 黒色(10YR2/1) SiL 2～32～3φ3～20㎜地山土塊20％

3 にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL 1～22～3φ10～50㎜地山土塊60％

4 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ5～30㎜地山土塊20％
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２　遺構外出土遺物

　縄文時代の遺構外出土遺物には土器・剥片石器・磨製石器・礫石器があり、その殆どが調査区中央部

平坦面の第Ⅲ層中から出土している。このような遺物出土範囲はＳＩ165・166竪穴住居跡やＳＮ151・

154・156・169焼土遺構といった縄文時代の遺構分布範囲とほぼ重複する。本章第１節でも述べた

とおり、縄文時代の遺物を包含する第Ⅲ層はⅢａ・Ⅲｂの上下に細分が可能で、遺物の取り上げもこ

の細分層位に留意して行ったが、遺物と出土層位について時期差などの有意な対応関係を抽出するこ

とはできなかった。なお、本項目では平安時代の遺構出土分も遺構外出土遺物として扱い、一部掲載

している。

（１）縄文土器

　縄文土器は第Ⅲ層から1,733点（総重量18,472.1ｇ）出土した。平安時代の遺構や表土、確認調査

時の出土分等も含めると1,962点（20,816.5ｇ）となる（第19図）。時期としては早期・前期・後期に

大きく比定でき、早期に帰属するものが大半を占めている。ここでは早期をⅠ群土器、前期をⅡ群土器、

後期をⅢ群土器として、さらにⅠ群土器については細分類を提示する。

①Ⅰ群土器（第20～25図、図版10～13）

Ａ類（第20図１・２、図版10）：口縁直下に爪形刺突文列が巡るものである。

１は平口縁で直線的に外反する器形をなす。外削ぎ状の口唇部に貝殻腹縁圧痕が斜めに施文され、

口縁直下には２段の爪形刺突文列が巡る。この刺突文列以下は全体に斜位の貝殻腹縁圧痕文が施され

ている。器壁は約10㎜と厚手で、内面は平滑に調整されており、特に内面下部は縦位に研磨され光沢

を伴う。胎土には繊維が混入するほか、直径１～２㎜の白色小礫を特徴的に含む。なお１ａには補修

孔とみられる穿孔が認められる。２は１と同様平口縁で直線的に外反する器形をなすと考えられる。

外削ぎ状の口唇部には斜めの短沈線が施文され、口縁直下には４段の爪形刺突文列が巡る。刺突文列

下には平行する４条一組の沈線を斜め交互に引いて格子状の文様を描いた後、格子の隙間に縦位の貝

殻腹縁圧痕文を充填している。器壁は約８㎜と中厚で、内面は横方向に平滑に調整され、胎土には砂

粒を多く含んでいる。

Ｂ類（第20図３～９、図版10）：外面全体に貝殻腹縁圧痕を施文するものである。

３は波状口縁をなし、丸みを帯びた口唇部には斜位の貝殻腹縁圧痕が波頂部を境界として異方向に

押圧施文されている。外面には口縁直下から斜めの貝殻腹縁圧痕が全体に施文される。器壁は約９㎜

と厚手で、内外面ともに平滑に調整され、胎土には砂粒を多く含んでいる。４は３同様の器形・施文

をもつ。器壁は約９㎜と厚手で、内外面ともに平滑に調整され、胎土には砂粒が少量混入する。５は

口唇部が角張り、太い沈線が斜めに施文されている。口縁直下には斜位の貝殻腹縁圧痕が施文されて

いる。器壁は約11㎜と厚手で、内外面ともに平滑に調整され、胎土には砂粒が多く混入している。６

は口縁部形状が不明であるが、口唇部は外削ぎ状をなし、ここには施文されず平滑に調整されている。

外面には口縁直下から底部まで貝殻腹縁圧痕が斜めに施文される。
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第Ⅲ層出土

平安時代遺構出土

表採・表土・排土

確認調査時出土

　　　　　　合計

1,733 点

65 点

93 点

71 点

1,962 点

18,472.1 g

544.6 g

1,127.6 g

672.2 g

20,816.5 g

第19図　第Ⅲ層出土縄文土器のグリッド別出土数量
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底部は尖底で分厚く砲弾状の形態をなす。器壁は胴部破片で約13㎜と非常に厚く、内外面ともに平滑

に調整され、胎土には砂粒を多く含んでいる。７は胴部と底部付近の破片で器形は不明であるが、貝

殻腹縁圧痕が斜めに施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面ともに平滑に調整され、胎土に

は繊維を混入し、砂粒を少量含む。８は底部付近の破片資料で、尖底部は分厚く全体的に砲弾形の形

状をなすと考えられる。外面には貝殻腹縁圧痕が横方向に密に施文されている。器壁は約８㎜と中厚

で、内外面ともに平滑に調整され、胎土は砂粒を少量含む。９は底部の破片資料で、尖底部は分厚く

砲弾状の形態をなす。外面には斜めの貝殻腹縁圧痕が施文されている。器壁は約11㎜と厚手で、内外

面ともに平滑に調整され、胎土は砂粒を多量に含む。

0 10㎝
1/3

1a　LK71　Ⅲb層　RP58
　 LL70　Ⅲ層　RP20

2　LL70　Ⅲ層
　RP21・23・88

3a　LL70　Ⅲ層　RP83・101・126
　 LL71　Ⅲ層　RP346

3b　LL71　Ⅲ層　RP338

3c
確認調査　T6

1b　LK71　Ⅲ層　RP5・7・11・45・47
　 LL70　Ⅲ層　RP15・16・19

6a　LK73　Ⅲ層　RP2・19 6b　LK73　Ⅲ層　RP27・29

6c　LK73　Ⅲ層
　 RP4・5・6・10・26・28

4a　LL70　Ⅲb層　RP98・99

4b　SI11　2層
5　LJ69　Ⅲ層　RP61

7c　LM68　Ⅲ層　RP147b　LN70　Ⅲ層　RP77

7a　LL71　Ⅲ層　RP43

7d　LM68　Ⅲ層　RP46 8　LK65　Ⅲb層　RP4 9　LM70　Ⅲ層　RP36

第20図　遺構外出土縄文土器（１）　Ⅰ群Ａ類・Ｂ類
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Ｃ類（第21図１～４、図版10）：先端の鋭利な工具を用いた「く」字状有節沈線を主描線として文様

を描くものである。

　１はおそらく４単位の波状口縁をもつ尖底深鉢形土器で、器高約19㎝、口径は推定15.6㎝と小振り

である。口縁部は直線的に外反し、頸部は若干括れて胴部がわずかに張り、底部は砲弾形の器形をなす。

外削ぎ状の口唇部には「く」字状有節沈線が施され、口縁直下にも波状口縁に沿って平行する４条の

有節沈線が巡る。頸部以下には波状もしくは直線状に横走する３条一組の有節沈線文が交互に施文さ

れ、沈線文間には沈線に沿う形で連続刺突が充填されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面ともに

平滑に調整される。胎土は精良で砂粒をわずかに含む。２は１と同様波状口縁で頸部が括れる器形を

もつと考えられる。口縁部は器壁が厚く段をなし、波頂部に稜が付く。口唇部は丸みを帯び、短沈線

が斜めに施文されている。口縁直下には波状口縁の形状に合わせて「く」字状有節沈線が巡り、これ

に沿って斜めの短沈線が連続する。口縁部以下にも同様に２・３条一組の有節沈線が波状もしくは直

線状に横走し、これにも連続する斜めの短沈線が沿う。器壁は約８㎜と中厚で、内外面ともに平滑に

調整されており、特に内面の調整は丁寧で光沢を伴う。胎土には砂粒を少量含む。３は平口縁に小突

起が付き、頸部が括れる器形をなすものと考えられる。口縁部は分厚く段をなし、口唇部は外削ぎ状

となる。口縁以下には「く」字状有節沈線が横走し、これに半裁竹管状工具による１本引きの沈線が

沿う。沈線文は波状に横位展開する部分も見られ、沈線文間には貝殻腹縁圧痕が充填されている。器

壁は約８㎜と中厚で、内外面ともに平滑に調整され、胎土は砂粒を少量含む。４は平口縁をなすと考

えられる。外削ぎ状の口唇部には先端の鋭利な工具による連続刺突が施され、口縁直下には同じ工具

によると思われる３条の「く」字状有節沈線が巡る。沈線文以下は特に施文されていない。器壁は約９㎜

と厚手で、内外面とも丁寧に調整されて平滑となっており、胎土は砂粒を多く含む。

Ｄ類（第21図５～10、図版10）：１本引きの深い沈線を主描線として口縁部に幾何学文を描くもので

ある。

５は低い波状口縁をなし、頸部が括れた器形をもつと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下

には「く」字状有節沈線が３条巡り、この下には１本引きの沈線によって矩形の区画文を有し、区画

内部に沿って細長い刺突が施される。区画文下には２条の有節沈線が巡り、この下にさらに沈線によ

る文様が展開する。器壁は７㎜とやや薄手で、外面の調整は比較的粗いが、内面は丁寧に調整され、

光沢を伴う。胎土はやや粒径の粗い砂粒を含む。６は波状口縁をなし、波頂部が分厚く張り出してい

る。口唇部は外削ぎ状で、先端の鋭利な工具による連続刺突が施され、口縁直下にも同じ連続刺突文

列が波状口縁に沿って２条巡る。口縁部には連続刺突を充填した平行沈線が横・斜め方向に交差して、

横位に展開する幾何学文が描かれる。破片資料６ｄを見る限り、この幾何学文は連続刺突を伴う横位

平行沈線を下端とし、この下には無文部を挟んで２条の連続刺突列が水平あるいは波状に巡る別の文

様帯が形成されている。器壁は７㎜とやや薄手で、内外面ともに平滑に調整されており、胎土は精良

で砂粒の混入は少ない。７は波状口縁をなし、外削ぎ状の口唇部に貝殻腹縁圧痕が斜めに交差して施

文される。口縁部には鋭く深い１本引きの沈線が斜めに交差して幾何学文様を構成する。文様構成は

不明確であるが、沈線の交差により三角形の区画が現れている。沈線間には、細長い刺突が沈線に沿っ

て充填されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面ともに平滑に調整され、胎土はやや粒径の粗い砂

粒を多く含む。８は波状口縁をなすと考えられ、口唇部は角張っている。口縁部には途切れ気味に引
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0 10㎝
1/3

1　LK64　Ⅲ層　RP2
　確認調査　T2・T10　

2a　LK65　Ⅲ層　RP2 

2 i　LN70　Ⅲ層　RP29 4　LN69　Ⅲ層　RP23

2b　LJ64　Ⅲb層
　 RP9

2e　LN70　Ⅲ・Ⅲb層
　 RP36・67・68

2f　LN70　Ⅲ層　RP25

3a　LJ65　Ⅲb層
　 RP10

3b　LJ65　Ⅲ層
　 RP6

2g　LN69　Ⅲb層
　 RP32

2h　LN68　Ⅲ層
　 RP22

2c　LK65　Ⅲ層
　 RP1

2d　LN70　Ⅲb層
　 RP55

5　LK72　Ⅲb層　RP47・49

6a　LJ68　Ⅲ層　RP13

6b　SI13　一括

6d　LI68　Ⅲ層　RP1

6c　LJ68　Ⅲ層　RP21

8a　LL72　Ⅲ層　RP5・76

10　LK72　Ⅲ層　RP3
9b　LK72　Ⅲ層　RP24・28

9a　LK72　Ⅲ層　RP26

7b　LK71　Ⅲ層　RP13
7a　LK71　Ⅲ・Ⅲb層
　 RP12・40・57

8b
LL72　Ⅲ層
RP78・85

7c　LK70　Ⅰ層
　 RP67・68

かれた平行沈線により菱形の区画文が描かれている。平行沈線の中にはこれに直交する貝殻条痕が充

填され、沈線の接点には円形の刺突が施される。器壁は約８㎜と中厚で、外面の調整は比較的粗いが

内面は平滑に調整されている。胎土には砂粒を多く含む。９は波状口縁の可能性があり、口唇部は丸

みを帯びた外削ぎ状をなす。口縁部には平行する太い沈線が横方向に巡り、部分的に菱形あるいは三

角形の区画文が描かれる。器壁は約９㎜とやや厚手で、外面の調整は若干粗いが内面は平滑に調整さ

れている。胎土は粒径の粗い砂粒が少量混入する。10は器形不明であるが横走する太い沈線が認めら

れ、これと間隔をおいて幅広の「く」字状有節沈線が平行に施文されている。器壁は約７㎜とやや薄

手で、内外面の調整は比較的粗く、胎土は砂粒を多く含んでいる。
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Ｅ類（第22図、図版11）：半裁竹管状の工具を用いた平行沈線を主描線として口縁部に横位展開する

単純な文様を描くものである。

　１は波状口縁で緩やかに外反する器形をなすと考えられ、口唇部は角張り、若干分厚くなっている。

口縁直下には半裁竹管状工具を用いた平行沈線が間隔を空けて５・６条横に巡る。この平行沈線の間

隔は不均等で、沈線の連結も不整合であり、全周せずに途切れた沈線も観察できる。平行沈線間には

不規則な方向で押圧された貝殻腹縁圧痕が充填されている。このように平行沈線と貝殻腹縁圧痕で構

成された文様帯以下は無文となっている。器壁は約６㎜とやや薄手で、内外面は平滑に調整され、胎

土は砂粒を含む。２は波状口縁で直立気味に立ち上がり、口縁部が僅かに張り出す器形を呈する。口

径は推定で15.8㎝である。口唇部は角張っており、口縁部は若干分厚く弱い段をもつ。口縁直下には

波状口縁に沿って縦並びの半円状刺突列が巡り、段の付く場所で半裁状竹管状工具を用いた平行沈線

により下端を区切られている。波頂部下では沈線による菱形の区画中に、方形の刺突列が１条充填さ

れている。菱形区画の下には鋸歯状の平行沈線が横走し、さらにその下には２条の平行沈線が巡る。

沈線間には斜めの貝殻腹縁圧痕が充填されており、この平行沈線以下は無文となっている。器壁は約

８㎜と中厚で、内外面は平滑に調整され、特に内面には部分的に横位条痕様の調整痕が認められる。

これについては貝殻背面を使用した器面調整の可能性もあろう。胎土は精良で砂粒の混入は少ない。

３は波状口縁で直線的に外反する器形をなすものと考えられる。波頂部は摘み上げられて小突起状を

呈し、口唇部は角張っている。口縁直下には貝殻腹縁圧痕が縦に施文され、円形刺突を伴う１条の沈

線で下端を画される。波頂部下には半裁竹管状工具を用いた３条一組の沈線により、対向する三角形

の区画文が描かれ、区画文下には同じ半裁竹管状工具を用いた３条一組の鋸歯状沈線が巡る。口縁部

文様帯の下端は、口縁直下と同様に縦位貝殻腹縁圧痕が充填された、円形刺突を伴う２条の平行沈線

によって縁取られている。この平行沈線文以下は無文である。器壁は約８㎜と中厚で、内外面は平滑

に調整されている。胎土は精良で粒径の細かい砂粒を少量含む。４は波状口縁をなし、口唇部は丸み

を帯びる。口縁直下には円形刺突が巡り、その下端は半裁竹管状工具を用いた２条の平行沈線によっ

て区画される。平行沈線文以下は無文である。器壁は約８㎜と中厚で、内外面は平滑に調整されている。

胎土は径１～３㎜程の大きな白色砂礫粒を特徴的に含む。５も４と同様波状口縁で口唇部は丸みを帯

び、口縁直下には円形刺突文が施され、刺突文下は沈線で区画されている。器壁は約７㎜とやや薄手で、

内外面は平滑に調整されており、胎土は砂粒を少量含む。６は波状口縁で、頸部が括れた器形をなす

ものと考えられる。口唇部は丸みを帯び、口縁直下には半裁竹管状工具による沈線文が口縁部形状に

沿う形で横に巡り、一部分岐して曲線的な区画文を表出する。区画内は円形刺突で充填されている。

器壁は約５㎜と薄手で、内外面は平滑に調整されており、胎土は砂粒を少量含む。７は波状口縁をな

すものと考えられ、口唇部は角張っている。口縁端部から若干間隔を空けて、半裁竹管状工具を用い

た非常に浅い沈線が口縁部形状に合わせて横位に巡り、この沈線の下にさらに同程度の間隔をおいて

再び浅い沈線が横走する。上段の沈線には下端に沿って１列、下段の沈線には上下に２列、半円形の

刺突が連続して施文される。下段の連続刺突文列以下は無文となっている。口縁端部から横走沈線下

端までに生じた空間には、横走沈線と同一のごく浅い沈線が平行に間隔をおいて垂下する。器壁は約

８㎜と中厚で、内外面は平滑に調整されており、胎土は砂粒を多く含んでいる。８は低い波状口縁を

もつ可能性が高く、直立気味に立ち上がる器形をなす。口径は推定で22㎝を測り、口唇部は丸みを帯
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0 10㎝
1/3

2d　LK72　Ⅲ層　RP80・81 2c　LK72　Ⅲ層　RP78・79 2b　39確認調査　T4

3b　LK72　Ⅲ・Ⅲb層
　 RP37・44 

7a　LK70　Ⅰ層　RP64 
7b　LK71　Ⅲ層　RP24・26 

7c　LJ69　Ⅲ層　RP65・66 

8b　LO68　Ⅲ層
　 RP38 

8a　LO68　Ⅲ層　RP7・13・14・24・27・29・45・49 

3c　LK72　Ⅲ層　RP32 3d　LK72　Ⅲ層　RP17 3e　LK72　Ⅲb層　RP41 

3 i　LL71　Ⅲ層　RP90 3h　LK72　Ⅲ層
　 RP168 

3g　LL71　Ⅲ層
　 RP297 3f　LL71　Ⅲ層　RP121 

1a　LL71　Ⅲ層
　 RP230

1b　LK72　Ⅲ・Ⅲb層　RP33・34・36・56～58
　 LL71　Ⅲ層　RP379

3a　LK72　Ⅲ層　RP14
　 LL72　Ⅲb層　RP75

2a　LK72　Ⅲ・Ⅲb層
　 RP53・73～77

3 j　LK72　Ⅲb層
　 RP59

8d　LO68　Ⅲ層
　 RP3

8c　LO68　Ⅲ層
　 RP48

6a　LL70　Ⅲb層
　 RP121

6b　LL70　Ⅲb層
　 RP116

4　LM70　Ⅲb層
　RP86

5　LJ68　Ⅲb層
　RP23

びる。口縁直下には幅広い工具を用いた非常に浅い条線が巡り、条線の上下には小さな円形刺突列が

２段施文されている。刺突列以下にも口縁直下のものと同じ条線が横位に２条巡るが、この条線は横

の連結が不整合で、途中から継ぎ足しながら引いている。条線間および下段条線の下にも同一の工具

を用いた線が間隔をおいて垂下するが、この線は横位の条線よりさらに浅く、線の引き方も不均整で

ある。器壁は約７㎜とやや薄手で、外面の調整は比較的粗いが、内面は平滑に調整されている。胎土

は砂粒を少量含む。
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Ｆ類（第23図、図版11）：口縁部に貝殻腹縁圧痕を用いて文様を構成するものである。

　１は波状口縁で、緩やかに外反する器形をなすものと考えられる。口唇部は丸みを帯び、施文原体

を寝かせ気味に押圧した貝殻腹縁圧痕文が斜めに施される。口縁直下には斜め左下がりと右下がりの

貝殻腹縁圧痕文列が交互に３段施文される。貝殻腹縁圧痕文列の下端には、器面に対して右斜め方向

に押圧した細長い刺突文列が巡り、この下は無文となっている。器壁は約10㎜と厚手で、内外面とも

平滑に調整されており、特に外面無文部は縦位のミガキ状の調整により光沢を伴う。胎土は精良で砂

粒を少量含む。２は平口縁で、直立気味に立ち上がり口縁部がわずかに開く器形をなす。口唇部は丸

みを帯び、貝殻条痕が斜めに施文される。口縁直下には斜め右下がりの貝殻腹縁圧痕が多重に施文さ

れている。貝殻腹縁圧痕文は口縁部にのみ施文され、以下は無文である。器壁は約８㎜と中厚で、内

外面とも平滑に調整されており、外面無文部には縦位のミガキ状の調整により光沢を伴い、内面には

横位の調整痕が認められる。胎土は精良で、径１～３㎜の白色砂粒を特徴的に少量含む。３は口縁部

形状が不明であるが、直線的に外傾する器形をなすものと考えられる。口唇部は角張り、貝殻条痕が

直交して施文されている。口縁直下には横の貝殻腹縁圧痕文が１条巡り、この下に縦位の貝殻腹縁圧

痕文列が施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整されている。胎土は精良で

砂粒をわずかに含む。また、補修孔とみられる穿孔が１か所認められる。４は波状口縁をなし、頸部

が括れて口縁部との間に微弱な段が付き、口縁部は内湾気味に立ち上がる器形をなす。口唇部は角張

り、貝殻条痕が直交して施文される。口縁直下から頸部の段まで、交互に押圧方向を変えて施文され

た斜めの貝殻腹縁圧痕による、縦位の矢羽状モチーフが描かれる。頸部以下には横に短く押し引いた

貝殻条痕文が施文される。これらの文様を施文した後、器面に対して斜めに押圧する１条の円形刺突

文列が、口縁直下に口縁部形状に沿って、波頂部から垂下して、頸部の段に沿って、それぞれ施され

ている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒をわずかに含む。５

は口縁部形状・器形ともに不明で、口唇部は丸みを帯びている。口縁部には鋸歯状の円形刺突列が横

に巡り、刺突列の上下に貝殻腹縁圧痕が斜めに施文されている。器壁は約６㎜と薄手で、内外面とも

平滑に調整され、胎土は精良で砂粒を少量含む。６は波状口縁で、緩やかに外反する器形をなすと考

えられ、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には斜めの貝殻腹縁圧痕が押圧方向を交互に変えて数

段施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を含む。７は平

口縁で、直立気味の器形をなすものと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下には、横位貝殻腹

縁圧痕が多段に施され、その上下を鋸歯状沈線文が縁取る。沈線文以下には、横に短く押し引いた浅

い貝殻条痕文が施文される。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、特に口縁部内面に

は、横位の貝殻条痕が施されている。胎土は微細な砂粒を多く含む。８は平口縁で、直線的に外傾す

る器形をなすものと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下に横位多段の貝殻腹縁圧痕が施文さ

れ、その下に器面に対して斜めに押圧した細長い刺突文が巡り、刺突文列以下は横に長く引いた貝殻

条痕文が施される。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、内面には横・斜めに貝殻条

痕が施されている。胎土は粒径の小さな砂粒を多く含む。９は波状口縁となる可能性があり、直線的

に外傾する器形をなすと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下に横位の貝殻腹縁圧痕が４段施

文され、その下には横に長く引いた浅い貝殻条痕文が施される。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも

平滑に調整され、内面には横位の貝殻条痕が施されている。胎土は粒径の細かい砂粒を含む。10は平
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0 10㎝
1/3

3　LK72　Ⅲb層　RP64

5　LM71　Ⅲ層　RP73

6　LJ67　Ⅲ層　RP9
4　SI11　2層

1b　LJ70　Ⅲ層　RP15・17

7a　LM71　Ⅲ層　RP36
7b　LM71　Ⅲ層　RP25 7c　LL71　Ⅲ層　RP14

8b　LP69　Ⅲ層　RP2

10　LL67　Ⅲb層　RP2

11　LM68　Ⅲb層　RP52・54・82

8a　LP69　Ⅲ層　RP11・32

9　LN67　Ⅲb層　RP21

12a　LJ69　Ⅲb層　RP74

12b　LJ70　Ⅲ層
　　RP62

13　LK69　Ⅲb層　RP71

1a　LK70　Ⅲ層　RP59・60
　 L J 70　Ⅲ層　RP31

2　LL71　Ⅲ層　RP10
　LM71　Ⅲ層　RP54・55

8c　LM68　Ⅲ層
　 RP9

口縁で、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には横位貝殻腹縁圧痕が多段に施されており、これ以

下の文様構成は不明である。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、内面には横位の貝

殻条痕が施されている。胎土は粒径の細かい砂粒を多く含む。11は波状口縁で、直立気味の器形をなし、

口縁部はわずかに厚くなって頸部に段を有する。口唇部は角張っている。口縁直下の厚い部分には波

状口縁の形状に合わせて横位貝殻腹縁圧痕が多段に施文されている。頸部の段以下には、横に短く押

し引いた貝殻条痕文が施される。器壁は約６㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、内面には

第23図　遺構外出土縄文土器（４）　Ⅰ群Ｆ類
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横位の貝殻条痕が施されている。胎土は精良で、粒径の細かい砂粒をわずかに含む。12は波状口縁で、

口縁部が緩やかに外反する器形をなすと考えられる。口唇部は角張っており、斜めに刺突が施される。

口縁直下には横位貝殻腹縁圧痕が多段に施文され、その下には長く引いた貝殻条痕が斜めに交差して

施文される。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整されている。胎土は砂粒を多く含んでい

る。13は体部破片資料のみで、口縁部形状や器形は不明である。文様構成は、口縁部付近に横位多段

の貝殻腹縁圧痕が施文されるものと考えられ、その下端には斜めの短い貝殻腹縁圧痕列が巡る。この

下には横に長く引いた貝殻条痕文が施される。器壁は約６㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整さ

れ、胎土は精良で砂流を殆ど含まない。

Ｇ類（第24図、図版12・13）：貝殻条痕文のみを施すものである。

　１は平口縁で直立気味に立ち上がる器形をなすと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下には

横に短く押し引いた貝殻条痕文が施される。貝殻条痕文の施文は下部までは及んでいない。器壁は約

８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。２は平口縁と考えられ、口唇部

は角張っている。口縁直下には横に短く押し引いた貝殻条痕文が施される。器壁は約８㎜と中厚で、

内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。３は器形不明であるが、非常に短く押し引いた

キャタピラ状の貝殻条痕文が横に施文され、下部は無文となっている。器壁は約６㎜とやや薄手で、

内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。４は平口縁と考えられ、口唇部は角張っている。

口縁直下には非常に短く押し引いたキャタピラ状の貝殻条痕文が横方向に施される。器壁は約８㎜と

中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。５は平口縁と考えられ、口唇部は角張

り、やや外削ぎ状の形態をなしている。口縁直下には横に短く押し引いた貝殻条痕文が施されている。

器壁は約６㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。６は平口縁と考え

られ、口唇部は角張っている。口縁直下には横に短く押し引いた貝殻条痕文が施されている。器壁は

約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。７は口縁部形状が不明である

が、横に短く押し引いた貝殻条痕文が施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調

整され、胎土は粒径の大きな砂粒を多く含む。８は平口縁に山形の小突起が付き、直立気味に立ち上

がる器形をなし、口唇部は角張っている。口縁直下には横に長く引いた貝殻条痕文が施されているが、

施文は口縁部に限定され、下部までは及んでいない。口縁部内面には外面と同様の貝殻条痕文が施さ

れている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、特に外面下部は縦方向のミガキ

状の器面調整により光沢が生じている。胎土は精良で直径１～２㎜の白色砂粒を特徴的に少量含む。

なお、鋭利な工具の回転による穿孔が１か所認められ、補修孔と考えられる。９は平口縁と考えられ、

口唇部は角張っている。口縁直下には横に長く引いた貝殻条痕文が施されている。器壁は約８㎜と中

厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒を少量含む。10は器形不明であるが、内外面に

長く引いた貝殻条痕文が横位施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、

胎土は精良で砂粒を少量含む。11は器形不明であるが、上部に貝殻条痕文が認められ、下部は無文と

なっている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、特に外面下部は横方向の調整

の後、縦方向にもミガキ状の器面調整を加えている。胎土は精良で砂粒を含む。12は平口縁に小さな

山形の突起が付く器形をなし、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には横に長く引いた貝殻条痕文

が施される。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒をわずかに
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含む。13は波状口縁をなすと考えられ、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には横に長く、一部鋸

歯状に引いた貝殻条痕文が施文され、内面にも横方向の貝殻条痕文が認められる。器壁は約８㎜と中

厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒をわずかに含む。14は直立気味に立ち上がる器

形をなすと考えられ、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には縦に長く引いた貝殻条痕文が施され

る。器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を含む。15は波状口縁で緩やか

に外反する器形をなすと考えられ、口唇部は角張っている。口縁直下には斜めに長く引いた貝殻条痕

が波頂部を境界として異方向に施文されている。異方向貝殻条痕文の下端には幅の狭い貝殻条痕文が

横に巡り、この下は無文となっている。また口縁部内面には、貝殻条痕が斜めに交差して施文されて

いる。器壁は約８㎜と中厚で、内面下部は横方向に、外面下部は縦方向に器面調整されている。外面

下部の器面調整は条痕文の施文後に施されており、ミガキ状で光沢を生じている。胎土は精良で直径

３㎜程の白色小礫をごくわずかに含む。16は15と同様、波状口縁で緩やかに外反する器形をなすと

考えられ、口唇部は丸みを帯びている。口縁直下には斜めに長く引いた貝殻条痕が波頂部を境界とし

て異方向に施される。下部には貝殻条痕が横位施文され、この下は無文となっている。器壁は約７㎜

とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒を殆ど含んでいない。17は器形不明で

あるが、外面には幅の狭い貝殻条痕が間隔をおき斜め異方向に交差して施文され、また内面にも貝殻

条痕が横位施文されている。器壁は約９㎜と厚手で、内外面とも平滑に調整され、胎土には砂粒を多

く含む。18も器形不明であるが、斜め・横方向の貝殻条痕が施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、

内面は横方向の調整痕が認められ、外面は条痕文施文後に縦方向にミガキ状の器面調整が施されてい

る。胎土は精良で砂粒を殆ど含まない。

Ｈ類（第25図１・２、図版13）：波状貝殻文を施文するものである。

　１・２はともに器形不明であるが、貝殻波状文が横位に複数段巡り、その下に横に長く引いた貝殻

条痕文が施されている。１・２ともに器壁は約９㎜と厚手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂

粒を多く含む。

I類（第25図３・４、図版13・14）：単純な沈線文のみ施文するものである。

　３は直立気味に立ち上がる器形をなし、口縁部形状は不明である。外面全体に途切れ途切れの細い

沈線を、左下がり斜めに間隔を空けて施文した後、横位にミガキ状の光沢を伴う器面調整を施してい

る。器壁は約７㎜とやや薄手で、内面にも横位の平滑な器面調整が認められる。胎土は緻密であるが

直径１～３㎜ほどの大径砂礫を少量含む。４は分厚く砲弾状の形態をなす尖底部破片で、斜めに交差

する細い沈線により格子状の文様が施されている。器壁は約11㎜と非常に厚手で、内外面とも平滑に

調整され、胎土は砂粒を多く含む。

Ｊ類（第25図５～20、図版13・14）：無文のもので、有文土器の一部である可能性もある。

　５はおそらく４単位の波状口縁となる尖底深鉢形土器で、器高約24.4㎝、口径推定19㎝を測る。尖

底部は砲弾状で頸部から口縁部にかけて直立気味に立ち上がる器形をなす。口唇部は内削ぎ状で端部

が鋭角となっており、波頂部は分厚く丸みを帯びてわずかに外反する。器壁は約７㎜とやや薄手で、

内外面とも平滑に調整され、特に外面は縦方向の丁寧な研磨調整により光沢を生じている。胎土は精

良で砂粒をわずかに含む。６は平口縁で口縁部がわずかに外反する器形をなす。口唇部は丸みを帯び、

鋭い沈線が斜めに刻まれている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内面で縦方向の、外面口縁部で横・斜
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め方向の、外面下部で縦方向の比較的粗い調整痕が認められる。胎土は砂粒を少量含む。７は平口縁

で口縁部が外反する器形をなすと考えられる。口唇部は丸みを帯び、貝殻腹縁圧痕文が斜めに施され

ている。また口縁部内面には、横に長く引いた貝殻条痕文が施文されている。器壁は約７㎜とやや薄

手で、内外面とも平滑に調整され、特に外面には縦方向のミガキ状の調整痕が認められる。胎土は精

良で砂粒をわずかに含んでいる。８は波状口縁で緩やかに外反する器形をなし、口唇部は丸みを帯び

ている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面ともランダムな方向の比較的粗い器面調整が施されてい

る。胎土は精良で砂粒をわずかに含んでいる。また、工具の回転による穿孔が２か所あり、補修孔と

考えられる。９は平口縁で口縁部がわずかに外反し、口唇部は丸みを帯びている。器壁は約７㎜とや

や薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒をわずかに含んでいる。10は平口縁で口縁

部が直線的に外傾する器形をなすと考えられ、口唇部は丸みを帯びている。器壁は約８㎜と中厚で、

内面と口縁部外面は横方向に、外面の口縁部より下は縦方向に平滑に器面調整されている。胎土は精

良で砂粒を少量含んでいる。11は平口縁で口縁部が直線的に外傾する器形をなすと考えられ、口唇部

は丸みを帯びている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。

12は平口縁で口縁部が短く外反する器形をなし、口唇部は丸みを帯びている。器壁は約７㎜とやや薄

手で、内面および口縁部外面は横方向に、外面屈曲部以下は縦方向に器面調整されている。胎土は精

良で砂粒をわずかに含む。13は器形不明で、工具の回転による盲孔が１か所認められ、未完遂の補修

孔と考えられる。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は精良で砂粒をわず

かに含む。14・15は器形不明の胴部破片で、内面には横方向の、外面には縦方向の器面調整が認め

られる。14の器壁は約９㎜とやや厚手で、胎土は大径の砂粒を少量含む。15の器壁は約６㎜と薄手で、

胎土は細かい砂粒を含んでいる。16は砲弾形を呈する尖底部破片である。器壁は約９㎜とやや厚手で、

内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含んでいる。17～20は先端が乳頭状を呈する尖底部

破片である。17・20の器壁は約８㎜と中厚で、内外面とも平滑に調整され、特に外面には縦方向の

器面調整が認められる。胎土は砂粒を多く含んでいる。18・19の器壁は約７㎜とやや薄手で、外面

に縦方向の器面調整が、内面に縦方向の貝殻条痕が認められる。胎土は精良で砂粒を少量含んでいる。

②Ⅱ群土器（第26図１～３、図版14）：縄文が施文されるものと、撚糸文が施文されるものが認められる。

　１は直線的に外傾する器形と考えられ、口唇部は丸みを帯びている。内外面にＲＬの縄が横位回転

施文されている。器壁は約８㎜と中厚で、内外の器面調整は粗く、胎土は精良で粒径の大きな砂粒を

多く含んでいる。２は器形不明で、外面にＲＬの縄が横位回転施文されている。器壁は約９㎜とやや

厚手で、内面は平滑に調整され、胎土は多くの大径砂粒と若干の繊維を含む。３は器形不明であるが、

Ｒの縄を巻き付けた絡条体が縦位・斜位に回転施文され底部下端まで及んでいる。器壁は約９㎜とや

や厚手で、内外面および底面まで平滑に調整されている。胎土は繊維と砂粒をわずかに含んでいる。

③Ⅲ群土器（第26図４～12、図版14）：沈線文が施されるものと、縄文のみ施文されるものが認められる。

４は波状口縁をなす深鉢形土器で、口唇部は丸みを帯びている。口縁部直下の無文帯下にＲＬの縄

を横位回転施文した後、３条以上の平行沈線を巡らせ、波頂部下では沈線間に半裁竹管を用いた細長

い刺突を施している。器壁は約９㎜とやや厚手で、内外面とも平滑に調整され、胎土は砂粒を多く含む。

第４章　調査の記録

─ 48 ─



５は深鉢胴部の膨らんだ部位に相当し、ＬＲの縄を横位回転施文した後、平行沈線が横位に巡り、平

行沈線間の一部は曲線で繋がれている。器壁は約９㎜とやや厚手で、内外面とも平滑に調整され、胎

土は砂粒を多く含む。６は波状口縁をなすものと考えられ、口縁直下に狭い無文帯を挟んで１条の沈

線が巡り、沈線下にはＬＲの細い縄を横位回転施文している。器壁は約４㎜と非常に薄手で、内外面

とも平滑に調整され、胎土は砂粒を含んでいる。７～９・11は平口縁で直線的に外傾する器形をなす

と考えられ、ＬＲの縄が横位回転施文されている。11は底径推定114㎜を測る。器壁は約７㎜とやや

薄手で、内外面とも平滑に、11は底面まで器面調整が認められる。胎土は砂粒を含んでいる。10は

器形不明で、ＲＬの縄が横位回転施文されている。器壁は約７㎜とやや薄手で、内外面とも平滑に調

整され、胎土は砂粒を含んでいる。12は底部破片で、底径約70㎜を測る。底面状況は摩滅により不

明であるが、内面に調整痕が認められる。底部厚は約８㎜と中厚で、胎土は砂粒を含んでいる。
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5　LO69　Ⅲ層　RP24c　143確認調査　T5

4b　LL70　Ⅲ層　RP20
4a　LN70　Ⅰ層　RP88

7　LL70　Ⅰ層　RP152

10　LM70　Ⅲ層　RP22 12　LL71　Ⅰ層　RP380

8　LL71　Ⅲ層　RP336

3a　LN66　Ⅲb層　RP4・6
2　LI75　Ⅲ層
　RP1

9　LN69　Ⅲ層
　RP9・10・15

6　LK68　Ⅲ層
　RP24

1b　LG78　Ⅲ・Ⅲb層
　 RP13・14・16・17・20

3b　LN66　Ⅲb層
　 RP3

11a
S I 11　２層
LK69　Ⅰ層
RP88

11b
S I 11　RP81
LL70　Ⅲ・Ⅲb層
RP51・53～55・
　 68・69・92

第26図　遺構外出土縄文土器（７）　Ⅱ群・Ⅲ群

第２節　縄文時代の遺構と遺物

─ 49 ─



（２）石器

　石器は第Ⅲ層から剥片石器および剥片・残核が429点（総重量4,893.5ｇ）、磨製石器が１点（16.0g）、

礫石器が50点（49,399.0ｇ）出土した。平安時代の遺構や表土、確認調査時の出土分等も含めると、

剥片石器および剥片・残核が535点（総重量6,971.9ｇ）、礫石器が55点（53,079.4ｇ）となる（第

27・28図）。石器の分布範囲は土器のそれとほぼ重なっており、出土土器の大半が早期中葉の所産で

あることから、石器もおそらくは同時期に帰属すると考えられる。これら石器の中でもいわゆるトラ

ンシェ様石器や断面三角形の磨石は、当該期に特徴的なものと言えよう。なお、石器石材については

委託による石質鑑定を行っており、挿図中にも石材名を示した（第５章第６節参照）。

①剥片石器・剥片・残核（第29～42図、図版15～18）

剥片石器には石鏃・石錐・石匙・箆状石器・不定形石器があり、剥片・残核も出土している。これ

らのうち、剥片石器と残核については全点を掲載している。掲載した剥片石器については石質鑑定を

行っており、頁岩が最も多く、次いで珪質頁岩・黒色頁岩が同定されている。

石鏃（第29図、図版15）

　石鏃は３点（8.2ｇ）出土した。全て凹基鏃である。

１・３は先端部を欠失した破損品である。２は基部に対する調整剥離が認められ、器体が若干捻れ

ていることから、破損品ではなく製作途中の失敗品であると考えられる。いずれも片面に素材面を大

きく残すことが特徴であり、目的とする石鏃のサイズ・形状に近い剥片を素材として選択し、必要最

小限の調整剥離を加えて製作していることが窺われる。遺構外での出土点数は３点と少ないが、石器

製作場と目されるＳＩ165では倍以上の８点が出土している。これらについても遺構外出土分と同様の

平面形態や調整剥離の様相を指摘することができる。

石錐（第29図、図版15）

　石錐は５点（59.7ｇ）出土した。いずれも錐部は両面加工により菱形の断面形を呈し、幅は６～８㎜

ほどで、回転使用による磨滅が認められる。基部の形態から以下の２種類に分類した。

１類（４～６）：基部が細長く、全体的に調整剥離が施されたものである。

４は基部に対向する抉り状の調整剥離が認められ、石匙の失敗品や破損品の再利用が想定できる。

６は基部が欠損しており、これについても別器種との複合や、破損品再加工の可能性が考えられる。

ＳＩ166竪穴住居跡から出土した第15図13も、石匙と石錐が複合した例として注目される。

２類（７・８）：基部が幅広く、調整加工が錐部周辺に集中するものである。７は横長剥片、８は寸

詰まりの分厚い剥片を素材とし、ともに素材面を大きく残している。８は錐部を２か所作出している

が、一方に磨滅は認められない。

　石錐は石鏃や石匙と比べて形態やサイズの共通性に乏しく、石匙などの他器種と複合するといった

特徴があり、有り合わせの素材を用いて便宜的に製作された可能性が高いと考えられる。
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石匙（第29・30図、図版15）

石匙は23点（246.0ｇ）出土した。素材剥片の形状と平面形態から以下の３種類に分類した。

１類（第29図９～17、第30図１～９）：縦長剥片を素材とし、細身の平面形態を呈するものである。

調整剥離の深度は浅く、中には調整剥離が全周せず一部に留まるものも見受けられる（第29図14、

第30図５）。このような調整技法の特性から、完成品は素材剥片の形状を反映するため、対称性に乏

しい例が殆どである。これらの中でも第29図９は調整剥離の深度が深く、素材剥片の背面全体を覆っ

ており、意図的に全体形状を整えている点で異質であると言える。早期以外の時期に所属する可能性

もあろう。

２類（第30図10～12）：縦長剥片を素材とし、丸みを帯びた平面形態を呈するものである。調整剥離

はほぼ全周しており、１類と比較して対称性を意識して製作された可能性が高い。

３類（第30図13・14）：横長・寸詰まりの剥片を素材とし、横長の平面形態を呈するものである。調

整剥離は微細で、全体形状を整える意識は低いと考えられる。13は摘みの部分にアスファルトと思わ

れる黒色物質が付着している。

箆状石器（第31～35図、図版15・16）

　両面調整により箆状に成形されたものを総称して箆状石器とした。通常トランシェ様石器や石箆と

して分離される場合が多いが、坂下Ⅱ遺跡においては両者が密接に関係する可能性があることから、

ここでは一括して扱うことにする。48点（1,562.8ｇ）出土しており、刃部形状により以下の６種類

に分類した。

１類（第31図）：素材剥片の鋭利な縁辺を刃部とするもので、いわゆるトランシェ様石器に相当する。

刃部側面形は直線的な場合が多く、２を除いて横長剥片を素材に用いている。平面形は撥形のものが

主体をなす。８は左右非対称で他と比べて分厚く、製作途中の失敗品の可能性もあろう。９は基部側

を欠損しており、破損後に再加工が施されている。

２類（第32図）：刃部に小剥離を伴い、刃部側面形が直線的なものである。素材としては横長剥片を

用いた例（２・４・５・８）、縦長剥片を用いた例（１・３・６）の両者が認められる。平面形は撥

形のものが主体をなす。６は他と比べて分厚く平面形も異なっており、素材主要剥離面にある打瘤を

除去しきれなかった失敗品の可能性があろう。

３類（第33図）：刃部に調整剥離を伴い、刃部側面形が湾曲するものである。素材としては縦長剥片

を用いた例が認められる（９・10）が、多くの場合調整剥離の深度が深く、素材面が大きく失われて

いるため、不明瞭である。平面形は明確な撥形例が少なく、刃部と基部幅の差が少ない短冊形が主体

をなす。

４類（第34図）：刃部に急斜度調整を施すものである。素材としては縦長剥片を用いた例（１・５）、

横長剥片を用いた例（４・６・８）の両者が認められるが、３類と同様に調整剥離の深度が深く素材

面が大きく失われ、不明なものもある。平面形は撥形を主体とするが、器体中軸に対して刃部が直交

せず、左右非対称な例（２・３・４・７）も見受けられる。

５類（第35図１～５）：刃部に表裏両面からの剥離が伴い、刃部側面形が鋸歯状を呈するものである。

素材としては縦長剥片を用いた例（５）、横長剥片を用いた例（１・２）の両者があり、３・４類と

第２節　縄文時代の遺構と遺物

─ 51 ─



同様に調整剥離の深度が深く素材面が大きく失われ、不明なものもある。平面形は撥形を基調とする

が、側方からの調整剥離により、基部先端が尖った左右非対称の例（１・２・４）が認められる。

６類（第35図６～13）：刃部形状の不明な基部・中間部破片例を一括した。平面形は撥形のものが主

体をなすと考えられる。基部の平面形態は、先端の尖った例が１例（９）認められるが、平坦なもの

が主体をなす。なお、８・11・13には折れ面から調整剥離が施されており、破損品を再加工して刃

部再生を試みた可能性もあろう。

不定形石器（第36～42図、図版17・18）

　ここでは、先述した定形的な石器を除き、二次加工を伴う剥片石器を不定形石器とした。いわゆる

スクレイパーや定形石器破損品の可能性があるものも包括されているが、破損品についてこれらを完

全に分離することは困難であり、一括して取り扱うことにした。69点（1,761.3ｇ）出土しており、

刃部形態や調整剥離の位置、調整剥離の密度などから、以下の７種類に分類した。

１類（第36図１～10）：両面調整による刃部をもつものである。１・２は横長剥片素材の打面部に両

面調整を施して鋸歯状の刃部を形成し、素材端部側には殆ど調整を加えず、鋭利な縁辺を残している。

素材の選択、平面形態とサイズ、調整剥離の位置・技法は共通性が高く、定形的な石器の可能性もあ

る。３はおそらく小形の横長剥片を素材とし、両面調整により箆状の平面形をなす。調整剥離は素材

打瘤付近に集中しており、打瘤の除去と器体の扁平化を意図していたことが窺われる。石鏃製作途中

の失敗品の可能性もあろう。４も両面調整を伴う小形の石器で一端を折損しており、折損後更に調整

が加えられ三叉状の平面形態をなす。５～10はいずれも破損品で、７は比較的大きな剥離面で構成さ

れた刃部を、他は連続した小剥離による刃部をもつ。定形石器の一部である可能性も考えられる。なお、

９には被熱によるハジケが認められる。

２類（第36図11～15、第37図）：器体の大部分に対して片面調整による刃部が形成されたもので、い

わゆるスクレイパーに相当する。第36図11は横長剥片を素材とし、主要剥離面の打瘤を除去して平

坦にした後、全周に調整剥離を施して円形に仕上げている。一端には急斜度調整により鈍角の刃部が

形成されており、エンドスクレイパーの様相を呈する。12は縦長剥片を素材とし、両縁辺から末端に

かけて連続する調整剥離が施されており、比較的鈍角の刃部形状をなす。13は縦長剥片を素材とした

破損品で、石匙の一部である可能性もある。14は縦長剥片の１縁辺に連続する調整剥離を加え、鋭角

な刃部を形成している。15は縦長剥片背面の左側縁から末端にかけて連続する調整剥離により鋭角な

刃部が形成され、右側縁は主要剥離面側に粗い調整剥離が施されている。第37図１～12はすべて破

損品である。１～８は連続する小さな調整剥離が施され、刃部は鋭角をなす。９～11は比較的大きな

調整剥離が若干間隔をおいて施され、刃部平面形は鋸歯状をなしている。12は折面からの調整剥離が

認められ、石匙未製品の可能性もあろう。

３類（第38図１～７）：器体の一部に片面調整による急斜度の刃部が形成されたもので、いわゆるエ

ンドスクレイパーに相当する。６は縦長剥片を素材として側縁の一部に刃部を形成しているが、他は

横長もしくは寸詰まりの縦長剥片を素材として末端部に刃部を形成しており、縦横比の小さい平面形

態をなす傾向がある。

４類（第38図８・９、第39図１・２）：素材主要剥離面の打面部に大きな調整剥離のみ施すものである。
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これらは素材剥片の打瘤を除去し、器体の扁平化を意図した調整剥離と考えられる。他の部分には特

に調整剥離が認められないことから、鋭利な縁辺をそのまま使用したか、あるいは成形途中のもので

ある可能性が考えられる。

５類（第39図３～５、第40図１・２）：素材主要剥離面の打面部以外の位置に大きな調整剥離を施し、

更に別の場所に連続する小剥離で構成された刃部が伴うものである。第39図３・５は大形で分厚い横

長剥片を素材としており、石鏃など小形石器の素材剥片を剥離した残核の可能性もある。

６類（第40図３～９）：薄い剥片素材の折れ面から調整剥離が施されたものである。３・５・８には

複数の折れ面があることから、剥片に付随する折れは必ずしも偶発的なものではなく、意図的な折り

加工と、折れ面から調整を施す一連の技法が存在していた可能性を指摘できる。

７類（第40図10・11、第41図、第42図１～７）：素材剥片の一部に片面調整による連続した小剥離

で構成された刃部をもつものである。第40図10・11は横長剥片の末端部に、第41図１～９は縦長剥

片の縁辺部に、それぞれ連続する調整剥離を施し刃部が形成されている。いずれも刃部の長さは短く、

刃角は鋭角である。第41図10、42図１・６・７は破損品で、定形石器の一部である可能性もある。

第42図２～５は小剥片を素材とし、縁辺の一部に連続する微細な剥離が伴うものである。

剥片（第42図、図版18）

剥片は385点（3,144.9ｇ）出土した。１例のみの図示ではあるが、８は縦長剥片で、背面には主要

剥離面と同一方向に縦長の剥離面が形成されており、連続的に縦長剥片を剥離する技術があったこと

を示している。このサイズの剥片は、主として石匙の製作に供されたものと考えられる。剥片につい

ては計測や接合、同一個体の抽出まで行っていないため、不十分な推測ではあるが、図示した剥片の

サイズに相当する残核が出土していないことや、二次加工が施された石器と剥片の比率が約１：2.6

と剥片の比率が低いことなどから、遺跡内において定形石器に用いるような中形サイズの剥片生産は

低調で、適当な大きさの剥片素材が遺跡外から持ち込まれた可能性が高いと考える。

残核（第42図、図版18）

　残核は２点（189.0ｇ）出土した。９・10ともに頻繁に作業面を入れ替え、不定形の小形剥片が剥

離されている。10は稜部に対する叩打が顕著であり、敲石に転用された可能性もあろう。

②磨製石器（第42図、図版18）

　磨製石器は１点（16.0ｇ）のみ出土した。11は変質蛇紋岩製で、全体的に丁寧な研磨調整が施され

ており、磨製石斧の一部と考えられる。割れ口に沿って沈線が僅かに観察されることから、磨製石斧

の再加工に伴い、スリット状の磨り切りを入れて割断された部分と考える。

③礫石器（第43～45図、図版19・20）

礫石器には磨石・凹石・敲石・石皿があり、27点（うち４点が接合）を抽出し掲載している。礫石

器の石質鑑定は全点対象ではなく、掲載分の一部について行ったに過ぎないが、多様な岩種が使用さ

れていることがわかる（第５章第６節）。
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第Ⅲ層出土

平安時代遺構出土

表採・表土・Ⅱ層・排土

確認調査時出土

　　　　　　　 合計

429 点

39 点

41 点

26 点

535 点

4,893.5 g

1,021.3 g

559.7 g

497.4 g

6,971.9 g

第27図　第Ⅲ層出土剥片石器・剥片・残核のグリッド別出土数量
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※　枠内上段の数値は出土点数、下段の数値は出土総重量（ｇ単位）を示す。
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第Ⅲ層出土

平安時代遺構出土

　　　　　　合計

50 点

5 点

55 点

49,399.0 g

3,680.4 g

53,079.4 g

第28図　第Ⅲ層出土磨製石器・礫石器のグリッド別出土数量
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磨石（第43図、図版19）

　磨石は34点（18,286.7ｇ）出土した。素材形状と使用部位により以下の２種類に分類した。

１類（１～９）：断面三角形の棒状礫を素材として、主に稜部を使用するもので、20点出土している。

全体的に稜部１か所のみ使用する例（１～４・６・８・９）が多く、素材に３か所ある稜の中でも、

最も幅の狭い平坦面の裏側に相当する稜を特に選んで使用する傾向がある。これは使用する際の握り

易さに関係するのであろう。５・７は他の稜部および平坦面も使用されているが、このような例は少

なく、摩滅頻度も微弱である。なお７は平安時代の竪穴住居跡から出土しており、砥石に転用された

可能性もあろう。６は磨面以外の稜部が敲打使用されており、使用動作が複合する状況も想定できる。

これらの他に、断面三角形の礫破片が４点出土しており、明確な使用面は認められないものの、磨石

素材として遺跡内に搬入された可能性が高いと考える。石材は多孔質なものが目立つ。

２類（10・11）：扁平な円礫を素材とするもので、10点出土した。10は小振りな円礫のほぼ全面を使

用しており、明確な稜が形成されている。11は扁平な円礫の両面に磨面が形成されている。石材は１

類と比べて緻密で硬質な石材を使用する傾向が認められる。

凹石（第44図、図版19）

　素材礫の平坦な面に敲打使用による窪みをもつものを凹石とした。４点（1,092.0ｇ）出土している。

１は扁平な円礫の両面および側面の一部に浅い敲打痕が広範囲に形成されている。２はやや小振りな

扁平円礫を素材として中央部が集中的に敲打使用され、窪みは深くなっている。３は唯一磨石１類と

複合した例で、窪みはやや浅く、敲打痕は散漫な分布を示す。石材はやや軟質なものや多孔質なもの

が使用されている。

敲石（第44図、図版19）

　素材礫の稜部や側面を敲打使用したものを敲石とした。２点（641.1ｇ）出土している。４は分厚

い棒状礫を素材とし、一端の角張った箇所を敲打使用している。５は扁平な棒状礫を素材とし、端部

と両側面が敲打使用されている。２点とも平安時代の竪穴住居跡から出土したもので、平安時代の遺

物である可能性も考えられる。石材としては緻密でやや硬質なものが使用されている。

石皿（第44・45図、図版20）

　石皿は14点（33,115.6ｇ）出土した。第44図６～８、第45図１・２は扁平礫を素材として特に周

縁加工を施さずに片側の平坦面を使用しており、石材は多孔質なものが選択されている。１・２は特

に使用頻度が高く、使用面が広く窪んでいる。２は石質から１と同一個体と考えられ、分割後に再使

用されており、割れ面も平滑に研磨している。これらに比べ、６～８は磨面の摩滅頻度が低い。第45

図３・４は同一母岩から分割したものと考えられる。角張った分厚い礫を素材とし、石質は緻密である。

磨面は直交する２面に形成されており、摩滅頻度が非常に高い。
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0 5㎝
1/2

1　LN70　Ⅲb層
　RQ51　珪質頁岩

4　LK72　Ⅲb層
　RQ67　珪質頁岩

7　LM69
　RQ1　頁岩

5　LJ67　Ⅲ層
　RQ2　頁岩

6　LL71　Ⅲ層
　RQ118　頁岩

8　LJ68　Ⅲ層
　RQ16　頁岩

2　LN70　Ⅲb層
　RQ53　珪質頁岩

3　SI11
　RQ45　頁岩

9　LI65　Ⅲ層
　RQ4　珪質頁岩

10　LK69　Ⅲ層
　 RQ2　頁岩

11　確認調査　T5
　 珪質頁岩

14　LL71　Ⅲ層
　 RQ58　頁岩

13　LO68　Ⅲb層
　 RQ88　頁岩12　LO68　Ⅲ層

　 RQ44　頁岩

15　LL71　Ⅲ層
　 RQ144　頁岩

16　LK70　Ⅲ層
　 RQ54　珪質頁岩

17　LN70　Ⅲ層
　 RQ27　頁岩（黒色頁岩）

第29図　遺構外出土石器（１）　石鏃・石錐・石匙①
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黒色付着物
0 5㎝

1/2

1　LL71　Ⅲb層
　RQ216　頁岩

2　LM68　Ⅲb層
　RQ50　頁岩

3　LN70　Ⅲb層
　RQ56　頁岩

6　LM70　Ⅲ層
　RQ4　頁岩

5　LL71　Ⅲb層
　RQ285　頁岩

4　LK71　Ⅲ層
　RQ39　頁岩

7　LM70　Ⅲ層
　RQ98　頁岩

8　LN70　Ⅲ層
　RQ23　珪質頁岩

9　LL66　Ⅰ層
　珪質頁岩

10　LM68　Ⅰ層　頁岩

11　LK69　Ⅲ層
　 RQ39　頁岩

12　LM67　Ⅲ層
　 RQ1　頁岩

14　SD01　１層　頁岩

13　LG78　Ⅲ層　珪質頁岩

第30図　遺構外出土石器（２）　石匙②
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0 5㎝
1/2

1　LJ68　Ⅲ層　RQ28　頁岩

2　LK69　Ⅲ層　RQ37　頁岩

3　LN66　Ⅰ層　珪質頁岩

4　LJ70　Ⅲ層　RQ6　頁岩 5　SI16　RQ25　頁岩

6　LK69　Ⅲ層　RQ36　頁岩

7　LJ70　Ⅲ層　RQ7　頁岩

8　LJ67　Ⅲ層　RQ20　頁岩

9　LL70　Ⅲ層　RQ82　頁岩

第31図　遺構外出土石器（３）　箆状石器①
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0 5㎝
1/2

1　LK70　Ⅲ層　RQ51　頁岩

3　LK70　Ⅲ層　RQ23　頁岩

5　LL71　Ⅲ層　RQ6　頁岩

7　LL71　Ⅲ層　RQ295　頁岩

8　LM66　Ⅲ層　RQ1　頁岩

6　LL72　Ⅲ層　RQ46　頁岩

2　確認調査　T4　頁岩

4　LN70　Ⅲ層
　RQ82　頁岩

第32図　遺構外出土石器（４）　箆状石器②
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0 5㎝
1/2

1　確認調査　T6　頁岩 2　LK74　Ⅲ層　RQ11　頁岩

5　LM68　Ⅲb層
　RQ69　頁岩

4　LL71　Ⅰ層　頁岩3　確認調査　T10　珪質頁岩

6　LM65　Ⅲb層　RQ1　頁岩

9　LL71　Ⅲ層　RQ95　頁岩

7　LM71　Ⅲ層　RQ10
　珪質頁岩

8　LJ71　Ⅰ層　頁岩

10　LL71　Ⅲb層
　 RQ236　頁岩

第33図　遺構外出土石器（５）　箆状石器③
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0 5㎝
1/2

1　LJ69　Ⅲ層　RQ28
　頁岩（黒色頁岩）

3　LN69　Ⅲ層　RQ17　頁岩

5　LK68　Ⅲb層　RQ16　頁岩

6　LN59　Ⅲ層　頁岩

7　LL71　Ⅲ層　RQ300　頁岩

8　LN67　Ⅲ層　RQ3　頁岩

2　LM71　Ⅲ層　RQ8　頁岩

4　LL71　Ⅲb層　RQ239　頁岩

第34図　遺構外出土石器（６）　箆状石器④
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0 5㎝
1/2

4　LM69　Ⅲb層
　RQ52　頁岩

7　LJ69　Ⅲ層　RQ59
　珪質頁岩

10　LP69　Ⅲb層　RQ8　頁岩

13　LM70　Ⅲb層
　 RQ67　珪質頁岩

1　LM71　Ⅲ層　RQ15　頁岩

3　確認調査　T5　頁岩

6　SI11　２層　珪質頁岩

5　LN70　Ⅲb層　RQ46　頁岩

8　LL71　Ⅲb層　RQ270　頁岩

11　LL67　Ⅲb層　RQ3　頁岩

12　LN67　Ⅲ層　RQ8　頁岩

9　LK65　Ⅲb層　RQ7　頁岩

2　LM71　Ⅲb層　RQ47　頁岩

第35図　遺構外出土石器（７）　箆状石器⑤
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被熱によるハジケ

0 5㎝
1/2

1　LM70　Ⅲb層　RQ70　頁岩

3　LM67　Ⅲb層
　RQ19　珪質頁岩

2　LL69　Ⅲ層　頁岩

7　LJ68　Ⅲb層　RQ25　頁岩

11　LM66　Ⅲ層　RQ37　頁岩

13　LN60　Ⅱ層
　 珪質頁岩

12　LK66　Ⅲ層　RQ1　頁岩　

15　LJ67　Ⅲ層　RQ16　頁岩

14　LL71　Ⅲ層　RQ99　頁岩

5　LK71　Ⅲb層　RQ52　頁岩 6　LL66　Ⅲ層
　RQ9　頁岩

9　LN68　Ⅲ層
　RQ16　頁岩

8　LL71　Ⅲ層
　RQ46　頁岩

10　LK73　Ⅲ層
　 RQ12　頁岩

4　LK67　Ⅲ層　RQ6　頁岩

第36図　遺構外出土石器（８）　不定形石器①
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0 5㎝
1/2

5　LK70　Ⅲ層
　RQ26　頁岩

8　LK69　Ⅲb層
　RQ72　頁岩

9　LM70　Ⅲb層　RQ74
　頁岩（黒色頁岩）

1　SI11　２層　頁岩

3　LK70　Ⅰ層　頁岩

6　LH75　Ⅰ層　頁岩

7　SKP89　頁岩

10　LL71　Ⅲ層　RQ16　頁岩

11　LM66　Ⅲb層　RQ7　頁岩

12　LK69　Ⅲ層　RQ59　頁岩

2　SI11　２層　頁岩

4　SI11　２層　頁岩

第37図　遺構外出土石器（９）　不定形石器②
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0 5㎝
1/2

1　LJ70　Ⅲ層　RQ79　頁岩

3　LK67　Ⅲb層　RQ3　頁岩

4　LM67　Ⅲ層　RQ3　頁岩

5　確認調査　T6　頁岩

7　LJ68　Ⅲ層　RQ22　頁岩

6　LM68　Ⅲ層　RQ7　頁岩

8　LO68　Ⅲ層
　RQ66　頁岩

9　LM70　Ⅲb層
　RQ73　頁岩

2　LM70　Ⅲ層
　RQ14　頁岩

黒色付着物

第38図　遺構外出土石器（10）　不定形石器③
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0 5㎝
1/2

1　LL73　Ⅲ層　RQ21　頁岩

3　SI12　床上　RQ4　頁岩

4　確認調査　T5　珪質頁岩

2　LM70　Ⅲ層　RQ16　頁岩

5　LM71　Ⅲb層　RQ40　頁岩（黒色頁岩）

第39図　遺構外出土石器（11）　不定形石器④
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0 5㎝
1/2

1　SI12　床上
　RQ5　頁岩

2　LK68　Ⅲb層　RQ20　頁岩

4　LK70　Ⅲ層　RQ24　頁岩

3　LJ69　Ⅲ層　RQ29　頁岩

5　LK72　Ⅲb層　RQ63　頁岩

10　LM69　Ⅲb層　RQ48　頁岩

11　確認調査　T10　頁岩

7　LK71　Ⅲ層
　RQ19　頁岩

6　　LO67　Ⅰ層　頁岩

9　LL71　Ⅲb層
　RQ324　頁岩

8　LN70　Ⅲb層
　RQ40　珪質頁岩

第40図　遺構外出土石器（12）　不定形石器⑤
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黒色付着物
0 5㎝

1/2

4　LM66　Ⅲb層
　RQ3　頁岩

6　LM70　Ⅲ層　RQ91
　頁岩（黒色頁岩）

5　LP69　Ⅲb層
　RQ21　頁岩

1　LM70　Ⅲb層　RQ63　頁岩

3　LK68　Ⅲb層　RQ17　頁岩

7　LL67　Ⅲ層　RQ7　頁岩

8　LO67　Ⅰ層　頁岩

9　LH68　Ⅲ層
　RQ26　頁岩

10　LN70　Ⅲ層　RQ83
　 頁岩（黒色頁岩）

2　LK67　Ⅲ層　RQ5　頁岩

第41図　遺構外出土石器（13）　不定形石器⑥
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0 5㎝
1/2

1　LK67　Ⅲb層
　RQ1　頁岩 2　LN70　Ⅲ層

　RQ19　頁岩

5　LM68　Ⅲb層
　RQ53　珪質頁岩

4　LL71　Ⅲb層
　RQ268　頁岩

8　SI03　床下　頁岩

9　排土　頁岩

7　LJ69　Ⅲ層
　RQ8　頁岩

6　LL71　Ⅲ層　RQ57
　珪質頁岩

3　LJ68　Ⅲb層　RQ26　頁岩

11　LM68　Ⅲ層　RQ2
　 変質蛇紋岩

10　LM70　Ⅲ層　RQ27　頁岩（黒色頁岩）

第42図　遺構外出土石器（14）　不定形石器⑦・剥片・残核・磨製石器
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磨面
0 20㎝

1/4

1　LO67　Ⅲ層　RS1
　多孔質安山岩

2　LO68　Ⅲ層
　RS72　流紋岩

5　LL70　Ⅲb層　RS114　デイサイト

7　SI36　RS5　ドレイライト

8　LM70　Ⅲ層
　RS33　玄武岩

9　LL70　Ⅲ層　RS65
　デイサイト

11　LN69　Ⅲ層　RS13　珪長岩

10　LO68　Ⅲ層
　 RS70　珪質岩

6　LL71　Ⅲb層　RS275
　かんらん石玄武岩

3　S I 11　RS119
　流紋岩

4　LK70　Ⅲ層
　RS28　玄武岩

第43図　遺構外出土石器（15）　磨石
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0 20㎝
1/4

磨面

1　LM71　Ⅲ層　RQ78
　玄武岩 4　SI21　２層　流紋岩

5　SI12　２層
　砂質頁岩

2　LM69　Ⅲ層　RS100

3　LM68　Ⅲ層
　RS73

6　LJ67　Ⅲ層　RS22

8　LL71　Ⅲb層　RS280・2817　LK73　Ⅲ層　RS31・32

第44図　遺構外出土石器（16）　凹石・敲石・石皿
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0 20㎝
1/4

磨面

1　LN69　Ⅲb層　RS38
　多孔質安山岩

3　LP69　Ⅲb層　RS22
　流紋岩

4　LP69　Ⅲb層　RS23
　流紋岩

2　SK55　RS5
　LJ68　Ⅲ層　RS26・27

第45図　遺構外出土石器（17）　石皿
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第３節　平安時代の遺構と遺物

１　検出遺構と遺物

（１）竪穴住居跡

S I03（第46～49図、図版21・22・56・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ61・62、ＬＰ61・62グリッドに位置する。確認調査時のトレンチ壁面で既に

カマドを含め検出されていた。全体形状は第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地山土塊と火山

灰を含む黒色土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ04・08竪穴住居跡、ＳＫ128土坑と重複する。ＳＩ08が本住居跡より古く、ＳＩ04、

ＳＫ128が新しい。ＳＫ128は本住居跡とＳＩ04の両方を切るため、新しい方からＳＫ128→ＳＩ04→ＳＩ03

→ＳＩ08という順になる。

〈堆積土〉　５層に分層した。１層は黒色土中に十和田ａ火山灰起源と考えられる小径の白色軽石粒と

地山土塊を含む、一括の埋め戻しによる堆積である。２層は黒色土を主体とし、少量の白色軽石粒、

極少量の地山土塊および少量の白色粘土を含み、カマド北側に薄く堆積する。この白色粘土はカマド

構築土を由来とする可能性が高く、後述するように本竪穴住居跡はカマドの作り替えが行われている

ことから、本層はカマド作り替えと並行して床面に敷かれたものと考える。３層はカマド10層に相当

し、カマドの作り替えに伴う堆積土である。４・５層は多量の地山土塊、極少量の白色軽石粒を含む

黒色土で、上面が固く締まり、貼床の充填土と考えられる。

〈平面形・規模〉　中央部が確認調査時のトレンチにより失われているが、平面形は正方形を基調とし、

各壁の長さは北西壁が3.5ｍ、北東壁が3.6ｍ、南東壁が3.8ｍ、南西壁が3.6ｍである。主軸方位は北

から22°東へ偏する。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは北西壁16㎝、北東壁が32㎝、南西壁が34㎝である。南西壁はトレ

ンチに大部分を壊されているため計測できなかった。壁の立ち上がりは南東壁がやや外傾して立ち上

がる他は、ほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、全体的に凹凸はあるがほぼ一定のレベルまで掘り下げら

れている。底面全体に地山土塊を含む黒色土を充填して貼床を形成し、カマドの周辺では、カマド作

り替えの際に古い構築土を敷いて床面を作り直している。床面積は約11.9㎡である。床面上では土師

器破片が少量出土しているが、出土位置はカマド周辺に集中している。

〈壁溝〉　壁溝は伴っていない。

〈柱穴〉　床面で４基の柱穴を確認した。住居の四隅に位置し、床面からの深さは浅いもので13㎝、深

いもので42㎝である。柱痕跡は確認されなかった。１層と同じ土が堆積しており、柱材を抜去した後、

一括で埋め戻されたと推測する。

〈カマド〉　南東壁南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土と白色粘土の広が

りとして確認した。また、確認調査時のトレンチにより燃焼部付近はすでに検出されていた。カマド

は煙道部および袖部と燃焼部が残存していた。主軸方位は北から75°西へ偏し、壁に対してほぼ直交

する。規模は全長250㎝（煙道長182㎝、燃焼部長68㎝）、燃焼部内法幅36㎝、煙道部壁外長70㎝を測

る。煙道部は小径被熱粘土塊と黒色土の混合土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は白色粘土を主
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S I03 土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 2 2 φ5～10㎜地山土塊15%、φ1～5㎜火山灰20%

2 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～3㎜地山土塊5%、白色粘土10%、φ1～5㎜火山灰30%

3 黒褐色（10YR2/3） SiL 3 2 φ10～20㎜焼土塊50%、φ1～5㎜火山灰1%、φ1～3㎜小礫3%

4 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 3 φ5～10㎜地山土塊20%、φ1～5㎜火山灰3%

5 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 3 φ10～50㎜地山土塊40%、φ1～5㎜火山灰3%

第46図　S I03竪穴住居跡平断面図
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体として作られ、燃焼部側が被熱している。カマド上部には被熱した粘土粒が確認されており、カマ

ド本体も同様に粘土主体の土で構築されていたと考えられる。両袖の中間、煙道とカマド底面との傾

斜角変換点において、土師器甕の下半部が底面を上に向けた状態で出土しており、支脚と考えられる。

燃焼面は上下に重複して２面形成されており、カマドの作り替えが行われたことを示している。上部

燃焼面は被熱の程度が弱いが、支脚直下まで広がる下部燃焼面は被熱が非常に強い。燃焼部より手前

側は確認調査時のトレンチにより失われている。
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第47図　S I03竪穴住居跡カマド確認平面図及び上面・中層遺物出土位置図
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カマド堆積土は12層に分層した。１層は極少量の軽石粒を含む白色粘土層で、殆ど被熱しておらず、

カマド外面に用いられた構築土の一部と考える。２層は黒褐色土に小径焼土塊と軽石粒を極少量含み、

３層は白色粘土に小径焼土塊を極少量含み、４層は白色粘土に小径焼土塊を少量、軽石粒を極少量含

む。ともにカマド構築土と考えられる。５層は新規燃焼面に相当し、支脚直下の10層の被熱により形

成されたもので、被熱の程度は旧燃焼面より弱い。６層は支脚に使用された土師器甕内部に詰め込ま

れた白色粘土で非常に固く締まっており、支脚の固定に用いられたものと考えられる。この粘土は殆

ど被熱していない。７・８層は袖構築粘土で、極少量の軽石粒と小礫を含む。９・10層は焼土塊と黒

色土が混合したもので、旧カマド構築土の一部を用いて煙道と底面を形成している。11層はカマド作

り替え以前の旧燃焼面に相当する。12層の貼床が被熱したもので、新規燃焼面よりも被熱の程度が強
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第48図　S I03竪穴住居跡カマド残存部平断面図

S I03 カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 にぶい黄橙色（10YR7/4） HC 4 5 φ1～3㎜火山灰1%

2 黒褐色（10YR3/2） SiL 1 1 φ1～5㎜焼土塊10%、φ1～2㎜火山灰1%

3 黄褐色（2.5YR5/3） HC 4 5 φ5～10㎜焼土塊1%

4 褐色（10YR4/6） HC 4 4 φ5㎜白色粘土塊5%、φ5㎜焼土塊10%、φ1～2㎜火山灰1%

5 明赤褐色(5YR5/8) SiL 1 4 φ１～5㎜火山灰1％

6 にぶい黄色（2.5Y6/4） HC 5 5 φ10～20㎜礫1%

7 灰黄褐色（10YR4/2） HC 5 5 φ1～5㎜火山灰3%、φ1～5㎜小礫5%

8 にぶい黄褐色（10YR5/3） HC 5 5 φ1～5㎜火山灰1%、φ1～5㎜小礫1%

9 暗褐色（7.5YR3/4） L 2 3 黒色シルト少量、φ2～5㎜火山灰3%

10 黒褐色（10YR2/3） SiL 3 2 φ10～20㎜焼土塊50%、φ1～5㎜火山灰1%、φ1～3㎜小礫3%

11 橙色（7.5YR6/6） SiL ～1 3 なし

12 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 3 φ5～10㎜地山土塊20%、φ1～5㎜火山灰3%

第３節　平安時代の遺構と遺物

─ 77 ─



く、焼け締まっている。12層は貼床の充填土に相当する。このような堆積土の状況から、カマドはほ

ぼ同じ位置で作り替えられたと考えられるが、新しいカマドの燃焼面および袖内側の被熱は微弱で、

使用頻度が低かった可能性もある。

〈出土遺物〉　堆積土から土師器甕破片32点（453.7ｇ）・小形土器１点（11.4ｇ）・鉄滓１点（125.9ｇ）

が、床面から土師器甕破片３点（147.4ｇ）・鉄製品１点（66.6ｇ）が出土した。これらは埋め戻し時

に混入したものと考えられる。カマドおよびその周辺からは土師器甕破片101点（1,577.8ｇ）が出土

した。土師器甕は最少で９個体が確認され、特に燃焼部付近にまとまっており、廃絶時に意図的に残

置もしくは投入された可能性が高い。

第49図１～３は大形の土師器甕で、口縁部は短く外反し、胴部が緩く膨らむ器形をなす。外面に縦

方向のケズリ、内面に横・斜め方向のヘラナデ、口縁部内外面の外反したごく狭い範囲にヨコナデが

施される。４は小形の土師器甕で、大形の甕より口縁部の外反が強く、外面に縦方向のケズリ、内面

に縦方向のヘラナデ、口縁部内外面にヨコナデが施され、底面全体に荒い砂粒が付着している。５・

６は大形の土師器甕底部で、外面に縦方向のケズリ、内面に横方向にヘラナデが施され、底面全体に

砂が付着している。５は支脚に転用された土師器甕の下半部で、体部中位で意図的に破断された可能

性も考えられる。７は小形の土師器甕で口縁部が非常に短く外反する器形をなす。外面は縦方向のケ

ズリ、内面は横方向のヘラナデ、口縁部内外面にはヨコナデが施されている。８は口径推定５㎝ほど

の土師器小形土器で、微弱ではあるが外面にケズリ、内面にヘラナデが施されている。９は器種不明

の鉄製品で、内部は空洞になっている。

〈時期〉　本竪穴住居跡は埋め戻し土のほか、貼床充填土やカマド構築土にも十和田ａ火山灰起源と考

えられる軽石や砂粒を含んでおり、10世紀前葉以降に構築されたと考えられる。

S I04（第50～52図、図版23・24・56・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＰ60～62、ＬＱ60～62グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ

層中位で火山灰を含む黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ03竪穴住居跡、ＳＫ128土坑、ＳＫＰ127柱穴様ピットと重複する。ＳＩ03が本住居跡

より古く、ＳＫ128・ＳＫＰ127が新しい。東隅が確認調査時のトレンチにより失われるほか、全体的

に現代の削平を受けており、特に西側半分は床面のみ残存し、壁の立ち上がりは失われている。

〈堆積土〉　２層に分層した。１層は黒色土中に十和田ａ火山灰起源と考えられる小径の白色軽石粒を

多く含み、一括の埋め戻し土と考えられる。２層は小径地山土塊を多量に、小径白色軽石粒を少量含

む黒褐色土で、固く締まっており、床面に相当するものと考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を基調とするが、上部削平により北東・南東壁の一部が残存するの

みで、全体形状は不明確である。柱穴の位置と残存壁を基にした各壁の推定長は、北西壁が5.4ｍ、北

東壁が4.5ｍ、南東壁が5.0ｍ、南西壁が4.7ｍである。主軸方位は北から37°東へ偏する。

〈壁〉　検出面からの壁の高さが確認できたのは北東壁および南東壁のみである。北東壁が17㎝、南東

西壁が19㎝である。立ち上がりはどちらも緩やかに外傾する。

〈床〉　掘形底面は地山漸移層上にあり、底面をそのまま床面としており、ほぼ全面が固く締まってい

る。床面積は、推定24.0㎡である。床面中央部には焼土が２か所検出されており、住居機能時に形成
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第50図　S I04竪穴住居跡平断面図

S I04土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 4 φ1～5㎜火山灰20%

2 黒～黒褐色（10YR2/1.5）SiL 1 3
φ5～10㎜地山土塊20%、
φ1～5㎜火山灰3%

S I04焼土１土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR1.7/1） SiL 1 2 φ1～5㎜焼土塊3%、φ1～3㎜火山灰5%

2 褐色（7.5YR4/6） SiL 1 3 なし

S I04焼土２土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 褐色（7.5YR4/6） SiL ～1 3 なし

2 暗褐色（10YR3/3） SiL 1 3 なし
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されたと考える。南東壁寄りに位置する焼土１は、浅い掘り込み底面のごく狭い範囲が被熱している。

中央部に位置する焼土２は、床面が直接燃焼面として使用されたもので、強く被熱している。

〈壁溝〉　壁溝は伴っていない。

〈柱穴〉　床面から８基の柱穴を確認した。北西壁と南東壁に沿って４基ずつ対称の位置に並び、各柱

穴の間隔もほぼ同じである。北東壁両隅の柱穴は他と比べて若干大きい。床面からの深さは浅いもの

で23㎝、深いもので45㎝である。柱痕跡は確認されず、床面上と同様の土が堆積しており、住居廃

絶時に柱材は抜き取られ、同時に埋め戻されたものと考えられる。

〈カマド〉　北東壁の北寄りの位置で、焼土および白色粘土の広がりとして確認した。煙道・袖は確認

されず、燃焼面と掘り込みを検出した。掘り込みの主軸方位は北から37°東へ偏し、壁に対してほぼ

直交する。規模は全長364㎝を測る。掘り込みは楕円形を呈し、北東側が深くなっている。燃焼面は

離れた位置に３か所形成されており、最も古い燃焼面１は浅い掘り込みに切られ、浅い掘り込み底面

に形成された燃焼面２は深い掘り込みに切られ、深い掘り込みが埋められた後最も新しい燃焼面３が

形成されている。ここではカマドとして扱うが、燃焼面が複数形成され、さらに掘り込みによって更

新される点や、出土遺物が礫と羽口破片で構成される点で、他の竪穴住居のカマドとは様相が大きく

異なる。鍛冶炉の可能性も考慮されたため堆積土の水洗と篩分けを実施したが、鍛造剥片や鍛冶滓は

含まれていなかった。

カマド堆積土は10層に分層した。１層は焼土を主体に軽石粒を微量含む。２層は掘り込み上部に堆

積し、暗褐色土を主体として大径焼土塊を少量、軽石・炭化物を微量含む。３層は粘土を主体に小径

軽石と焼土塊を微量含む。４層は黒褐色土に軽石と炭化物を微量含む。５層は粘土を主体に軽石を少

量含む。６層は焼土を主体として小径焼土塊を少量含む。７層は粘土に軽石を少量含む。８層は最も

広い燃焼面で、床面および９層上に形成されている。９層は掘り込みに堆積した黒褐色土で、小径焼

土塊を少量含む。カマドの遺物は殆どが９層中もしくは２層と９層の境界付近で出土している。10層

は浅い掘り込みの底面に形成された燃焼面である。以上のように堆積土は粘土主体のもの、焼土主体

のもの、住居内堆積土に類似する黒褐色土主体のものが複雑に累積しており、カマド本体は住居廃絶

の際に大きく破壊されたと考える。

〈出土遺物〉　堆積土および床面から土師器甕破片33点（156.9ｇ）・羽口破片３点（41.4ｇ）・鉄製

品１点（1.4ｇ）が出土した。埋め戻し時に混入したものと考えられる。カマドからは羽口破片21点

（550.3g）・鉄製品２点（4.1ｇ）・被熱礫５点（1,521.6ｇ）が出土した。カマド出土遺物が羽口と鉄

製品で構成されるのは本竪穴住居のみであり、羽口は住居内で使用された可能性もあろう。

第52図１はカマドから出土した羽口で、外径約９㎝、内径約３㎝を測る。先端部は被熱により破砕

しており、末端部は内傾している。２～４は器種不明の鉄製品破片で、４は折り曲げられている。

〈時期・性格〉　本竪穴住居跡は床面上の堆積土のほか、カマド構築土や床面構成土にも十和田ａ火山

灰起源と見られる軽石や砂粒を含んでおり、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。柱穴の

配置やカマドの構造、床面に焼土が形成されている点などで、他の竪穴住居跡とは様相が異なってい

る。燃焼作業の実態は明確ではないが、工房としての性格が強い建物と考える。なお、堆積土中から

出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、970±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節

参照）。火山灰の堆積状況から導き出された年代観とは若干の隔たりがある。
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第51図　S I04竪穴住居跡カマド確認平面図・残存部平断面図・中層遺物出土位置図

S I04カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 赤褐色（2.5YR4/6） SiL 4 3 φ1～3㎜火山灰1%

2 暗褐色（10YR3/3） SiL 1 1
φ5～20㎜焼土塊20%、炭化物微量、
φ1～3㎜火山灰5%

3 にぶい黄橙色（10YR6/4）SiL 5 3 φ1～5㎜焼土塊3%、φ1～5㎜火山灰3%

4 黒褐色（10YR3/2） SiL 2 3 φ1～10㎜炭化物1%、火山灰少量

5 にぶい黄橙色（10YR6/4）HC 5 3 φ1～5㎜火山灰3%

6 褐色（10YR4/6） SiL 1 2 φ1～5㎜焼土塊10%

7 にぶい黄橙色（10YR6/4）HC 5 3 φ1～5㎜火山灰3%

8 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 2 3
φ5～10㎜地山土塊5%、
φ1～5㎜火山灰3%

9 褐色（7.5YR4/6） SiL 1 4 φ1～5㎜焼土塊3%、φ1～3㎜火山灰2%

10 黒褐色（10YR3/1.5） SiL 1 1 φ1～10㎜地山土塊5%

11 褐色（7.5YR4/4） SiL 1 4 φ1～3㎜火山灰2%
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S I06（第53～56図、図版25・26・56）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ58・59、ＬＰ57～59、ＬＱ57～59グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

直下の第Ⅲ層中位でカマド煙道部を検出し、周辺を精査したところ地山土塊と火山灰を含む黒色土の

方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ07竪穴住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。

〈堆積土〉　４層に分層した。１層は黒色土中に十和田ａ火山灰起源と考えられる白色軽石粒と微量の

地山土塊を含む。２層は黒色土に大径地山土塊と少量の軽石粒を含み、壁溝まで堆積しているため、

住居廃絶時の埋め戻し土に相当し、１層は埋め戻し後の窪地に流入した自然堆積土と考える。３層は

床面の落ち込み（ＳＫ１）内の堆積土で、大径地山土塊を多量に含む。４層は大径地山土塊と黒色土

の混合土で微量の白色軽石粒を含み、上面は固く締まっている。貼床の充填土と考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から48°東へ偏する。各壁の長さは、北

西壁が5.9ｍ、北東壁が6.1ｍ、南東壁が6.0ｍ、南西壁が6.0ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは北西壁33㎝、北東壁が39㎝、南東壁が33㎝、南西壁が24㎝で、立

ち上がりはいずれも垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し全体的に凹凸が著しいが、カマドの作られた西隅部は掘り

込みが浅く、地山面を平坦に削ってそのまま床面としている。床面積は33.6㎡である。南側の床面に

は直径約1.3ｍの浅い落ち込み（ＳＫ１）がある。床面からの深さは約６㎝と非常に浅く、底面は非常

に固く締まっており、作業場として使用されたものと考えられる。落ち込み内部の堆積土は床面直上

の堆積土とは異なり地山土塊を多量に含み、住居廃絶以前に埋め戻されている。床面からは土器片が

３点、礫が10点出土している。礫は落ち込み周辺と、北西壁沿いの２か所にまとまって出土している。

〈壁溝〉　壁溝は全ての壁に伴う。幅は８～24㎝、床面からの深さは浅いところで８㎝、深いところで

18㎝である。溝は連続せず、四隅とカマド煙道の部分で寸断されている。堆積土は床面上の２層と共

通し、おそらくは住居廃絶時に壁板を抜去し、同時に埋め戻されたと考えられる。

〈柱穴〉　床面および住居周辺から柱穴は検出されなかった。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。カマドは煙道および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から41°西へ

偏し、壁に対してほぼ直交する。規模は全長414㎝（煙道長236㎝、燃焼部長178㎝）、燃焼部内法幅

56㎝、煙道部壁外長228㎝を測る。煙道部は小径地山土塊と黒褐色土の混合土を貼って作られ、緩い

傾斜をなす。袖は下部を黒色土と地山土塊の混合土で、上部を白色粘土と黒色土の混合土で構築して

いる。上部構造は白色粘土を主体とする黒色土との混合土で構築されたものと考えられる。支脚に相

0 10㎝
1/3

被熱による変色

1　カマド　RP1・3・4

2　カマド
　７層

3　1層 4　カマド
　７層

第52図　S I04竪穴住居跡出土遺物図
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S I06土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～5㎜地山土塊3%、φ5～10㎜火山灰30%

2 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ10～20㎜地山土塊15%、φ1～5㎜火山灰10%

3 黒褐色（10YR3/2）SiL 2 3 φ10～20㎜地山土塊50%

4 黒色（10YR2/1） SiL 2 4 φ10～50㎜地山土塊50%、φ1～5㎜火山灰2%
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当する遺物やその痕跡は確認されなかった。燃焼面の手前には浅い掘り込みを伴い、混じり気のない

粘土が貼られている。燃焼部は掘り込みの上面にあり、よく焼け締まっている。

カマド堆積土は37層に分層した。１～３・５・６・10層は黒色土を主体として中径焼土塊や地山

土塊、少量の軽石粒などを含み、カマド廃絶後の堆積土に構築土の一部が混入した層である。４層は

粘土を主体とし、カマド構築土が崩落したものであろう。７層は焼土塊を、８層は大径焼土塊を含む

黒褐色土で、ともに煙道上部の構築土の可能性がある。９層は被熱により変色した粘土を主体に焼土

塊を少量含み、カマドの上部構築土と考える。11層は袖構築土の白色粘土が崩落したものであろう。

12層は黒色土に軽石・地山土を微量含む。13・14・25・26層は粘性・締まりともに弱い暗褐色土で、

カマド内面の崩落による堆積と考えられる。15層は暗褐色土に軽石粒を微量含み、16層は黒色土に

小径粘土塊・地山土塊と微量の軽石粒を含む。カマド本体上部の崩落による堆積と考える。17～20

層は黒色土を主体として焼土塊を多量に含み、カマド右袖構築土が崩落したものと考えられる。21・

24層は黒色土に少量の焼土塊や地山土塊・軽石粒などを含み、こちらはカマド左袖の一部であろう。

22・23層は黒色土に少量の地山土塊と軽石粒を含み、カマド右袖基礎部の構築土に相当するものと

考えるが、大きく崩落して元位置を留めてはいない。27層は黒色土に大径地山土塊と焼土塊を含み、

煙道内部の崩落土と考えられる。28層は粘土を主体とする左袖の基礎残存部である。29・30層は黒

褐色土に地山土塊を多量に含み、袖部下の掘り込みに充填したものであろう。31・37層は燃焼部と

その手前にかけて貼られた粘土で、31層は強く被熱し、変色・硬化している。32・33・36層は燃焼

部から煙道部底面に貼った土で、32・33層は被熱している。34層は地山土が被熱により赤変した部

分である。35層は黒褐色土と地山土塊の混合土で、煙道底面を形成している。

S I06カマド土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 4 φ10㎜焼土塊5%、φ1～5㎜火山灰10%

2 黒色（10YR2/1） SiL 1 4 φ10～30㎜焼土塊50%、φ1～3㎜火山灰1%

3 黒色（10YR2/1） SiL 1 4 φ5～10㎜地山土塊10%、φ10㎜焼土塊30%、φ2～10㎜火山灰10%

4 にぶい黄褐色（10YR5/4） HC 3 3 φ10～50㎜焼土塊5%、φ1～3㎜火山灰1%

5 黒色（10YR2/1） SiL 1 4 φ10㎜焼土塊5%、φ1～5㎜火山灰10%

6 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ5～10㎜焼土塊50%、φ1～5㎜火山灰10%

7 黒褐色（10YR2/2） SiL 2 2 φ1～10㎜焼土塊15％

8 黒褐色（10YR2/2) SiL 3 3 φ10～50㎜焼土塊5%、φ1～15㎜火山灰1%

9 にぶい黄褐色（10YR5/4） HC 3 3 φ10～50㎜焼土塊5%、φ1～3㎜火山灰1%

10 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ1㎜地山土塊30%、φ1㎜火山灰20%

11 にぶい黄褐色（10YR5/4） HC 5 3 なし

12 黒色（10YR2/1） SiL 1 1 地山土粒・火山灰極微量

13 暗褐色（10YR3/3） SiL 2 1 φ1㎜焼土塊1%

14 黒褐色（10YR3/2） SiL 1 2 φ5～10㎜焼土塊50%、φ1～15㎜火山灰1%

15 暗褐色（10YR3/3） SiL 1 2 φ1～3㎜火山灰2%

16 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～5㎜地山土塊5%、φ5～10㎜粘土塊10%、φ1～3㎜火山灰3%

17 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 地山土粒微量、φ10～20㎜焼土塊50%、火山灰微量

18 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 地山土粒・火山灰微量

19 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ5～10㎜焼土塊50%、火山灰微量

20 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ50㎜地山土塊50%、φ1～10㎜焼土塊30%、火山灰少量

21 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 2 φ1～5㎜地山土塊3%、φ1～10㎜焼土塊20%、φ1～5㎜火山灰5%

22 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～3㎜地山土塊10%、φ1～2㎜火山灰10%

23 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～3㎜地山土塊5%、φ1～2㎜火山灰10%

24 黒色（10YR2/1） SiL 1 1 φ1～3㎜地山土塊10%、φ1～2㎜火山灰10%

25 暗褐色（10YR3/3） SiL 2 3 φ5～10㎜焼土塊50%

26 暗褐色（10YR3/3） SiL 2 1 φ1㎜焼土塊1%

27 黒色（10YR2/1） SiL 1 5 φ10～30㎜地山土塊20%、φ20～30㎜焼土塊30%、φ1～5㎜火山灰3%

28 明黄褐色（10YR6/8) HC 3 5 なし

29 黒褐色（10YR2/2） SiL 2 5 φ5～20㎜地山土塊20%

30 黒褐色（10YR2/2） SiL 2 4 φ5～30㎜地山土塊50%

31   にぶい赤褐～明赤褐色（5YR5/4～6） HC ～1 5 なし

32  橙色（5YR6/8） SiL ～1 3 φ1～2㎜火山灰微量

33 褐色（7.5YR4/6） SiL ～1 2 φ1～2㎜火山灰微量

34 暗赤褐色（5YR3/2) HC ～1 5 なし

35 黒褐色（10YR3/2） SiL 1 4 φ5～20㎜地山土塊50%、φ1～10㎜火山灰5%

36 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 2 3 φ5～10㎜地山土塊10%、φ1～3㎜火山灰1%

37 明黄褐色（10YR７/6） HC 3 5 φ1㎜火山灰1%
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〈出土遺物〉　堆積土から土師器甕破片93点（1,066.8ｇ）・鉄滓１点（55.6ｇ）、床面から土師器甕破

片３点（28.5ｇ）・礫10点（9,184.4ｇ）が出土した。土師器破片は埋め戻し時に混入したものと考え

られる。礫には加工や使用の痕跡は特に認められない。貼床土からは土師器甕破片25点（659.7ｇ）

が北東側に集中して出土しており、これらは本竪穴住居跡に切られるＳＩ07に伴うものであった可能

0 10㎝
1/3

1　貼床下

2　カマド

6　一括

7　一括

8　壁溝

3　カマド　RP3

9　貼床下

4　カマド　RP6

10　貼床下 11　一括 12　貼床下

5　カマド　RP1

13　一括

第56図　S I06竪穴住居跡出土遺物図
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性も考えられる。カマドおよびその周辺からは土師器甕44点（431.6ｇ）・鉄滓１点（23.5ｇ）・礫７

点（3,575.2ｇ）が出土した。土師器甕は最少３個体あり、燃焼部付近にまとまっており、廃絶時に

意図的に残置もしくは投入された可能性があろう。

　第56図に掲載したものは全て土師器甕である。１～８は大形・中形甕の口縁部と胴部破片で、外面

は縦方向のケズリ、内面は横方向のヘラナデ、口縁部内外面は外反するごく狭い範囲にヨコナデが施

されている。１～７は胴部がわずかに膨らみ、口縁部が短く外反する器形をなし、８は口縁部が長く

外反する器形を呈する。９は小形甕で、調整技法は他と共通する。10～13は底部破片で、10・12・

13は底部端までケズリが及ばず、外側に張り出した形状をなし、底面は平坦に調整されている。これ

に対して11は底部端まで丁寧にケズリが施され、底面全体に砂粒が付着している。

〈時期〉　本竪穴住居跡は床面上の堆積土のほか、貼床土やカマド構築土にも十和田ａ火山灰起源と考

えられる軽石や砂粒が混入しており、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。なお、カマド

堆積土中から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、1100±40yrBPの年代値が得られた（第

５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出された年代観とも整合する。

S I07（第57図、図版27）

〈位置・確認状況〉　ＬＰ・ＬＱ59グリッドに位置する。第Ⅰ層直下の第Ⅲ層中位で、地山土塊と火山

灰を含む黒色土の方形プランとして検出した。ＳＩ06の北側に接し、平面的に重複のラインは確認さ

れず、ＳＩ06の張り出しの可能性も考慮したが、土層断面で切り合い状況を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ06竪穴住居跡と重複し、本住居跡の方が古い。

〈堆積土〉　２層に分層した。ともに黒色土を主体に十和田ａ火山灰起源と考えられる白色軽石粒が混

入する。１層は５～10㎝ほどにまとまった軽石粒の固まりを多量に、地山土塊を少量含む。２層は軽

石粒のみ含み、混入量は少ない。人為的な埋め戻しによる堆積と考える。

〈平面形・規模〉　ＳＩ06に切られるため全体形状は不明であるが、残存部の平面形は方形を基調とし、

主軸方位は北から56°東へ偏する。完全に残存するのは北西壁のみで、壁の長さ2.9ｍを測る。南隅

柱の位置から、各壁の長さは同程度の規模と考えられる。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁が34㎝、北東壁が31㎝、南西壁が27㎝で、南東壁はＳＩ06

に切られるため不明である。壁の立ち上がりは北西壁が緩やかに、他の壁は急角度で外傾する。

〈床〉　掘形底面は地山漸移層に達し、全体的に平坦となっている。顕著な硬化は認められないが、そ

のまま床面として使用されたものと考える。残存部床面積は4.6㎡、推定床面積は6.8㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は伴っていない。

〈柱穴〉　床面から３基、ＳＩ06貼床の下から１基を検出した。北西壁沿いのＰ１～３は、床面からの

深さが浅いもので10㎝、深いもので20㎝である。ＳＩ06貼床下から検出したＰ４は、推定床面レベル

からの深さが36㎝である。深さのバラつきが大きく、平面形状やサイズも不統一である。堆積土は２

層と同一で、設置された柱の抜去後、一括で埋め戻されたものと考える。

〈カマド〉　カマドは検出されなかったが、おそらくＳＩ06に切られた南東壁に設置されていたものと

推測する。ＳＩ06北側の貼床土中からは焼土や土師器破片が出土しており、元々本竪穴住居のカマド

に伴うものであった可能性も考えられる。
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〈出土遺物〉　堆積土から土師器甕破片22点（144.5ｇ）が出土した。埋め戻し時に混入したものと考

えられ、全て小破片で器形を復元できる例も無く、特に図示していない。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒が多量に混入してお

り、10世紀前葉以降に埋没したのは確実である。

S I08（第58図、図版28）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ・ＬＰ62グリッドに位置する。確認調査時のトレンチ断面で堆積土とカマド

が検出されていた。全体形状は第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地山土塊と火山灰を含む黒

色土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ03竪穴住居跡と重複し、これより古い。また確認調査時のトレンチにより西側とカ

マドの大部分が破壊されている。

〈堆積土〉　カマドを含め14層に分層した。１・５層は黒色土に十和田ａ火山灰起源と考えられる小径

の白色軽石粒を多量に含み、住居廃絶時の人為的な埋め戻し土と考える。２層は黒色土に微量の地山

第57図　S I07竪穴住居跡平断面図

S I07土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ3～10㎜火山灰50%、φ5～10㎜地山土塊10%

2 黒色（10YR2/1） SiL 2 3 φ1～3㎜火山灰20%
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第58図　S I08竪穴住居跡平断面図・カマド断面図

S I08土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 1 φ5～10㎜地山土塊15%、φ1～5㎜火山灰30%

2 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 3 φ3～5㎜地山土塊2%、φ2～10㎜火山灰15%

3 黒褐色（10YR2/2） SiL 1 3 φ1㎜粘土塊3%、φ1～2㎜火山灰1%

4 黒褐色（10YR2/2） SiL 1 3 φ5～10㎜粘土塊30%、φ1～2㎜火山灰3%

5 黒褐色（10YR2/2） SiL 1 2 φ1～5㎜火山灰20%

6 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 3 φ1～10㎜地山土塊5%、φ1～3㎜火山灰5%

7 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～2㎜焼土塊2%、φ1～2㎜火山灰2%

8 明黄褐色（10YR6/8) HC 3 3 なし

9 明黄褐色（10YR７/6） HC 3 3～4 φ1㎜火山灰1%

10 黒褐色（10YR2/2） SiL 1 4 φ10～20㎜焼土塊40%

11 黒色（10YR2/1） SiL 1 1 φ1～10㎜地山土塊3%、φ1～3㎜火山灰3%

12 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ10～20㎜地山土塊50%

13 黒色（10YR2/1） SiL 1 5 火山灰極少量

14 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ10～50㎜地山土塊40%
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土塊と少量の軽石粒を含み、入り口部の埋め戻し土と推定する。３層は白色粘土粒や軽石粒を少量含

む黒褐色土で、煙道先端付近の構築土と考えられる。４層は被熱した粘土塊を多く含む黒褐色土で、

煙道天井構築土の可能性があろう。６層は黒色土に少量の地山土塊と軽石を含み、埋め戻し土の一部

と考えられる。７層は黒色土に少量の焼土塊と軽石粒を含み、煙道構築材の一部と考える。８・９層

は粘土を主体とし、崩落したカマド構築土の一部と推測する。10層は被熱した地山土塊を多量に含み、

煙道底面を形成している。11・12層は地山土塊や軽石粒を含む黒色土で、カマド構築に伴い壁溝を

埋め戻した土である。13層は黒色土に微量の軽石粒を含んで固く締まり、14層は黒色土に大径地山

土塊を多量に含む。貼床の充填土と考えられる。

〈平面形・規模〉　南西側をＳＩ03に切られ、確認調査時のトレンチに破壊されているため全体形状は

不明であるが、平面形は方形を基調とし、主軸方位は北から54°西へ偏する。壁の長さは北東壁が推

定3.0ｍを測り、他壁の残存部長は北西壁が1.8ｍ、南東壁が1.9ｍである。なお、北東壁の東寄りには

長さ1.2ｍの緩やかなスロープ状の掘り込みが伴い、入口と推定される。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北東壁が34㎝、南東壁が24㎝で、他の２辺は計測不能である。

壁の立ち上がりはいずれもほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、わずかな凹凸はあるが一定のレベルまで掘り下げられて

いる。全体に黒色土と地山土塊の混合土を充填して貼床を構築しており、床面は固く締まっている。

残存部の床面積は4.3㎡で、正方形平面と仮定した場合、約7.0㎡と推定される。

〈壁溝〉　残存部には全周しており、全体に巡っていたものと推測される。幅18～26㎝、床面からの

深さは浅いところで10㎝、深いところで15㎝である。

〈柱穴〉　北隅部に１基のみ検出した。この部分はトレンチにより上部が失われており、底部付近が若

干残存していた。確認面からの深さは12㎝である。柱痕跡は確認されなかった。柱穴内の堆積土は１

層に類似しており、廃絶時に柱を抜去し、一括で埋め戻されたと考えられる。

〈カマド〉　北東壁の北寄りの位置で、確認調査時のトレンチ断面に焼土および白色粘土を確認した。

大部分がトレンチによって失われており、煙道と袖の一部が残存していた。主軸方位は北から30°東

へ偏し、壁に対してほぼ直交していたと推定される。規模は煙道部壁外長96㎝を測る。煙道部は小径

地山土塊と黒色土の混合土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は白色粘土を主体として構築されて

いたものと考えられる。

〈出土遺物〉　住居内堆積土から土師器甕破片７点（67.1ｇ）が出土した。埋め戻しの際に混入したも

のと考えられる。器形復元の困難な小破片のみで、ここでは特に掲載しない。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほか貼床土やカマド構築土にもわずかながら十和田ａ火山灰起源と

考えられる軽石や砂粒を含んでおり、10世紀前葉以降に構築されたと推定する。

S I11（第59～64図、図版29～31・57・66・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ68・69、ＬＬ67～69、ＬＭ68グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで

既に北東壁が検出されていた。全体形状は第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地山土塊と火山

灰を含む黒色土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　ＳＫ32土坑・ＳＩ166竪穴住居跡と重複する。ＳＫ32土坑より古く、ＳＩ166竪穴住居跡よ
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り新しい。また北西壁と中央部に撹乱を受けている。全体を検出した段階では、南側において他の遺

構と切り合う可能性を考えたが、精査の結果１軒の竪穴住居に伴う張り出しと判断した。

〈堆積土〉　20層に分層した。１層は黒色土中に十和田ａ火山灰起源と考えられる小径白色軽石粒が少

量混じる。２・４層は黒色土を主体として少量の白色軽石粒と比較的大径の地山土塊を多量に含み、

人為堆積の様相を示す。３層は黒色土に地山土塊・焼土粒・炭化材が混在し、床面直上では土師器や

須恵器などの遺物が多数出土している。５層は黒色土に炭化材を多く含む。６・７・10層は焼土を主

体とし、現地で形成されたものと考えられる。床面上に堆積する８・９・11層は黒色土に多量の炭化

物・炭化材を含む。12～16層は壁溝内の堆積土で、このうち12・14・15層は黒色土を主体として一

部に板状の炭化材が残存することから、壁板痕跡の可能性が高い。13・16層は大径の地山土塊を多

量に含んで非常に固く締まっており、壁板設置時の裏込め土と考えられる。17・18層はカマド燃焼

部手前の浅い掘り込みに堆積した黒色土で、小径炭化物を多く混入する。19層は柱穴内堆積土で締ま

りは非常に緩く、柱は抜去されたものと考えられる。20層は黒色土と地山土の混合土で固く締まって

おり、住居の貼床に相当する。以上の堆積状況を整理すると、住居廃絶時には壁板の一部を残したま

ま柱材を抜去して上屋を解体したものと考えられ、床面上で部材の一部を焼却して開口部の埋め戻し

を行った後、埋め戻し土が沈降して生じた窪みに黒色土が自然堆積したと推測される。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を基調とし、南西壁の東側半分が張り出している。主軸方位は北か

ら20°東へ偏する。各壁の長さは、北西壁が5.5ｍ、北東壁が5.0ｍ、南東壁が5.7ｍ、南西壁が4.8ｍ

である。このうち南西壁は東端部から幅2.3ｍ、長さ1.3ｍの規模で張り出す。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁が37㎝、北東壁はトレンチにより検出面が下がっているた

め推定で35㎝、南東壁が34㎝、南西壁が27㎝である。壁の立ち上がりはいずれもほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、中央部では比較的平坦であるが縁辺部では凹凸をもつ。

このような窪んだ箇所には地山土と黒色土の混合土を充填した貼床を施し、全体を平坦に整えている。

床面積は、26.9㎡である。床面上では特に北西・北東壁際に集中して炭化材が出土した。炭化材は現

地で形成されたと考えられる焼土に被覆されており、床面上で燃焼され炭化したものと考えられる。

炭化材の形状は棒状もしくは板状を呈し、住居構築材の一部と考えられる。ただし各々の炭化材と部

材の対応関係については不明確で、またそれらの配置に規則性も見出すことはできない。炭化材は、

住居構築材を解体し、乱雑に床面に置いた状態で燃焼された結果生成されたものと考える。炭化材は

１個体と判別したもの全てについて樹種同定を行った。その結果、25点のうち15点がスギ、９点が

クリ、１点がケヤキと同定された（第５章第２節参照）。

〈壁溝〉　南西壁と張り出し部を除き、全体を巡っている。幅11～28㎝、床面からの深さは浅いとこ

ろで５㎝、深いところで21㎝である。

〈柱穴〉　床面から10基の柱穴を確認した。住居の隅とその中間に位置するＰ１～８は、床面からの深

さが浅いもので21㎝、深いもので45㎝である。これに対し、張り出し部の南西・南東隅に位置するＰ９・

10は、それぞれ深さ12・16㎝と比較的浅い。このような柱穴規模の差は、前者には重圧のかかる上

屋の支柱が、後者には張り出し部にかかる比較的軽量な上屋の支柱が設置されていた可能性を示すも

のと考える。柱穴内の堆積土は総じて締まりが緩く、明確な柱材や柱痕も検出されなかったことから、

設置された柱は廃絶時に引き抜かれたものと想定する。
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第４章　調査の記録

─ 94 ─



0 2m
1/40

凡　　例

土 師 器

須 恵 器

縄文土器

石　　器

礫

A
A＇

B
B＇

D
D
＇

LL6
9

+N2
m

LL6
9

+E2
m

LL6
8

LM6
8

撹
乱

S
S

S

S

S
S

S

S

SK32

2

11

82
83

71

1

119

48

35

40
53

50
6454

5857

43

98

77

90

91

74

108

109

103

33

39

117

101

64図7

64図3c

63図3

43図3

63図2 63図8

64図1

S I11

64図3b

64図2

64図3a

63図5

64図4

C＇C

第60図　S I11竪穴住居跡遺物出土位置図

S I11土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～10㎜地山土塊1％、φ1～5㎜火山灰3％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～100㎜地山土塊10％、φ1～5㎜火山灰1％

3 黒色(10YR2/1) SiL 2 　2
φ5～50㎜地山土塊5％、φ3～20㎜焼土塊3％、
φ5～20㎜炭化材3％、φ1～5㎜火山灰1％

4 黒色(10YR2/1) SiL 2 3～4 φ3～20㎜地山土粒3％、φ1～5㎜火山灰3％

5 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ5～30㎜炭化材30％

6 褐色(7.5YR4/6) SiL 2 3 φ5～30㎜焼土塊50％

7 黒色(10YR2/1) SiL 2 2
φ5～30㎜地山土粒5％、φ1～10㎜焼土粒1％、
φ5～20㎜炭化材5％、φ1～5㎜火山灰1％

8 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2～3 φ5～30㎜炭化材30％

9 にぶい黄褐色(10YR5/3) HC 4 1～2 φ10～30㎜粘土塊50％

10 褐色(7.5YR4/4) SiL 2 4 φ1～5㎜地山土塊1％、φ5～30㎜焼土塊50％

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

11 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～20㎜地山土粒5％、φ1～3㎜焼土粒1％

12 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 1～2 φ5～20㎜炭化材5％

13 黒色(10YR2/1) SiL 2 4～5 φ5～50㎜地山土塊40％

14 黒色(10YR2/1) SiL 2 2～3 φ1～5㎜地山土粒1％

15 黒色(10YR2/1) SiL 2 1～2 φ1～10㎜地山土粒2％、φ1～5㎜火山灰1％

16 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～10㎜地山土粒5％、φ1～5㎜火山灰1％

17 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2 φ5～20㎜炭化材10％、φ1～2㎜火山灰1％、

18 黒色(10YR2/1) SiL 2 4 φ3～10㎜地山土粒10％、φ1～3㎜火山灰1％

19 黒褐色(10YR3/2) Ｌ 1 1
φ1～5㎜地山土粒5％、
φ10～30㎜礫(Ⅴ層由来)5％

20 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 4～5 φ5～30㎜地山土粒20％
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第61図　S I11竪穴住居跡カマド確認平面図・中層遺物出土位置図

S I11カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 3 3 φ5㎜地山土塊1％、φ20㎜白色粘土塊1％、φ5㎜炭化物粒1％、φ1～3㎜火山灰1％

2 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 4 φ5㎜地山土塊1％、φ20～35㎜焼粘土塊30％、φ5～10㎜炭化物粒2％、φ1～3㎜火山灰1％

3 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ１～３㎜地山土塊2％、φ1～5㎜火山灰2％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ5㎜地山土塊2％、φ5～10㎜白色粘土塊5％、φ5～10㎜焼粘土塊5％、φ1～5㎜炭化物粒2％

5 褐色(10YR4/4) HC 3 4 なし

6 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ5㎜地山土塊1％、φ15～20㎜焼粘土塊20％、φ5～0㎜炭化物粒5％、φ3～5㎜火山灰2％

7 暗褐色(10YR3/3) SiL 1～2 3～4 φ5～10㎜地山土塊7％、φ5～15㎜炭化物粒5％、炭化種実多量、φ3～5㎜火山灰3％

8 暗褐色(10YR3/3) SiL 2 3 φ5～7㎜地山土塊3％、φ1～5㎜炭化物粒3％、炭化種実少量、φ1～3㎜火山灰2％

9 暗褐色(10YR3/4) SiC 2 3～4 φ5㎜地山土塊1％、φ1～3㎜炭化物粒1％

10 暗褐色(10YR3/3) SiL 2 3～4 なし

11 褐色(10YR4/4) SiL 1～2 4 φ5㎜地山土塊2％、φ～1㎜炭化物粒微量、小礫1％

12 にぶい橙色(7.5YR6/4) SiL 2 2 φ5㎜地山土塊1％、φ5㎜焼土塊1％、φ5㎜炭化物粒1％

13 明褐色(7.5YR5/6) SiL 2 2 φ5㎜地山土塊1％、φ5㎜焼土塊1％、φ5㎜炭化物粒1％

14 褐色(7.5YR4/4) HC 1 3～4 φ5㎜地山土塊１％、φ1～5㎜炭化物粒1％、φ1～5㎜火山灰2％

15 褐色(10YR4/4) HC 2～3 3 φ5㎜地山土塊1％

16 黄褐色(10YR5/6) HC 1～2 4～5 φ5㎜地山土塊3％、黒褐色土(10YR2/2)粒3％、φ1～5㎜火山灰2％

17 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3～4 にぶい黄褐色土(10YR5/4)30％、φ1～5㎜地山土塊1％、φ1～5㎜炭化物粒1％、φ1～5㎜火山灰1％

18 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3～4 φ5～10㎜地山土塊1％

19 褐色(10YR4/4) HC 4 4 φ5㎜地山土塊１％、φ1～5㎜炭化物粒1％

20 にぶい黄褐色(10YR5/3.5) HC 4 4 黒褐色土(10YR2/2)3％、φ１～３㎜地山土塊2％、φ1～5㎜火山灰2％

21 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 なし

22 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3～4 にぶい黄褐色土(10YR5/4)30％、φ1～5㎜地山土塊1％、φ1～5㎜炭化物粒1％、φ1～5㎜火山灰1％

23 褐色(10YR4/4) HC 1～2 3～4 φ5㎜地山土塊2％

24 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3 4～5 φ1～5㎜地山土塊2％、φ1～5㎜炭化物粒1％

25 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 2～3 4～5 φ1～10㎜地山土塊2％

26 黄褐色(10YR5/6) HC 2 4～5 φ1～5㎜地山土塊2％、φ1～5㎜炭化物粒1％

27 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4～5 φ1～5㎜地山土塊2％、白色粘土塊5％、φ1～5㎜炭化物粒1％

28 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 4 φ5㎜地山土塊1％、φ5㎜白色粘土塊3％、φ15～20㎜焼粘土塊2％

29 褐色(10YR4/6) SiL 1～2 4 なし

30 明褐色(5YR5/8) SiL 1 4～5 φ5～30㎜地山土粒20％

31 赤褐色(5YR4/6) SiL 1 4 なし

32 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4 φ5～30㎜地山土粒20％

33 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 4～5 φ5～30㎜地山土粒20％
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〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒～黒褐色土の広がりと

して確認した。カマドは、煙道および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から

105°東へ偏し、壁に対してほぼ直交する。規模は全長113㎝（煙道長64㎝、燃焼部長49㎝）、燃焼部

内法幅43㎝、煙道部壁外長33㎝を測る。煙道部は小径地山土塊と黒色土の混合土を薄く貼って作られ、

緩い傾斜をなす。袖は白色粘土を主体として構築され、燃焼部側が被熱している。カマド上部には被

熱した粘土粒が確認されており、カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されたものと考えられる。

また両袖の中間には、被熱した粘土の上に土師器甕が底面を上に向けた状態で出土しており、崩壊し

た支脚と考えられる。燃焼面の手前には、床面から５㎝ほどの浅い掘り込みが確認された。

カマド堆積土は33層に分層した。１～４・６層は黒・黒褐色土に白色粘土や被熱粘土・地山土塊を

含み、カマド構築土の一部と考えられる。５層は粘土を主体として被熱しており、支脚を固定したも

のと推測する。７・８層は暗褐色土にムギなどの炭化種実を多量に含む。９～11層は暗褐色・褐色

第62図　S I11竪穴住居跡カマド残存部平断面図
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土に小礫や地山土塊などを含み、カマド構築土の一部と考えられる。12・13層は小径焼土塊を含み、

カマド内面の崩落土と推測する。14～22層はカマド袖部に相当する。14～16・19・20層は白色粘土

主体で、燃焼面側の14・15・19層は被熱により硬化している。袖部下部の17・18・21・22層は黒

色土を主体に地山土と混合し、袖の基礎部をなすと考えられる。23～28層は煙道部構築土に相当し、

内側の23～26層は粘土を主体とする。29層は煙道部底面の被熱した地山土である。30・32・33層は

カマド構築に伴い底面に貼られた土である。30層は燃焼面で硬化が著しい。32層は黒色土に地山土

塊を多く含み、カマド構築時に壁溝を埋め戻したものである。33層は住居の貼床に連続する。31層

は被熱した地山面である。

〈出土遺物〉　堆積土からは土師器甕破片74点（930.6ｇ）・坏破片２点（19.2ｇ）・須恵器壺破片20点

（255.9ｇ）・鉄製品２点（16.3ｇ）・鉄滓１点（64.5ｇ）・縄文土器26点（224.2ｇ）・石器15点（338.1ｇ）

が出土した。これらの大部分は埋め戻しの際に混入した可能性が高く、特に２・３層から多く出土し

ている。床面直上からは土師器甕破片92点（1,282.4ｇ）・坏破片４点（37.7ｇ）・須恵器壺破片44点

（234.4ｇ）・鉄製品１点（317.0ｇ）・砥石１点（101.5ｇ）・礫14点（9,910.8ｇ）・縄文土器５点（84.0ｇ）・

石器６点（591.0ｇ）が出土した。須恵器壺（第64図３）は非常に細かく割れており、接合状況を見

ると床面の広範囲に分布していることが分かる（第60図）。住居廃絶の際に須恵器を故意に破砕して

破片を床面に散布する行為が想定される。北西壁際から出土した鉄製小刀（第64図７）も、同様に住

居廃絶に伴って意図的に残置された可能性もあろう。カマドからは土師器甕破片76点（827.0ｇ）・礫

６点（1,155.7g）が出土した。カマドから出土した土師器甕は支脚に転用された例（第64図７）を含

め最少４個体あり、燃焼部付近にまとまって出土している。カマド廃絶時に残置あるいは投入された

ものと推測する。

　第63図に掲載したものは全て土師器甕である。１～７は大形甕で、口縁部が強く外反し胴部がわず

かに膨らむ器形をなす。外面には縦方向のケズリ、内面には横方向主体のヘラナデ、口縁部内外面に

は外反する比較的幅広い範囲にヨコナデが施されている。７は底部端までケズリが施され、底面は平

坦に調整されている。８～10は小形甕で、器形は大形甕と比べて口縁部の外反が弱く直立気味である

が、調整技法はほぼ共通する。８は底面全体に砂粒が付着し、10には木葉痕が付いている。第64図

１・２は内面黒色処理を伴うロクロ成形の土師器坏で、１は内面に横方向の、２は内面底部に放射状

の丁寧なケズリが施されている。３ａ～ｃは須恵器壺で同一個体と考えられる。頸部には低い突帯が

巡り、肩部以下から底部端にかけてケズリが施されている。３ｃは頸部付近の破片で、刻線が認めら

れる。４は砥石で片面が強く研磨され、反対側の面には溝状の研磨痕が顕著に認められる。５は環状

の鉄製品で鞘金具の可能性があろう。６は器種不明の棒状鉄製品である。７は北西壁際から出土した

鉄製小刀で、先端部と茎が折損しているため全体形状は不明であるが、全長26㎝以上、刃部最大幅

23㎜、最大厚５㎜を測る。茎の一部に炭化材が付着しており、柄の木質部が炭化したものと考えられる。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒が混入しており、10世

紀前葉以降に埋没したのは確実である。なお、床面から出土した炭化材（ＲＣ22）のＣ14年代測定を行っ

たところ、1260±40yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出

された年代観とは大きな隔たりがある。
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　 　108・109

4　カマド　RP12

7　カマド
　RP10・13・14

5　　床上　RP43

第63図　S I11竪穴住居跡出土遺物図（１）
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0 10㎝
1/3

0 10㎝
1/4

1～3・5～7

4

1　２層・床上　RP71・98

2　床上　RP33

4　床上　RS117

5　張り出し
6　２層

3b　２層・床上
　 RP2・35・48・
　　　57・64

3a　床上
　 RP39・40・50・
　　　53・58・74

3c　床上　RP54

7　床上　RM1

黒色処理 砥面

S I12（第65～67図、図版32・33・58）

〈位置・確認状況〉　ＬＪ・ＬＫ68グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地

山土粒と火山灰を含む黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ35柱穴様ピットと重複し、本竪穴住居跡の方が新しい。

〈堆積土〉　４層に分層した。１・２層は黒色土で十和田ａ火山灰起源と考えられる小径白色軽石粒と

地山土粒を少量含み、人為的な埋め戻しによる堆積と考える。３層は１・２層土に類似し少量の焼土

塊を含み、カマド構築材の一部が混入したものであろう。４層は黒色土と地山土の混合土で中央部に

部分的に見られる。上面は平坦でやや締まっており、部分貼床に相当すると考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を基調とし、主軸方位は北から19°東へ偏する。各壁の長さは、北

西壁が2.8ｍ、北東壁が2.4ｍ、南東壁が2.7ｍ、南西壁が2.3ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは北西壁24㎝、北東壁が31㎝、南東壁が33㎝、南西壁は25㎝である。

壁の立ち上がりはいずれも急傾斜で外傾する。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、南西側は平坦となっているが、北東側は若干深く窪んで

いる。このように窪んだ箇所には地山土と黒色土の混合土を充填した貼床が作られ、全体的に平坦に

整えられている。床面積は、5.7㎡である。

第64図　S I11竪穴住居跡出土遺物図（２）
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〈壁溝〉　壁溝は伴っていない。

〈柱穴〉　床面から４基の柱穴を確認した。四隅に位置し、柱穴の直径はそれぞれ20㎝前後、床面から

の深さが浅いもので８㎝、深いもので18㎝である。柱痕跡は確認されず、床面上の堆積土と同様の黒

色土が堆積しており、柱材は抜去されたものと推測する。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がとして

確認した。カマドは煙道および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から117°東

へ偏し、壁に対してほぼ直交する。規模は全長100㎝（煙道長61㎝、燃焼部長39㎝）、燃焼部内法幅

36㎝、煙道部壁外長35㎝を測る。煙道部は小径地山土塊と黒色土の混合土を薄く貼って作られ、緩

い傾斜をなす。袖は白色粘土を主体として構築され、燃焼部側が被熱している。カマド上部には被熱

した粘土粒が確認されており、カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されていたものと推測される。

袖部には芯材に使用されたと考えられる礫も出土している。燃焼部は平坦で、手前に掘り込みなどは

伴っていない。

カマド堆積土は13層に分層した。１～３・９層は白色粘土を主体として黒色土と少量の焼粘土塊を
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第65図　S I12竪穴住居跡平断面図・遺物出土位置図

S I12土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ3～10㎜地山土粒2％、φ1～10㎜火山灰10％

2 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2 φ1～5㎜地山土粒1％、φ1～5㎜火山灰3％

3 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2 φ1～5㎜地山土粒1％、φ5～10㎜焼土塊5％、φ1～3㎜火山灰1％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 3 φ10～40㎜地山土塊30％、φ1～5㎜火山灰1％
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含み、カマド上面の構築土に相当するものと考える。４・５層は粘土を主体とし、６層は黒褐色土を

主体として焼土や焼粘土を多く含み、カマド内面や煙道天井の構築土が崩落したものと推測する。７

層は黒色土に大径焼土粒を含み、煙道底面を構築した土である。８層は粘土を主体とし、これも煙道

底面貼った土と考えられるが、支脚の裏に隠れていたためか殆ど被熱していない。10・11層は粘土

を主体とし、残存したカマド袖部に相当する。12層は燃焼面で、床面が直接被熱している。13層は

黒色土に地山土を少量含み、住居貼床を構成する充填土である。

〈出土遺物〉　堆積土および床面上から土師器甕破片47点（660.3ｇ）・坏破片２点（37.0ｇ）・須恵器

壺破片３点（76.4ｇ）・礫１点（1,350.0ｇ）・縄文土器破片６点（49.1ｇ）・石器６点（437.1ｇ）が

出土した。これらの大部分は埋め戻しの際に混入した可能性が高い。カマドからは土師器甕破片11点

（263.0ｇ）・礫４点・鉄滓１点（284.7ｇ）が出土した。土師器甕は燃焼部付近にまとまって出土して

おり、最少で３個体が確認されている。廃絶時に意図的に残置あるいは投入された可能性が高い。礫

は上面で出土した例を除き全て袖残存部中にあり、芯材として用いられたものと考えられる。

　第67図１～７は土師器甕である。１～４は土師器大形甕で、口縁部が強く外反する器形をなす。外
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第66図　S I12竪穴住居跡カマド確認平面図・残存部平断面図及び上面・中層遺物出土位置図

S I12カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 にぶい黄褐色(10YR5/3) HC 3 4
φ1～5㎜黒色土粒5％、
φ1～5㎜焼土粒1％

2 灰黄褐色(10YR4/2) SiC 3 2～3
φ5～50㎜白色粘土塊50％、
φ5㎜炭化材1％

3 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3 4 φ1～5㎜焼粘土粒3％

4 明褐色(7.5YR5/6) HC 3 4 φ5～20㎜焼粘土塊30％

5 橙色(10YR6/6) HC 3 3 φ1～5㎜焼土粒3％

6 黒褐色(10YR3/2) SiL 2 3 φ3～20㎜焼粘土塊10％

7 黒色(10YR2/1) SiL 2 4 φ3～10㎜焼粘土粒7％

8 にぶい黄褐色(10YR5/3) HC 3 3～4 φ5～20㎜粘土塊50％

9 にぶい黄褐色(10YR5/3) HC 3 4
φ1～5㎜黒色土粒3％、
φ1～5㎜焼土粒1％

10 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 3 4
φ5～30㎜粘土塊60％、
φ1～5㎜黒色土粒1％

11 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 3 4
φ5～30㎜粘土塊60％、
φ1～5㎜黒色土粒1％

12 橙色(7.5YR6/6) SiL 2 4 なし

13 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～5㎜地山土粒2％
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面には縦方向のケズリ、内面には横方向のヘラナデ、口縁部内外面には外反した比較的幅広い部分に

ヨコナデが施されている。５・６は小形甕で、調整技法は大形甕と共通するが、口縁部の外反は短い。

７は大形甕のものと推測される底部破片で、底面外周が環状に盛り上がり、そこに細かい砂粒が付着

している。８・９は内面黒色処理された土師器坏で、内面には丁寧にミガキが施され、底部は無調整

である。10は須恵器壺の破片で、外面にケズリ、内面にヘラナデが施され、薄手の作りとなっている

なっている。内面には一部墨と考えられる黒色物質が付着している。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほか貼床充填土にも十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒が

混入しており、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。なお、カマド堆積土４層から出土し

た炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、1170±40yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

火山灰の堆積状況から導き出された年代観とも整合している。

0 10㎝
1/3

1　カマド　RP4

4　カマド　RP6

2　２層

3　３層

8　２層

9　１層

黒色処理

5　カマド・３層
　RP3・5・7

6　２層　RP3　P1

7　２層

10　３層

第67図　S I12竪穴住居跡出土遺物図
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S I13（第68～71図、図版34・35・58）

〈位置・確認状況〉　ＬＪ66・67、ＬＫ66・67グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで既にカマ

ドを含めて検出されていた。全体形状は第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で火山灰を含む黒色

土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ108柱穴様ピットと重複し、本竪穴住居跡の方が新しい。なお、トレンチにより上

面とカマド煙道の一部が削平されている。

〈堆積土〉　４層に分層した。１層は小径地山粒と十和田ａ火山灰起源と考えられる小径白色軽石粒を

わずかに含み、２層は黒褐色土に中・大径地山土塊を含む。２層は住居廃絶時の埋め戻し土で、１層

はこの埋め戻し土が沈降して生じた窪みに自然堆積したものと考えられる。３層は壁溝の一部に堆積

した土で、褐色土を主体に暗褐色土粒を含み、床面上の堆積土とは異なる。壁板設置時の裏込め土に

相当するものと推定する。４層は地山土と黒褐色土の混合土で底面全体に堆積する。非常に固く締まっ

ており、貼床の充填土と考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から44°東へ偏する。各壁の長さは北西

壁が3.5ｍ、北東壁が3.4ｍ、南東壁が3.5ｍ、南西壁が3.6ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは北西壁が37㎝、北東壁が35㎝、南東壁はトレンチに削平されるた

め23㎝、南西壁は37㎝である。壁の立ち上がりは壁溝の巡る部分でほぼ垂直であり、壁溝の巡って

いない北側の一部では緩やかに外傾する。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）もしくは一部砂礫層（第Ⅴ層）まで達している。地山土と黒褐色土

の混合土を充填して貼床を形成し、床面は平坦で全体的に固く締まっている。床面積は、9.3㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は北西・北東壁際の北側半分には巡らず、南東壁の一部で途切れている。南東壁の上

部は削平されているが、溝の途切れた部分には入り口があった可能性も考えられる。溝の幅は21～

34㎝、床面からの深さは浅いところで６㎝、深いところで12㎝を測る。

〈柱穴〉　床面から４基の柱穴を検出した。住居の四隅に位置し、床面からの深さは浅いもので10㎝、

深いもので23㎝である。明確な柱痕跡は確認されず、堆積土も床面上のものと同様であることから、

柱は廃絶時に抜去されたものと推測する。

〈カマド〉　確認調査時のトレンチで既に煙道の一部が確認されていた。全体形状は、南東壁の南寄り

の位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含んだ黒褐色土の広がりとして確認した。カマドは煙道

の一部をトレンチにより欠くが、袖の一部と燃焼部が残存していた。燃焼部手前には床面から６㎝ほ

どの浅い掘り込みも確認された。カマド主軸方位は北から134°東へ偏し、壁に対してほぼ直交する。

規模は全長188㎝（煙道長141㎝、燃焼部長47㎝）、燃焼部内法幅41㎝、煙道部壁外長93㎝を測る。煙

道部は小径地山土塊と黒色土の混合土を薄く貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は白色粘土を主体と

して構築し、燃焼部側が被熱している。カマド上部には被熱した粘土粒が確認されており、カマド本

体も同様に粘土主体で構築されていたものと考えられる。両袖の中間では、被熱した粘土の上に土師

器甕底部（第71図６）が底面を上に向けた状態で出土しており、支脚として使用されたものと考えら

れる。なお、この土師器甕底部の直上には被熱した扁平礫と、別個体の土師器甕底部（第71図５）が

重なっており、カマド廃絶時の儀礼的な行為として意図的に重ね置かれた可能性もあろう。

カマド堆積土は28層に分層した。１～４・６層は黒～黒褐色土を主体として白色粘土と少量の焼粘
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土塊を含み、５層は白色粘土と黒褐色土が混合している。カマドの上部構築土の崩落したものと考え

る。７～９・21層は被熱しており、カマド内面の崩落土と推測する。10・11層は被熱した褐色の粘

土に黒色土粒と小径焼粘土塊を少量含み、袖内側の崩落土と考える。12・13層は黒・黒褐色土を主

体とし、14～16層は白色粘土を主体として殆ど被熱していない。カマド外面構築土が崩落したもの

であろう。17～19層は煙道上部の崩落土である。20層は黒褐色土と地山土塊の混合土で、煙道底面

を構成する。22層は燃焼面に相当する。23～25層はカマド袖構築土である。23層は袖内側の被熱し

た部分である。24層は白色粘土を主体とし、袖部から煙道側壁まで連続している。25層は地山土と

黒色土の混合土で褐色を呈し、袖の基部に相当する。26層は黒褐色土に地山土塊を多く含み、袖部下

の掘形を埋めている。27・28層は黒色土を主体として多量の地山土と少量の火山灰粒子を含み、壁

溝を埋めて煙道底面を形成している。

0 2m
1/40

14

A A＇

A

1

2
3

4

トレンチ

トレンチ

74.4m
A＇

B
B＇

B

3

7
4
.4
m

B＇

P3（－23㎝）

P1
（－10㎝）

P4
（－22㎝）

SKP108

P2
（－23㎝）

S I 13

1

2

4

トレンチ

トレンチ

LK
67

+W
2m

LJ
67

+W
1m

71図2

燃焼面

第68図　S I13竪穴住居跡平断面図

S I13土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1
黒～黒褐色
(10YR2/1.5)

SiL 2 3～4
φ5～10㎜地山土粒3％、φ3～5㎜炭化物粒1％、
φ3～10㎜火山灰2％

2 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4 φ10～50㎜地山土塊7％

3 褐色(10YR4/4) SiC 4 3 暗褐色土粒15％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4～5φ5～30㎜地山土粒40％
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〈出土遺物〉　堆積土層中からは土師器甕破片86点（636.2ｇ）・坏破片１点（1.3ｇ）・須恵器壺破片１

点（3.0g）・鉄滓５点（5.5ｇ）・縄文土器破片１点（9.7ｇ）が出土した。これらの大部分は埋め戻し

時に混入した可能性が高い。床面直上からは、土師器甕破片20点（387.2ｇ）・礫６点が出土した。カ

マドからは土師器甕破片96点（1,359.0ｇ）・小形土器１点（108.7ｇ）・礫９点が出土した。土師器甕

は最少で７個体が確認され、燃焼部付近でまとまって出土しており、廃絶時に意図的に残置あるいは

投入されたものと考えられる。上面から出土した礫や大形破片については、袖の補強に使用された可

能性もあろう。

第69図　S I13竪穴住居跡カマド確認平面図及び上面・中層遺物出土位置図
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第71図に掲載したものは全て土師器である。１～６は大形甕で、１は口縁部が非常に短く外反する

器形をなす。外面には縦方向のケズリ、内面には横方向のヘラナデ、口縁部内外面には外反したごく

狭い幅にヨコナデが施される。２は口縁が強く外反し胴部が膨らむ器形をなし、外面には口縁直下ま

で縦方向のケズリが、内面には縦方向のヘラナデが施され、口縁部内面のみヨコナデが施される。４・

６は底部端が無調整で外に張り出し、底面全体に粗い砂粒が付着している。これに対し５は底部端ま

でケズリが施され、底面は平坦に調整されている。底面中央部はわずかに窪み、ここには粗い砂粒が

付着しているため、本来全面に付着していたものを除去したと考えられる。７は小形甕で、外面には

底部端まで縦方向のケズリ、内面には横方向のヘラナデが施され、底面全体に粗い砂粒が付着してい

る。８は煙道部から出土したほぼ完形の小形土器で、手捏ねにより成形されている。なお、第71図１

はＳＩ17カマドから出土したもの（第87図１）と接合し、同一個体であることが確認された。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほかカマド構築土の一部に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や

砂粒を含んでおり、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。なお、堆積土から抽出した炭化

物のＣ14年代測定を行ったところ、1400±40yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山

灰の堆積状況から導き出された年代観とは大きな隔たりがある。

S I14（第72～78図、図版36・37・59～61・66・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ65・66、ＬＬ65・66、ＬＭ65・66グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

直下の第Ⅲ層中位で地山土塊と火山灰を含む黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ165竪穴住居跡、ＳＫ114土坑、ＳＫＰ106柱穴様ピットと重複し、本竪穴住居跡の方

が新しい。全体を検出した段階で、南東・北西側で他の遺構と切り合う可能性を考えたが、精査の結

果１軒の竪穴住居に伴う張り出しおよび掘り込みと判断した。

〈堆積土〉　26層に分層した。１～６層は黒・黒褐色土主体として全体に十和田ａ火山灰起源と考えら

れる小径白色軽石粒をわずかに含み、上部１・２層には小径地山土粒・塊を少量、下部３～５層では

S I13カマド土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 4 φ10～50㎜地山土塊7％、φ5～10㎜焼土粒5％、φ1～5㎜火山灰3％

2 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 3 φ1～10㎜地山土塊5％、φ１～50㎜白色粘土塊10％、φ1～5㎜火山灰2％

3 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 3 φ5～10㎜地山土塊２％、φ1～5㎜火山灰1％

4 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 3 φ5～10㎜地山土塊２％、φ5～30㎜白色粘土塊３％、φ1～5㎜火山灰1％

5 黄褐色(10YR5/6) HC 3 3 φ5～10㎜白色粘土粒3％、黒色土粒10％

6 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 3 φ1～5㎜地山土塊３％、φ5～１０㎜白色粘土粒３％、φ１～５㎜焼土粒２％

7 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 3 3 φ1～5㎜焼粘土塊1％、黒色土粒2％

8 暗褐色(10YR3/4) SiL 2～3 3 φ5～10㎜地山土塊3％、φ5㎜焼土粒1％、φ1～3㎜火山灰1％

9 暗赤褐色(5YR3/4) HC 3 3 φ1～5㎜焼粘土塊2％、黒色土粒1％

10 褐色(10YR4/4) HC 3 3 黒色土粒3％

11 褐色(10YR4/4) HC 1～2 2～3 焼粘土塊5％、黒色土粒3％

12 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3 φ5～10㎜地山土塊5％、φ5～20㎜白色粘土塊5％、φ5～10㎜焼粘土塊3％

13 黒色(10YR2/1) SiL 3 3 φ5～10㎜地山土塊5％、白色粘土粒１％

14 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 3 3 φ5～20㎜地山土塊5％

15 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 3 3～4 なし

16 にぶい赤褐色(5YR4/4) HC 2 4 φ1～5㎜白色粘土塊1％

17 黄褐色(10YR5/6) HC 3～4 4 φ5～20㎜焼粘土塊40％、黒色土粒5％

18 褐色(10YR4/4) HC 3 3 φ1～5㎜焼土塊1％

19 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 2 φ5㎜地山土塊１％、φ1～3㎜焼土粒１％、φ1～5㎜火山灰1％

20 黒褐色(10YR3/2) SiL 2～3 3 φ１～10㎜地山土塊15％

21 暗褐色(10YR3/4) SiL 1～2 2～3 φ5～10㎜地山土塊2％

22 赤褐色(5YR4/6) SiL 1 4 なし

23 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 2 3～4 なし

24 黄褐色(10YR5/6) HC 2 4 黒色土粒3％

25 褐色(10YR4/4) HC 2 4 黒色土粒10％

26 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4 φ5～10㎜地山土塊20％

27 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 4 φ1～5㎜地山土塊5％、φ1～5㎜火山灰2％

28 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4～5 φ5～30㎜地山土粒40％
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大径地山土塊を多く含む。また５層にはカマド構築土由来の白色粘土塊を、６層は黒色土主体で焼土

粒と炭化物粒を少量含む。１～６層はいずれも住居廃絶時の埋め戻し土と考えられる。７層はにぶい

黄褐色を呈する粘土を主体とし、カマド構築土が崩落したものであろう。８層は柱穴（Ｐ５）内堆積

土で、黒褐色土を主体として少量の地山土粒を含む。９～11層は住居内土坑（ＳＫ１）の堆積土で、

第71図　S I13竪穴住居跡出土遺物図
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黒褐色土を主体とした人為堆積土である。12～21層は壁溝内堆積土である。このうち12・14・17～

20層は黒色土を主体として非常に締りが緩く、壁板が抜去された痕跡と考える。これに対し13・15・

16・21層は地山土塊を多量に含んで比較的締まり、壁板設置時の裏込め土と推定する。22層は南東

壁から張り出した溝の堆積土で、竪穴の上部堆積土に類似する。23層はカマド煙道部構築土で、カマ

ド24層に対応する。24層は灰黄褐色を呈する粘土で、カマド前面の浅い掘り込み底面に貼られたも

のである。25層は土坑（ＳＫ１）の壁面および底面に貼られた土である。26層は黒褐色土と中・大径

地山土塊の混合土で非常に固く締まっており、貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　竪穴の平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から37°東へ偏する。各壁の長さ

は、北西壁が4.8ｍ、北東壁が4.9ｍ、南東壁が4.7ｍ、南西壁が4.6ｍである。また、南東壁の北寄り

には溝が張り出し、カマド煙道を囲うように巡っている。溝の屈曲部には柱穴も検出されており、カ

マド煙道を覆う簡易な上屋が取り付いていた可能性もある。張り出しの主軸方位は北から31°東へ偏

し、北東辺が1.7ｍ、南東辺が2.7ｍ、南西辺が2.1ｍを測る。北西壁の中央部には半円形の掘り込みが

ある。幅128㎝、長さ46㎝、検出面から底面までの高さ13㎝、底面から竪穴床面までの深さ25㎝を

測る。住居の入り口と考えられる。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは北西壁が41㎝、北東壁が52㎝、南東壁が48㎝、南西壁が38㎝である。

壁の立ち上がりはいずれもほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）から一部砂礫層（第Ⅴ層）まで達している。底面全体に薄く地山土

と黒褐色土の混合土を充填して貼床を形成しており、中央部やカマド周辺では白色粘土が貼られてい

る箇所もある。床面は全体的に平坦で固く締まっている。竪穴の床面積は17.8㎡、溝の張り出した部

分の面積は4.1㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は竪穴本体の全ての壁に伴う。幅は20～30㎝、床面からの深さは浅いところで９㎝、

深いところで17㎝である。また南東壁のカマド袖部分で寸断されているが、元々掘り込まれていない

ことが精査の結果確認できた。張り出し部分の溝の幅は16～30㎝、確認面からの深さは浅いところ

で８㎝、深いところで12㎝である。

S I14土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ5～20㎜地山土粒7％、φ1～5㎜火山灰2％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2 3～4 φ5～10㎜地山土塊1％、φ3～5㎜焼土粒1％、φ3～5㎜炭化物粒3％、φ3～10㎜火山灰3％

3 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～30㎜地山土塊3％、φ3～5㎜炭化物粒1％、φ3～5㎜火山灰2％

4 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 4 φ10～50㎜地山土塊5％、φ10㎜炭化物粒1％、φ5～10㎜火山灰1％、φ20～50㎜礫2％

5 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 4 φ10～50㎜地山土塊5％、φ5～10㎜白色粘土塊3％、φ10㎜炭化物粒3％、φ5～10㎜火山灰1％

6 黒色(10YR2/1) SiL 3 3 φ1～5㎜焼土粒1％、φ5㎜炭化物粒1％、φ3～5㎜火山灰1％

7 にぶい黄褐色(10YR5/3) HC 2 2 φ3～5㎜焼土塊2％、φ1～5㎜炭化物粒1％

8 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 2 φ5～20㎜地山土粒3％、φ1～5㎜火山灰1％

9 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 2 φ10～15㎜地山土塊2％、φ10～50㎜焼土塊2％、φ5～10㎜火山灰2％

10 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 2 φ5～10㎜地山土塊1％

11 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 2 φ5～10㎜地山土塊1％、φ20～50㎜角礫5％

12 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 1～2 φ1～5㎜地山土粒1％、φ5㎜炭化物粒1％

13 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～20㎜地山土塊30％

14 黒色(10YR2/1) SiL 2～3 1～2 なし

15 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～5㎜地山土塊3％、φ1～5㎜炭化物粒1％

16 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～5㎜地山土塊2％

17 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 1～2 なし

18 黒色(10YR1.7/1) SiL 3 2～3 なし

19 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 3 φ1～10㎜地山土塊1％

20 黒色(10YR1.7/1) SiL 2～3 1～2 φ1～5㎜地山土塊1％、φ1～5㎜炭化物粒1％

21 黒色(10YR2/1) SiL 2 2～3 φ5～20㎜地山土塊60％

22 黒色(10YR2/1) SiL 3 4～5 φ1～10㎜地山土塊2％、φ1～10㎜火山灰2％

23 暗褐色(10YR3/4) SiL 2～3 4～5 φ5～10㎜地山土塊5％

24 灰黄褐色(10YR6/2) HC 3 4～5 なし

25 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 3～4 φ5～20㎜地山土粒10％

26 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 4～5 φ5～30㎜地山土粒30％
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第73図　S I14竪穴住居跡カマド確認平面図・上面遺物出土位置図
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　床面の西側からは、楕円形平面の土坑（ＳＫ１）が検出された。主軸方位は北から128°東へ偏し、

竪穴の主軸方位とほぼ整合する。規模は長軸136㎝、短軸89㎝、床から底面までの深さ43㎝を測る。

土坑内堆積土は４層に分層した。９～11層は黒褐色土を主体として床面上の堆積土と類似しており、

第74図　S I14竪穴住居跡カマド中層遺物出土位置図
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廃絶の際に同時に埋め戻されたと考えられる。25層は貼床と同様の土で、壁面から底面にかけて薄く

貼られていた。土坑壁底面は砂礫層が露出するため、これに対処したものと推測される。堆積土中位

からは鉄製紡錘車２点が重なった状態で出土した。この土坑は壁底面に対して土を貼って丁寧に仕上

げられている点で、床面と同様の扱いであったことが窺え、作業場として使用された可能性も想定で

きる。

〈柱穴〉　床面中央部および北東側で、浅い掘り込み２基（Ｐ４・５）を検出した。２基とも円形を呈

し、直径26～30㎝、床面からの深さ５～７㎝を測る。ともに単一層で柱痕跡等は認められず、上屋

支柱を設置した柱穴とは想定し難い。なお、竪穴部分に隅柱は検出されなかった。張り出し部分では、

溝上に３基の柱穴を検出した。柱穴の直径は30～38㎝、確認面からの深さは浅いもので15㎝、深い

もので33㎝である。いずれも柱痕跡は確認されず、溝と同様の土が堆積していた。

〈カマド〉　南東壁の北寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。また精査の結果、中軸線を平行に若干ずらした形でカマドの作り替えが行われたことも併

せて確認した。新カマドは煙道および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から

127°東へ偏する。壁に対してほぼ直交し、新旧でほとんど変化していない。新カマドの規模は全長

207㎝（煙道長144㎝、燃焼部長63㎝）、燃焼部内法幅40㎝、煙道部壁外長99㎝を測る。旧カマドは煙

道および燃焼部の一部が残存する。旧カマドの規模は、全長178㎝（煙道長120㎝、燃焼部長58㎝）、

燃焼部内法幅は推定で45㎝、煙道部壁外長73㎝を測る。煙道部底面は新旧カマドともに小径地山土

塊と黒褐色土の混合土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。壁外煙道部には白色粘土と黒色土の混合土

により形成された側壁が認められ、上部構造はドーム状をなしていたと考えられる。袖は下部が黒色

土と地山土塊の混合土で、上部が白色粘土と黒色土の混合土で構築されている。支脚と認定できる遺

物は確認されなかった。燃焼部手前には床面から６㎝ほどの浅い掘り込みが確認され、掘り込み底面

の一部に炭化物や焼土塊を含む白色粘土が貼られていた。これらは旧カマド構築土に由来するものと

考えられる。

S I14カマド土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 3 4 φ5～12㎜地山土塊5％、φ3～5㎜焼土塊2％、φ5～12㎜炭化物粒2％、φ5～10㎜火山灰2％

2 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 3 4 φ5～12㎜地山土塊2％、φ3～5㎜焼土塊1％、φ5～12㎜炭化物粒1％、φ5～10㎜火山灰1％

3 黒褐色(10YR2.5/2) SiL 3 3～4 白色粘土塊・焼土・炭化物少量

4 黄褐色(10YR5/6) HC 3 4 黒褐色土粒1％、φ5㎜焼土塊5％、φ1～5㎜火山灰1％

5 褐色(7.5YR4/4) HC 2～3 4～5 黒褐色土粒１％

6 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3～4 3 なし

7 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 1～2 4 黒褐色土粒1％、焼土塊1％、炭化物粒1％

8 黒褐色(10YR2/3) SiL 1～2 4 φ5～15㎜地山土塊1％、黒色土1％、φ5㎜焼土塊1％、φ5～10㎜炭化物粒1％

9 暗褐色(7.5YR3/3) HC 1～2 4 なし

10 暗褐色(7.5YR3/4) HC 1～2 3～4 φ5～10㎜焼粘土塊3％

11 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 2～3 3～4 φ20～30㎜焼土塊10％

12 暗褐色(10YR3/3) SiL 2～3 3 φ5㎜地山土塊2％、φ1～5㎜焼土塊2％、φ5㎜炭化物粒1％

13 にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL 2 3 φ20～30㎜焼土塊3％

14 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 3 φ3～5㎜地山土塊2％、φ5㎜焼土塊2％

15 赤褐色(5YR4/6) SiL 1 4 φ5～10㎜焼土塊5％

16 明赤褐色(5YR5/6) HC 1 5 なし

17 黄褐色(10YR5/6) HC 2～3 4 なし

18 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3 3～4 暗褐色土粒15％

19 黄褐色(10YR5/6) HC 2～3 4 なし

20 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 3～4 φ1～10㎜地山土塊10％

21 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4 φ5～10㎜地山土塊2％、φ10㎜焼土塊1％

22 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3 3～4 暗褐色土粒15％

23 黄褐色(10YR5/6) HC 3 4～5 φ1～5㎜焼土粒1％、φ1～5㎜炭化物粒2％

24 暗褐色(10YR3/4) SiL 2～3 3～4 φ5～10㎜地山土塊5％

25 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 3 φ5～10㎜地山土塊2％、φ5～10㎜焼土塊1％

26 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4 φ5～10㎜地山土塊1％、φ10㎜焼土塊3％

27 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4 φ1～5㎜地山土塊20％

28 にぶい赤褐色(5YR4/3) SiL 1 4～5 なし

29 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 4～5 φ5～30㎜地山土粒30％
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カマド堆積土は29層に分層した。１～３層は黒～黒褐色土主体でカマド構築土由来の白色粘土塊や

炭化物・焼土塊を少量含む。また１層中からは土師器甕破片が非常に多く出土している。４・５層は

白色粘土を主体として黒褐色土を少量含み、カマド上部構築土の崩落と考える。６層はにぶい黄褐色

を呈する粘土を主体として土師器甕破片を多く含む。袖構築土が崩落したものであろう。７・９～11

層は粘土を主体として被熱が認められ、カマド内面構築土が崩落したものと考えられる。８・12～

14層は黒褐色・暗褐色土を主体として焼土塊や炭化物を少量含む、カマド内部の堆積土である。15

層は新カマドの燃焼面に相当し、住居貼床が被熱したものである。16層は貼床下の地山土が被熱した

範囲である。17～22層はカマド袖部構築土である。17～19・22層は粘土を主体として地山土等を少

量含み、20・21層は黒褐色土と地山土の混合土である。前者は袖上部の構築土、後者は袖基礎部と

考えられる。袖内部からも土器片が出土しており、カマド構造の補強に使用された可能性もあろう。

23層はカマド前面の掘り込み底面の一部に貼られた白色粘土である。焼土粒や炭化物粒を少量含み、

旧カマド構築土に由来するものと思われ、固く締まっている。24層は暗褐色土を主体として地山土塊

を少量含む。煙道底面に貼られた土である。25・26層は新カマドの袖部下掘り込みの埋土で、旧カ

マド由来と考えられる焼土粒等を含んでいる。27層は旧カマドの煙道部に相当し、新カマドと同様黒

褐色土と地山土の混合土を貼っている。28層は旧カマドの燃焼面で、住居貼床が被熱し形成されてい

る。29層は住居貼床と共通する。

〈出土遺物〉　堆積土中からは、土師器甕破片453点（4,694.1ｇ）・坏破片３点（13.8ｇ）・鉄滓３点

（560.0ｇ）・礫13点（2,767.0ｇ）・縄文土器破片１点（8.1ｇ）・石器２点（132.8ｇ）が出土した。こ

れらの大部分は埋め戻し時に混入した可能性が高い。床面直上からは、土師器甕破片28点（337.0ｇ）・

坏破片10点（14.2ｇ）・砥石１点（330.0ｇ）・礫８点（1,278.0ｇ）が出土した。張り出した溝からは、

甕破片３点（141.6ｇ）が出土した。土坑（ＳＫ１）からは鉄製紡錘車２点（63.6ｇ）・土師器甕破片

６点（144.7ｇ）・縄文土器破片１点（5.1ｇ）・礫２点（1,900.4ｇ）が出土した。カマドからは土師

器甕破片404点（5,909.3ｇ）・礫10点（4,787.8ｇ）が出土した。カマドから出土した土師器甕は最少

で17個体が確認されており、燃焼部付近のほか、燃焼部前面の掘り込み中からも多量に出土している。

これらは廃絶時に投入もしくは残置された可能性が高い。また崩落したカマド袖構築土中や袖残存部

中からも少なからず出土しており、これらについてはカマド補強のため袖の中に埋め込んだり、外側

に貼り付けた可能性もあろう。

　第76図・第77図・第78図１～３は全て土師器大形甕である。器形は胴部がわずかに張り、口縁部

が殆ど外反せず、括れの弱いものが多く、外反し括れを持つもの（第77図５）は少ない。また１個体

のみであるが、３は胴部が強く張り、口縁部は直立した器形をなす。調整は外面に縦方向のケズリ、

内面に横方向主体のヘラナデが共通して施される。口縁部内外面のヨコナデは、わずかに外反した狭

い範囲に施され、ケズリによって殆ど消去された例（第76図４・６等）もある。底部形状は、底部端

までケズリが施されるもの（第76図１・３、第77図８、第78図２・３）が多く、ケズリが及ばず底

部端が張り出すもの（第78図１）は少ない。底面は、第76図３が平坦に調整されるほかは、全面に

粗い砂粒が付着している。第78図４～７は土師器小形甕である。４・５は大形甕と器形が類似し、口

縁部は直立気味で殆ど括れを持たないが、６は若干外反し括れをもつ。調整技法は大形甕とほぼ共通

する。４は底部端までケズリが施され、底面全体に粗い砂粒が付着している。７はケズリが底部端ま
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0 10㎝
1/3

1　カマド
　RP106・116・135・136・172・
　 　176・181・184・192・201

3　３層・カマド　
　RP34～36・38・
　 　42・62～64
　SK1　RP4

5　カマド
RP113・120・166

6　カマド　RP204

2　３層・
　カマド
RP7・10・14・
　 16～18・20・39・
　 40・47・58～60・
　 66～69・71・73・
　 75・77～85・87・
　 89～92・94～96・
　 101～103・121・125・
　 127・152・153・158・
　 164・168・169・193

4　カマド
RP48・51・52・
　 54・56・70・
　 74・86・97・
　 99・100・173・
　 189・190

第76図　S I14竪穴住居跡出土遺物図（１）
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0 10㎝
1/3

1　カマド　RP111・126・128・132・
　　　　　　133・163・185・200

2　１層・カマド　RP44～46・53・55・107・117・123・134・154・
　 　　　　　　　165・167・170・171・175・176・182

3　カマド　RP11～13・15

4　カマド　RP205

5　カマド　RP43・109

6　カマド　RP137・138・143・144・145・147

7　カマド　RP186

8　カマド
　RP49・50・
　 　61・83・88・
　 　118・119

第77図　S I14竪穴住居跡出土遺物図（２）
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で及ばすに張り出しており、底面は平坦に調整されている。８は内面黒色処理されたロクロ成形の土

師器坏で、内面には丁寧にミガキが施される。外面は無調整で、底面に回転糸切り痕が見られる。９・

10はＳＫ１から出土した鉄製紡錘車で、重なった状態で出土した。外径約55㎜、中心の穿孔の径約４㎜、

厚さ約３㎜を測る。11は砥石で、長軸方向の４面が使用されている。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、10世紀前葉以

降に埋没したのは確実である。なお、カマド堆積土から出土した炭化物のＣ14年代測定を行ったとこ

ろ、1350±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出された

年代観とは大きな隔たりがある。

0 10㎝
1/3

0 20㎝
1/4

1～10

11

1　P2　RP1

4　カマド
　RP21～23・25・
　 　28・148～151・
　 　159

2　床上

3　２層

黒色処理

砥面

5　カマド　RP191

6　２層・カマド　RP1

8　３層・床上

7　３層

11　床上　RS14　流紋岩

9　SK1　RM1 10　SK1　RM2

第78図　S I14竪穴住居跡出土遺物図（３）
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S I16（第79～83図、図版38・39・61・62・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＮ64～66、ＬＯ64～66グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで既に北東

側壁が検出されていた。全体形状は第Ⅰ層および現代建物の土台基礎を除去した後、直下の第Ⅲ層中

位で火山灰を含む黒色土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ112・113・115柱穴様ピット、ＳＩ49竪穴住居と重複し、本竪穴住居跡の方が新しい。

また確認調査時のトレンチにより北東側は若干削平され、南東側は現代建物の土台基礎により深く撹

乱を受けている。

〈堆積土〉　６層に分層した。１・２層は黒色土を主体に白色軽石粒と地山土塊を含み、埋め戻しによ

る堆積と考える。３・４層は北東壁溝で観察され、黒褐色土に白色軽石粒と地山土粒を含む。５層は

南西壁溝で観察され、黒褐色土に大径地山土塊を含んで締まっている。これらは壁板設置時の裏込め

土やそれを抜去した痕跡の可能性がある。６層は黒褐色土と中・大径地山土塊の混合土で非常に固く

締まっており、住居の貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から34°東へ偏する。各壁の長さは、北

西壁が4.6ｍ、北東壁が4.6ｍ、南東壁が4.5ｍ、南西壁が4.4ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁30㎝、北東壁はトレンチによる削平のため23㎝、南東壁

は現代建物の基礎による削平のため16㎝、南西壁が22㎝である。壁の立ち上がりは各壁とも急角度

で外傾する。

〈床〉　掘形底面は、ＳＩ49と重複する部分では床面より若干上のレベルまで、重複しない部分では地

山（第Ⅳ層）から一部砂礫層（第Ⅴ層）まで達し、凹凸はあるがほぼ平坦である。また本住居跡は地

形変換点に位置するため、北西側の底面は地山漸移層のレベルで止まっている。床面は底面全体に、

黒褐色土と地山土塊の混合土を充填し、貼床を形成している。床面は全体的に平坦で、非常に固く締

まっている。床面積は、16.1㎡である。

〈壁溝〉　壁溝はカマド部分を除いて全周している。溝の幅は18～35㎝、床面からの深さは浅いとこ

ろで12㎝、深いところで19㎝を測る。

〈柱穴〉　床面から４基の柱穴を検出した。住居の四隅に位置し、直径33～42㎝で全て円形を呈する。

床面からの深さが浅いもので21㎝、深いもので40㎝である。明確な柱痕跡は検出されず、床面上と

同様の土が堆積していたことから、住居廃絶時に柱は抜去され、同時に埋め戻されたと推測する。

〈カマド〉　南東壁の北寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土と白色粘土の広

がりとして確認した。現代建物土台基礎設置時の掘り込みにより上面は削平されており、袖の一部と

燃焼部のみ残存していた。カマド主軸方位は北から119°東へ偏し、壁に対してほぼ直交する。規模

は残存部で全長108㎝以上、（煙道長63㎝以上、燃焼部長45㎝）、燃焼部内法幅45㎝、煙道部壁外長

38㎝以上を測る。袖は上部が白色粘土と黒色土の混合土で、基礎部が黒色土と地山土塊の混合土で構

築され、燃焼部側が被熱している。カマド上面には被熱した粘土粒が確認されており、カマド本体も

同様に粘土主体の土で構築されていたものと考えられる。また両袖の中間には、土師器甕が底面を上

に向けた状態で出土しており、支脚と考えられる。また、燃焼部手前には床面から３㎝ほどの浅い掘

り込みが確認された。掘り込み底面の一部には住居貼床の土とは異なる炭化物や焼土塊を含む白色粘

土が貼られていた。
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カマド堆積土は17層に分層した。１～３層は黒褐色土を主体として少量の地山土塊・炭化物粒・焼

土粒・白色軽石粒を含む。住居埋め戻し土にカマド由来土が混入したものと考えられる。４～11層は

黒～褐色土に焼土や炭化物を含み、カマド構築土が崩落したものと考える。12～15層はカマド袖部

構築土である。12層はにぶい黄褐色を呈する粘土を主体とし、袖上部に相当する。13・14層は黒色

土主体として地山土を含み、袖の基部に相当する。15層は袖の被熱した部分である。16層は燃焼面

である。17層は黒褐色土を主体として地山土を含み、住居貼床と同様に固く締まっている。支脚の下

端はこの土で固定されていた。
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S I16土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3～4 φ5～10㎜地山土塊3％、φ5～10㎜火山灰７％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2～3 2～3 φ5㎜地山土粒2％、φ1～5㎜火山灰1％

3 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 2～3 φ5㎜地山土粒1％、φ1～3㎜火山灰1％

4 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2 φ5㎜地山土粒1％、φ1～3㎜火山灰1％

5 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3 φ5～10㎜地山土塊5％、φ1～5㎜火山灰1％

6 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4～5 φ3～5㎜地山土塊5％

第79図　S I16竪穴住居跡平断面図・遺物出土位置図
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〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片155点（1,749.3ｇ）・鉄滓１点（31.5ｇ）・礫３点（436.5ｇ）・

縄文土器破片１点（4.3ｇ）・石器１点（1.3ｇ）が出土した。これらの大部分は埋め戻し時に混入し

た可能性が高い。床面直上からは、土師器甕破片29点（651.4ｇ）・鉄製品１点（5.9ｇ）・礫24点

（1,872.2ｇ）・石器１点（30.0ｇ）が出土した。カマド周辺に分布しており、本来はカマド廃絶に

伴う遺物と考えられる。カマドからは土師器甕破片123点（2,140.6ｇ）・鉄製品１点（10.0ｇ）・礫

３点（542.9ｇ）が出土した。カマドから出土した土師器甕は最少で11個体が確認されており、上

面および燃焼部付近でまとまって出土している。廃絶時に残置あるいは投入された可能性があろう。

　第82図・83図１～３は土師器大形甕である。口縁部が短く外反し頸部が括れ、胴部がわずかに張

る器形をなすものが主体で、胴部が強く張るものが１例（第82図６）認められる。外面には縦方向の

ケズリ、内面には横方向主体のヘラナデ、口縁部内外面には外反した比較的広い幅にヨコナデが施さ

れる。第83図１～３は底部破片で、１は底部端までケズリが施され、底面は中心が窪み、環状に粗い

砂粒が付着している。２は底部端までケズリが及ばす端部が張り出しており、底面は平坦に調整され

ている。３は底部端までケズリが施され、底面全体に粗い砂粒が付着している。４～７は土師器小形

甕で、４・５は口縁が殆ど外反せず頸部の括れが弱い器形をなし、口縁部内外面のヨコナデはわずか

第80図　S I16竪穴住居跡カマド確認平面図及び上面・中層遺物出土位置図
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S I16カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3 φ5～10㎜地山土塊5％、φ1～5㎜火山灰1％

2 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3 φ5～12㎜地山土塊2％、φ20～40㎜炭化物片2％、φ5～10㎜炭化物粒2％、φ5～10㎜火山灰3％

3 黒褐色(10YR2/2) SiL 1～2 3 φ5～10㎜地山土塊2％、φ1～5㎜炭化物粒1％、φ1～5㎜焼土粒1％、φ1～10㎜火山灰2％

4 褐色(7.5YR4/6) SiL 2 2～3 φ1～5㎜焼土粒1％、φ1～5㎜炭化物粒1％

5 暗褐色(7.5YR3/4) SiL 1～2 3～4 φ5～10㎜焼粘土塊3％

6 褐色(7.5YR4/4) SiL 1 3 φ10～50㎜焼粘土塊10％

7 黒褐色(10YR3/2) SiL 2 3 φ5㎜地山土塊2％、φ3～5㎜焼土塊1％、φ3～5㎜炭化物粒3％

8 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ3～10㎜地山土塊2％、φ5～10㎜火山灰2％

9 暗褐色(10YR3/4) SiL 2～3 3 φ1～10㎜地山土塊3％、黒褐色土粒5％、φ1～5㎜炭化物粒1％

10 暗褐色(10YR3/4) SiL 2 2～3 黒褐色土粒1％

11 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 3 3 黒褐色土粒3％

12 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 2～3 3～4 黒褐色土(10YR2/2)5％

13 黒色(10YR2/1) SiL 2 3～4 φ1～10㎜地山土塊5％、φ１～50㎜白色粘土塊1％

14 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ5～10㎜地山土塊5％

15 褐色(7.5YR4/3) HC 1～2 4 黒褐色土(10YR2/2)1％

16 赤褐色(5YR4/6) SiL 1 4 なし

17 黒褐色(10YR2/2) SiL 2～3 4～5 φ5～10㎜地山土塊5％

第81図　S I16竪穴住居跡カマド残存部平断面図
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第82図　S I16竪穴住居跡出土遺物図（１）
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に外反した狭い幅に施されている。６は胴部が強く張る器形をなし、底部は分厚く、底面は平坦に調

整されている。７はカマド支脚に転用された底部破片で、底部は分厚く、底面は平坦に調整されている。

８は鉄鏃で、９は器種不明の棒状鉄製品である。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほかカマド構築土にも十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒

が含まれており、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。なお、カマド堆積土から出土した

炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、1210±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

火山灰の堆積状況から導き出された年代観とは大きな隔たりがある。

S I17（第84～87図、図版40・41・62・63・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ64、ＬＭ63～65、ＬＮ64グリッドに位置する。確認調査時のトレンチで既に

北隅部が検出されていた。全体形状は第Ⅰ層および現代建物の土台基礎を除去した後、直下の第Ⅲ層

中位で火山灰を含む黒色土の方形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。西側上部は現代建物の基礎設置に伴う掘り込みで撹乱されており、南

隅部は現代の撹乱によって大きく破壊されている。

〈堆積土〉　５層に分層した。１層は黒色土に微量の白色軽石粒と少量の地山土塊を含み、２層は大径

地山土塊を多量に含む。２層は埋め戻しによる堆積で、１層は埋め戻し土が沈降して生じた窪みに周

辺の表土が自然堆積したものと考える。３・４層は壁溝内の堆積土で、３層は黒色土を主体として締

まりが緩く、壁板の痕跡と推定する。４層は黒褐色土に大径地山土塊を多量に含んで比較的締まりが
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第83図　S I16竪穴住居跡出土遺物図（２）
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強く、壁板設置時の裏込め土であろう。５層は黒褐色土と大径地山土塊との混合土で非常に固く締まっ

ており、住居の貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から43°東へ偏する。壁の長さは北西壁

が4.1ｍ、北東壁が4.3ｍ、南東壁が推定4.1ｍ、南西壁が推定4.2ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁が撹乱のため19㎝、北東壁が36㎝、南東壁が28㎝、南西

壁が18㎝である。壁の立ち上がりはほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、細かな凹凸はあるが、平坦に掘り込まれている。底面全

体に黒色土と地山土塊の混合土を充填し、貼床を構築している。床面は全体的に平坦で固く締まり、

カマド周辺では特に固くなっている。残存部から推定される床面積は、14.6㎡である。
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S I17土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ5～10㎜地山土塊2％、φ5㎜火山灰1％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2～3 3～4φ10～15㎜地山土塊15％、φ1～5㎜火山灰1％

3 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 2 φ1～5㎜地山土粒1％、φ1～5㎜火山灰1％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4φ15～20㎜地山土塊15％

5 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 4～5φ10～50㎜地山土塊25％

第84図　S I17竪穴住居跡平断面図
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〈壁溝〉　壁溝は南東側の撹乱を受けた部分を除き、全周している。幅は11～26㎝、床面からの深さ

は浅いところで10㎝、深いところで12㎝である。壁溝には壁板痕跡が明瞭に観察されているが、設

置された板は全て抜去されたものと考える。

〈柱穴〉　床面から３基の柱穴を検出し、それぞれ住居の隅に位置する。撹乱のため南隅柱は確認でき

なかったが、本来は隅柱を伴うものと考えられる。柱穴は直径25～35㎝で、全て円形を呈する。床

面からの深さは浅いもので31㎝、深いもので40㎝である。３基とも柱痕跡が確認されているが、住

居廃絶時には板壁が抜去され、住居全体が埋め戻された状況が想定できるため、柱も同時に引き抜か

れたものと推測する。

〈カマド〉　南東壁の北寄りの位置で、地山土塊と炭化物を含む黒褐色土と白色粘土の広がりとして確

認した。煙道部および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から132°東へ偏し、

壁に対してほぼ直交する。規模は全長157㎝、（煙道長101㎝、燃焼部長56㎝）、燃焼部内法幅37㎝、

煙道部壁外長75㎝を測る。煙道部底面は黒褐色土と小径地山土塊の混合土を貼って形成され、緩い傾

斜をなす。煙道部壁外には白色粘土と黒色土の混合土からなる崩落土が確認され、上部構造はドーム

状をなしていたと推測する。袖は黒色土と地山土塊の混合土で基礎部を、白色粘土と黒色土の混合土

で上部を構築している。袖中には土師器甕数点が埋包されており、補強のために芯材として用いられ

た可能性もあろう。袖の燃焼部側は被熱している。カマド上部には被熱した粘土粒が確認されており、

カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されていたものと考えられる。支脚は確認されなかった。燃

焼部手前には床面から４㎝ほどの浅い掘り込みを検出した。

カマド堆積土は24層に分層した。１・２層は黒色土を主体として白色粘土塊や焼粘土塊を含み、上

部構造の崩落土と考える。３層は灰黄褐色粘土を主体として黒色土を少量含み、袖部構築土の崩落で

あろう。４～10層は粘土を主体とし、カマド上部および煙道部の崩落土と推測する。11・12層はカ

マド内部の堆積土である。13層は焼粘土塊を多く含み、煙道内面の崩落土と考える。14～19層は袖

部構築土である。14～17層は白色粘土を主体とし、内側に相当する16層は被熱している。18・19

層は黒色土を主体として地山土塊を多く混入し、袖の基部を形成している。20～22層は燃焼面に相

当する。20・21層は貼床が被熱した部分で、上面の20層は特に被熱による硬化が著しい。22層は貼

床下の地山が被熱した部分である。23層は黒色土と地山土の混合土で、煙道部底面に貼られている。

24層は住居貼床と同じである。

〈出土遺物〉　堆積土中からは土師器甕破片71点（548.4ｇ）・礫１点（13.6ｇ）が出土した。これらの

大部分は埋め戻しの際混入した可能性が高い。床面直上からは土師器甕破片１点・礫１点（412.7ｇ）

が出土した。カマドからは土師器甕破片166点（2,543.2ｇ）・鉄製品１点（0.5ｇ）・礫１点（13.6ｇ）

が出土した。カマドから出土した土師器甕は最少で８個体が確認されており、特に燃焼部付近でまと

まって出土している。これらは廃絶時に残置あるいは投入されたものと考えられる。また、袖中から

出土した土師器甕については、補強のために埋め込まれた可能性もあろう。

　第87図１～４は土師器大形甕で、１・２は口縁部が殆ど外反せず直立気味に立ち上がる器形をなし、

３・４は口縁部が短く外反する器形をなす。調整はどちらも外面にケズリ、内面に横方向主体のヘラ

ナデ、口縁部内外面のごく狭い幅にヨコナデが施されている。５～８は土師器小形甕で、口縁部破片

の５・６は１・２と同様の器形をなし、調整技法も共通する。７・８は底部破片で、ともにケズリが
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S I17カマド土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2～3 3

φ5～10㎜地山土塊2％、
φ10㎜白色粘土塊2％、焼粘土塊2％、
φ3～5㎜焼土粒1％、φ1～3㎜炭化物
粒1％、φ1～10㎜火山灰2％

2 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3
φ5～20㎜白色粘土塊5％、
φ20～30㎜焼粘土塊5％

3 灰黄褐色(10YR5/2) HC 2～3 2～3黒色土粒1％
4 褐色(7.5YR4/3) HC 2 3 黒色土粒1％
5 暗赤褐色(5YR3/4) HC 2 2～3φ1～5㎜地山土塊3％
6 にぶい黄橙色(10YR6/3) HC 3 3～4φ5～10㎜粘土塊10％
7 灰黄褐色(10YR5/2) HC 2～3 3～4φ1～20㎜粘土塊5％、黒色土粒2％
8 黄褐色(10YR5/6) HC 2 3 黒色土5％、φ5～10㎜焼粘土塊5％

9 黒色(10YR2/1) SiL 2 2
φ1～5㎜地山土粒1％、φ1～5㎜炭化
物粒1％、φ1～5㎜焼土粒1％

10 褐色(7.5YR4/3) HC 2 3～4φ10～50㎜焼粘土塊30％

11 暗褐色(10YR3/3) SiL 2 3
φ1～10㎜地山土塊5％、
φ1～30㎜白色粘土塊3％

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

12 灰黄褐色(10YR4/2) SiC 2 3
φ1～10㎜地山土塊3％、
φ1～5㎜焼土粒1％

13 暗褐色(10YR3/3) SiL 2 3 φ5～20㎜焼粘土塊10％
14 灰黄褐色(10YR5/2) HC 3 4 黒色土粒1％

15 黄褐色(10YR5/6) HC 2 4
黒色土粒3％、
φ20～50㎜白色粘土塊1％

16 褐色(7.5YR4/3) HC 1 4 なし
17 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 2 4 黒色土粒1％
18 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4φ20～50㎜地山土塊20％
19 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ10～50㎜地山土塊5％
20 明褐色(7.5YR5/6) SiL 1 5 黒色土5％
21 赤褐色(5YR4/6) SiL 1 5 φ5～10㎜地山土塊20％
22 にぶい赤褐色(5YR4/4) SiL 1 5 なし
23 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4 φ10～30㎜地山土塊20％
24 黒色(10YR2/1) SiL 2 4～5 φ10～50㎜地山土塊25％

第86図　S I17竪穴住居跡カマド残存部平断面図
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底部端まで施されず、わずかに張り出し、底面全体に粗い砂粒が付着している。９はカマドから出土

した棒状鉄製品の一部で、機種は不明である。なお、第87図１はＳＩ17カマドから出土したもの（第

71図１）と接合し、同一個体であることが確認された。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、10世紀

前葉に埋没したものと考えられる。なお、カマド堆積土から出土した炭化物のＣ14年代測定を行った

ところ、1290±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出さ

れた年代観とは大きな隔たりがある。

S I21（第88～91図、図版42・43・63・66・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＨ75、ＬＩ74～76、ＬＪ75グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の

第Ⅲ層中位で火山灰を含む黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。なお、北西側では現代の撹乱により上部が削平されている。

〈堆積土〉　堆積土は４層に分層した。１・２層は黒色土を主体として白色軽石粒を少量含み、廃絶時

の埋め戻し土と考える。３層は壁溝の堆積土で１・２層に類似しており、壁板を抜去して廃絶とほぼ

同時に埋め戻されたと推測する。４層は黒褐色土と大径地山土塊の混合土で固く締まっており、住居

の貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から39°東へ偏する。壁の長さは北西壁

が4.4ｍ、北東壁が4.1ｍ、南東壁が4.2ｍ、南西壁が4.0ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁が５㎝、北東壁が20㎝、南東壁が20㎝、南西壁が12㎝である。

壁の立ち上がりはほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、全体的に凹凸が見られるが、ほぼ同じ高さまで掘り込ま

れている。底面全体に黒色土と地山土塊の混合土を充填して貼床を形成しており、床面は全体的に平

坦で固く締まっている。床面積は、15.3㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は南西壁東寄りの位置で部分的に途切れる他は全体を巡っている。溝の幅は９～27㎝、

床面からの深さは浅いところで４㎝、深いところで９㎝である。

〈柱穴〉　床面から４基の柱穴を検出した。竪穴の四隅に位置し、全て円形平面をなす。直径21～

34㎝、床面からの深さが浅いもので25㎝、深いもので45㎝を測る。柱痕跡は検出されず、廃絶と同

時に柱は抜去されたものと推測する。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。煙道部および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から129°東へ偏し、

壁に対してほぼ直交する。規模は全長133㎝、（煙道長92㎝、燃焼部長41㎝）、燃焼部内法幅31㎝、煙

道部壁外長59㎝を測る。燃焼部手前に掘り込みは検出されなかった。煙道部底面は白色粘土と黒色土

の混合土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は角礫を芯材として用い、黒色土と地山土塊の混合土

で基礎部を、白色粘土と黒色土の混合土で上部を構築している。また燃焼部側では被熱が認められる。

カマド上部には被熱した粘土塊が確認されており、カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されたと

考えられる。また両袖の中間からは、土師器甕底部破片が底面を上に向けた状態で出土しており（第

91図４）、支脚であった可能性が考えられる。
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カマド堆積土は21層に分層した。１・３・４層は黒褐色土を主体としてカマド構築土由来の白色

粘土塊と焼土粒を含み、２層はにぶい黄褐色を呈する粘土を主体とする。これらはカマド外面の構築

土に相当するものと考えられる。４層上には強い被熱により破砕した板状角礫が載っており、カマド

の芯材として使用されたものと考える。５～８層はカマドから煙道にかけての上部構築土が崩落した

ものと推測する。９～13層はカマド袖部構築土である。９～12層は白色粘土を主体とする混合土で、

袖部内側の９層には被熱による硬化が認められる。13層は黒色土と地山土との混合土で、袖下の掘り

込みを覆い、袖基部の構築土と考える。14・15層は粘土を主体とし、煙道部底面と側壁に貼られた
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層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR1.7/1) SiL 3 2 φ1～3㎜火山灰5％

2 黒色(10YR2/1) SiL 3 2 φ1～3㎜火山灰2％

3 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～3㎜火山灰1％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ20～50㎜地山土塊40％
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土である。16・17は燃焼部に相当する。貼床が被熱したもので、16層は特に強く被熱し、硬化して

いる。18・19層は黒～暗褐色土に焼土や地山土塊等を含み、壁溝を埋めて煙道底面を形成したもの

である。20層は住居の貼床に相当する。21層は燃焼面下の地山が被熱したものである。

〈出土遺物〉　堆積土中からは土師器甕破片114点（1,311.0ｇ）・鉄製品１点（18.2ｇ）・鉄滓６点

（30.8ｇ）・砥石１点（62.0ｇ）・縄文土器破片３点（14.6ｇ）・礫石器１点（522.6ｇ）が出土した。

これらの大部分は埋め戻し時に混入した可能性が高い。床面直上からは、土師器甕破片24点（507.0g）・

礫16点（8,992.1ｇ）・鉄製品１点（0.5ｇ）・砥石１点（291.4ｇ）が出土した。礫の中には被熱した

大形礫もあり、カマド構築材として使用されたものが、カマドの破却に伴い分散した可能性もあろう。

カマドからは土師器甕破片44点（684.4ｇ）・礫７点・鉄製品１点（8.4ｇ）・鉄滓２点（194.3ｇ）が

出土した。カマドから出土した土師器甕は最少で５個体が確認され、特に燃焼部付近にまとまって出

土しており、廃絶時に残置あるいは投入されたものと考えられる。礫は袖部中や袖の上から多く出土

しており、袖構築時の芯材として用いられた可能性が高い。

　第91図１～４・６・７は土師器大形甕で、口縁部が短く外反し、胴部がわずかに張る器形をなす。

外面は縦方向のケズリ、内面は横・斜め方向のヘラナデ、口縁部内外面にはヨコナデが施されてい

る。４・６・７は底部端までケズリが施されており、底面は４・６が平坦に調整され、７は全体に粗

い砂粒が付着している。５・８は土師器小形甕で、５は口縁部が直立する器形をなし、外面のケズリ

と内面のヨコナデは調整が粗く、輪積み痕が明瞭に観察できる。８は底部端までケズリが施され、底

面全体に粗い砂粒が付着している。９・10は砥石で、扁平な円礫の両面と側縁を研磨使用している。

11～13は鉄製品で、12は一端が扁平で幅広くなっており、工具の可能性がある。
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第90図　S I21竪穴住居跡カマド残存部平断面図

S I21カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 4
φ5～10㎜白色粘土塊10％、
φ1～2㎜焼土粒5％

2 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 4 4 φ1～2㎜焼土粒5％

3 褐色(10YR4/6) SiL 3 3 φ1～2㎜焼土粒10％、黒色土粒10％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 3
φ5～10㎜白色粘土塊5％、
φ1～2㎜焼土粒１％

5 黒褐色(10YR2/2) SiL 3 4
φ5～10㎜白色粘土塊20％、
φ1～2㎜焼土粒3％

6 褐色(10YR4/6) SiL 3 3 φ1～2㎜焼土粒10％

7 褐色(7.5YR4/4) SiL 3 3
φ1～5㎜白色粘土塊3％、
φ1～2㎜焼土粒5％

8 黒褐色(7.5YR3/2) SiL 3 3
φ2～5㎜焼土塊5％、
φ1～2㎜炭化物粒10％

9 明褐色(7.5YR5/8) HC 2 4 φ1～2㎜焼土粒10％

10 にぶい赤褐色(5YR4/4) HC 4 5
黒色土粒1％、φ2～10㎜焼土塊10％、
φ1～2㎜炭化物粒3％

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

11 にぶい橙色(7.5YR6/4) HC 4 5
黒色土粒1％、φ2～10㎜焼土塊5％、
φ1～2㎜炭化物粒3％

12 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 3 5 φ2～3㎜焼土粒5％

13 黒色(10YR2/1) SiL 4 3 φ5～10㎜地山土塊20％

14 褐色(7.5YR4/3) HC 3 3～4白色粘土塊3％、黒色土粒2％

15 黄褐色(10YR5/8) HC 3 3～4黒色土2％

16 　橙色(5YR6/8) SiL 1 4 なし

17 明褐色(5YR5/8) SiL 1 5 礫（Ⅴ層由来）少量

18 暗褐色(10YR3/3) SiL 3 4
φ2～5㎜焼土塊5％、
φ1～2㎜炭化物粒5％

19 黒色(10YR2/1) SiL 4 2
φ1～3㎜焼土塊3％、
φ1～2㎜炭化物粒3％

20 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ20～50㎜地山土塊40％

21 橙色(7.5YR6/6) HC 1 5 なし
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〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、10世紀前葉

以降に埋没したと考えられる。なお、床面直上から出土した炭化材のＣ14年代測定を行ったところ、

1330±40yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出された年代

観とは大きな隔たりがある。

S I23（第92～96図、図版44・45・64・66・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＩ72・73、ＬＪ72・73、ＬＫ72・73グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

直下の第Ⅲ層中位で火山灰を含む黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ58柱穴様ピットと重複し、本竪穴住居跡の方が古い。

〈堆積土〉　堆積土は５層に分層した。１・２層は黒色土を主体として十和田ａ火山灰起源と考えられ

る軽石や砂粒を含む。３層は黒色土を主体として火山灰のほか地山土塊や炭化物を含み、廃絶時の埋

め戻し土と考えられる。１・２層は埋め戻し土の上に周辺の表土が流入した可能性もあろう。４層は

柱穴内の堆積土で３層に類似し、これに連続する堆積と考える。５層は黒褐色土と大径地山土塊の混

合土で締まっており、住居の貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から29°東へ偏する。壁の長さは北西壁

が4.3ｍ、北東壁が4.2ｍ、南東壁が4.2ｍ、南西壁が4.3ｍである。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁25㎝、北東壁14㎝、南東壁28㎝、南西壁33㎝である。壁

の立ち上がりはいずれもほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、全体に凹凸が見られるが、ほぼ同じ高さまで掘り込まれ

ている。底面全体に黒色土と地山土の混合土を充填して貼床とし、床面は平坦で固く締まっている。

床面積は、16.1㎡である。床面上からは土師器・鉄製品・炭化材などの遺物が出土している。

〈壁溝〉　壁溝は南東壁にのみ伴う。幅13～34㎝、床面からの深さは浅いところで６㎝、深いところ

で26㎝である。壁溝は床面上と同じ土で埋め戻されており、廃絶時に壁板が抜去されたと推測する。

〈柱穴〉　床面から７基の柱穴を検出した。Ｐ１・３・５・７は住居の四隅に位置し、Ｐ２・４・６の

３基は隅柱の中間に位置する。カマドが付設する南東壁の中間に柱穴は検出されていない。柱穴は全

て円形を呈し、直径21～35㎝を測る。深さは浅いもので16㎝、深いもので31㎝である。柱痕跡は検

出されず、埋め戻し土と同様の土が堆積しており、柱は廃絶と同時に抜去されたと考える。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。煙道部および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から119°東へ偏し、

壁に対してほぼ直交する。規模は全長142㎝、（煙道長89㎝、燃焼部長53㎝）、燃焼部内法幅48㎝、煙

道部壁外長54㎝を測る。また、燃焼部手前には床面から２㎝ほどの浅い掘り込みが検出された。煙道

部底面は薄く粘土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は左側の残存状況が悪いが、右側は角礫を芯

材に用い、黒色土と地山土塊の混合土で基礎部を、白色粘土と黒色土の混合土で上部を構築しており、

燃焼部側には被熱が認められる。カマド上部には被熱した粘土塊が確認されており、カマド本体も同

様に粘土主体の土で構築されていたものと考えられる。また両袖の中間には、土師器甕底部破片２点

が底面を上に向けて重なった状態で出土しており支脚と考えられるが、あるいはカマド廃絶に伴って

意図的に置かれた可能性も考慮される。
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カマド堆積土は19層に分層した。１～８層は粘土主体土や黒褐色土主体土に焼土粒を含み、カマド

上部構築土の崩落したものと考える。９層は左袖下の掘り込みに堆積した土でカマド上部構築土に類

似しており、芯材を引き抜いて袖が壊された後に堆積したものと推測する。10～13層は残存した袖

部に相当する。10・11層は白色粘土主体のカマド上部構築土で、12層はその被熱部分である。13層

は黒褐色土を主体として袖の基部をなす。14・15層は煙道底面の形成に伴い、壁溝を埋め戻した土

である。16層は粘土を主体とし、煙道底面に貼られた土である。17～19層は燃焼部に相当し、地山

が直接被熱している。
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第92図　S I23竪穴住居跡平断面図・遺物出土位置図

S I23土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR1.7/1) SiL 3 2 φ1～3㎜火山灰5％

2 黒色(10YR2/1) SiL 3 2 φ1～3㎜火山灰2％

3 黒褐色(10YR3/1) SiL 3 3
φ5～10㎜地山土塊5％、φ1～20㎜炭化物粒3％、
φ1～2㎜火山灰2％

4 黒褐色(10YR3/1) SiL 3 2 φ5～10㎜地山土塊5％、φ1～2㎜火山灰2％

5 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ20～50㎜地山土塊40％
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〈出土遺物〉　堆積土中からは、土師器甕破片93点（790.1ｇ）・坏破片３点（34.1g）・鉄製品３点

（29.0ｇ）・鉄滓２点（34.0ｇ）・縄文土器破片14点（87.3ｇ）・石器１点（6.1ｇ）が出土した。これ

らの大部分は埋め戻し時に混入した可能性が高い。床面直上からは、土師器甕破片６点（219.0ｇ）・

鉄製品１点（5.4ｇ）・鉄滓１点（676.5ｇ）・礫５点（2,245.0ｇ）が出土した。

S I23カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/3) SiL 3 4 φ5～10㎜白色粘土塊10％、φ1～2㎜焼土粒20％

2 褐色(7.5YR4/6) HC 3 3 φ1～2㎜焼土粒3％

3 褐色(7.5YR4/6) HC 3 4 φ1～2㎜焼土粒10％

4 褐色(10YR4/6) SiL 4 3 φ2～3㎜白色粘土粒3％、φ1～2㎜焼土粒5％

5 にぶい赤褐色(5YR4/4) HC 3 5 φ2～3㎜白色粘土粒5％

6 にぶい黄褐色(10YR4/3) HC 3 3 φ1～2㎜焼土粒10％

7 暗褐色(10YR3/4) SiL 3 3 φ1～2㎜焼土粒5％

8 褐色(7.5YR4/3) SiL 3 3 φ2～5㎜焼土塊10％、φ2㎜炭化物粒5％

9 褐色(10YR4/6) SiL 3 2 φ1～3㎜焼土塊5％、φ1～3㎜炭化物粒3％

10 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 2 5 φ1～2㎜焼土粒5％

11 灰黄褐色(10YR5/2) HC 2 5 φ1～2㎜焼土粒5％

12 褐色(10YR4/4) HC 3 3 φ1～2㎜焼土粒5％、φ1～2㎜炭化物粒3％

13 黒褐色(10YR2/2) SiL 4 2 φ1～2㎜焼土粒1％

14 黒色(7.5YR2/1) SiL 2 1 φ5㎜地山土塊5％、φ1～2㎜炭化物粒3％

15 明褐色(7.5YR5/6) SiL 2 2 φ1～2㎜炭化物粒2％

16 にぶい黄褐色(10YR5/4) HC 3 3 φ2～3㎜焼土塊3％

17 赤褐色(5YR4/8) SiL 2 4 なし

18 　橙色(5YR6/8) SiL 1 4 なし

19 明褐色(5YR5/8) SiL 1 5 なし

第94図　S I23竪穴住居跡カマド残存部平断面図
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カマドからは土師器甕破片107点（2,210.2ｇ）・坏破片５点（15.2ｇ）・砥石１点（793.6ｇ）・鉄製品

２点（7.6ｇ）・礫17点が出土した。カマドから出土した土師器甕は最少で９個体が確認されており、

壊された左袖と燃焼部付近からまとまって出土している。廃絶時に残置あるいは投入された可能性が

あろう。第95図８・９は出土位置から支脚に転用されたものと考えられる。また、カマド周辺と右袖

上から出土した礫は、カマド構築材の一部と考えられる。

　第95図１・２・５・６・８・９は土師器大形甕である。これらのうち１・２・５は口縁部が短く外

反し、胴部がわずかに張る器形をなす。６は頸部が強く屈曲し、口縁部は比較的長く外反している。

大形甕はいずれも外面に縦方向のケズリ、内面に横方向主体のヘラナデ、口縁部内外面の外反した部

分にヨコナデが施されている。８・９は大形甕の底部破片で、ともに底部端までケズリが施されるが、

８の底面は平坦に調整されているのに対して、９は底面全体に粗い砂粒が付着している。第95図３・

４・７および第96図１・２は土師器小形甕である。３は大形甕と同様の器形をなす。４は胴部が張り、

頸部の屈曲が強く、口縁部が短く外反し、口唇端部が張り出している。壺形を意識した器形と言えよ

う。７は小形甕の底部破片で、外面のケズリが底部端まで施されず、端部が若干張り出しており、底

面全体に粗い砂粒が付着している。１・２は口縁部破片で、口縁部が短く外反する器形をなす。小形

甕の調整技法は大形甕とほぼ共通している。第96図３は内面黒色処理が施されたロクロ成形の土師器

坏で、内面には丁寧なミガキが観察され、外面は無調整である。４～８は鉄製品で、４・７・８は板状、

５は袋状、６は分厚い板状をなす。これらのうち７・８は穂摘具と考えられ、８は一端に穿孔を伴う。

９は砥石で、棒状礫の長軸３面を使用しており、磨滅の程度は弱い。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、10世紀前葉以

降に埋没したものと考えられる。なお、床面上の堆積土３層から出土した炭化材のＣ14年代測定を行っ

たところ、1240±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出

された年代観とは大きな隔たりがある。

10㎝0
1/3

0

9

20㎝
1/4

1～8

黒色処理 砥面

1　カマド・2層　RP32

2　2層

4　1層
5　1層

6　1層

3　カマド・2層
　RP34

7　カマド　RM2

8　1層　RM6

9　カマド
　RS37
　流紋岩

第96図　S I23竪穴住居跡出土遺物図（２）

第３節　平安時代の遺構と遺物

─ 141 ─



S I36（第97～101図、図版46・47・65～67）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ63・64、ＬＰ62～64グリッドに位置する。

〈重複関係〉　ＳＩ37・38竪穴住居跡、ＳＡ180、ＳＫＰ159・176柱穴様ピットと重複し、本住居跡の

方が新しい。また、南西側は現代建物の撹乱を受けている。

〈堆積土〉　堆積土は７層に分層した。１～４層は黒～黒褐色土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽

石や砂粒を少量含むほか、地山土を多く混入し、廃絶の際の埋め戻し土と推定する。５層は壁溝内に

堆積した黒色土で締まりは緩く、上部堆積土に連続する埋め戻し土と考える。６・７層は黒褐色土と

地山土塊の混合土で住居貼床充填土に相当し、上面の６層は非常に固く締まっている。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、南西壁の東側半分が張り出している。主軸方位は北か

ら27°東へ偏する。各壁の長さは、北西壁が4.4ｍ、北東壁が4.2ｍ、南東壁が4.5ｍ、南西壁が4.0ｍ

である。このうち南西壁は東端部から幅2.1ｍ、長さ1.3ｍの規模で張り出す。

〈壁〉　各壁の検出面からの高さは、北西壁が32㎝、北東壁が46㎝、南東壁が38㎝、南西壁が30㎝で

ある。壁の立ち上がりはいずれもほぼ垂直である。なお、南東壁の北寄りには最大幅86㎝、長さ40㎝

の不整形の張り出しを伴う。この部分の堆積土は２層に分層でき、１層は住居内上部堆積土に類似し、

２層は固く締まっている。住居に伴う入口と推測する。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、縁辺部は若干深く、中央部はほぼ同じ高さまで掘り込ま

れている。底面の大部分に地山土と黒色土の混合土を充填して貼床を作り、中央では一部露出した地

山をそのまま床面としている。床面は東側が若干低くなる他はほぼ平坦で、非常に固く締まっている。

残存部の床面積は、16.6㎡である。

〈壁溝〉　南西壁の撹乱された部分は不明であるが、カマド部分を除き全体を巡っている。幅14～

40㎝、床面からの深さは浅いところで８㎝、深いところで20㎝である。

〈柱穴〉　床面から７基の柱穴を確認した。平面形は全て円形を呈する。住居の四隅に位置するＰ１～

３・５は、直径20～32㎝、床面からの深さが浅いもので36㎝、深いもので40㎝を測る。これに対し

張り出し部に伴うＰ４・６・７は、直径18～24㎝、深さは浅いもので８㎝、深いもので18㎝と、前

者に比べ規模が小さい。このような柱穴規模の差は、前者には重圧のかかる上屋の支柱が、後者には

張り出し部にかかる比較的軽量な上屋の支柱が設置されていた可能性を示すものと考える。柱穴内の

堆積土は総じて締まりが緩く、明確な柱材や柱痕も検出されなかったことから、設置された柱は廃絶

時に抜去されたと推測する。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。煙道部および袖の一部と燃焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から123°東へ偏し、

壁に対してほぼ直交する。規模は全長167㎝（煙道長117㎝、燃焼部長50㎝）、燃焼部内法幅48㎝、煙

道部壁外長81㎝を測る。また、燃焼部手前には、床面から８㎝ほどの浅い掘り込みが検出された。

S I36土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 2 4 φ3～50㎜地山土塊7%、φ1～5㎜火山灰3%

2
黒～黒褐色

（10YR2/1.5）
SiL 2 3

φ3～20㎜地山土粒3%、φ1～10㎜焼土粒1%、
φ1～3㎜火山灰2%

3 黒褐色（10YR2/2） SiL 2 2～3φ10～150㎜地山土塊20%、φ1～3㎜火山灰1%

4 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～10㎜地山土粒3%、φ1～3㎜火山灰1%

5 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～3㎜火山灰1%

6 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 4～5φ5～30㎜地山土塊30%、φ1～3㎜火山灰2%

7 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 2 φ5～30㎜地山土塊25%、φ1～3㎜火山灰1%

S I37土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 2～3
φ5～20㎜地山土塊30%、
φ1～5㎜火山灰3%

SI38土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2 φ1～3㎜火山灰1%
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煙道部底面は黒褐色土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。側壁は粘土を用いて構築している。袖は燃

焼部付近では殆ど残存しておらず、廃絶の際に壊されたものと考えられる。壁付近の残存部は黒褐色

土で基礎部を、粘土で上部を構築しており、内面が強く被熱している。カマド上部には被熱した粘土

塊が確認されており、カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されていたと推測する。また両袖の中

間と推定される位置には、燃焼面より若干上の高さで、扁平礫の上に土師器甕破片が折り重なった状

態で出土している。カマドの大部分が破壊されていることと、燃焼面より上位から出土していること

を考慮すると、これらが支脚の残存したものとは認定し難く、カマド廃絶に伴い意図的に置かれたも

のと推測する。

カマド堆積土は19層に分層した。１～９層は粘土や黒褐色土を主体として焼粘土塊や焼土粒を含

み、カマド上部構築土の崩落したものと考える。10層は右袖下の掘り込みに堆積した土で、黒色土に

地山土塊を多く含み、袖下の基礎部構築土と推測する。11層は煙道内部壁面の崩落したものであろう。

12・13層は粘土を主体とし、袖から煙道側壁まで連続する構築土で、内側の12層は強く被熱している。

14～16層は黒・黒褐色土を主体とし、煙道底面およびカマド袖下の基礎部を形成している。17層は

燃焼部に相当し、地山面が直接被熱している。18・19層は黒色土に地山土を多く含み、住居貼床と

同じである。

〈出土遺物〉　堆積土中からは土師器甕破片155点（2,115.2ｇ）・坏破片２点（6.1g）・須恵器壺破片２

点（30.8ｇ）・鉄製品１点（6.1ｇ）・砥石１点（442.7ｇ）・礫石器１点（478.7g）が出土した。これ

らの大部分は埋め戻し時に混入した可能性が高い。このほか、床面直上からは礫49点（34,499.8ｇ）

が出土している。礫は被熱したものも認められることから、カマド構築材として使用された可能性が

高いと考える。カマドからは土師器甕破片57点（1,218.4ｇ）・礫10点（2,034.4ｇ）が出土した。カ

マドから出土した土師器甕は最少で10個体が確認されており、燃焼部付近からまとまって出土してい

る。これらは廃絶時に意図的に残置あるいは投入された可能性が高く、特に扁平礫の上に破片が折り

重なった例（第100図１・８・10）については、カマド廃絶に伴う儀礼的な行為の一つと推測する。

　第100図１～４・７・８・10～12は土師器大形甕である。２は口縁部が短く外反するが、他は殆ど

外反せず、口縁が直立気味に立ち上がる器形をなす。外面に縦方向のケズリ、内面に横方向のヘラナデ、

口縁部内外面の狭い幅にヨコナデが施されている。７・８・10～12は底部破片で、７は底部端のケ

ズリが弱く端部が若干張り出した形状をなし、それ以外は底部端までケズリが施されている。底面に

は全て粗い砂粒が付着している。第100図５・６・９・13、第101図１・２は土師器小形甕で、５・６・

２は口縁部がわずかに外反する器形をなし、調整技法は大形甕と共通する。９・13は底部破片で、９

は胴部が張る器形をなし、内外面の調整は微弱で底面は平坦に調整されている。また底面には平行す

る線状圧痕が認められ、敷物の痕跡と考える。13は胴部の張りが弱く、底面は平坦に調整されている。

１はロクロ調整された土師器小形甕で、口縁部が強く外反する器形をなし、口縁端部に面を形成する。

３は内面黒色処理の施された土師器坏で、内面には丁寧にミガキが施され、外面に調整は認められな

い。４は須恵器壺の口縁部破片で、口縁部が強く外反する器形をなし、口唇部が肥厚して外面に段を

もつ。５は棒状の鉄製品で、一端に炭化した木質部が残存する。工具の一部と考えられるが、詳細は

不明である。６は砥石で、長軸４面が研磨使用され、一部に粗い研ぎの痕跡が残っている。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほか貼床やカマド構築土にも十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石
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や砂粒を含み、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。なお、カマド堆積土7層から出土し

た炭化物のＣ14年代測定を行ったところ、1310±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。

火山灰の堆積状況から導き出された年代観とは大きな隔たりがある。

S I37（第97・98・101図、図版46・47）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ・ＬＰ64グリッドに位置する。当初はＳＩ36竪穴住居跡の一部と考えたが、土

層断面において別の竪穴住居跡と切り合っていることを確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ36・38竪穴住居跡と重複する。ＳＩ36竪穴住居跡より古く、ＳＩ38竪穴住居跡より新

しい。

〈堆積土〉　黒褐色土を主体とする単層で、十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を少量、地山

土塊を多量に含み、一括の埋め戻しによる堆積と考える。

〈平面形・規模〉　ＳＩ36に大きく切られるため全体形状は不明であるが、北東壁は直線的で、方形平

面をなしていたものと考えられる。主軸方位は北から30°東へ偏する。各壁の残存部長は、北東壁が

3.2ｍ、南東壁が0.2ｍである。

〈壁〉　残存する北東壁の検出面からの高さは32㎝を測り、立ち上がりはほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、ほぼ平坦である。底面残存部は狭小な範囲であるため、

貼床の有無等は明確でない。床面積は全体規模が不明であるため計測できないが、正方形平面と仮定

すると、北東壁残存長さから少なくとも10.2㎡以上の広さをもつと推測する。

〈壁溝〉　北東壁際に壁溝は検出されなかった。北西壁際と南東壁際の残存部にも確認されておらず、

全く伴っていない可能性が高いと考えられる。

〈柱穴〉　底面東隅で１基確認した。平面形は円形で、直径22㎝、床面からの深さ９㎝を測る。柱穴内

の堆積土は１層に類似しており、設置された柱は抜去されたものと推測する。

〈カマド〉　煙道部のみ検出した。ＳＩ36に切られるため直接伴うものか確実ではないが、位置的に南

東壁の北寄りに位置する。煙道部は残存部最大幅30㎝、推定壁外長28㎝を測る。

　カマド堆積土は２層に分層した。１層は褐色粘土を主体として、焼粘土粒のほか被熱していない粘

土粒も含んでおり、煙道上部の構築土に相当するものと考えられる。２層は褐色粘土を主体として焼

粘土塊を多く含み、煙道底面に貼られた粘土が被熱したものと推測する。

〈出土遺物〉　住居跡内堆積土から土師器甕破片１点（55.5ｇ）が出土した。埋め戻し時に混入した可

能性が高い。第101図７は土師器大形甕の底部破片で、外面のケズリが底部端まで施されずに端部が

若干張り出す形状をなし、内面にはヘラナデが施されている。底面には全体に粗い砂粒が付着してい

る。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土のほかカマド構築土にも十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒

を含み、10世紀前葉以降に構築されたものと考えられる。
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層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色（10YR3/1） SiL 2 3
φ5～10㎜地山土粒5%、φ1～5㎜焼土
粒2%、φ1～3㎜火山灰2%

2 黒色（10YR2/1） SiL 2 4
φ5～10㎜地山土粒1%、φ3～10㎜焼
土粒1%、φ1～2㎜火山灰1%

S I37カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 褐色（7.5YR4/3） HC 2～3 4
φ3～10㎜粘土粒5%、φ3～5㎜焼粘土
粒10%、φ1～3㎜火山灰1%

2 褐色（7.5YR4/4） HC 2 3
φ5～20㎜焼粘土塊30%、
φ1～2㎜火山灰1%

第98図　S I36・37竪穴住居跡カマド確認平面図及び上面・中層遺物出土位置図
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φ5～20㎜白色粘土塊40%

6 黒色（10YR2/1） SiL 2 2
φ1～5㎜地山土粒1%、φ3～10㎜白色
粘土塊2%、φ5～10㎜焼粘土塊3%

7 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 2
地山土粒φ1～10㎜1%、
焼粘土塊φ5～10㎜1%

8 暗褐色（7.5YR3/4） SiL 2 2 φ5～10㎜焼土塊5%

9 褐色（7.5YR4/4） SiL 2 3
φ5～20㎜焼粘土塊3%、
φ5～10㎜焼土粒10%

10 黒色（10YR2/1） SiL 2 2
φ5～20㎜地山土塊20%、
φ1～5㎜火山灰1%

11 黒褐色（7.5YR3/2） SiL 2 1～2φ5～10㎜焼粘土塊5%

12 暗赤褐色（5YR3/2） HC 4 5 φ5～10㎜白色粘土塊10%

13 にぶい黄褐色（10YR5/4）HC 4 4 φ10～20㎜白色粘土塊30%

14 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3～4φ1～5㎜焼土粒3%

15 黒褐色（10YR3/2） SiL 2 2～3φ1～3㎜火山灰1%

16 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 3 φ1～3㎜火山灰1%

17 赤褐色（5YR4/8） SiL 1～2 4 なし

18 黒色（10YR1.7/1） SiL 2 3 φ3～10㎜地山土粒5%

19 黒色（10YR2/1） SiL 2 2 φ10～50㎜地山土塊60%

第99図　S I36竪穴住居跡カマド残存部平断面図
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0 10㎝
1/3

1　カマド
　RP30・35

4　カマド　RP13

5　カマド　RP16・17

6　1層・2層

2　カマド
　RP15

3　カマド・2層
　RP2

7　1層・2層・カマド4層・
　カマド　RP23・29

8　カマド
　RP32

10　カマド
　 RP27

12　1層

9　2層

11　2層

13　2層

第100図　S I36竪穴住居跡出土遺物図（１）
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S I38（第97図、図版46）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ・ＬＰ64グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で、Ｓ

Ｉ36竪穴住居に切られる黒色土の方形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ36・37竪穴住居跡、ＳＫＰ159柱穴様ピットと重複し、本住居跡の方が古い。

〈堆積土〉　黒色土を主体とする単層で、十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を少量含む。堆

積要因は不明確であるが、埋め戻しによる可能性が高いと考える。

〈平面形・規模〉　ＳＩ36・37に切られるため全体形状は不明であるが、北東壁は直線的で、方形平面

をなしていたものと考えられる。主軸方位は北から34°東へ偏する。各壁の残存部長は、北西壁が

0.5ｍ、北東壁が2.7ｍ、南東壁が0.3ｍである。

〈壁〉　残存する北東壁の検出面からの高さは６㎝を測り、立ち上がりはほぼ垂直である。

〈床〉　掘形底面は第Ⅲ層中にあり、地山までは達していない。底面をそのまま床面とし、平坦ではあ

るが顕著な硬化は認められない。床面積は全体規模が不明であるため計測できないが、正方形平面と

仮定すると、北東壁残存長から少なくとも6.8㎡以上の広さをもつと推測する。

〈壁溝〉　壁溝は伴っていない。

〈柱穴〉　底面北西側で１基確認した。ＳＩ37に切られている。残存部の平面形は円形で、直径20㎝、

床面からの深さ８㎝を測る。柱穴内の堆積土は１層に類似しており、設置された柱は抜去されたもの

と考えられる。

〈カマド〉　ＳＩ36・37に大部分が切られているため、カマドの有無は不明である。残存部にはカマド

構築土と考えられる堆積物は検出されておらず、少なくとも北東壁際には付設しない。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、10世紀前葉以

降に埋没したものと考えられる。

0 10㎝
1/3

1～5・7

6

0 20㎝
1/4

1　2層・カマド4層

2　2層

7　SI37　1層

3　2層

5　３層　RM32
6　2層　RS23　流紋岩

4　カマド4層

黒色処理

砥面

第101図　S I36・37竪穴住居跡出土遺物図（２）

第３節　平安時代の遺構と遺物

─ 149 ─



S I49（第102～104図、図版48・66・67）

〈位置・確認状況〉　ＬＮ64・65、ＬＯ64・65グリッドに位置する。南東側の一部は現代建物の土台基

礎の下で検出した。上部のＳＩ16竪穴住居跡を精査する段階で、土層断面から切り合い状況を把握し、

ＳＩ16の貼床を除去した後全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ112・113・115柱穴様ピットと重複して、これらよりも新しく、ＳＩ16竪穴住居

跡と重複してこれよりも古い。

〈堆積土〉　カマドを含め14層に分層した。１層は黒色土を主体として大径地山土塊と十和田ａ火山灰

起源と考えられる軽石や砂粒を少量含み、埋め戻しによる堆積と考える。２～７層は壁溝内の堆積土

で、２・４・７層は黒褐色土を主体とし、壁板の抜去後に埋め戻し土が流入したものと推測する。３・５・

６層も黒褐色土を主体とするが前者よりも地山土混入量が多く、壁板材を固定するための裏込め土と

考える。８～10層は焼土粒や炭化物を含む、カマド前面の浅い掘り込みに堆積した土である。11・

12層は粘土を主体とし、カマド袖部の構築土である。13層はカマドを作る際に壁溝を埋めた土である。

14層は黒褐色土と地山土の混合土で、住居の貼床に相当する。

〈平面形・規模〉　平面形は正方形を基調とし、主軸方位は北から34°東へ偏する。各壁の長さは、北

西壁が3.6ｍ、北東壁が3.8ｍ、南東壁が4.0ｍ、南西壁が3.6ｍを測る。

〈壁〉　ＳＩ16竪穴住居跡および現代建物の土台基礎と重複するため、上部の残存状況は不良である。

各壁のＳＩ16検出面を基準とした推定の高さは、北西壁が60㎝、北東壁が54㎝、南東壁が56㎝、南西

壁が58㎝である。壁の立ち上がりは上部を失っているため不明確であるが、残存部はほぼ垂直に立ち

上がる。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）から一部砂礫層（第Ⅴ層）まで達し、凹凸はあるがほぼ平坦である。

また本住居跡は地形変換点に位置するため、北西側の底面は地山漸位層のレベルで止まっている。底

面全体に黒褐色土と地山土塊の混合土を充填して貼床としており、床面は全体的に平坦で非常に固く

締まっていた。床面積は、10.7㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は全体を巡っている。溝の幅は20～28㎝、床面からの深さは浅いところで14㎝、深い

ところで27㎝を測る。

〈柱穴〉　床面から４基の柱穴を検出した。住居の四隅に位置し、全て円形を呈する。直径32～43㎝、

床面からの深さが浅いもので30㎝、深いもので35㎝を測る。明確な柱痕跡は検出されず、１層に類

似した黒色土が堆積していたことから、住居廃絶時に柱は抜去され、同時に埋め戻されたと推測する。

〈カマド〉　南東壁の南寄りの位置で、地山土塊・炭化物・白色粘土塊を含む黒褐色土の広がりとして

確認した。現代建物の土台基礎やＳＩ16竪穴住居跡と重複するため上部は殆ど失われ、袖の一部と燃

焼部が残存していた。カマド主軸方位は北から130°東へ偏し、壁に対してほぼ直交する。規模は残

存部で全長96㎝（煙道長43㎝、燃焼部長53㎝）、燃焼部内法幅37㎝、煙道部壁外長13㎝を測る。煙道

部は地山土と黒褐色土の混合土を貼って作られ、緩い傾斜をなす。袖は角礫を芯材に使用し、黒色土

と地山土塊の混合土で基礎部を、白色粘土と黒色土の混合土で上部を構築している。カマド上部には

被熱した粘土粒が確認されており、カマド本体も同様に粘土主体の土で構築されていたと考えられる。

支脚と特定できる遺物は出土しなかった。また、燃焼部手前には床面から３㎝ほどの浅い掘り込みを

検出した。
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カマド堆積土は13層に分層した。１層は住居の埋め戻し土に由来する土である。２～７層は焼土粒

や粘土粒を含み、カマド構築土が崩落したものと考えられる。８層は燃焼面に相当し、貼床が被熱し

たものである。９・10層は粘土を主体とした袖部の構築土であり、内側の９層には被熱が認められる。

11層は地山土と黒色土の混合土であり、煙道底面を形成している。12層はカマドを作る際に壁溝を

埋めた土で、黒褐色土に地山土を多く含んでいる。13層は住居の貼床と同じである。

第102図　S I49竪穴住居跡平断面図

S I49土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 3
φ1～30㎜地山土塊5％、
φ1～10㎜火山灰5％

2 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3
φ5㎜地山土塊1％、
φ1～5㎜火山灰1％

3 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3
φ5㎜地山土塊3％、
φ1～5㎜火山灰1％

4 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 2～3φ1～5㎜地山土粒2％

5 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 3
φ1～5㎜地山土塊3％、
φ1～5㎜火山灰1％

6 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3
φ1～5㎜地山土塊5％、
φ1～5㎜火山灰2％

7 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～30㎜地山土塊3％

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

8 にぶい黄橙色(10YR7/4) HC 1 2～3
φ1～5㎜焼土粒2％、
φ1～3㎜炭化物粒2％

9 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3
φ3㎜地山土粒5％、φ1～5㎜焼土粒10％、
φ5～10㎜炭化物粒2％

10 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3
φ1～10㎜地山土粒3％、φ1～3㎜焼土粒
1％、φ1～5㎜炭化物粒1％、φ1～5㎜火
山灰1％

11 にぶい黄橙色(10YR6/3) HC 1～2 4 φ10～30㎜礫1％

12 黒褐色(10YR2/3) SiL 2 3
φ5～20㎜地山土塊10％、
φ5～20㎜白色粘土粒3％

13 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3 φ10～20㎜地山土塊5％

14 黒褐色(10YR3/2) SiL 1～2 4 φ10～50㎜地山土粒40％
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第103図　S I49竪穴住居跡カマド確認平面図・残存部平断面図及び上面・中層遺物出土位置図
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0 10㎝
1/3

1　カマド　RP7・8・10・13・14

2　カマド　RP9

4　カマド　RP6
　床上　RP2

3　壁溝　RP1

5　壁溝

〈出土遺物〉　堆積土中からは、土師器甕破片４点（443.6ｇ）・鉄製品１点（3.1ｇ）が出土した。こ

れらは埋め戻しの際に混入した可能性が高い。カマドからは土師器甕破片50点（458.2ｇ）・礫13点

（1,186.8ｇ）が出土した。カマドから出土した土師器甕は最少で３個体が確認されており、特に燃焼

部手前の浅い掘り込みの中にまとまって出土している。廃絶時に残置された可能性が高い。礫につい

てはカマド袖構築時の芯材と考えられる。

　第104図１～４は土師器大形甕である。１は口縁部がごく短く外反する器形をなし、２は口縁部が

短く強く外反する器形をなす。調整は外面に縦方向のケズリ、内面に横方向のヘラナデ、口縁部内外

面の比較的広い幅にヨコナデが施されている。３は底部端までケズリが施され、底面には中央部の浅

い窪みを除き、全体に粗い砂粒が付着している。４は底部端までケズリが施されず、端部が若干張り

出しており、底面全体に粗い砂粒が付着している。５は棒状の鉄製品で器種は不明である。

〈時期〉　本竪穴住居跡は堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、10世紀

前葉以降に埋没したものと考えられる。なお、カマド堆積土から出土した炭化物のＣ14年代測定を行っ

たところ、1220±30yrBPの年代値が得られた（第５章第１節参照）。火山灰の堆積状況から導き出

された年代観とは大きな隔たりがある。

S I143（第105図、図版49）

〈位置・確認状況〉　ＬＲ59・60、ＬＳ59グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去し、直下の第Ⅳ層（地山）

上で壁溝を確認した。堆積土は非常に薄かったため認識できず、検出の段階で殆ど除去してしまった。

〈重複関係〉　重複する遺構は無い。西側と上部は削平を受けており、殆ど残存していない。

〈堆積土〉　壁溝内の堆積土は黒色土を主体とし、特に火山灰の混入は確認できなかった。

S I49カマド土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 3 φ20㎜地山土塊5％

2 灰黄褐色(7.5YR5/2) HC 2 3
φ1～5㎜地山土粒1％、φ1～5㎜焼土
粒1％、φ1～3㎜炭化物粒2％

3 にぶい黄橙色(10YR7/4) HC 3 3 φ1～10㎜地山土粒3％

4 にぶい黄橙色(10YR6/3) SiL 2～32～3φ１～20㎜白色粘土塊3％

5 橙色(7.5YR6/6) SiL 1 4 黒色土粒2％

6 にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL 2 3～4
φ3㎜地山土粒5％、
φ5～10㎜炭化物粒2％

第104図　S I49竪穴住居跡出土遺物図

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

7 暗褐色(7.5YR3/3) SiL 2 3 黒色土粒1％

8 にぶい赤褐色(5YR4/4) SiL 1 4 なし

9 褐色(7.5YR4/3) HC 2 3 黒色土粒1％

10 にぶい黄橙色(10YR6/4) HC 2～3 3 黒色土粒3％、白色粘土塊2％

11 黄褐色(10YR5/6) SiC 2 3 黒色土粒5％

12 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ5～20㎜地山土塊5％

13 黒褐色(10YR3/2) SiL 1～2 4 φ10～50㎜地山土粒40％
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〈平面形・規模〉　残存部形状から平面形は方形をなすものと推定され、主軸方位は北から10°東へ偏

する。各壁の長さは東壁が3.6ｍ、北壁が残存長1.1ｍを測る。

〈壁〉　東壁の検出面からの高さは22㎝である。壁の立ち上がりはほぼ垂直であると推測される。

〈床〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、そのまま床面としている。床面積は、4.1㎡である。

〈壁溝〉　壁溝は東壁および北壁残存部で確認された。幅６～32㎝、床面からの深さは浅いところで

４㎝、深いところで９㎝を測る。底部には掘削時の工具痕を明瞭に観察することができた。

〈柱穴〉　床面から３基の柱穴を確認した。東壁の両端とその中間に位置する。全て円形平面を呈し、

床面からの深さは浅いもので25㎝、深いもので19㎝である。柱痕跡は確認されず、また柱穴内の堆

積土は壁構内に類似するため、柱材は抜去され廃絶と同時に埋め戻されたと考えられる。

〈カマド〉　カマドは検出されなかった。東壁には付設しない可能性が高い。

〈出土遺物〉　壁溝および柱穴からの出土遺物は無い。第Ⅰ層除去時に土師器甕破片10点（84.2ｇ）が

出土しており、本竪穴住居に伴う可能性もあるが、小破片であるためここでは提示しない。

〈時期〉　堆積土が殆ど残存せず、本住居跡に確実に伴う遺物も無いため、埋没時期は不明である。他

の住居跡と比べて主軸方位の南北方向からの振れが少なく、またカマドが東壁に付設しないことから、

若干年代差をもつ可能性がある。
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1
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S I143土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 なし

第105図　S I143竪穴住居跡平断面図
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（２）掘立柱建物跡

SB178（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬＧ72・73、ＬＨ71～73、ＬＩ71・72グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

第Ⅲ層中位から第Ⅳ層上面のレベルで、火山灰を含む黒色土を主体とした小形の円形プランを多数確

認した。これらの中から平行かつ等間隔の並びが抽出されたため、掘立柱建物跡として復元した。

〈重複関係〉　Ｐ８がＳＫＰ133柱穴様ピットと重複し、これより新しい。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は単層が多く、２層に分層可能なものもある。確認平面において柱痕跡は検

出されておらず、設置された柱は建物廃絶の際に抜去されたと想定する。

〈平面形〉　桁行３間、梁行２間の建物で、主軸方位は北から37°東へ偏する。10基の柱穴で構成さ

れており、全長約7.0×5.2ｍを測る。柱間寸法は、桁行方向で南東列が北から2.5ｍ・2.2ｍ・2.3ｍ、

北西列が北から2.5ｍ・2.1ｍ・2.5ｍを測り、真中の１間分が短くなっている。梁間方向では北東列お

よび南西列ともに約2.5ｍを測り、ほぼ中間に位置している。このような柱穴の配置状況から、建物

を構築する際の柱間の間隔は約2.5ｍ（8.3尺）を基準としていたと推定できる。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径29～40㎝、確認面から底面までの深さ８～35㎝を測る。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。出土遺物が無く詳細な時期は不明であるが、調査区から出土した遺物の帰

属時期が縄文時代と平安時代（10世紀以降）に限定されることと、平安時代の竪穴住居跡と主軸方位

が整合するものが見受けられることから、平安時代の竪穴住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高

いと考える。

（３）柱穴列

SA144（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬP・ＬQ62グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、第Ⅲ層中位から第Ⅳ層上

面のレベルで、火山灰を含んだ黒褐色土を主体とする小形の円形プラン３基が等間隔で並ぶことを確

認し、柱穴列として扱うこととした。検出当初はＳＡ180と一体となる掘立柱建物跡の可能性も考え

たが、軸線方向が異なるため別々の遺構とした。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は全て単層で、確認平面において柱痕跡は検出されておらず、設置された柱

は抜去されたと推測する。

〈平面形〉　３基の柱穴が直線的に並び、全長約３ｍを測る。主軸方位は北から68°西へ偏する。柱間

寸法は約2.5ｍである。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径22～28㎝、確認面から底面までの深さ11～16㎝を測る。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。詳細な時期は不明であるが、掘立柱建物跡と同じ理由で、平安時代の竪穴

住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高いと考える。
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SA179（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ69、ＬＬ70グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、第Ⅲ層中位から第Ⅳ

層上面のレベルで、火山灰を含んだ黒褐色土を主体とする小形の円形プラン５基を確認した。これら

は同一方向にほぼ等間隔で並ぶことから、柱穴列として扱うこととした。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は全て単層で、確認平面において柱痕跡は検出されておらず、設置された柱

は抜去されたと推測する。

〈平面形〉　５基の柱穴が直線的に並び、全長約５ｍを測る。主軸方位は北から39°西へ偏する。柱間

寸法は北西から1.2ｍ・1.2ｍ・1.4ｍ・1.2ｍを測り、およそ1.2ｍを基準としていたと考えられる。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径28～48㎝を測る。確認面レベルが異なっているため、底面まで

の深さは15～40㎝と幅をもつが、底面標高はほぼ同じ高さである。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。詳細な時期は不明であるが、掘立柱建物跡と同じ理由で、平安時代の竪穴

住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高いと考える。

SA180（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ62・63、ＬＰ63グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、隣接するＳＩ36

竪穴住居跡の精査中にこれと切りあう柱穴プラン１基を検出した。周辺を精査したところ、第Ⅲ層中

位から第Ⅳ層上面のレベルで、火山灰を含んだ黒褐色土を主体とする小形の円形プラン４基が同一方

向に並ぶことを確認し、柱穴列として扱うこととした。検出当初はＳＡ144と一体となる掘立柱建物

跡の可能性も考えたが、軸線方向が異なるため別々の遺構とした。

〈重複関係〉　ＳＩ36竪穴住居跡と重複し、これより古い。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は全て単層で、確認平面において柱痕跡は検出されておらず、設置された柱

は抜去されたと推測する。

〈平面形〉　４基の柱穴が直線的に並び、全長約4.7ｍを測る。主軸方位は北から80°西へ偏する。柱

間寸法は北西から1.4ｍ・1.5ｍ・1.8ｍを測り、規則性は認められない。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径26～30㎝、確認面から底面までの深さ6～15㎝を測る。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。詳細な時期は不明であるが、掘立柱建物跡と同じ理由で、平安時代の竪穴

住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高いと考える。

SA181（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬＧ71・72、ＬＨ71グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、第Ⅲ層中位から

第Ⅳ層上面のレベルで、火山灰を含む黒褐色土を主体とする小形の円形プランを多数確認した。これ

らの中から同一方向に並ぶ６基について、柱穴列として扱うこととした。検出当初は隣接するＳＢ178
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掘立柱建物跡の一部と考えたが、柱間寸法が異なるためここでは別々の遺構とした。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は単層もしくは２層に分層可能なものがある。確認平面において柱痕跡は検

出されておらず、設置された柱は建物廃絶の際に抜去されたと推測する。

〈平面形〉　６基の柱穴が直線的に並び、全長約6.3ｍを測る。主軸方位は北から36°東へ偏する。柱

間寸法は北東から1.3ｍ・1.3ｍ・1.2ｍ・1.1ｍ・1.5ｍを測り、1.3ｍを基準としたものが一部不規則になっ

ていると考えられる。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径24～31㎝、確認面から底面までの深さ7～30㎝を測る。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。詳細な時期は不明であるが、掘立柱建物跡と同じ理由で、平安時代の竪穴

住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高いと考える。隣接するＳＢ178掘立柱建物跡とは主軸方位

が共通しており、柱間寸法は整合しないが、本柱穴列が建物の庇部分を構成する可能性も十分考えら

れる。

SA182（第106図）

〈位置・確認状況〉　ＬＨ73、ＬＩ72・73グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、第Ⅲ層中位から

第Ⅳ層上面のレベルで、火山灰を含む黒褐色土を主体とする小形の円形プランを多数確認した。これ

らの中から同一方向に並ぶ４基について、柱穴列として扱うこととした。検出当初は隣接するＳＢ178

掘立柱建物跡の一部と考えたが、建物とは柱間寸法が異なることから、前出のＳＡ181柱穴列と同様

の理由でここでは別々の遺構とした。

〈重複関係〉　Ｐ２がＳＫＰ100柱穴様ピットと重複し、これより新しい。

〈堆積土〉　柱穴の堆積土は単層もしくは２層に分層可能なものがある。確認平面において柱痕跡は検

出されておらず、設置された柱は建物廃絶の際に抜去されたと推測する。

〈平面形〉　４基の柱穴がほぼ等間隔で直線的に並び、全長約2.8ｍを測る。主軸方位は北から37°東

へ偏する。柱間寸法は北東から1.0ｍ・0.9ｍ・0.9ｍを測り、約0.9ｍが基準であったと考えられる。

〈柱穴〉　円形平面を基調とし、直径24～34㎝、確認面から底面までの深さ10～17㎝を測る。

〈遺物〉　柱穴から遺物は出土しなかった。

〈時期〉　柱穴内堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、火山灰降下以後に廃絶

されたことは確実である。詳細な時期は不明であるが、掘立柱建物跡と同じ理由で、平安時代の竪穴

住居群とほぼ同時期に存在した可能性が高いと考える。隣接するＳＢ178掘立柱建物跡とは主軸方位

が共通しており、柱間寸法は整合しないが、本柱穴列についてもＳＡ182と同様、建物の庇部分を構

成する可能性も十分考えられる。
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（３）溝跡

SD01（第107図、図版50・66）

〈位置・確認状況〉　ＬＭ59～61、ＬＮ60～63、ＬＯ63・64グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

第Ⅲ層中位において火山灰を含む黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＤ02溝跡と接するが、確認平面で切り合い関係は認められず、同時に埋没したものと

推測する。ただし、後述するが構築時期は本溝跡の方が古いと考える。また、ＳＫ142土坑と平面で

わずかに重複しているが、同時に確認できなかったため新旧関係は不明である。北側および南側では

確認調査時のトレンチによって上部を削平されており、南端部は現代の撹乱により失われている。

〈堆積土〉　６層に分層した。３か所で土層を観察したが、最も南側のＣ断面では下部の堆積状況が異

なっている。１層は黒色土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含み、埋め戻しによる堆

積と考える。２層は黒色土を主体として火山灰は含まない。３層は黒色土に粗砂を含み、流水により

自然堆積したと推測する。４層は黒色土に小径地山土塊と粗砂を少量含み、壁面崩落と流水による自

然堆積と考える。５・６層は南側のＣ断面に見られる土層で、黒色土を主体として地山土塊を多く含み、

溝掘削直後の埋め戻しによる堆積と推測する。

〈平面形・規模〉　平面形はほぼ直線状で、主軸方位は北から22°西へ偏する。残存部は全長21.8ｍ、

幅は45～90㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、ほぼ平坦である。壁の立ち上がりは、下部が急角

度となっており、中部で強く屈曲して上部は緩やかに外傾する。壁の強い屈曲は、溝の掘り直しに

よって形成された可能性もあろう。確認面から底面までの深さは、深いところで46㎝、浅いところで

28㎝を測る。

〈出土遺物〉　主として１層の人為堆積土中から、土師器甕破片115点（477.9ｇ）・坏破片２点（4.9ｇ）・

羽口破片１点（27.5ｇ）・鉄滓２点（9.2ｇ）・石匙１点（8.6ｇ）が出土した。これらの遺物は埋め戻

しの際に混入した可能性が高い。

　第108図１は内面黒色処理の施された土師器坏破片で、内面には丁寧なミガキが観察できる。２は

羽口の先端部破片で、表面全体がガラス質化している。

〈時期〉　本溝跡は上部が人為的な埋め戻しにより、下部が火山灰を含まない自然堆積により埋没して

おり、火山灰降下以前に構築され開口の状態で機能していたと推測する。また、火山灰降下時には溝

中にも火山灰主体の土が堆積したと考えられるが、そのような堆積状況は認められておらず、溝に溜

まった火山灰は除去され、溝底面が更新されたものと推測する。ところでＳＤ02の堆積土はＳＤ01の

上部堆積土と同じで、同時に埋没した可能性が高く、またＳＤ01の１層下端標高とＳＤ02の底面標高

がほぼ共通することから、ＳＤ01溝底面の更新と同時に、ＳＤ02が分岐する形で掘削されたと想定する。

溝の廃絶は火山灰降下以降であり、ＳＤ02と同時に人為的に埋め戻されたものと考える。

SD02（第107図、図版50）

〈位置・確認状況〉　ＬＭ・ＬＮ・ＬＯ60グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅱ層で火

山灰を含む黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＤ01と接し、埋没時期は同時と考えられる。ただしＳＤ01の項で述べたように、本溝
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跡の方が新しく構築された可能性がある。なお、西側は確認調査時のトレンチにより失われている。

〈堆積土〉　２層に分層した。１層は黒色土に小径軽石粒を多量に含み、埋め戻しによる堆積と考える。

２層は黒色土と大径地山土塊の混合土に軽石粒を多く含む。溝北縁の段状部分にのみ観察される層で、

溝の構築直後に壁面ラインを調整するため埋め戻した土と考える。

〈平面形・規模〉　平面形はほぼ直線状で、主軸方位は北から79°西へ偏する。残存部の全長は7.9ｍ、

幅は45～70㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中にあり、地山面まで達していない。底面はほぼ平坦である。確認面

から底面までの深さは、深いところで22㎝、浅いところで18㎝である。

〈出土遺物〉　１層から土師器甕破片30点（241.5ｇ）、鉄滓１点（206.7ｇ）が出土した。これらの遺

物は埋め戻しの際に混入した可能性が高く、器形不明の小破片であるため、特に図示していない。

〈時期〉　ＳＤ01の項で述べたとおり、本溝跡は十和田ａ火山灰降下以降にＳＤ01から分岐する形で構

築され、同時に埋没したものと考えられる。

SD50（第108図、図版52）

〈位置・確認状況〉　ＬＩ65、ＬＪ65・66グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中

位で多量の軽石粒と少量の地山土塊を含む黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。また後述

するＳＤ71溝跡とは平行している。

〈重複関係〉　ＳＫＰ78・110柱穴様ピットと重複する。ＳＫＰ78より古く、ＳＫＰ110より新しい。ま

た北西側は確認調査時のトレンチにより失われている。

〈堆積土〉　黒色土を主体として地山土塊と多量の軽石粒を含む単一層である。人為堆積の可能性が高

い。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から58°西へ偏する。残存部は全長6.8ｍ、幅

18～29㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層にあり、地山面までは達していない。底面は緩く窪み、壁の立ち上が

りは不明瞭で緩やかに外傾する。検出面から底面までの深さは、最深部で５㎝を測る。

〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片１点（7.1ｇ）が出土した。埋没時に混入した可能性が高い。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な時期は不明であるが、いくつかの竪穴住居跡と主軸方位が整合すること

から、平安時代に構築されたものと考えられる。ＳＤ71溝跡と並行し、非常に浅く掘形も不明瞭であり、

畑畝跡の可能性もあろう。

SD54（第108図、図版51）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ71・72、ＬＭ68～71、ＬＮ69・70グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、

直下の第Ⅲ層中位で軽石粒を含んだ黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ166竪穴住居跡、ＳＤ56溝跡と重複し、本溝跡の方が新しい。北東端は浅くなっており、

上部の削平により消失している。

〈堆積土〉　２層に分層した。５か所で土層を観察したが、混入物や締まりに若干の差異が認められる
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第107図　SD01・02溝跡平断面図・出土遺物図

SD01土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ1～2㎜火山灰5%

2 黒色（10YR1.7/1） SiL 1 2 なし

3 黒色（10YR1.7/1） SiL 1 2 φ0.5～1㎜粗砂20%

4 黒色（10YR1.7/1） SiL 1 2 φ10～15㎜地山土塊20%、粗砂微量

5 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ5～30㎜地山土塊25%

6 黒色（10YR2/1） SiL 1 2 φ30～50㎜地山土塊50%

SD02土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒色（10YR2/1） SiL 1 3 φ1～3㎜火山灰30%

2 黒色（10YR2/1） SiL 2 3
φ5～20㎜地山土塊50%、
φ1～3㎜火山灰20%
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程度で、ほぼ同時に堆積したと考えられる。１層は黒褐色土を主体として小径軽石粒を含み、南側の

屈曲部付近では地山土塊を多く混入する。埋め戻しによる堆積と推測する。２層は黒色土に小径軽石

粒をわずかに含み、溝機能時に自然堆積した可能性がある。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、南西側でほぼ直角に屈曲する。主軸方位は北から38°東へ偏す

る。残存部は全長20.3ｍ（屈曲部以北16.7ｍ・以南3.6ｍ）、幅は18～35㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中にあり、地山（第Ⅳ層）には達していない。底面は平坦で、壁の立

ち上がりはほぼ垂直である。確認面から底面までの深さは浅いところで13㎝、深いところで24㎝を

測る。なお、屈曲部の底面において柱穴１基を検出した。

〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片４点（33.5ｇ）・礫１点（482ｇ）・縄文土器破片１点（11.0ｇ）

が出土した。これらは埋没時に混入した可能性が高い。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な帰属時期は不明であるが、竪穴住居群と主軸方位が整合することから、

これらに付随する区画溝の可能性が高いと考える。

SD56（第108図、図版51）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ71グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位において、

白色軽石粒を含む黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。また検出段階で、隣接するＳＤ54

溝跡に切られることも併せて確認した。

〈重複関係〉　ＳＤ54溝跡と重複し、本溝跡の方が古い。

〈堆積土〉　２層に分層した。２か所で土層を観察し、大きな差異は認められなかった。１層は小径軽

石粒を含む黒褐色土で、埋め戻しによる堆積と考える。２層は黒色土に小径白色軽石粒をわずかに含

み、溝機能時の自然堆積土と考える。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から49°西へ偏する。ＳＤ54溝跡にほぼ直交し、

接点より北西側には続いていない。全長2.7ｍ、幅38～60㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中にあり、地山（第Ⅳ層）には達していない。確認面から底面までの

深さは浅いところで16㎝、深いところで22㎝を測り、北西から南東に向かって徐々に浅くなっている。

壁の立ち上がりは急角度である。

〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片１点（1.9ｇ）・縄文土器破片２点（8.7ｇ）が出土した。これ

らは埋没時に混入した可能性が高い。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な帰属時期は不明であるが、隣接するＳＤ54溝跡と同様に、区画溝の可能

性が高いと考える。

SD71（第108図、図版52）

〈位置・確認状況〉　ＬＩ64、ＬＪ64・65グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中

位で多量の軽石粒と少量の地山土塊を含む黒色土の帯状プランとして全体形状を確認した。また先述

したＳＤ50溝跡とは平行している。
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第108図　SD50・54・56・71・81・82・83溝跡平断面図

SD50土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ1～5㎜火山灰10％、φ1～10㎜地山塊5％、φ5㎜炭化物粒3％

SD71土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3 φ1～5㎜火山灰10％、φ1～10㎜地山塊７％、φ5㎜炭化物粒3％

SD81・82・83土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 にぶい黄橙色（10YR7/3） L 2 1 黒色土(10YR2/1)10%

SD54　AーA＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 3
φ5～30㎜地山塊20％、
φ1～3㎜火山灰1％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～2㎜火山灰1％

SD54　BーB＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 3
φ5～10㎜地山塊3％、
φ1～3㎜火山灰3％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～2㎜火山灰1％

SD54　CーC＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 3
φ5～30㎜地山塊20％、
φ1～3㎜火山灰1％

2 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～2㎜火山灰1％

SD54　DーD＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 4 φ1～10㎜火山灰3％
2 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～2㎜火山灰1％

SD56　DーD＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 4 φ1～5㎜火山灰5％
2 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～3㎜火山灰1％

SD54　EーE＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 4 φ1～10㎜火山灰3％
2 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ1～2㎜火山灰1％

SD56　ＦーＦ＇土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒褐色(10YR3/1) SiL 2 4 φ1～5㎜火山灰5％
2 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～3㎜火山灰1％
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〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　黒色土を主体として地山土塊と多量の軽石粒を含む単一層である。人為堆積の可能性が高

い。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から54°西へ偏する。北西側は徐々に浅くなり、

上部は削平により失われている。残存部は全長5.1ｍ、幅は20～33㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層にあり、地山面までは達していない。底面は緩く窪み、壁の立ち上が

りは不明瞭で緩やかに外傾する。検出面から底面までの深さは、最深部で６㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な時期は不明であるが、平行するＳＤ50と同じ理由で、平安時代に構築さ

れたものと考えられる。畑畝跡の可能性もあろう。

SD81（第108図、図版52）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ61グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅱ層で地山土塊と黒

色土の混合土からなる帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。上部は削平されており、全体形状は失われたものと考えられる。

〈堆積土〉　地山土塊を主体とした黒色土との混合土で、軽石粒を多く含んでいる。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から５°西へ偏する。全長1.2ｍ、幅は24㎝を

測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層にあり、地山面までは達していない。底面は緩く窪み、壁の立ち上が

りは不明瞭で緩やかに外傾する。検出面から底面までの深さは、最深部で３㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な時期は不明であるが、ＳＤ82・83溝跡と並行し、非常に浅く掘形も不明

瞭で、畑畝跡の可能性が考えられる。

SD82（第108図、図版52）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ61グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅱ層で地山土塊と黒

色土の混合土からなる帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。南側が現代の撹乱により破壊されている。

〈堆積土〉　地山土塊を主体とした黒色土との混合土で、軽石粒を多く含んでいる。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から２°西へ偏する。残存部の全長は1.2ｍ、幅

は20㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層にあり、地山面までは達していない。底面は緩く窪み、壁の立ち上が

りは不明瞭で緩やかに外傾する。検出面から底面までの深さは、最深部で４㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没
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したのは確実である。詳細な時期は不明であるが、ＳＤ81・83溝跡と並行し、非常に浅く掘形も不明

瞭で、畑畝跡の可能性が考えられる。

SD83（第108図、図版52）

〈位置・確認状況〉　ＬＮ・ＬＯ61グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅱ層で地山土

塊と黒色土の混合土からなる帯状プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　地山土塊を主体とした黒色土との混合土で、軽石粒を多く含んでいる。

〈平面形・規模〉　平面形は直線状で、主軸方位は北から５°西へ偏する。残存部の全長は0.5ｍ、幅

は18㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層にあり、地山面までは達していない。底面は緩く窪み、壁の立ち上が

りは不明瞭で緩やかに外傾する。検出面から底面までの深さは、最深部で６㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。詳細な時期は不明であるが、ＳＤ81・82溝跡と並行し、非常に浅く掘形も不明

瞭で、畑畝跡の可能性が考えられる。

（５）土坑

SK10（第109図、図版53）

〈位置・確認状況〉　ＬＯ59グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅱ層で地山土塊と火

山灰を含む黒色土の円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　大径地山土塊と軽石粒を少量含む黒色土の単一層で、埋め戻しによる堆積の可能性が高い

と考える。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を基調とし、主軸方位は北から67°東へ偏する。長軸98㎝、短軸

90㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中にあり、地山（第Ⅳ層）までは達していない。底面はほぼ平坦で、

壁は西側で緩く、東側が急角度で立ち上がる。確認面からの底面までの深さは14㎝である。

〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片３点（44.1ｇ）、底面直上から土師器甕破片５点（61.5ｇ）

が出土した。遺物は底面付近に多く出土しており、埋め戻しの際に意図的に置かれた可能性もあろう。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を多量に含み、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。意図的な遺物の廃棄と埋め戻しによる堆積が推測されることから、本土坑は墓

であった可能性が考えられる。

SK32（第109図、図版53・66）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ・ＬＭ68グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地

山土塊と火山灰を含む黒色土の円形プランとして全体形状を確認した。また、検出段階でＳＩ11竪穴
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住居跡を切ることも併せて確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ11・166竪穴住居跡と重複し、本土坑の方が新しい。また北側では現代の撹乱によ

り一部破壊されている。

〈堆積土〉　軽石粒と地山土粒を少量含む黒色土の単一層である。底面直上からは土師器甕などの遺物

が多く出土しており、人為的な埋め戻しの様相を呈する。

〈平面形・規模〉　平面形は楕円形を基調とし、主軸方位は北から78°西へ偏する。長軸は176㎝、短

軸は147㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面はＳＩ11の堆積土中にあり、平坦で固く締まっている。確認面から底面までの

深さは９㎝を測る。壁の立ち上がりは緩やかに外傾する。

〈出土遺物〉　底面直上付近で土師器甕破片60点（583.9ｇ）・礫４点（76.4ｇ）・動物骨小破片が多数

出土した。土師器甕は最小で４個体が確認されている。第109図１は土師器大形甕の口縁部破片で、

口縁部が短くわずかに外反する器形をなし、外面に縦方向のケズリ、内面に横方向のヘラナデ、口縁

部内外面の外反した狭い幅にヨコナデが施されている。２は底部破片で、底部端までケズリが施され、

底面全体に粗い砂粒が付着している。動物骨は南壁際にまとまって出土しており、種別不明ではある

が鳥類骨が同定されている（第５章第４節参照）。これらの遺物は埋め戻しの際に意図的に置かれた

ものと考えられる。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。意図的な遺物の廃棄と埋め戻しによる堆積が推測されることから、本土坑は土

坑墓の可能性が考えられる。

SK34（第109図、図版53）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ67・68グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で火山

灰を含む黒色土の円形プランとして全体形状を確認した。また、検出段階でＳＫＰ33柱穴様ピットに

切られることも併せて確認した。

〈重複関係〉　ＳＫＰ33柱穴様ピットと重複し、本土坑の方が古い。

〈堆積土〉　小径軽石粒を少量含む黒色土の単一層である。固く締まっており、人為堆積の可能性が高

いと考える。

〈平面形・規模〉　南側をＳＫＰ33に切られるが、平面形は円形を基調とし、主軸方向は北から80°東

へ偏する。残存部の長軸は113㎝、短軸は88㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、ほぼ平坦である。確認面から底面までの深さは９㎝

を測る。壁の立ち上がりは不明瞭で、急角度で外傾している。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

SK52（第109図、図版53）

〈位置・確認状況〉　ＬＪ69・70グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で地山
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第109図　SK10・32・34・52・55土坑平断面図・出土遺物図

SK10土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色（10YR2/1） SiL 2 2 φ5～20㎜地山土塊10%、φ1～5㎜火山灰10%

SK32土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色（10YR2/1） SiL 2 2 φ1～10㎜地山土粒1%、φ1～5㎜火山灰2%

SK34土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 4 φ1～3㎜火山灰3％ SK55土層注記

層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 にぶい黄褐色(10YR4/3) SiL 2 4 φ1～5㎜火山灰3％、φ1～5㎜白色粘土粒5％
2 黒色(10YR2/1) SiL 2 3 φ1～5㎜火山灰1％、φ10～30㎜白色粘土塊1％
3 にぶい黄橙色(10YR7/4) HC 3 5 φ10～50㎜地山塊20％
4 黒色(10YR2/1) SiL 2 2 φ3～10㎜地山土塊3％、φ1～5㎜火山灰1％

SK52土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色(10YR2/1) SiL 2 4 φ1～７㎜火山灰3％、φ5～50㎜粘土塊5％
2 黄褐色(2.5Y5/3) HC 3 5 φ1～5㎜黒色土粒1％
3 黒色(10YR1.7/1) SiL 2 5 φ1～3㎜火山灰1％
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土塊と火山灰を少量含む黒色土の楕円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。東側は撹乱により失われている。

〈堆積土〉　３層に分層した。１層は黒色土に大径粘土塊と小径軽石粒を少量含む。２層は黄褐色粘

土を主体とし、非常に固く締まっている。３層は黒色土に小径軽石粒を含み、底面に薄く堆積して

いる。２層は遺跡の基盤地山とは異質の火山灰由来土で、遺跡外から土が持ち込まれ、丁寧に貼ら

れている。

〈平面形・規模〉　東側が撹乱されているが、平面形は楕円形を基調とし、主軸方位は北から79°東へ

偏する。残存部の長軸は141㎝、短軸は68㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、若干凹凸が目立つ。確認面から底面までの深さは

15㎝を測る。壁は南側で急角度に、北側で緩やかに立ち上がる。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　底面直上の堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下

以後に構築されたと考えられるが、出土遺物無く詳細は不明である。本土坑は遺跡外から持ち込んだ

火山灰由来土を底面に貼る点で、非常に丁寧な作りと言える。土坑墓の可能性もあろう。

SK55（第109図、図版54・66）

〈位置・確認状況〉　ＬＮ69グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位でにぶい黄

褐色粘土主体の楕円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　４層に分層した。１層はにぶい黄褐色を、２・４層は黒色土を主体として軽石粒や粘土塊

を少量含む。３層はにぶい黄褐色粘土を主体として大径地山土塊を多く含み、非常に固く締まってい

る。この土は前述したＳＫ52の２層と同じで、遺跡外から火山灰由来土が持ち込まれ、丁寧に貼られ

たものである。他の堆積土も全て人為的に埋め戻された可能性が高いと考える。

〈平面形・規模〉　平面形は長方形を基調とし、主軸方位は北から50°西へ偏する。長軸は134㎝、短

軸は103㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、凹凸が目立つ。確認面から底面までの深さは38㎝

を測る。壁は比較的急角度で立ち上がる。

〈出土遺物〉　１層中から土師器甕破片３点（11.2ｇ）・縄文土器破片１点（15.3ｇ）、３層上面から土

師器甕破片13点（215.2ｇ）・石皿１点（2,020.0ｇ）が出土した。遺物は特に３層上面にまとまっており、

埋め戻しの際に意図的に置かれた可能性もあろう。第109図３は土師器大形甕の胴部破片で、外面に

縦方向のケズリ、内面に横方向のヘラナデが施されている。

〈時期〉　底面直上の堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下

以後に構築されたと考えられるが、出土遺物無く詳細は不明である。本土坑は前述のＳＫ52土坑と同

様の堆積状況を示しており、土坑墓の可能性もあろう。

SK77（第110図、図版54）

〈位置・確認状況〉　ＬＭ65・66、ＬＮ65・66グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ
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層中位で小径地山土塊を少量含む黒褐色土の円形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　２層に分層した。１層は黒褐色土に軽石粒を含み、２層は暗褐色土に少量の軽石粒と多量

の地山土塊を含んでいる。ともに埋め戻しによる人為的な堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を基調とし、主軸方位は北から90°東へ偏する。長軸は144㎝、短軸

は134㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）まで達し、ほぼ平坦である。確認面からの底面までの深さは

14㎝を測る。壁の立ち上がりは北西側で急傾斜となっているが、他は緩やかに外傾している。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

SK79（第110図、図版54）

〈位置・確認状況〉　ＬＩ64グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で軽石粒・

地山土塊・炭化物粒を含む黒褐色土の楕円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　黒褐色土に白色軽石粒・地山土塊・炭化物粒を少量含む単一層である。埋め戻しによる人

為的な堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　平面形は楕円形を基調とし、主軸方位は北から42°西へ偏する。長軸は72㎝、短

軸は60㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中位にあり、地山（第Ⅳ層）までは達していない。底面はほぼ平坦で、

確認面からの底面までの深さは10㎝を測る。壁の立ち上がりは緩やかである。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

SK80（第110図、図版54）

〈位置・確認状況〉　ＬＪ64グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で軽石粒と

地山土塊、炭化物粒を含む黒褐色土の楕円形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　黒褐色土に白色軽石粒・地山土塊・炭化物粒を少量含む単一層である。埋め戻しによる人

為的な堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　平面形は楕円形を基調とし、主軸方位は北から32°西へ偏する。長軸は69㎝、短

軸は46㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅲ層中位にあり、地山（第Ⅳ層）までは達していない。底面はほぼ平坦で、

確認面から底面までの深さは７㎝を測る。壁の立ち上がりは緩やかである。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。
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〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

SK98（第110図、図版55）

〈位置・確認状況〉　ＬＫ74・75グリッドに位置する。第Ⅰ層を除去した後、直下の第Ⅲ層中位で軽石

粒と地山土塊を含む黒色土の円形プランとして確認した。

〈重複関係〉　重複関係はない。

〈堆積土〉　３層に分層した。１層は黒色土を主体に大径地山土塊を多量に含む。２層は黒褐色土を、

３層は灰黄褐色土を主体として、地山土塊と第Ⅴ層由来の角礫を多量に含む。全て人為的な埋め戻し

による堆積と考えられる。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を基調とし、主軸方位は北から６°西へ偏する。規模は開口部が長軸

100㎝、短軸90㎝、中間部が長軸120㎝、短軸110㎝、底面は長軸78㎝、短軸70㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は砂礫層（第Ⅴ層）を深く掘り下げており、底面はほぼ平坦である。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、北西側壁面に２か所、掘削時の足場と考えられる窪みが確認された。この窪

みはレベル差があり、下の窪みを足場１（幅28㎝・奥行き20㎝・高さ27㎝）上の窪みを足場２（幅

26㎝・奥行き14㎝・高さ15㎝）とした。確認面から底面までの深さは２ｍを測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　上部堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に

埋没したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。本土坑は非常に深い掘り込みを伴い、

当初は井戸跡の可能性も考えたが、壁面および底面に滞水の痕跡は認められなかった。下部堆積土が

掘り上げた砂礫主体土で一気に埋め戻されており、掘り下げを途中で断念したのかもしれない。

SK128（第110図、図版55）

〈位置・確認状況〉　ＬＰ61グリッドに位置する。ＳＩ03・04の切り合いを確認するため交差部分を掘

り進めたところ、土層断面において両住居跡を切る土坑が掘られていることを確認した。

〈重複関係〉　ＳＩ03・04竪穴住居跡と重複し、本土坑の方が新しい。なお、東端部は確認調査時のト

レンチにより若干失われている。

〈堆積土〉　小径軽石粒と焼土塊をわずかに含む黒色土の単層で、人為的な埋め戻しによる堆積と考え

る。焼土塊はＳＩ04カマドを由来とするものであろう。

〈平面形・規模〉　平面形は円形を基調とし、北から77°東へ偏する。残存部の長軸は86㎝、短軸は

72㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）に達し、緩やかに窪んでいる。確認面から底面までの深さは

30㎝を測る。壁の立ち上がりは不明瞭で、北西側が急角度で、南東側が緩やかに外傾する。

〈出土遺物〉　堆積土中から土師器甕破片２点（39.2ｇ）が出土した。埋め戻しの際に混入した可能性

が高い。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実である。
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第110図　SK77・79・80・98・128・130・142土坑平断面図

SK77土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒～黒褐色(10YR2/1.5) SiL 2 4 φ5～10㎜火山灰5％
2 暗褐色(10YR3/3) SiL 3 5 φ5～10㎜火山灰7％、地山塊20％、黒色土3％

SK79土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3
φ1～5㎜火山灰10％、φ1～10㎜地山
土塊７％、φ5㎜炭化物粒3％

SK80土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物

1 黒褐色(10YR2/2) SiL 2 3
φ1～5㎜火山灰10％、φ1～10㎜地山
塊７％、φ5㎜炭化物粒3％

SK98土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色(10YR2/1) SiL 3 2 φ20～50㎜地山土塊40％、φ1～2㎜火山灰5％
2 黒褐色(10YR3/2) SiL 2 1 φ2～10㎜地山土塊20％、角礫多量
3 灰黄褐色(10YR4/2) SiL 1 1 φ2～10㎜地山土塊20％、角礫多量

SK128土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色（10YR2/1） SiL 2 2 φ1～10㎜焼土塊2%、φ1～10㎜火山灰20%

SK130土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 1 φ1～2㎜火山灰30%
2 黒～黒褐色（10YR2/1.5） SiL 1 1 φ1～2㎜火山灰10%

SK142土層注記
層 土色 土性 粘性 固さ 混入物
1 黒色（10YR2/1） SiL 3 1 φ1～10㎜地山土塊5%、φ1～2㎜火山灰3%
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SK130（第110図、図版55）

〈位置・確認状況〉　ＬＬ61グリッドに位置する。第Ⅲ層面では確認できず、薄く残っていた第Ⅲ層を

除去したところ、地山漸移層上で軽石粒を含む黒色土の楕円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　重複関係は無い。

〈堆積土〉　２層に分層した。ともに黒色土を主体として軽石粒を含み、１層の方が多く混入している。

人為的な埋め戻しによる堆積の可能性が高い。

〈平面形・規模〉　平面形は長楕円形を基調とし、主軸方位は北から43°西へ偏する。長軸204㎝、幅

は44～62㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は地山（第Ⅳ層）に達し、若干の凹凸が見受けられる。底面は緩やかに窪み、

壁の立ち上がりは不明瞭で、緩やかに外傾する。確認面から底面までの深さは12㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

SK142（第110図、図版55）

〈位置・確認状況〉　ＬＭ・ＬＮ61グリッドに位置する。第Ⅲ層面では確認できず、Ⅲ層を掘り下げた後、

地山漸移層上で小径地山土塊と軽石粒を少量含む黒色土の楕円形プランとして全体形状を確認した。

〈重複関係〉　ＳＤ01と西側でわずかに重複するが、同時に確認できなったため新旧関係は不明である。

なお、北側は木根の進入により一部撹乱を受けている。

〈堆積土〉　黒色土を主体として小径地山土塊と軽石粒を含む単層で、人為的な埋め戻しによる堆積と

考える。

〈平面形・規模〉　平面形は楕円形を基調とし、主軸方位は北から70°東へ偏する。長軸は136㎝、短

軸は106㎝を測る。

〈壁・底面〉　掘形底面は第Ⅳ層まで達し、底面はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは明瞭で、緩やか

に立ち上がる。確認面から底面までの深さは20㎝を測る。

〈出土遺物〉　遺物は出土しなかった。

〈時期〉　堆積土に十和田ａ火山灰起源と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、火山灰降下以後に埋没

したのは確実であるが、出土遺物無く詳細は不明である。

（５）柱穴様ピット（付図、第３・４表）

　柱穴様ピットは、全体で105基検出した。これらのピットのうち32基は掘立柱建物跡と柱穴列に含

まれるものである。残りのピットについては、建物や柱穴列等の構造物は復元できず、単独で扱うこ

とにする。

　柱穴様ピットの堆積土は全て十和田ａ火山灰と考えられる軽石や砂粒を含んでおり、竪穴住居群が

展開した時期に構築されたものと考えられる。ピットの多くは直径30㎝程度の小規模なものであるが、

ＳＫＰ33（第109図掲載）は例外的に規模が大きく、長軸113㎝、短軸89㎝、確認面から底面までの

深さ80㎝を測る。周辺部を精査したが同じ規模の柱穴は無く、単独で機能したと考えられる。柱痕跡
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も確認されており、墓標など大形の標柱を設置した可能性もあろう。

　個々の柱穴様ピットは付図にのみ掲載しており、規模や堆積土などの属性については第３・４表に

提示する。

番号 地区 平面形
長径
(㎝)

短径
(㎝)

深さ
(㎝)

底面標高
（ｍ）

土色 土性 粘性 固さ 混入物
帰属
建物等

新旧関係
新＞旧

遺物

SKP18 LN63･64 円形 <26> <20> 13 73.326
1: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 2 1～3火粒1％

－ － 土3点45.6g
2: 黒色土(10YR2/1) SiL 2 4 5～10地粒1％、1～2火粒2％

SKP19 LM63・64 円形 38 34 9 73.394 黒色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒5％、1～5火粒1％ － － －

SKP20 LM63 円形 32 28 9 73.396 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 5～10地粒1％、1～5火粒2％ － － －

SKP24 LG72 円形 31 28 30 73.872 黒色土(10YR1.7/1) SiL 3 3 1～3火粒5％ SA181 － －

SKP25 LG72 円形 29 24 12 73.846 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 2～3地塊1％、1～3火粒5％ SA181 － －

SKP26 LG71･72 円形 30 26 16 73.836 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA181 － －

SKP27 LG71 円形 25 24 15 73.832 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA181 － －

SKP28 LH71 円形 30 29 7 73.858 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA181 － －

SKP29 LG72 円形 40 39 35 73.692 黒色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒2％ SB178 － －

SKP30 LG･LH72 円形 40 28 51 73.420 黒色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒2％ － － －

SKP33 LK67 円形 112 86 93 73.298

1: 黒色土(10YR2/1) SiL 2 4 1～30地塊5％、1～5火粒3％

－ ＞SK34 土5点15.7g

2: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 1～20地塊15％、1～3火粒1％

3: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 1 1～20地塊10％、1～3火粒1％

4: 黒色土(10YR1.7/1) SiCL 3 1 1～5地粒3％、1～3火粒1％

5: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 5 1～100地塊20％、1～3火粒2％

SKP35 LJ・LK68 円形 (44) (40) 15 74.117 黒色土(10YR2/1) SiL 2 3 1～5火粒2％ － － －

SKP40 LJ68 円形 38 17 41 73.848
1: にぶい黄褐色土(10YR4/3) LS 1 3 1～5火粒70％

－ － －
2: 黒褐色土(10YR3/1) SL 1～2 1 1～5火粒30％

SKP41 LM63 円形 27 24 2 73.471 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～15地粒5％、1～5火粒2％ － － －

SKP42 LN63 円形 32 28 16 73.279 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 5～12地粒3％、1～5火粒2％ － ＞SKP43 －

SKP43 LN63 円形 <36> <26> 22 73.188 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 5地粒1％、5火粒1％ － ＜SKP42 －

SKP44 LM63 円形 38 36 38 73.240 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒1％、1～5火粒5％ － － －

SKP45 LM63 円形 51 42 19 73.464 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒1％、1～5火粒5％ － － －

SKP46 LL63 円形 28 22 12 73.549 黒色土(10YR2/1) SiL 3 2 5～10地粒2％、1～5火粒1％ － － －

SKP47 LL64 円形 32 32 34 73.581 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 15～20地塊3％、1～5火粒3％ － － －

SKP48 LN63 円形 27 24 10 73.368 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 5地粒1％、5火粒1％ － － －

SKP53 LK69 円形 37 36 40 73.758 黒色土(10YR2/1) SiL 2 2 5～20地塊5％、1～5火粒3％ SA179 － －

SKP57 LL70 円形 48 38 34 73.692 黒色土(10YR2/1) SiL 2 2 5～20地塊5％、1～5火粒3％ SA179 － －

SKP58 LJ72 円形 36 34 24 73.786 － SiL 3 3 － - ＞SI23 －

SKP59 LL70 円形 38 32 27 73.718 黒色土(10YR2/1) SiL 2 2 5～20地塊5％、1～5火粒3％ SA179 － －

SKP60 LL70 円形 38 30 18 73.788 黒色土(10YR2/1) SiL 2 2 5～20地塊5％、1～5火粒3％ SA179 － 石1点18.5g

SKP61 LH71・72 円形 30 26 12 73.833 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒2％ SB178 － －

SKP62 LH71 円形 40 40 8 73.796 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒2％ SB178 － －

SKP63 LG･LH73 円形 30 26 24 73.765 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 － －

SKP64 LH･LI71 円形 36 32 15 73.702 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒2％ SB178 － －

SKP65 LH73 円形 35 34 29 73.693 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 － －

SKP66 LH73 円形 30 26 17 73.778 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 ＞SKP133 －

SKP67 LI72 円形 29 26 25 73.655 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 － －

柱穴様ピット観察表  凡例

※「長径」は柱穴の中心を通過する最も長い箇所を㎝単位で記入している。

切り合い等により全体が残存していない場合、残存部の最大値を（　）付きで記入している。

全体の半分以上失われている場合、残存部からの推定値を〈　〉付きで記入している。

計測不能の場合、「－」と記入している。

※「短径」は長径に直交するラインで最大値を測る箇所を㎝単位で記入している。

切り合いがある場合等は、長径の項と同様に記入している。

※「深さ」は確認面と底面最深部の差を㎝単位で記入している。

計測漏れがある場合、「－」と記入している。

※「土色」・「土性」・「粘性」・「固さ」は、他遺構の土層注記と同じ記載方法による。

※「混入物」は直径・種類・構造・混入量の順に省略して記入している。

５～20は直径５～20㎜の意味で、全て㎜単位で換算で記入している。

混入物の種類は「地」山土、「焼」土、「炭」化物、「火」山灰のように、頭文字で省略して示している。

混入物の構造は「粒」状構造、「塊」状構造のように、頭文字で省略して示している。

混入量は％で表示している。

記録漏れがある場合、「－」と記入している。

※「帰属建物等」は、帰属する掘立柱建物跡（ＳＢ）もしくは柱穴列（ＳＡ）の番号を記入している。

帰属関係が無い場合は「－」を記入している。

※「新旧関係」には切り合う遺構との新旧関係を、不等号で示している。 

Ａと切り合いこれより新しい場合は　＞Ａ　これより古い場合は　＜Ａ　と記入している。

他の遺構との新旧関係が無い場合は「－」と記入している。

※「出土遺物」には遺物の種類を省略して示し、種類毎の総点数と総重量を記入している。

出土遺物の種類は「石」器、「土」師器のように、頭文字で省略して示している。

第３表　柱穴様ピット観察表（１）
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第４表　柱穴様ピット観察表（２）

番号 地区 平面形
長径
(㎝)

短径
(㎝)

深さ
(㎝)

底面標高
（ｍ）

土色 土性 粘性 固さ 混入物
帰属
建物等

新旧関係
新＞旧

遺物

SKP68 LI72 円形 36 34 15 73.826 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 － －

SKP70 LH･LI73 円形 24 22 10 73.900 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA182 － －

SKP72 LK66 円形 78 66 23 73.875

1: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 4 3～5地塊1％、1～5火粒2％

－ ＞SKP73 －2: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 5～15地塊2％、1～5火粒1％

3: 黒色土(10YR1.7/1) SiL 3 3 1～5地塊10％

SKP73 LK66 円形 (51) (50) 14 73.930 黒褐色土(10YR2/2.5) SiL 3 4 1～5地塊1％、1～5火粒1％ － ＜SKP72･74 －

SKP74 LK･LL66 円形 52 42 26 73.817
1: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～12地粒2％、5～10炭粒1％、1～5火粒1％

－ ＞SKP73 －
2: 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 5～10地塊5％

SKP75 LK66 円形 50 35 20 73.929 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP76 LK66 円形 38 36 － －
1: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 10～20地塊3％、5～12炭粒2％、1～5火粒20％

－ － －
2: 暗褐色土(10YR3/3) SiL １ 4 20～50地塊30％

SKP78 LI65 円形 42 34 23 73.993 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～10地塊5％、1～5火粒2％ － ＞SD50 土1点3.6g

SKP84 LN･LO62 円形 46 40 42 72.965 黒色土(10YR2/1) SiL 1 3 1～5火粒30％ － － －

SKP85 LN62 円形 28 26 36 72.151 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 1 2 1～5火粒20％ － － －

SKP86 LN62 円形 35 32 37 72.155 黒色土(10YR2/1) SiL 1 3 1～3火粒20％、地粒微量 － － －

SKP87 LM62 円形 34 32 36 72.339 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 1 3 1～5火粒30％、地粒微量 － － 土3点14ｇ

SKP88 LM61 円形 40 34 41 72.095 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 1 1 1～3火粒20％ － － 土2点20.1g

SKP89 LN61 円形 40 35 54 72.818 － － － － － － － 石1点21.5g

SKP91 LI73 円形 26 23 12 73.806 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA182 ＞SKP100 －

SKP92 LI73 円形 34 28 14 73.786 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA182 － －

SKP93 LI72 円形 27 26 17 73.761 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA182 － －

SKP94 LI72 円形 26 23 8 73.855 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ － － －

SKP95 LI72 円形 27 24 15 73.820 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～2火粒3％ － － －

SKP96 LI72 円形 24 20 9 73.861 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～2火粒3％ － － －

SKP97 LI73 円形 32 30 8 73.810 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～2火粒3％ － － －

SKP99 LI72 円形 23 18 6 73.866 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ － － －

SKP100 LI73 円形 (34) (28) 27 73.702 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～2火粒3％ － ＜SKP91 －

SKP101 LL67 円形 36 31 － － 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 4 5～10地塊2％、1～5炭粒1％、5火粒2％ － － －

SKP102 LK66 円形 52 41 19 73.915 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 10～20地塊3％、5～12炭粒2％、1～5火粒20％ － － －

SKP103 LJ･LK66 円形 38 30 18 73.756 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 3～5地塊1％、5～10火粒2％ － － －

SKP104 LJ65 円形 42 40 43 73.792
1: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 1～3火粒1％

－ － －
2: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 1～3地塊2％、5炭粒2％、5火粒2％

SKP106 LM66 円形 32 (24) 31 73.589
1: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 5～15地塊3％、5炭粒2％、5火粒30％

－ － －
2: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～20地塊1％

SKP107 LL66 円形 18 18 3 73.870 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － 石1点2.2g

SKP108 LK66 円形 (32) 34 28 73.872 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 5～10地塊2％、5～10炭粒1％、1～5火粒2％ － ＜SI13 －

SKP109 LJ65 円形 40 30 13 73.792 黒褐色土(10YR2/2) SiL １ 3 5～10地塊2％、1～5焼粒1％、５火粒1％ － － －

SKP110 LI65 円形 30 22 8 73.957 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 4 1～5地塊1％、1～5火粒3％ － ＜SD50 土1点1.6g

SKP111 LM66 円形 14 12 15 73.752 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 4 1～3火粒1％ － － 土1点3.8g

SKP112 LO65 円形 30 30 16 73.024 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～10地塊2％ － ＜SI49 －

SKP113 LO65 円形 26 24 20 73.008 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～10地塊2％ － ＜SI49 －

SKP115 LN・LO65 円形 62 (54) － －
1: 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～15地塊10％

－ ＜SI16･49 －
2: 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 10～20地塊15％

SKP116 LJ70 円形 32 31 18 73.880 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP117 LJ70 円形 26 25 11 73.990 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP118 LI･LJ70 円形 32 31 22 73.890 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP119 LI･LJ70 円形 25 24 17 73.920 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP120 LJ69･70 円形 26 26 2 74.011 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP127 LQ60 円形 14 11 6 72.745 黒褐色土(10YR2/2) SiL 1 3 1～2火粒2％ － ＞SI04 －

SKP129 LQ59･60 円形 30 26 19 72.812 黒色土(10YR2/1) SiL 2 3 1～2火粒15％ － － －

SKP131 LG72 円形 24 20 9 73.833 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～2火粒3％ SA181 － －

SKP132 LG72 円形 28 24 8 73.781 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 3 3 1～2火粒3％ SB178 － －

SKP133 LH73 円形 (30) (22) 14 73.785 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～2火粒3％ － ＜SKP66 －

SKP134 LI72 円形 42 26 12 73.811 黒褐色土(10YR2/2) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP135 LJ72 円形 34 29 11 73.864 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP136 LJ72 円形 34 34 13 73.842 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP137 LJ72 円形 32 28 27 73.676 黒色土(10YR2/1) SiL 3 4 1～3火粒5％ － － －

SKP138 LJ71 円形 39 31 16 73.852 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP139 LJ71 円形 38 36 14 73.933 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP140 LJ71 円形 26 24 13 73.945 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP147 LK70 円形 36 28 21 73.765 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP148 LK･LL70 円形 <27> <26> 16 73.910 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － －

SKP149 LK69 円形 28 24 15 73.785 黒色土(10YR2/1) SiL 2 2 5～20地塊5％、1～5火粒3％ SA179 － －

SKP150 LK69 円形 26 23 21 73.845 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～5地塊1％、1～3火粒2％ － － 土1点8.2g

SKP158 LJ70 円形 20 19 12 73.943 黒色土(10YR2/1) SiL 3 3 1～3火粒2％ － － －

SKP159 LP64 円形 <22> <20> 29 72.878 － － － － － － ＞SI38､＜SI37 －

SKP160 LL・LM65 円形 36 23 12 73.611 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒5％、1～5火粒1％ － － －

SKP161 LM65 円形 32 30 17 73.549 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒5％、1～5火粒1％ － － －

SKP162 LM65 円形 28 26 19 73.500 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒5％、1～5火粒1％ － － －

SKP163 LM65 円形 33 32 18 73.472 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 10～12地粒5％、1～5火粒1％ － － －

SKP168 LK67・68 円形 38 27 22 73.795 黒褐色土(10YR2/2) SiL 2 3 10～20地塊3％、5～12炭粒2％、1～5火粒2％ － － －

SKP170 LQ62 円形 22 20 11 72.650 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 1 1～3地塊5％、1火粒30％ SA144 － －

SKP171 LP62 円形 26 22 14 72.708 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 1 3～10地塊10％、1～2火粒15％ SA144 － －

SKP172 LP62 円形 28 26 16 72.715 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 1 2～10地塊10％、1～3火粒15％ SA144 － －

SKP173 LP63 円形 28 24 11 72.734 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 2 2～5地塊10％、1～3火粒20％ SA180 － －

SKP174 LP63 円形 26 26 9 72.788 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 3～10地塊50％、1～5火粒20％ SA180 － －

SKP175 LP62・63 円形 <32> <28> 6 72.828 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 5～10地塊10％、1～3火粒10％ SA180 ＞SI36 －

SKP176 LP63 円形 26 22 9 72.784 黒～黒褐色土(10YR2/1.5) SiL 2 3 2～10地塊5％、1～3火粒1％ － － －

SKP177 LO62・63 円形 30 26 15 72.753 黒色土(10YR2/1) SiL 3 1 2～5地塊5％、1～3火粒1％ SA180 － －

第４章　調査の記録
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２　遺構外出土遺物

　遺構外では土師器甕破片1,294点（7,657.3ｇ）・土師器坏破片５点（20.5ｇ）・須恵器壺破片２点

（24.1ｇ）・器種不明の鉄製品４点（19.7ｇ）・製鉄関連遺物17点（248.0ｇ）が出土した。これらの殆

どは遺構分布域の表土中に混入していた。遺物構成は竪穴住居跡等遺構内出土遺物とほぼ同じであり、

多くは本来遺構中に包含されていたものが削平により表土中に紛れ込んだと考えられる。遺構外出土

の土器・鉄製品については特に言及すべきものが無いため、個別の記述と掲載を割愛した。

　ここでは遺構内出土分も含め、製鉄関連遺物について述べることにする。製鉄関連遺物は遺構内外

出土分を合わせて38点（1,134.8ｇ）あり、土師器の出土量と比較すると非常に少ないと言える。遺

物の内訳としては、炉壁・炉内滓・流動滓・羽口の破片があり、製錬系遺物と鍛冶系遺物が混在して

いる。これらは種類毎にまとめて写真のみ掲載した（図版68）。以下、写真に付した番号順に特徴的

なものについて若干の記載をする。

１～３は炉壁である。１は外面にスサを多く含み、内面はガラス質化しており、製錬炉壁と推定さ

れる。４～７は炉内滓（含鉄）である。４はやや大きめの資料で、左側上面付近に含鉄部を有し、底

面に木炭痕が見られる。右側は収束しており、製錬炉壁面に接した部分と見られ、わずかに砂粒が付

着する。５は親指大の礫を内包している。下面がなだらかなＵ字状を呈し、右側面は収束しているこ

となどから孔滓の可能性もある。８～10は炉内滓である。８は全体に錆色をしている。表面には粒状

の粘土が付着しており、炉底付近の地山が付着したものと見られる。11～13は流動滓である。11は

上面一帯に含鉄反応がある。上下面とも凹凸が少なく平滑である。14は炉底塊である。上面やや右よ

りに含鉄部がある。上面は、表面に砂利状の白色砂が点在しており、下面にはブロック状の粘土塊が

付着し、棘棘している。15～17は鍛冶滓である。15は典型的な椀形鍛冶滓である。左側だけが破面

となっており、この断面で観察される気孔は小さく、滓質は緻密である。上面には木炭が付着してい

るが、これは炉内に滓が残存した状態で燃料の木炭片からこぼれ落ちたものが癒着したと見られる。

18・19は羽口である。18は先端部の破片であり、比較的送風口の孔径が小さいものである。20・21

は鉄塊系遺物である。20は長細く、左側面に錆膨れが生じた、破面のない完結遺物である。21は右

側に含鉄部があり、左側には酸化鉄が固着したような部分があり、再結合滓の可能性がある。

遺構内から出土した例は、３～６・８～10・13～15・17・20と比較的多い。特に、ＳＩ23床上か

ら出土した15については、周辺に鍛冶関連遺構の存在が想定される。製鉄関連遺物は製錬系遺物と鍛

冶系遺物が混在することから、少なくとも集落を含んだ周辺地帯において、製錬から鍛冶までの一貫

した鉄生産が行われていた時期があったことは確かである。ただし、調査区内に明確な製鉄関連遺構

は検出されておらず、本来地表面近くに存在した鉄関連遺構が削平により消失した可能性が高いもの

と考えられる。

第３節　平安時代の遺構と遺物
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第５章　自然科学的分析

　本章では、株式会社加速器分析研究所ならびにパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した自然科学的

分析の成果報告を掲載する。

　　第１節　放射性炭素年代測定

株式会社　加速器分析研究所

１　測定対象試料

　測定試料は、以下の19点である。竪穴住居跡SI04カマド９層から出土した炭化材（試料No.1：

IAAA-61680）、SI06カマドから出土した炭化材（No.２：IAAA-61681）、SI11の床面から出土した炭

化材（No.25：IAAA-61683）、SI12カマド４層から出土した炭化材（No.29：IAAA-61684）、SI13西

側の堆積土から出土した炭化材（No.30：IAAA-61685）、SI14カマドから出土した炭化材（No.31：

IAAA-61686）、SI16カマドから出土した炭化材（No.32：IAAA-61687）、SI17カマドから出土した炭

化材（No.33：IAAA-61688）、SI21東側床面直上から出土した炭化材（No.34：IAAA-61689）、SI23

東側３層から出土した炭化材（No.35：IAAA-61690）、SI36カマド７層から出土した炭化材（No.36：

IAAA-61691）、SI49カマドから出土した炭化材（No.37：IAAA-61692）、各1点。これらは、住居跡

の堆積土から十和田ａ火山灰（AD915年に降下）が検出された。SI09の堆積土から抽出した炭化

物（試料No.３：IAAA-61682）１点。縄文時代の可能性がある。SI165から出土した炭化材（No.38：

IAAA-61693）、SI166堆積土２層から出土した炭化材（No.39：IAAA-61694）各１点。縄文時代早期の

可能性がある。焼土遺構SN22堆積土２層から出土した炭化物（No.40：IAAA-61695）１点。SN22か

らは縄文後期～晩期の土器が出土した。SN151から出土した炭化材（No.41：IAAA-61696）、SN154

から出土した炭化物（No.50：IAAA-61697）、SN156から出土した炭化物（No.51：IAAA-61698）各１点。

２　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

２）AAA（Acid Alkali Acid）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Ｎの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では0.001～1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処

理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用

いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。

３）試料を酸化銅1gと共に石英管に詰め真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で２時間加熱する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精

製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（還元）し、グラファイトを作製する。

６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速

器に装着し測定する。
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３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）

を使用する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ

酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。ま

た、加速器により13C/12Cの測定も同時に行う。

４　算出方法

１）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。

２）BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年

を基準年として遡る放射性炭素年代である。

３）付記した誤差は、次のように算出した。

　　複数回の測定値について、χ2検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の統計

誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

４）d13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるd13Cの

値を用いることもある。

　d13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

δ14C = ［（14AS － 14AR）/ 14AR］×1000  （１）

δ13C = ［（13AS － 13APDB）/ 13APDB］×1000  （２）

ここで、 14AS：試料炭素の14Ｃ濃度：(14C/12C)Sまたは(14C/13C)S

   14AR：標準現代炭素の14Ｃ濃度：(14C/12C)Rまたは(14C/13C)R

δ13C は、質量分析計を用いて試料炭素の13C 濃度（13AS = 13C/12C）を測定し、PDB（白亜紀のベ

レムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器により

測定中に同時に13C/12Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ13Cを用いることもある。

この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

また、Δ14Cは、試料炭素がδ13C = －25.0（‰）であるとしたときの14C濃度（14AN）に換算した上

で計算した値である。（１）式の14C濃度を、δ13Cの測定値をもとに次式のように換算する。

　　14AN = 14AS ×(0.975／(1 + δ13C／1000))2  (14ASとして14C/12Cを使用するとき)

または

= 14AS ×(0.975／(1 + δ13C／1000)) （14ASとして14C/13Cを使用するとき)

Δ14C =［（14AN － 14AR）/ 14AR］× 1000 （‰）
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貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの

場合、同位体補正をしないd14Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えられ

る木片や木炭などの年代値と一致する。

 

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC(percent Modern Carbon)がよく

使われており、Δ14Cとの関係は次のようになる。

Δ14C = (pMC／100 －1) ×1000 （‰）

pMC =Δ14C／10 + 100  (%)

国際的な取り決めにより、このΔ14CあるいはpMCにより、放射性炭素年代(Conventional Radiocarbon 

Age；yrBP)が次のように計算される。

T = －8033 × ln［（Δ14C／1000）+ 1］

= －8033 × ln（pMC／100）

５）14C年代値と誤差は、1桁目を四捨五入して10年単位で表示する。

６）較正暦年代の計算では、IntCal04データベース（Reimer et al 2004）を用い、OxCalv3.10較正

プログラム（Bronk Ransey1995　Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger2001）を使用した。

５　測定結果

　竪穴住居跡SI04カマド９層から出土した炭化材（試料No.1：IAAA-61680）が970±30yrBP、

SI06カマドから出土した炭化材（No.2：IAAA-61681）が1100±40yrBP、SI11の床面から出

土した炭化材（No.25：IAAA-61683）が1260±40yrBP、SI12から出土した炭化材（No.29：

IAAA-61684）が1170±40yrBP、SI13西側の堆積土から出土した炭化材（No.30：IAAA-61685）

が1400±40yrBP、SI14カマドから出土した炭化材（No.31：IAAA-61686）が1350±30yrBP、

SI16カマドから出土した炭化材（No.32：IAAA-61687）が1210±30yrBP、SI17カマドから出土し

た炭化材（No.33：IAAA-61688）が1290±30yrBP、SI21東側床面直上から出土した炭化材（No.34：

IAAA-61689）が1330±40yrBP、SI23東側３層から出土した炭化材（No.35：IAAA-61690）が

1240±30yrBP、SI36カマド７層から出土した炭化材（No.36：IAAA-61691）が1310±30yrBP、

SI49カマドから出土した炭化材（No.37：IAAA-61692）が1220±30yrBPの14C年代である。これ

らの住居跡の堆積土から二次堆積の十和田a火山灰（AD915年に降下）が検出されており、住居跡の

構築時期は、10世紀以降と考えられている。暦年較正年代（1σ）で判断すると、試料No.30が飛鳥時

代中葉、No.31が飛鳥時代中葉から後葉、No.25・33～36が飛鳥時代末から奈良時代、No.29が奈良時

代後半から平安時代前期、No.32が奈良時代後半から平安時代前期前半、No.2が平安時代前期後半か

ら後期前半、No.1が平安時代後期後半に相当する。出土遺物や堆積層から推定される予想年代よりも

古い14C年代が複数あり、試料の由来となる木材の樹齢や枯木の利用等について考慮する必要がある。

SI09の堆積土から抽出した炭化物（No.3：IAAA-61682）が4900±40yrBP の14C年代であ

る。縄文時代前期初頭に相当する。SI165から出土した炭化材（No.38：IAAA-61693）が8360±
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50yrBP、SI166堆積土２層から出土した炭化材（No.39：IAAA-61694）が8050±40yrBPの14C年

代である。縄文時代早期前葉の年代である。焼土遺構SN22堆積土２層から出土した炭化物（No.40：

IAAA-61695）が260±30yrBPの14C年代である。室町時代末から江戸時代中期に相当する暦年較

正年代である。SN22からは縄文後期から晩期の土器が出土しているが、14C年代とは対応しない。

SN22は表土直下で検出されており、遺構の年代と異なる時期の炭化物が混入した可能性が高い。

SN151から出土した炭化材（No.41：IAAA-61696）が3450±40yrBP、SN154から出土した炭化

物（No.50：IAAA-61697）が3520±30yrBPである。縄文時代前期末から中期初頭の年代に相当する。

SN156から出土した炭化物（No.51：IAAA-61698）が8100±50yrBPの14C年代である。縄文時代

早期前葉の年代に相当する。化学処理・測定内容、炭素含有量などに問題は無く、妥当な年代と考え

られる。
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第５表　放射性炭素年代測定結果

IAA Code No.
試料

番号

遺構名・

出土層位等

Libby Age

（yrBP）

補正なし

（yrBP)
δ13Ｃ(‰) 暦年較正１σ(yrcalBP) 暦年較正２σ(yrcalBP)

IAAA-61680 1
SI04

カマド9層
970±30 970±30 -25.32±0.81

1020AD-1050AD(26.1%) 

1080AD-1160AD(42.1%)
1010AD-1160AD(95.4%)

IAAA-61681 2
SI06

カマド
1100±40 1160±30 -28.98±0.72

895AD-925AD(24.9%)

935AD-990AD(43.3%)
880AD-1020AD(95.4%)

IAAA-61682 3 SI09 4900±40 4900±30 -24.92±0.91 3705BC-3650BC(68.2％）3770BC-3630BC(95.4％）

IAAA-61683 25
SI11

RC22
1260±40 1310±30 -27.65±0.85 685AD-775AD(68.2%) 660AD-870AD(95.4%)

IAAA-61684 29
SI12

カマド4層
1170±40 1190±40 -26.46±0.86

780AD-900AD(61.9%)

920AD-940AD(6.3%)
770AD-980AD(95.4%)

IAAA-61685 30 SI13 1400±40 1450±30 -28.07±0.79 615AD-660AD(68.2%) 580AD-675AD(95.4%)

IAAA-61686 31
SI14

カマド
1350±30 1380±30 -26.80±0.77 645AD-685AD(68.2%)

620AD-720AD(86.6%)

740AD-770AD(8.8%)

IAAA-61687 32
SI16

カマド
1210±30 1210±30 -25.14±0.76 770AD-875AD(68.2%)

690AD-750AD(16.2%)

760AD-900AD(79.2%)

IAAA-61688 33
SI17

カマド
1290±30 1290±30 -25.42±0.75

670AD-720AD(41.4%) 

740AD-770AD(26.8%)

650AD-780AD(93.8%)

790AD-810AD(1.6%)

IAAA-61689 34
SI21

床面直上
1330±40 1340±30 -25.92±0.98

650AD-710AD(52.8%) 

740AD-770AD(15.4%)
640AD-780AD(95.4%)

IAAA-61690 35
SI23

3層
1240±30 1280±30 -27.42±0.88 680AD-810AD(68.2%) 680AD-880AD(95.4%)

IAAA-61691 36
SI36

カマド7層
1310±30 1360±30 -28.37±0.80

660AD-710AD(48.9%) 

740AD-770AD(19.3%)
650AD-780AD(95.4%)

IAAA-61692 37
SI49

カマド
1220±30 1330±30 -31.86±0.71

720AD-740AD(4.3%)

770AD-880AD(63.9%)
680AD-890AD(95.4%)

IAAA-61693 38 SI165 8360±50 8400±50 -27.28±0.82
7520BC-7440BC(41.2%) 

7410BC-7360BC(27.0%)
7540BC-7320BC(95.4%)

IAAA-61694 39
SI166

2層
8050±40 8100±40 -27.93±0.81

7080BC-7020BC(38.6%) 

6970BC-6910BC(12.9%) 

6880BC-6830BC(16.6%)

7130BC-7100BC(2.2%)

7090BC-6820BC(93.2%)

IAAA-61695 40
SN22

2層
260±30 310±30 -28.05±0.81

1520AD-1550AD(10.7%) 

1630AD-1670AD(48.2%) 

1780AD-1800AD(9.3%)

1510AD-1600AD(30.2%) 

1610AD-1680AD(50.7%) 

1770AD-1800AD(12.2%) 

1940AD-1960AD(2.3%)

IAAA-61696 41
SN151

RC1
3450±40 3550±30 -30.89±0.85

1880BC-1840BC(15.6%)

1820BC-1800BC(5.3%)

1780BC-1730BC(31.2%) 

1720BC-1690BC(16.0%) 

1890BC-1660BC(95.4%)

IAAA-61697 50 SN154 3520±40 3540±30 -26.16±0.79
1900BC-1860BC(20.7%) 

1850BC-1770BC(47.5%)
1940BC-1750BC(95.4%)

IAAA-61698 51 SN156 8100±50 8160±40 -28.44±0.77 7145BC-7045BC(68.2%)

7300BC-7220BC(5.0%)

7200BC-7020BC(86.6%)

6970BC-6910BC(1.4%)

6880BC-6840BC(2.4%)
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　　第２節　樹種同定

株式会社　加速器分析研究所

１　試料

試料は竪穴住居跡および焼土遺構から出土した炭化材51点である。

２　観察方法

炭化材の数㎜立方の試料をエポキシ樹脂に包埋し研磨して、木口(横断面)、柾目(放射断面)、板目(接

線断面)面の薄片プレパラートを作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

３　結果

樹種同定結果（針葉樹1種、広葉樹13種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特

徴を記す（第６表、第111～116図）。

１）スギ科スギ属スギ(Cryptomeria japonica D.Don)

  （遺物No.4・7～10・12～15・17～19・21～23）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に

並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～3個ある。板目では放射組

織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九州の主と

して太平洋側に分布する。

２）カバノキ科ハシバミ属（Corylus sp.）

（遺物No.48）

散孔材である。木口では年輪界は放射組織部分で外方に向かって凹状となり、顕著な波状を呈する。

道管（～50μm前後）はやや小さく、単独ないし2～10個が複合して、放射方向に配列する。軸方向

柔細胞は1列の短接線状および散在状となる。柾目では道管は階段穿孔を有し、階段の数は5～15本。

内壁にらせん肥厚がみられ、側壁に交互壁孔がみられる。放射組織は異性、ときに同性である。板目

では放射組織は単列ときに2～3列となり幅の広い顕著な集合放射組織を有する。ピスフレックがみら

れる。ハシバミ属はハシバミ、ツノハシバミがあり、北海道、本州、九州に分布する。

３）カバノキ科ハンノキ属（Alnus sp.）

  （遺物No.41・42・45～47）

散孔材である。木口では中庸ないしやや小さい道管（～90μm）が2～数個半径方向に放射複合管

孔をなして平等に分布する。軸方向柔組織は単接線状柔組織を形成している。放射組織は多数の単列

放射組織と幅の広い放射組織がある。柾目では道管は階段穿孔と小型で円形の対列壁孔を有する。放

射組織はおおむね平伏細胞からなるが、ときに上下縁辺に方形細胞が現れる。板目では多数の単列放

射組織（1～30細胞高）と単列放射組織が集まってできた集合型の広放射組織がある。ハンノキ属は

ハンノキ、ミヤマハンノキ、ケヤマハンノキ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。
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４）ブナ科ブナ属（Fagus sp.）

（遺物No.33）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～110μm）がほぼ平等に散在する。年輪の内側から外

側に向かって大きさおよび数の減少が見られる配列をする。放射組織には単列のもの、２～３列のも

の、非常に列数の広いものがある。柾目では道管は単穿孔と階段穿孔を持ち、内部には充填物（チロー

ス）が見られる。放射組織は大体平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には大型のレン

ズ状の壁孔が存在する。板目では放射組織は単列、２～３列、広放射組織の3種類がある。広放射組

織は肉眼でも１～３mmの高さを持った褐色の紡錘形の斑点としてはっきりと見られる。ブナ属はブ

ナ、イヌブナがあり、北海道(南部)、本州、四国、九州に分布する。

５）ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節(Sect. Prinus Loudon syn. Diversipilosae,Dentatae)

（遺物No.32・43）

環孔材である。木口では大道管（～380μm）が年輪界にそって1～3列並んで孔圏部を形成している。

孔圏外では急に大きさを減じ、薄壁で角張っている小道管が単独あるいは2～3個複合して火炎状に配

列している。放射組織は単列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。柾目では道管は単穿孔と

対列壁孔を有する。放射組織は全て平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には大型の壁

孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な複合型の広放射組織が見ら

れる。コナラ節にはコナラ、ミズナラ、カシワ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

６）ブナ科クリ属クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）

（遺物No.5・6・11・16・20・24～27・29～31・35～37）

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管（～500μm）が年輪にそって幅の

かなり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは

２～３個集まって火炎状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組

織は大体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素

として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり（ストランド）、軸方向要素の大部分を占める木

繊維が見られる。クリは北海道（西南部）、本州、四国、九州に分布する。

７）ニレ科ケヤキ属ケヤキ（Zelkova serrata Makino）

（遺物No.2・28・34）

環孔材である。木口ではおおむね円形で単独の大道管（～270μm）が1列で孔圏部を形成している。

孔圏外では急に大きさを減じ、多角形の小道管が多数集まって円形、接線状あるいは斜線状の集団管

孔を形成している。軸方向柔細胞は孔圏部では道管を鞘状に取り囲み、さらに接線方向に連続してい

る（イニシアル柔組織）。放射組織は1～数列で多数の筋として見られる。柾目では大道管は単穿孔と

側壁に交互壁孔を有する。小道管はさらに螺旋肥厚も持つ。放射組織は平伏細胞と上下縁辺の方形細

胞からなり異性である。方形細胞はしばしば大型のものがある。板目では放射組織は少数の1～3列の

ものと大部分を占める6～7細胞列のほぼ大きさの一様な紡錘形放射組織がある。紡錘形放射組織の上
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下端の細胞は、他の部分に比べ大型である。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。

８）クワ科クワ属（Morus sp.）

  （遺物No.3）

環孔材である。木口では大道管（～280μm）が年輪界にそって1～5列並んで孔圏部を形成している。

孔圏外では小道管が2～6個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に複合して散在している。柾目で

は道管は単穿孔と対列壁孔を有する。小道管には螺旋肥厚もある。放射組織は平伏と直立細胞からな

り異性である。道管内には充填物（チロース）が見られる。板目では放射組織は1～6細胞列、高さ～

1.1mmからなる。単列放射組織はあまり見られない。クワ属はヤマグワ、ケグワ、マグワなどがあり、

北海道、本州、四国、九州に分布する。

９）カツラ科カツラ属カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.）

（遺物No.1）

散孔材である。木口ではやや小さい薄壁で角張っている道管（～100μm）がおおむね単独または２～

３個不規則に接合して平等に分布する。道管の占有面積は大きい。放射柔組織は不顕著。柾目では道

管は階段穿孔と側壁に階段壁孔を有する。放射組織は平伏、方形と直立細胞からなり異性である。道

管放射組織間壁孔は対列状ないし階段状の壁孔がある。道管内腔には充填物（チロース）がある。板

目では放射組織は方形ないし直立細胞からなる単列のものと、方形ないし直立細胞の単列部と平伏細

胞の２列部からなるものがある。高さ～900μmからなる。カツラは北海道、本州、四国、九州に分

布する。

10）モクレン科モクレン属（Magnolia sp.）

　（遺物No.40）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～110μｍ）が単独ないし2～4個複合して多数分布する。

軸方向柔組織は1～2層の幅で年輪界に配列する。柾目では道管は単穿孔と側壁に階段壁孔を有する。

放射組織はすべて平伏細胞からなる同性と平伏と直立細胞からなる異性がある。道管放射組織間壁孔

は階段状である。板目では放射組織は1～3細胞列、高さ～700μｍとなっている。モクレン属はホオ

ノキ、コブシなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

11）ミカン科キハダ属キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht）

（遺物No.38）

環孔材である。木口では大道管（～300μm）が多列で孔圏部を形成している。孔圏外では小道管

が散在、集団、波状に存在する。柾目では道管は単穿孔を持ち、着色物質、チロースが顕著である。

小道管はさらに螺旋肥厚も有する。道管放射組織間壁孔は小型ないし中型である。放射組織は全て平

伏細胞からなり同性である。板目では放射組織は1～5細胞列、高さ～500μmからなる。キハダは北

海道、本州、四国、九州に分布する。
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12）ウルシ科ウルシ属（Rhus sp.）　

　（遺物No.44）

環孔材である。木口ではやや大きい道管（～270μm）が、単独または2ないし数個が集団で複合

して孔圏部を形成している。孔圏外は単独ないし数個複合して散在している｡軸方向柔細胞は周囲状

が顕著である。柾目では道管は単穿孔と側壁に交互壁孔を有する。放射組織は平伏、方形、直立細胞

からなり異性である。板目では放射組織は1～3細胞列、高さ～700μmからなる。ウルシ属はヌルデ、

ヤマウルシがあり、北海道、本州、四国、九州、琉球に分布する。

13）モクセイ科イボタノキ属（Ligustrum obtusifolium Sieb. et Zucc.）

　（遺物No.49）

散孔材である。木口ではきわめて小さい道管（～60μm）がほぼ単独で多数分布している。年輪界

の道管はやや大きく孔圏的である。柾目では道管は単穿孔と螺旋肥厚を有する。木繊維も螺旋肥厚を

有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は中型の大きさである。

板目では放射組織は1～2細胞列、高さ～600μmからなる。イボタノキ属はイボタノキ、ミヤマイボタ、

ネズミモチ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

14）モクセイ科トネリコ属(Fraxinus sp.)

　（遺物No.39）

環孔材である。木口では大道管(～400μm)が単～数列で孔圏部を形成している。孔圏外では厚壁

の小道管が単独ないし2～4個放射方向に複合して散在している。軸方向柔細胞は顕著で周囲状、翼状、

連続翼状に配列している。柾目では導道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。放射組織は平状細胞から

なり同性である。板目では放射組織は1～4細胞列、高さ～400μmからなる。トネリコ属はシオジ、

ヤチダモ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

15）ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節？(Sect. Prinus Loudon syn. Diversipilosae,Dentatae)

（遺物No.50）

環孔材である。木口では大道管（～380μm）が年輪界にそって1～3列並んで孔圏部を形成している。

孔圏外では急に大きさを減じ、薄壁で角張っている小道管が単独あるいは2～3個複合して火炎状に配

列している。放射組織は単列放射組織が見られた。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。放射

組織は全て平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には大型の壁孔が存在する。板目では

多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な複合型の広放射組織が見られる。木口で広放射組織

が見られない為、コナラ節に非常に近いと考える。

16）散孔材・環孔材

（遺物No.51）

木口では小さい道管が多数分布している為、散孔材である。板目では大小の道管が見られる為、環

孔材である。二種類以上の樹種が混じっていると考えられる。
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第６表　炭化材樹種同定表

試料番号 遺構番号 出土層位・遺物番号 樹種

1 SI04 カマド9層 カツラ科カツラ属カツラ

2 SI06 カマド ニレ科ケヤキ属ケヤキ

3 SI09 － クワ科クワ属

4 SI11 床面直上・RC1 スギ科スギ属スギ

5 SI11 床面直上・RC2 ブナ科クリ属クリ

6 SI11 床面直上・RC3 ブナ科クリ属クリ

7 SI11 床面直上・RC4 スギ科スギ属スギ

8 SI11 床面直上・RC5 スギ科スギ属スギ

9 SI11 床面直上・RC6 スギ科スギ属スギ

10 SI11 床面直上・RC7 スギ科スギ属スギ

11 SI11 床面直上・RC8 ブナ科クリ属クリ

12 SI11 床面直上・RC9 スギ科スギ属スギ

13 SI11 床面直上・RC10 スギ科スギ属スギ

14 SI11 床面直上・RC11 スギ科スギ属スギ

15 SI11 床面直上・RC12 スギ科スギ属スギ

16 SI11 床面直上・RC13 ブナ科クリ属クリ

17 SI11 床面直上・RC14 スギ科スギ属スギ

18 SI11 床面直上・RC15 スギ科スギ属スギ

19 SI11 床面直上・RC16 スギ科スギ属スギ

20 SI11 床面直上・RC17 ブナ科クリ属クリ

21 SI11 床面直上・RC18 スギ科スギ属スギ

22 SI11 床面直上・RC19 スギ科スギ属スギ

23 SI11 床面直上・RC20 スギ科スギ属スギ

24 SI11 床面直上・RC21 ブナ科クリ属クリ

25 SI11 床面直上・RC22 ブナ科クリ属クリ

26 SI11 床面直上・RC23 ブナ科クリ属クリ

27 SI11 床面直上・RC24 ブナ科クリ属クリ

28 SI11 床面直上・RC25 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

29 SI12 カマド4層 ブナ科クリ属クリ

30 SI13 － ブナ科クリ属クリ

31 SI14 カマド ブナ科クリ属クリ

32 SI16 カマド ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

33 SI17 カマド ブナ科ブナ属

34 SI21 床面直上 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

35 SI23 3層 ブナ科クリ属クリ

36 SI36 カマド7層 ブナ科クリ属クリ

37 SI49 カマド ブナ科クリ属クリ

38 SI165 － ミカン科キハダ属キハダ

39 SI166 2層 モクセイ科トネリコ属

40 SN22 2層 モクレン科モクレン属

41 SN151 底面直上・RC1 カバノキ科ハンノキ属

42 SN151 底面直上・RC2 カバノキ科ハンノキ属

43 SN151 底面直上・RC3 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

44 SN151 底面直上・RC4 ウルシ科ウルシ属

45 SN151 底面直上・RC5 カバノキ科ハンノキ属

46 SN151 底面直上・RC6 カバノキ科ハンノキ属

47 SN151 底面直上・RC7 カバノキ科ハンノキ属

48 SN151 底面直上・RC8 カバノキ科ハシバミ属

49 SN151 底面直上・RC9 モクセイ科イボタノキ属

50 SN154 － ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節？

51 SN156 － 散孔材・環孔材
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使用顕微鏡

NikonMICROFLEX　UFX-DX　Type 115

※　本測定は、当社協力会社・（株）吉田生物研究所にて実施した。

第111図　炭化材顕微鏡写真（１）

木口×20 柾目×20 板目×20
No.2　　ニレ科ケヤキ属ケヤキ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.1　　カツラ科カツラ属カツラ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.4　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.3　　クワ科クワ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.6　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.5　　ブナ科クリ属クリ
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第112図　炭化材顕微鏡写真（２）

木口×20 柾目×50 板目×20
No.8　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.7　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.10　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.9　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.12　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.11　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.14　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.13　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.16　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.15　　スギ科スギ属スギ
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第113図　炭化材顕微鏡写真（３）

木口×20 柾目×50 板目×20
No.18　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.17　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.20　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.19　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.22　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.21　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.24　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×50 板目×20
No.23　　スギ科スギ属スギ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.26　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.25　　ブナ科クリ属クリ
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第114図　炭化材顕微鏡写真（４）

木口×20 柾目×20 板目×20
No.28　　ニレ科ケヤキ属ケヤキ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.27　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.30　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.29　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.32　　ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

木口×20 柾目×20 板目×20
No.31　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.34　　ニレ科ケヤキ属ケヤキ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.33　　ブナ科ブナ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.36　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.35　　ブナ科クリ属クリ
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第115図　炭化材顕微鏡写真（５）

木口×20 柾目×20 板目×20
No.38　　ミカン科キハダ属キハダ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.37　　ブナ科クリ属クリ

木口×20 柾目×20 板目×20
No.40　　モクレン科モクレン属

木口×20 柾目×20 板目×50
No.39　　モクセイ科トネリコ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.42　　カバノキ科ハンノキ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.41　　カバノキ科ハンノキ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.44　　ウルシ科ウルシ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.43　　ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

木口×20 柾目×20 板目×20
No.46　　カバノキ科ハンノキ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.45　　カバノキ科ハンノキ属
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第116図　炭化材顕微鏡写真（６）

木口×50 柾目×20 板目×20
No.48　　カバノキ科ハシバミ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.47　　カバノキ科ハンノキ属

木口×20 柾目×20 板目×20
No.50　　ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節？

木口×20 柾目×20 板目×20
No.49　　モクセイ科イボタノキ属

木口×20 板目×50
No.51　　散孔材・環孔材
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第３節　種実同定

株式会社　加速器分析研究所

１　試料

調査したのは、SI11のカマド７層から出土した、約500mlの炭化した種実類一括である。

２　調査方法

試料を実体顕微鏡下で観察し、その形態から種の同定を試みた。その際、石川茂雄（1994）、大井

（1978）、北村・村田（1979）、中山・井之口・南谷（2000）を参照した。学名は基本的に北村・村田（1964）、

同（1979）に拠り、記述の順番は牧野（1990）に拠った。

３　結果

５種（木本１種、草本4種）が認められた。写真を示し、同定結果を以下に記す。和名の順位、学

名は牧野（1989）に拠った。また、植物の種実類以外の炭化材や土塊の小片もみられた。

４　各種植物遺体の特徴

No.１　トチノキ

種子の長さ21.1±2.7mm、幅30.5±2.9mm、厚さ30.5±2.9mm。ほぼ球形であるが形に変異が多い。

へそは種子の大半を占める。種皮は平滑。種子は暗褐色、へそは淡褐白色。

No.２　マメ科

種子は腎臓形、横長楕円形で子葉に割れた状態である。

No.３　イネ

痩果の長さ5.6±0.2mm、幅2.0±0.1mm、厚さ2.9±0.1mm。側面は長楕円形。背腹両面は狭線状

長楕円形(やや扁平)。両側面にはそれぞれ2～3個の浅い縦溝がある。背腹両面の正中線は鈍稜をなす。

No.４　オオムギ

痩果の長さ6.6±0.3mm、幅3.4±0.2mm、厚さ2.7±0.1mm。痩果は紡錘状狭楕円形。側面は紡錘

状長楕円形(やや扁平)。背面には細く浅い縦溝が、腹面にはやや太く深い縦溝がある。

No.５　コムギ

痩果の長さ6.1±0.3mm、幅3.1±0.2mm、厚さ2.9±0.2mm。痩果は狭卵形体や長楕円形。背面の

正中線は鈍稜状。腹面の正中線には深い縦溝がある。

第７表　植物遺体同定表

No. 和 名 科 名 学   名 種類 部位 個数 写真No.

1 トチノキ トチノキ Aesculus turbinate Blume 木本 種子 15(0.1%) 1

2 マメ科 マメ Leguminosae 草本 種子 28(0.2%) 3

3 イネ イネ Oryza sativa L. 草本 果実 71(0.6%) 5

4 オオムギ イネ Hordeum　vulgare L. var. vulgare 草本 果実 11,703(97.9%) 7

5 コムギ イネ Triticum　Aestivum L. 草本 果実 141(1.2%) 9

第５章　自然科学的分析
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参考文献

朝日新聞社　『週刊朝日百科　世界の植物』89号（1977年）

石川茂雄　『原色日本植物種子写真図鑑』　石川茂雄図鑑刊行委員会（1994年）

大井次三郎　『改訂増補新版日本植物誌　顕花編』　至文堂（1978年）

北村四郎・村田源　『原色日本植物図鑑　草本編』上・中・下　保育社（1964年）

北村四郎・村田源　『原色日本植物図鑑　木本編』Ⅰ・Ⅱ保育社（1979年）

中山至大・井之口希秀・南谷忠志　『日本植物種子図鑑』　東北大学出版会（2000年）

牧野富太郎　『改訂増補牧野新日本植物圖鑑』　北隆館（1989年）

※　本測定は、当社協力会社・（株）吉田生物研究所にて実施した。

1．トチノキの種子(炭化)　2．トチノキの種子(現生)　3．マメ科の種子(炭化)　4． マメ科の種子(現生)

5．イネの果実(炭化)　6． イネの果実(現生)　7． オオムギの果実(炭化)　8．オオムギの果実(現生)

9．コムギの果実(炭化)　10． コムギの果実(現生)　　　　　　　　　　(倍率：1･2×１、3～10×４)

第117図　炭化種実同定資料写真

2 4

1086

1 3

5 7 9

第３節　種実同定
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第４節　動物遺体同定

株式会社　加速器分析研究所

ＳＫ32土坑から出土した動物遺体を奈良文化財研究所・松井章氏指導の下、分類を行った。以下に

結果を示す。

※　No.１～５は試料が細片のため動物骨という所見のみで詳細は不明である。

※　本測定は、当社協力会社・（株）吉田生物研究所にて実施した。

１～３　動物骨　　４・５　鳥類（倍率×２）

第８表　動物遺体分類表

No. 大分類 小分類 部位 左右 部分 成長度

1 動物骨

2 動物骨

3 動物骨

4 鳥類
大きさはカモ科
オシドリ大

上腕骨 右 遠位端（骨端部破損）

5 鳥類 不明 尺骨 不明 近位（骨端部未化骨）
幼鳥段階で骨端部の関節も形成されておらず、
大きさも不明である。

第118図　動物骨同定資料写真

1 2

3 4 5
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　　第５節　テフラ分析

株式会社　加速器分析研究所

１　はじめに

　ここでは、秋田県坂下Ⅱ遺跡第９トレンチⅡb層から検出された軽石質テフラの特徴を調べるため

にテフラ分析を行った。

２　試料と分析方法

　試料は、第９トレンチⅡb層の土壌中に含まれていた軽石質テフラ１試料である。

試料は、10g程度を1φ(0.5㎜)、2φ(0.25㎜)、3φ(0.125㎜)、4φ(0.063㎜)のフルイを重ね湿式フ

ルイ分けした。このうち４φ篩残渣中の火山ガラスの屈折率測定を行った。なお、火山ガラスの形態

分類は、町田・新井（2003）に従った。

ガラスの屈折率測定は、温度変化型屈折計MIOT2000（(有)古澤地質調査事務所製）でカプセル上

に浸液と抽出した火山ガラスを封入し、30個のバブル型火山ガラスの屈折率を計測した。

３　結果

　土壌中の軽石質テフラは、特徴　最大5㎜の黄白色の軽石からなる。

４φ篩残渣中の火山ガラスは、軽石型の繊維状ガラスが主体であり、その他バブル型のＹ字状ガラ

スを含む。軽石型ガラスの屈折率測定では、範囲1.498-1.510、平均値1.504であった（第９表）。

以上の特徴から、この軽石質テフラは、AD915年に十和田火山から噴出した十和田aテフラ（To-a）

と同定される。十和田aテフラは、降下軽石および降下火山灰を噴出し、火砕流が発生した大規模噴

火であり、降下軽石または火山灰は、南側に300㎞、東側に80㎞まで確認されている。なお、軽石型

ガラスの屈折率は、範囲が1.496-1.508である（町田・新井、前出）。

参考文献

町田洋・新井房夫　『新編火山灰アトラス－日本列島とその周辺』336p　東京大学出版会 (2003年)

※　本測定は、当社協力会社・（株）吉田生物研究所にて実施した。

第９表　軽石型ガラスの屈折率測定結果

1.5056 1.5022 1.5021 1.5031 1.5054 

1.4997 1.5008 1.5020 1.5071 1.5096 

1.5073 1.5050 1.5042 1.5017 1.4982 

1.4978 1.5001 1.5069 1.5063 1.4999 

1.5023 1.5040 1.5060 1.5070 1.5037 

1.5065 1.5042 1.5058 1.5069 1.5079 
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第119図　Ⅱb層中の軽石と屈折率測定結果

１．Ⅱb層中の軽石

２．３φ篩残渣中の火山ガラス

３．４φ残渣中の火山ガラス屈曲率測定結果

　　（横軸：屈折率、縦軸：個数）
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第６節　石器石質鑑定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

日本海沿岸東北自動車道（大館～小坂間）建設に伴って発掘調査が行なわれた坂下Ⅱ遺跡からは、

縄文時代および平安時代の遺物が多数出土している。今回の分析調査では、これらの出土遺物のうち

剥片石器・磨製石器・礫石器について肉眼による石質鑑定を行い、石質についての資料作成を行なった。

以下にその結果を報告する。

１　試料

鑑定対象とした石材は、縄文時代の剥片石器・磨製石器・礫石器および平安時代の礫石器である。

縄文時代の剥片石器は、石鏃11点・石錐６点・石匙28点・石箆51点・不定形石器85点・剥片１点・

残核２点、磨製石器は磨製石斧１点、礫石器は磨石16点・凹石１点・敲石２点・石皿５点である。平

安時代の礫石器は砥石６点である。

２　分析方法

当社技師１名が、平成20年２月７日に秋田県埋蔵文化財センター中央調査課整理室に赴き、鑑定を

行なった。鑑定に際しては、野外用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴を観察し、五十嵐（2006）

に示される分類基準に従って肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付した。個々の石材の正確な岩石名は、

薄片作製観察、X線回折試験、全岩化学組成分析等を併用することにより調べることができるが、今

回は肉眼鑑定のみに留めるため、鑑定された岩石名は概査的な岩石名であることを留意されたい。

３　結果

器種別の石材組成を剥片石器については第10表に、磨製石器・礫石器については第11表に示す。

縄文時代の剥片石器には、堆積岩類として頁岩150点、頁岩（黒色頁岩）７点および珪質頁岩27点

が使用されている。すべて頁岩であり、それに近い岩相を示す珪質頁岩も比較的多く使用されている。

磨製石器および礫石器には、半深成岩類として珪長岩１点およびドレライト２点、火山岩類として

流紋岩11点、多孔質流紋岩１点、デイサイト２点、多孔質安山岩４点、かんらん石玄武岩１点および

玄武岩６点、堆積岩類として砂質頁岩１点、変質岩類として珪質岩１点、変質蛇紋岩１点が使用され

ている。火山岩類の流紋岩および玄武岩がやや多い傾向があるものの、その他の岩種も雑多に使用さ

れている。器種と岩種の関係では、流紋岩製の砥石が多いという傾向が認められる。

４　石材の産地について

大館市の地質は、大沢・須田（1978）による20万分の1地質図幅「弘前および深浦」にその概略が

示されている。これによると、周辺地域は主に新第三系中新統から構成されており、主な構成岩石は

凝灰岩などの火山砕屑岩類からなり、流紋岩、安山岩、玄武岩などの火山岩類を伴う組成となっている。

縄文時代の剥片石器には、多量の頁岩が使用されている。上記の地質概要から、頁岩類の分布は本

遺跡周辺地域においては少ないと判断される。しかし、大沢・須田（1978）によると頁岩類は酸性
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凝灰岩に伴って産出するとされていることから、近傍を流れる下内川の河床礫などからも僅かながら

に入手できたと考えられる。珪質頁岩や黒色頁岩についても同様な入手先が想定されるが、一部きわ

めて良質な珪質頁岩が認められており、これらについては良質な珪質頁岩を産する女川層に由来する

ものと推定される。近傍の採取地としては、米代川支流の阿仁川や、米代川下流域などの河床が考え

られる。

磨製石器として１点だけ出土している変質蛇紋岩については、周辺地質には産出しない石材である

ことから、遠方からの搬入石材と捉えることができる。最も近い蛇紋岩の産地としては、北上高地が

知られているが北海道にも産出する石材であり、石器の特長などによってはこのようなさらに遠方の

産地も視野に入れる必要があるだろう。

礫石器には、半深成岩類や火山岩類が多く利用されている。大館市の地質を考慮すると、これらは

周辺地域より容易に入手できる石材と判断され、大部分は在地性の石材が利用されているものと理解

される。砂質頁岩についても､前述の頁岩と同様に在地性の石材とみることができる。変質岩の珪質

岩については産地不明であるが、周辺には鉱床が点在しており、これらの鉱床の変質帯に随伴して産

出する石材である可能性がある。この珪質岩は、円礫状を呈していることから、河床礫などが利用さ

れたものと推測される。

引用文献

大沢あつし・須田芳朗　20万分の１地質図『弘前および深浦』　地質調査所（1978年）
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第10表　器種別石材組成（剥片石器）

石
鏃

石
錐

石
匙

石
箆

不
定
形
石
器

剥
片

石
核

合
計

堆積岩類

　頁岩 8 5 18 44 73 1 1 150

　頁岩(黒色頁岩） 1 1 4 1 7

　珪質頁岩 3 1 9 6 8 27

合計 11 6 28 51 85 1 2 184

第11表　器種別石材組成（磨製石器・礫石器）

磨
製
石
器

磨
石

凹
石

敲
石

石
皿

砥
石

合
計

半深成岩類

　珪長岩 1 1

　ドレライト 2 2

火山岩類

　流紋岩 2 1 2 6 11

　多孔質流紋岩 1 1

　デイサイト 2 2

　多孔質安山岩 1 3 4

　かんらん石玄武岩 1 1

　玄武岩 5 1 6

堆積岩類

　砂質頁岩 1 1

変質岩類

　珪質岩 1 1

　変質蛇紋岩 1 1

合計 1 16 1 2 5 6 31

頁岩

頁岩（黒色頁岩）

珪質頁岩

石材組成（剥片石器）

流紋岩

多孔質流紋岩

多孔質安山岩

かんらん石玄武岩

玄武岩

デイサイト

砂質頁岩

珪質岩

珪長岩 ドレイライト

変質蛇紋岩

石材組成（磨製石器・礫石器）

第６節　石器石質鑑定
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第６章　まとめ

　坂下Ⅱ遺跡は乱川右岸の段丘上に立地し、北東側の残丘と、乱川に続く小支谷との間に形成された

狭小な緩斜面上にある。今回の発掘調査は日本海沿岸東北自動車道建設事業に伴うもので、道路計画

路線内に設定された調査区は、予想される遺跡範囲のほぼ全域を包括していると考えられる。調査区

は北東から南西に向かって緩やかに傾斜しており、中央部で縄文時代早期を主体とした遺構と遺物を、

北西側の小支谷に沿った形で平安時代、特に十和田ａ火山灰降下後の遺構と遺物を検出した。以下に

検出した遺構・遺物について若干の補足と検討を行い、遺跡の性格について述べていきたい。

　　第１節　縄文時代

１　遺構について

　縄文時代の遺構は竪穴住居跡３軒、焼土遺構６基、土坑３基、陥し穴状土坑２基を検出した。調査

区北端部に焼土遺構１基、南端部に竪穴住居跡１軒と陥し穴状土坑１基が分布するほかは、すべて調

査区中央部に集中している。これら遺構の帰属時期は必ずしも明確ではないが、遺構が集中する調査

区中央部では早期中葉の遺物包含層が形成されており、特に竪穴住居跡は早期中葉に属するものと考

えられる。以下、遺構ごとに特徴をまとめていくことにする。

竪穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は、調査区中央部においてＳＩ165・166の２軒を、調査区南端部において

ＳＩ09の１軒を検出した。ＳＩ165・166の２軒からは貝殻条痕文の施された土器が出土しており、少

なくとも早期中葉の後半段階には埋没していたものと考えられる。一方、ＳＩ09では縄文が施文され

た土器小破片１点のみの出土で、中央部の竪穴住居跡とは規模・構造ともに異なっており、帰属時期

は明確でない。ここでは中央部で検出した２軒の竪穴住居跡について述べていきたい。

ＳＩ165・166竪穴住居跡を付属施設および形態の面で比較すると、ともに中央部に浅い掘り込みを

有し、特に炉跡のような燃焼面を伴わない点で共通する。柱穴はＳＩ165が中央部掘り込みに接して４

基検出されているのに対し、ＳＩ166では不明瞭な１基のみの検出である。全体の平面形は、ＳＩ165

が長軸約3.9ｍ、短軸約3.8ｍのやや角張った円形平面を呈し、ＳＩ166は長軸約5.6ｍ、短軸約5.4ｍの

円形平面を呈する。

出土遺物について見てみると、ＳＩ165は堆積土中および床面から多数の石器が出土している。石器

の構成は小形剥片と砕片が大部分を占め、残核は出土していない。また石鏃は完形のものが無く、製

作途中の失敗品の可能性が高い。このような石器の出土状況・組成の特徴から、竪穴住居跡内あるい

はその近傍において、小形石器の細部調整加工を主体とした石器製作が行われたことが窺われる。な

お、中央部掘り込み底面においては石皿が使用面を下に向けて出土しており、住居廃絶に伴う儀礼的

な行為の可能性もあろう。ＳＩ165と比べてＳＩ166は出土点数こそ少ないものの、石鏃・石匙・不定

形石器・磨石・石皿といった多様な石器の構成となっており、遺跡全体の石器組成に近い。特に石匙

は５点出土しており、遺構外出土分の合計が23点であることを考慮すると、非常に多いと言える。こ
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鹿角市　物見坂Ⅲ遺跡　第１号竪穴住居跡大館市　根下戸道下遺跡　S I03

石錘

石錘

S=1/100

第120図　秋田県内の縄文時代早期中葉竪穴住居跡検出例

れらの石器は床面や中央部掘り込みの中から出土する場合が多く、埋没時に偶然混入したというより、

住居廃絶時に意図的に残された可能性が高いと考える。どちらの住居においても石器と比較して土器

の出土量は少なく、それらの殆どが別個体の小破片である。以上のように、遺物の出土状況と出土量

から見ると、住居の廃絶には石器が関与する場合が多く、土器は客体的な存在であったと推測される。

逆に言うと、このことは土器使用および廃棄の場が住居外空間を主体としていた傍証となるのではな

いだろうか。

ところで秋田県内の縄文時代早期中葉に属する竪穴住居跡は、大館市に所在する根下戸道下遺跡と

鹿角市に所在する物見坂Ⅲ遺跡で１軒ずつ検出されており、坂下Ⅱ遺跡は県内で３例目の検出事例と

なる（第120図）。これらの遺跡は、全て秋田県北部の米代川上流域に分布している。

大館市　坂下Ⅱ遺跡　S I165・166

S I165

S I166

石皿

第１節　縄文時代
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根下戸道下遺跡で検出されたＳＩ03竪穴住居跡は、長軸約7.5ｍ、短軸約6.5ｍの楕円形平面を呈する。

中央部に２つの土坑を有し、燃焼面は検出されていない。柱穴は中央部の土坑周辺と壁沿いに分布し

ており、前者が主柱穴、後者が壁柱穴とされ、主柱穴が切り合うことから建て替えが行われたものと

推定されている。遺物は小形の無文尖底土器や、貝殻腹縁圧痕が異方向に押圧施文された口縁部破片

が出土しており、早期中葉の後半期に属すると推測される。このほか、石匙・トランシェ様石器・ス

クレイパー・磨製石斧・磨石・石錘などの石器が出土している。特に石錘は北壁際と南壁際でまとまっ

た状態で出土しており、意図的な廃棄行為として注目される。

物見坂Ⅲ遺跡で検出された第１号竪穴住居跡は、長軸約4.7ｍ、短軸約4.1ｍの楕円形平面を呈する。

中央部に浅い掘り込みを有し、燃焼面は検出されていない。柱穴は中央部の浅い掘り込み周辺に主柱

穴が４基あり、壁際にも２基検出されたほか、竪穴外部にも周辺を囲むように９基分布している。遺

物は、口縁部に爪形連続刺突文列が巡る口縁部破片が出土しており、早期中葉の前半期に属する可能

性が高い。このほか掻器や剥片などの石器も出土している。

坂下Ⅱ遺跡・根下戸道下遺跡・物見坂Ⅲ遺跡で検出された早期中葉の竪穴住居跡を比較すると、住

居内には付属施設として床面中央部に浅い掘り込みを有し、炉跡に相当するような燃焼面は伴ってい

ないという特徴を見出すことができる。さらに遺物出土状況としては、住居廃絶に伴う意図的な石器

の廃棄行為が認められる。

焼土遺構

　焼土遺構は調査区北端部で１基、中央部で５基を検出した。北端部にあるＳＮ22は焼土中から注口

土器破片が出土しており、後期以降に形成されたものと考えられる。検出位置も中央部の焼土遺構群

とは離れており、両者には時期差があるものと推定される。中央部で検出した焼土遺構からは帰属時

期を直接判断できるような遺物は出土していない。しかし、これらの焼土遺構は早期中葉の竪穴住居

跡の周辺に分布し、ここには同時期の土器が多数出土していることから、同じく早期中葉に形成され

たものが含まれる可能性は極めて高いと考えられる。

いくつかの焼土遺構から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＳＮ151が3450±

40yrBP、ＳＮ154が3520±40yrBP、ＳＮ156が8100±50yrBPという年代値を示した（第５章第１

節参照）。同じく年代測定を行ったＳＩ165が8360±50yrBP、ＳＩ166が8050±40yrBPの年代値を示

しており、ＳＮ156の測定結果は、早期中葉に焼土遺構が形成されていた可能性を支持するものと考

える。なお、ＳＮ169については年代測定を行ってはいないが、ＳＩ165が埋め戻された直後に埋土上

で燃焼面が形成されている。このような重複関係からも竪穴住居跡と焼土遺構の連続性が看取される。

　先述したとおり、秋田県内で検出された早期中葉の竪穴住居跡には明確な燃焼面は伴っておらず、

この時期の竪穴住居は内部に炉を設けず、屋外で燃焼作業を行うのが通例であったと推測する。なお

物見坂Ⅲ遺跡においても、竪穴住居跡の周辺に焼土遺構が分布しており、坂下Ⅱ遺跡と同様の状況で

あったと考えられる。

陥し穴状土坑

　陥し穴状土坑は調査区中央部で１基、調査区南端部で１基を検出した。形態としては溝状に深く掘

り込まれ、両端がオーバーハングする点で類似しており、規模も同程度である。分布域は離れている

ものの、形態・規模に共通性が認められることから、同時期に構築されたものと推測する。
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帰属時期については、ＳＫＴ51の堆積土中から早期中葉の土器が出土しているが、これは埋没時に

混入したものと考えられる。遺構外において僅かではあるが前期・後期の土器が出土しており、この

どちらかの時期に帰属するものと推測する。

２　遺物について

　坂下Ⅱ遺跡からは縄文時代の土器・石器が一定量出土しており、それらの殆どが調査区中央部の第

Ⅲ層黒色土中に含まれていた。時期としては前期・後期のものがわずかに存在するが、主体をなすの

は早期中葉のものである。ここでは特に早期中葉の土器群と、剥片石器のうち箆状石器について、所

見を述べておきたい。

縄文土器

　縄文土器は時期別に大きくⅠ群（早期）・Ⅱ群（前期）・Ⅲ群（後期）に分けた。これらのうち主体

をなすのは早期中葉に相当するⅠ群の土器で、文様構成や施文手法によりさらにＡ～Ｊ類に分類した。

土器の詳細については既に述べてあるので、ここでは各類の特徴を概観し、秋田県内の主たる類似資

料を挙げ、東北北部において設定されている型式との対応関係についてまとめておくことにする。

　Ａ類は口縁直下に爪形連続刺突文列が巡るもので、形態としては平口縁で口唇部が外削ぎ状をなし、

器壁はやや分厚いという特徴を見出せる。特に第20図２に関しては、多段の刺突文列に沈線文と貝殻

腹縁圧痕が伴うことから、白浜式に相当するものと考えられる。県内における類似資料は少なく、物

見坂Ⅲ遺跡・大館市鳶ヶ長根Ⅲ遺跡において数点出土した程度である。

Ｂ類は器面全体に貝殻腹縁圧痕のみ施文するもので、口唇部形状や器壁の厚さはＡ類と共通するが、

山形の波状口縁例が認められる点で異なる。尖底部の破片も出土しており、砲弾形の器形をなすこと

が確認できる。斜位の貝殻腹縁圧痕文が多用されることから、本類は寺の沢式に相当するものと考え

られる。類例は鹿角市大湯環状列石周辺遺跡・物見坂Ⅲ遺跡・大館市横沢遺跡などで少数ながら出土

している。なお第20図１は爪形連続刺突文を伴うことからＡ類に分類したが、刺突文列以下は全体に

斜位の貝殻腹縁文を施す点で本類の要素が強く、寺の沢式に相当すると見るのが妥当と考える。

Ｃ類は「く」字状有節沈線を主描線として横位展開の文様構成となっている。器形は波状口縁を呈

し、口唇部は外削ぎ状で、頸部が括れ、底部は砲弾形をなす。沈線は波状もしくは直線状で多段に巡り、

沈線に沿う形で刺突や一本引き沈線が施される点も特徴である。本類は明神裏Ⅲ式に相当するものと

考えられ、類例は物見坂Ⅲ遺跡のほか県南部の羽後町弁天森遺跡・湯沢市岩井堂第４洞穴でわずかな

がら確認されている。

Ｄ類は一本引きの沈線により口縁部に幾何学文を描くものである。器形は波状口縁をなすものが主

体で、口唇部は外削ぎ状もしくは角張った形態をなし、頸部が若干括れている。Ｅ類も同じく沈線文

により文様を表出しているが、本類は沈線そのものが深く明瞭で、方形区画文・入組文・菱形文といっ

た直線的なモチーフを描く点で異なる。本類は概ね物見台式に相当するものと考えられるが、その典

型例に認められる頸部の強い屈曲や、貝殻腹縁圧痕の沈線間への充填および沈線に沿わせた施文と

いった手法は見受けられない。本類の一部には「く」字状有節沈線や先端の尖った工具による刺突文

が認められ、明神裏Ⅲ式の影響あるいはこれに連続する文様要素の可能性があろう。類例は物見坂Ⅲ

遺跡などで散見される。
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　Ｅ類は半裁竹管状の工具を用いた平行沈線を主描線として横位展開の文様を描くものである。波状

口縁例が多く見受けられ、口唇部は角張るものと丸みを帯びたものがあり、頸部の括れは殆ど無く、

胴部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる器形をなす。沈線は浅く、非常に不明瞭なものも含まれ

ている。文様は口縁部の比較的狭い範囲に施されており、特定のモチーフを表出する意識は弱く、鋸

歯状もしくは直線状の沈線が横位に連結した単純な文様構成となっている。沈線間に貝殻腹縁圧痕や

小さな円形刺突文を多用するのも特徴の一つとして挙げられる。本類を東北北部における既存型式と

直接対比することは難しく、沈線文を主体とする部分で物見台式の、刺突文を多用する点で鳥木沢式

の要素をもつと言えよう。類例は大館市鳶ヶ長根Ⅳ遺跡・大館市寒沢遺跡などに認められる。

　Ｆ類は口縁部に貝殻腹縁圧痕を多用した文様をもつものである。器形は波状口縁と平口縁が双方認

められ、口唇部は角張る例もあるが丸みを帯びるものが多い。頸部に括れをもつものは少なく、胴部

から口縁部にかけて直立気味に立ち上がる。文様は口縁部の狭い範囲に施されており、貝殻腹縁圧痕

によって縦・横に矢羽状モチーフを描くほか、横位多段に施すなど、施文方向の変化によって文様を

表出している。これら貝殻腹縁文の上下を鋸歯状沈線や連続刺突で区画するのも特徴で、口縁部文様

帯以下は無文あるいは横位貝殻条痕が施され、特に後者は口縁部内面にも条痕を伴う場合が多い。本

類は鳥木沢式や蛍沢ＡⅡ式に相当するものと考えられ、類例は大館市根下戸道下遺跡・鳶ヶ長根Ⅳ遺

跡・寒沢遺跡でまとまって出土している。

　Ｇ類は貝殻条痕文のみ施文するものである。波状口縁と小突起を伴う平口縁の例が認められ、口唇

部は丸みを帯びたものが多い。頸部に括れは認められず、胴部から口縁部にかけて直立気味に立ち上

がる。条痕文は横位に短く押し引くもの、長く引くもの、横・斜め異方向に施すものに細分可能で、

内面にも条痕を伴う例が見受けられる。本類は概ね吹切沢式に相当するものと考えられ、類例は根下

戸道下遺跡・鳶ヶ長根Ⅳ遺跡に認められる。

　Ｈ類は波状貝殻文を施すもので、波状文下には条痕文が伴い、器形は不明である。本類は吹切沢式

に相当するものと考えられ、類例は大湯環状列石周辺遺跡等でわずかに認められる。

　Ｉ類は沈線文のみ施すもので、２例のみ確認されている。第25図３は間隔を置いて斜位に沈線を施

した後、全体にミガキ状の調整を施すもので、器壁は薄い。４は分厚い底部破片で、非常に細い沈線

を横・斜めに施文して格子状の文様を表出している。分類上は同じ扱いとしているが、帰属時期は異

なる可能性が高い。ともに県内に類似資料は見受けられず、東北地方北部の型式とは対応しないもの

と考えられる。２例のみの出土であり、坂下Ⅱ遺跡の中においては客体的な、異系統の土器であると

推測する。前者には常世式、後者には田戸下層式の影響を想定しえようか。

　Ｊ類は無文の土器を集成したもので、他の有文土器の一部を包括する可能性もあるが、第25図５～

11のように口縁部以下が無文となる例は確実に認められる。本類について型式学的な位置付けは困難

であるが、概ね器壁が薄く、内面に条痕を伴う資料があるといった傾向から、多くは早期中葉の後半

期に属するものと考えられる。

坂下Ⅱ遺跡の早期中葉土器を概観すると、白浜式・寺の沢式・明神裏Ⅲ式・物見台式・鳥木沢式・

吹切沢式に比定可能な資料が存在し、広範な時期にわたる遺跡の利用が想定される。ただし類別ごと

の土器の個体数は少なく、また類別同士の系統的な連続性は希薄であることから、該期における遺跡

の利用は断続的であったと言えよう。
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石器

　坂下Ⅱ遺跡から出土した石器は、剥片石器が石鏃・石錐・石匙・箆状石器・スクレイパー等の不定

形石器で構成され、磨製石斧は１点のみ出土し、礫石器は磨石・凹石・敲石・石皿で構成される。

剥片石器の中でも特に箆状石器は、遺構外から出土した定形石器79点のうち48点と約６割を占め、

主体をなしている。ここで言う箆状石器とは、通例トランシェ様石器や石箆と区別されるものを総称

しており、刃部形態によって１～６類に細分した。詳細についてはすでに述べているので割愛するが、

結果的には刃部に対する剥離の重複程度を示す段階的な分類となっている。１類は刃部が一次剥離面

で構成されたいわゆるトランシェ様石器であるが、２類はこれに刃こぼれ状の小剥離が伴い、以後５

類まで刃部に対する剥離の重複程度が漸移的に増し、刃角が鈍くなる傾向にある。また、１・２類が

左右対称の均整の取れた撥形の平面形態をなすのに対し、３・４類は対称性が弱く短冊形の平面形を

もつものもあり、５類に到っては対称性に乏しく側縁も直線的ではなくなっている。これらのことは、

トランシェ様石器が使用と刃部再生を繰り返し最終的には側縁調整も行って、形態を変化させている

可能性を示唆するものと言えよう。

ただし、石器と同時に出土した土器を見てみると、早期中葉の中でもかなりの時間幅があることが

窺われるため、上述した箆状石器に認められる形態の違いは、時期的な石器製作方法の変化を含んで

いる可能性も否定しきれない。例えば、１類のいわゆるトランシェ様石器の殆どが横長剥片を素材と

するのに対し、３・４類には縦長剥片素材例も認められることから、素材獲得方法の変化と連動して

箆状石器の製作方法が時期的に推移していった可能性も十分考慮される。

以上のように、箆状石器に見られる刃部形態の違いの要因は、使用と再調整による結果と、時期的

な変遷という２つの可能性をもつことが考えられる。坂下Ⅱ遺跡は早期中葉でも広い時期幅の資料を

包括しているため、結論は導き難く、ここでは可能性を示唆するに留めておく。

　　第２節　平安時代

１　遺構について

　平安時代の遺構は、竪穴住居跡18軒・掘立柱建物１棟・柱穴列５条・溝跡９条・土坑12基・柱穴様ピッ

ト104基を検出した。これらの遺構は調査区のほぼ全域に分布している。調査区の範囲は北東側の残

丘に続く急斜面と北西側の小支谷に挟まれた緩斜面を包括することから、西側の削平を受けた部分を

除き、集落のほぼ全域を調査したものと考えられる。殆どの遺構堆積土には十和田ａ火山灰が含まれ

ており、集落は主として火山灰降下後の10世紀代に形成されたものと考えられる。以下、遺構ごとに

検討を加えていくことにする。

竪穴住居跡

　竪穴住居跡のうち直接切り合い関係をもつものは４例確認された。これらの新旧関係を（古→新）

のように矢印で示すと、ＳＩ07→ＳＩ06、ＳＩ08→ＳＩ03→ＳＩ04、ＳＩ38→ＳＩ37→ＳＩ36、ＳＩ49→

ＳＩ16となる。このように住居群を切り合い関係で見ると、少なくとも３時期の変遷があることが分

かる。竪穴住居はいくつかの属性に基づいて分類が可能であり、切り合い関係と組み合わせることで、

その変化の傾向を指摘することができる。以下に分類項目を示し、竪穴住居の変遷を検討する。
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ⅰ）カマドの位置

　竪穴住居跡は、切り合いや削平により失われたものを除き、全てカマドを付設している。大きくは

Ａ類：北東壁に付設するもの（ＳＩ04・08）、Ｂ類：南東壁に付設するものに分けられ、Ｂ類はさらに

Ｂ１類：南東壁の南寄りに付設するもの（ＳＩ03・06・11・12・13・21・23・36・49）、Ｂ２類：

南東壁の北寄りに付設するもの（ＳＩ14・16・17）に細分できる。切り合いや削平により消失したも

のをＣ類（ＳＩ07・37・38・143）としておくが、これらは本来カマドが付設していたと考えられ、

残存部の状況からＳＩ07・37・38はＢ類に、ＳＩ143はＡ類に属する可能性がある。

　カマドの設置位置をＳＩ08→03→04の切り合い関係に対応させると、Ａ→Ｂ１→Ａとなっており、

前後関係は無いように見えるが、ＳＩ04はカマドの構造が他と著しく異なり鍛冶炉の可能性も孕んで

いることから、これを除外して基本的にカマド設置位置はＡ→Ｂへと変化したものと推測する。また

ＳＩ49→16の切り合い関係から、Ｂの中でもＢ１→Ｂ２という変化の傾向を指摘できる。

ⅱ）軸線方向

　竪穴住居の軸線方向は全て東西南北に整合しておらず、真北から幾分傾いている。軸線方向の角度

を真北から東にどれだけ傾くか計測すると、ＳＩ143が10°で傾きは最も少なく、ＳＩ07が56°で最も

傾きが大きい。この２軒を除く16軒の軸線方向の平均値は34.4°であり、この数値を境界として２分

すると、Ａ類：19～34°の範囲に収まるもの（ＳＩ03・11・12・16・23・36・37・38・49）、Ｂ類：

37～54°の範囲に収まるもの（ＳＩ04・06・08・13・14・17・21）のまとまりに分けることができる。

　軸線方向の分類をＳＩ08→03→04の切り合い関係に対応させると、Ｂ→Ａ→Ｂとなっている。この

うちＳＩ08は唯一カマドを北東壁に設置するもので一番古く、これを除外した新しい段階ではＡ→Ｂ

の傾向をもつと推測する。カマド設置位置と比較すると、カマド位置Ｂ１類と軸線方向Ａ類、カマド

位置Ｂ２類と軸線方向Ｂ類に強い結びつきが看取され、カマドの設置位置と軸線方向は連動して変化

した可能性が高いものと考える。

ⅲ）規模

　竪穴住居の床面積を推定値も含めて比較すると、およそ４段階に分けることができる。Ａ類：６～

７㎡程度のごく小型のもの（ＳＩ07・08・12・38）、Ｂ類：９～12㎡程度の小型のもの（ＳＩ03・

13・37・49・143）、Ｃ類：14～18㎡程度の中型のもの（ＳＩ14・16・17・21・23・36）、Ｄ類：

24㎡以上の大型のもの（ＳＩ04・06・11）に分類した。

　規模の分類をＳＩ07→06の切り合いに対応させるとＡ→Ｄ、ＳＩ08→03→04に対応させるとＡ→Ｂ

→Ｄ、ＳＩ49→16に対応させるとＢ→Ｃ、ＳＩ38→37→36に対応させるとＡ→Ｂ→Ｃとなり、小型例

が古く、中・大型例が新しいという傾向は明瞭に認められる。

ⅳ）壁溝

　壁溝はＡ類：全周するもの（ＳＩ06・08・14・16・17・21・36・49・143）、Ｂ類：部分的に巡

るもの（ＳＩ11・13・23）、Ｃ類：全く巡らないもの（ＳＩ03・04・07・12・37・38）に分類した。

　ＳＩ07→06の切り合いに対応させるとＣ→Ａ、ＳＩ08→03→04に対応させるとＡ→Ｃ→Ｃ、ＳＩ38

→37→36に対応させるとＣ→Ｃ→Ａとなる。切り合い関係で見た場合、必ずしも一方向に変化する

とは言い切れないが、軸線方向と比較すると、軸線方向Ａ類と壁溝Ｂ・Ｃ類、軸線方向Ｂ類と壁溝Ａ

類との結びつきが見て取れる。
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ⅴ）柱穴

　柱穴の有無・位置によって分類すると、Ａ１類：四隅に位置するもの（ＳＩ03・08・12・13・

16・17・21・37・38・49）、Ａ２類：四隅とその中間に位置するもの（ＳＩ04・07・11・23・36・

143）、Ｂ類：柱穴の伴わないもの（ＳＩ06・14）となる。

　ＳＩ07→06の切り合いに対応させるとＡ２→Ｂ、ＳＩ08→03→04に対応させるとＡ１→Ａ１→Ａ２、

ＳＩ38→37→36に対応させるとＡ１→Ａ１→Ａ２となり、古い段階では四隅に柱穴を設けるのが通例

で、次に柱穴数を増加させたものが加わり、最後に隅柱を伴わないタイプが出現する可能性が高い。

ⅵ）その他の付帯施設

　住居の入口と考えられる施設は、ＳＩ08で溝状の掘り込みとして、ＳＩ14・36で半円状の掘り込み

として検出された。またＳＩ13は壁溝が一部途切れており、ここに入り口が伴う可能性も考えられる。

このほかＳＩ11・36はともに南東側に張り出しを伴う点で特筆され、ＳＩ14はカマド煙道の周囲に溝

が巡り、ここに小規模の上屋が付いた可能性が考えられる。

掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は１棟のみの検出で正確な帰属時期は不明であるが、竪穴住居群のうち軸線方向Ｂ類

と主軸方位が共通しており、同時存在したものと考えられる。竪穴住居跡の密集域から若干離れた場

所に位置しており、倉庫など居住以外の性格をもつ可能性があろう。

柱穴列

　柱穴列は５条検出した。このうちＳＡ181・182は掘立柱建物に伴うものと考えられる。残りの３条

は集落内部の区画施設と考えられるが、帰属時期等は明確ではない。

溝跡

　溝跡は９条検出した。ＳＤ01は下部堆積土に火山灰を含まず、集落の中でも最も古い段階に構築さ

れた可能性が高い。また、これに続くＳＤ02は火山灰降下以降の集落に伴うものである。どちらも集

落内部を区画する性格が強いと考えられる。これに対しＳＤ54・56は地形変換点付近に位置しており、

外部との区画を意識したものであろう。ＳＤ50・71・81・82・83は非常に浅く掘り込まれ、平行す

るといった特徴から、畑畝跡の可能性を指摘しておく。

土坑

　土坑は12基検出した。このうちＳＫ32は、土器とともに動物骨が多数出土しており、土坑墓の可能

性が考えられる。ＳＫ52・55は、遺跡外から持ち込んだ火山灰由来土を底面に分厚く貼り付ける点で、

他の土坑と比べ手の込んだ造作を施している。これらについても、土坑墓の可能性があろう。他の土

坑は出土遺物が伴わないか非常に少ない場合が多く、時期・性格ともに不明確である。

２　遺物について

　平安時代の遺物は、土師器甕・土師器坏・土師器小形土器・須恵器壺・鉄製品・砥石で構成される。

出土土器は基本的に十和田ａ火山灰降下後の10世紀前半に属するものと考えられる。これらの遺物の

うち主体をなすのは土師器甕で、竪穴住居の特にカマド近辺から多数出土している。ここでは土師器

甕の分類を行い、住居ごとに分類群の出土傾向を整理しておきたい。

　土師器甕は整形技法によりＡ類：ロクロ調整の施されたもの、Ｂ類：非ロクロ調整のものの２つに
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大きく分けることができ、さらにＢ類は口縁部形状により１～４類に細分している（第121図）。なお

土師器甕のサイズは口径20～24㎝ほどの大形例と、12～16㎝ほどの小形例が認められる。

Ａ類：ロクロ調整の施されたもので、ＳＩ36から小形甕１点のみ出土している。成形の痕跡は残って

おらず、頸部が強く屈曲して口縁部が外反する器形をなし、口縁端部には横に面が形成されている。

Ｂ１類：非ロクロ調整で、頸部が強く屈曲し、口縁部が比較的長く直線的に外反する器形をなす。口

縁部のヨコナデ調整は口縁端部から屈曲部の下まで、比較的広い範囲に施されている。

Ｂ２類：非ロクロ調整で、頸部が強く屈曲し、口縁部が比較的短く曲線的に外反する器形をなす。口

縁部のヨコナデは口縁端部から屈曲部まで施され、Ｂ１類と比べて若干幅が狭くなっている。

Ｂ３類：非ロクロ調整で、頸部の屈曲は弱く、口縁部は端部のみ非常に短く外反する。口縁部ヨコナ

デは口縁端部から屈曲部まで施されるが、外面のケズリや粘土輪積み成形の痕跡を消去しきれていな

いものが見受けられる。

Ｂ４類：非ロクロ調整で、頸部はほとんど屈曲せず、口縁の立ち上がりは直立もしくは内湾気味の器

形をなす。ヨコナデは口縁端部の狭い範囲に施されるか、全く施されないものもある。

　この分類に従って土師器甕口縁部破片を住居ごとに報告書掲載分に限ってカウントすると、第12表

のようになる。本来は出土した全点を対象とすべきであるが、掲載遺物は特にカマド出土分を重点的

に選択しているため、出土傾向を概ね反映しているものと考えられる。

分類群同士の組み合わせを見てみると、Ｂ１類とＢ４類が共伴しないことが最大の特徴であり、ま

たＳＩ49→16の切り合い関係から、Ｂ２・３類よりＢ４類が新しい傾向にあるといえる。さらに竪穴

住居の軸線方向と比較すると、Ｂ１・２・３類と軸線方向Ａ類、Ｂ３・４類と軸線方向Ｂ類に強い結

びつきが認められる。以上のような出土傾向から、土師器甕Ｂ類はＢ１類からＢ４類まで漸位的に変

遷していったものと考えられる。

３　平安時代集落の変遷過程

ここまで検討してきた遺構や遺物の変化傾向を総合すると、遺跡は大きく３期にわたり変遷して

いったものと考えられる（第122図）。以下に坂下Ⅱ遺跡の平安時代集落変遷案を提示し、特徴と性格

を述べていきたい。

Ⅰ期

　坂下Ⅱ遺跡に竪穴住居が作られる最初の段階にあたる。この時期に属する可能性のある遺構は、

Ａ類 Ｂ１類 Ｂ２類 Ｂ３類 Ｂ４類
S I03 ０点 ０点 １点 ３点 ０点
S I06 ０点 ０点 １点 ４点 ２点
S I11 ０点 ２点 ２点 ３点 ０点
S I12 ０点 ３点 ２点 ０点 ０点
S I13 ０点 ０点 ０点 １点 １点
S I14 ０点 ０点 １点 ７点 ８点
S I16 ０点 ０点 ２点 ７点 ２点
S I17 ０点 ０点 ０点 ２点 ２点
S I21 ０点 ０点 １点 ２点 １点
S I23 ０点 ０点 ３点 ５点 ０点
S I36 １点 ０点 ０点 ４点 ２点
S I49 ０点 ０点 １点 １点 ０点

第12表　竪穴住居跡別土師器甕出土傾向
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A類 B1類

B2類

B3類

B4類

SI36
101図1

SI11
63図1

SI12
67図2

SI03
49図4

SI23
95図4

SI23
95図2

SI03
49図1

SI23
95図5

SI49
104図1

SI11
63図8

SI14
78図4

SI14
76図3

SI14
76図2

SI14
76図1

SI14
77図1

SI17
87図5

SI36
100図1

SI36
100図4

S＝1/6

第121図　坂下Ⅱ遺跡出土土師器甕の分類
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ＳＩ07・08・38・143、ＳＤ01である。遺構は遺跡南西部に集中しており、生活の拠点をここに移す

際に、台地縁辺に近い場所が選択されたものと考えられる。ごく小型の住居のみで構成され、カマド

を北東側に敷設するのはこの時期にのみ認められる現象である。比較的大きな溝を伴い、これは集落

と北東側の外部を断ち切るように区画した性格をもつものと推測される。この時期の遺構と遺物は非

常に少なく、周辺域の開発を目的として先駆的にここに拠点を設けた小集団により形成されたものと

考えられる。

Ⅱ期

　坂下Ⅱ遺跡の立地する緩斜面全域に竪穴住居群が展開する時期である。この時期に属する遺構は、

ＳＩ03・11・12・23・37・49、ＳＤ02である。竪穴住居は小型のものと中型のもので構成され、軸

線方位は北から25°付近にまとまる。カマドは全て南東側の南寄りに付設する。このような軸線方向

やカマド付設位置に認められる規則性は、集落内における住居群の計画的な配置の必要性から生じた

ものと考えられる。このため、本時期の集落は一定規模の集団により形成された可能性が高い。ＳＤ02

は竪穴住居の軸線方向と整合するため、本時期に属するものと考えた。ＳＤ01と一体となって機能し

た可能性が高く、集落の南限を区画する性格を持っていたと推測する。

Ⅲ期

　坂下Ⅱ遺跡に展開した平安時代集落の最終段階に相当する。この時期に属する遺構は、ＳＩ04・

06・13・14・16・17・21・36、ＳＢ178、ＳＤ54・56である。遺構分布範囲が拡大し、竪穴住居は中・

大形のものが主体を占め、最も人口が増加した時期と推測される。主軸方位は北から40°付近にまと

まり、カマド付設位置は南東側北寄りのものが出現する。このようにⅡ期から若干の変化が窺われ、

集落の規模拡大に付随して住居配置が再構成された可能性もあろう。この時期には掘立柱建物が伴う

可能性も高く、集落共用の施設が新たに追加され、集落として最も充実した時期を迎えていたものと

考えられる。ＳＤ54・56はこのような集落の外縁に沿って巡っており、集落外部との境界を強く意識

したものと考えられる。ところで本時期の住居の空白域には楕円形を呈する土坑３基（ＳＫ32・52・

55）が分布する。これらは遺物出土状況や明確な人為堆積状況から土坑墓と推測され、空白域が墓地

として認識されていた可能性も十分に考えられよう。
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第122図　坂下Ⅱ遺跡の平安時代遺構変遷図
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図
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１　基本土層Ａ（南西→） ２　基本土層Ｂ（南西→）

３　基本土層Ｅ（南西→） ４　基本土層Ｈ（南西→）

５　基本土層 I（北東→） ６　基本土層Ｊ（南→）

７　基本土層Ｌ（北東→） ８　基本土層Ｎ（南東→）
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版
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縄
文
時
代
の
遺
構
(1)　

Ｓ
I
09
竪
穴
住
居
跡

１　S I09完掘（北→）

２　S I09断面Ａ（北→）

３　S I09断面Ｂ（西→）
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Ｓ
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居
跡

１　S I165完掘（南東→）

２　S I165断面Ｂ（東→）
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Ｓ
I
166
竪
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住
居
跡

１　S I166完掘（南→）

２　S I166断面Ａ（南→）

３　S I166断面Ｂ（東→）
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構

１　SN22確認（北→） ２　SN22断面（南→）

４　SN151断面Ａ（南東→） ５　SN151断面Ｂ（北東→）

３　SN151確認･炭化材出土状況（北東→）
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(5)　
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・
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169
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遺
構

１　SN154確認（北→） ２　SN154断面（南→）

３　SN156確認（北→） ４　SN156断面（北東→）

５　SN157確認（南→） ６　SN157断面（南→）

７　SN169確認（南→） ８　SN169断面（東→）
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Ｋ
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・
167
土
坑

１　SK39断面（北西→） ２　SK39完掘（北西→）

３　SK114確認（北東→） ４　SK114完掘（北東→）

５　SK167断面（南→） ６　SK167完掘（北→）
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１　SKT05完掘（西→） ３　SKT51完掘（北東→）

２　SKT05断面（西→） ４　SKT51断面（北東→）
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１　S I09・165・166竪穴住居跡、SN22焼土遺構、SKT51陥し穴状土坑出土縄文土器

２　S I165・166竪穴住居跡、SKT51陥し穴状土坑出土剥片石器

３　S I165・166竪穴住居跡出土礫石器
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類
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・
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１　Ⅰ群Ａ類土器 ２　Ⅰ群Ｂ類土器

３　Ⅰ群Ｃ類土器
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１　Ⅰ群Ｄ類土器

２　Ⅰ群Ｅ類土器
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１　Ⅰ群Ｆ類土器

２　Ⅰ群Ｇ類土器
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１　Ⅰ群Ｇ類土器

２　Ⅰ群Ｈ類土器 ３　Ⅰ群 I類土器

４　Ⅰ群 I類土器 ５　Ⅰ群Ｊ類土器
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１ Ⅰ群Ｊ類土器

２　Ⅱ群土器

３　Ⅲ群土器
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